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１. 部局等の目的・目標                                      
 

佐賀大学総合分析実験センターは本学における教育研究の総合的支援を目的とした全学共同施設である。

本庄地区と鍋島地区それぞれに「生物資源開発部門」、「機器分析部門」、「放射性同位元素利用部門」および

「環境安全部門」の 4部門を設置しており、これらの 4部門が機能的に連携して学内の研究教育を総合的に支援

することで、本学における生命、環境、材料等の研究およびこれらの複合領域研究に対応できる人材の育成を目

指している。 

 

総合分析実験センターの目標は、本学の第３期中期目標・中期計画として、以下の項目が定められている。 

 

■教育環境の整備に関する目標 

中期目標：学内共同利用施設として、学部教育ならびに大学院教育に対する支援を行う 

中期計画：センター専任教員が学部・研究科および全学教養機構での講義の一部を支援ができるようにす

る、または、これまで行ってきた講義に加えて、新たに講義を受け持つ 

 

■研究成果の地域・社会への還元に関する目標 

中期目標：地域・社会に対する機器･設備開放と技術支援 

中期計画：学部、産学・地域連携との共同作業による研究技術拠点化。共同研究提案の核となる 

 

■研究の質の向上にシステムに関する目標 

中期目標：部門再編と人員再配置（新規配置ならびに職位見直しを含む）によるセンター研究体制の増強 

中期計画:具体的な部門再編と人員再配置を検討する。検討項目の中には、①支援内容とその分担の見直

し、②専任教員が配置されていないため業務に支障を来している環境安全部門業務への対応、③本学の

教育・研究レベル強化・上昇へこれまで以上に積極的な形で貢献できる新たなプロジェクト部門の設置、

④前項と関連して、トップジャーナルに論文が発表でき、大型予算が確保できる可能性の高い人材の確

保（例えば特任教員の採用など）、などが含まれる。検討の後、現在の部門体制を時代にマッチしたもの

に再編し、それに見合う教職員配置（担当）を見直す。特に技術系職員の再配置により、教員と職員の職

務分担の見直しを行い、教員はより研究に、職員はより支援に特化して業務を行うことにより、センター

の研究能力を強化する。また、新たな教職員配置ならびに職位見直しを行い、より一層の研究能力増強を

行う 

 

■研究環境の整備に関する目標 

中期目標：より高度かつ先進的な研究支援体制の構築 

中期計画：老朽化・陳腐化機器の更新ならびに新規機器の獲得等による研究支援環境の整備。新規研究手

法の獲得と発信による研究支援能力向上。必要性が高いサービスへの集中と必要性が低いサービスの廃

止による支援業務の効率化（外部委託との調和を含む）。本学に必須の研究環境の維持・改善（RI 実験）。

RI実験施設利用者減少への対応（老朽化した機器・設備の更新、新規機器導入による利用の呼び起こし、

新たな RI実験手法の紹介・提案と、共同・受託研究の実施によるサービス向上など） 

 

■地域を志向した教育・研究に関する目標 

中期目標：地域・社会への機器･設備開放と技術支援による地域の学術拠点としての、また技術習得拠点

としての確立 

中期計画：研究技術拠点としての産学官包括連携協定への参画、協力。地域（企業、NPO、他大学等を含む）

向け公開技術講座の開催 

 

■教育研究組織編成の見直しに関する目標 

中期目標：部門再編と人員再配置（新規配置ならびに職位見直しを含む）によるセンター研究体制の増強 

中期計画：現在の部門体制を時代にマッチしたものに再編し、それに見合う教職員配置（担当）を見直す。

特に技術系職員の再配置により、教員と職員の職務分担の見直しを行い、教員はより研究に、職員はより
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支援に特化して業務を行うことにより、センターの研究能力を強化する。また、新たな教職員配置ならび

に職位見直しを行い、より一層の研究能力増強を行う 

 

■財務内容の改善に関する目標 

中期目標：大型研究機器設備のセンター集中管理の推進による財務改善（予算最適化） 

中期計画：業務運営の改善及び効率化（１．組織運営改善）：施設整備関連経費の重点的集中による学内資

産（研究機器･設備関連）の重複・冗長化見直しによる財務改善（予算最適化）。具体的には、大型研究機

器設備予算申請のセンター集中化、既存学部等管理機器･設備の情報収集と、センターへの管理運営権限

委譲 

 

■情報公開や情報発信等の推進に関する目標 

中期目標：国民への説明責任を果たす情報公開 

中期計画：情報公開の必要な項目について調査を行う。学内の関連委員会等と連携し、情報公開項目の項

目・内容等について見直し、多様な手段で学外への情報発信を行う。また、特に動物実験については、第

三者による検証を受ける 

 

■法令遵守に関する目標 

中期目標：法令を遵守した遺伝子組換え実験、動物実験、RI実験、化学実験等に対する適切な支援の実施 

中期計画：法令遵守の推進。教育訓練体制の充実。教職員への啓蒙活動。関連業務への専任教職員の配置

ならびにセンター業務体制の見直し 

 

 

 

２. 部局等の概要                                          
 

  佐賀大学総合分析実験センターは、社会的な要請度の高い生命、環境、材料等の研究やこれらの複合領域

研究に対応できる人材の育成を総合的かつ効果的に支援する体制を構築するために、平成 14 年 4 月 1 日に、

「機器分析センター」、「放射性同位元素実験室」を、それぞれ「機器分析分野」、「放射性同位元素利用分野」に

改組し、さらに、新設の「ライフサイエンス分野」を加えて学内共同教育研究支援施設として設立された。平成 15

年 10 月 1 日の佐賀医科大学との統合にあたり、同医科大学の動物実験施設、実験実習機器センター、RI 実験

施設を加え、「生物資源開発部門」、「機器分析部門」および「放射性同位元素利用部門」の 3 部門からなる全学

的な研究教育支援施設となった。さらに、平成 18 年度に「環境安全部門」を新設し、これらの 4 部門が連携して

学内の理工、農、医、文化教育学分野の研究教育を総合的に支援している。各部門は，佐賀大学の本庄地区と

鍋島地区にそれぞれに配置されており、平成 27 年度はセンター長（併任）、副センター長（併任）、准教授 4 名、

助教 2 名、教務員 2 名、技術専門職員 3 名、技術員 4 名（うち 2 名は再雇用）、非常勤職員 6 名、研究支援推

進員1名から構成されている（次ページ図：平成27年度総合分析実験センターの構成および人員配置を参照）。 
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総合分析実験センター4 部門が担当する支援業務を以下に列挙した。 

 

生物資源開発部門 
遺伝子組換え実験と動物実験に関する教育、研究、講習、教育訓練および安全管理ならびに動物福

祉に配慮した実験動物の飼育管理 

 

機器分析部門 
大型高性能分析機器類の維持管理、総合的な分析・測定に関する教育と研究、分析機器の使用講習

会および教育訓練 

 

放射性同位元素利用部門 
放射性同位元素等の利用に関する教育と研究、放射性同位元素等安全取扱講習会および安全管理 

 

環境安全部門 
環境分析機器の安全管理と教育講習、環境整備および環境分析に関する研究の支援、環境問題に関

する共同研究の受入れおよび相談窓口、環境問題についての教育および情報提供、および学内環境

安全業務 

 
 
 

 
         

図：平成 27 年度総合分析実験センターの構成および人員配置 
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３. 領域別の自己点検評価                                    
 

（１）教育支援の領域 
 

ア 教育支援環境に関する事項 

総合分析実験センターを基盤として、実験機器類および生物資源の維持・開発と放射性同位元素利

用に関する設備の整備拡充と全学的有効利用システムの構築を図り、学生教育並びに社会的ニーズに

応じた教育訓練環境を整備するため、以下の事項を中心に取り組んだ。 

 

（継続して取組んでいる事項） 

１） 共同利用可能機器に関する情報をウェブページに公開し、共同利用機器の予約申込み、予約状況

ならびに運用状況の確認をオンラインでできる体制を整えている。また、機器分析部門鍋島地区にお

いては利用者メーリングリストを構築し、機器運用に関して迅速な情報提供を行う体制を整えている。 

２） 学外研究機関に所属する教職員等が総合分析実験センターを利用できるよう、平成 19年度より本庄

地区において「受託試験」（http://www.iac.saga-u.ac.jp/jutaku/）を開始している。また、平成 22 年

度からは鍋島地区の機器分析ならびに放射性同位元素利用両部門においても「受託試験」

（http://www.kiki.med.saga-u.ac.jp/jutaku/index-j.html）を開始した。今後も情報の周知と、受託可

能な機器の拡充を図っていく予定である。 

３） 機器利用システムのさらなる改善および共同利用機器数の増加を図るため、共同利用可能機器の調

査依頼を全学に対して行い、共同利用可能機器の増加に努めるとともに、老朽化等により利用できな

くなった機器については整理を行っている。平成 27 年度末現在の共同利用可能機器は全 152 台で

あり、そのうち本庄地区に 37 台、鍋島地区（鍋島機器部門と鍋島放射性同位元素利用部門）に 115

台が設置されている（http://www.iac.saga-u.ac.jp/）。 

４） センター機器および施設を利用する教員、学生等の研究成果、外部資金獲得状況に関する情報収

集を毎年度行っている（8 センター利用実績を参照）。 

５） センター利用状況を毎年度集計し、その集計結果をもとにセンターにおける教育訓練環境の整備、

改善を図っている。 

 

 

イ センターが行う教育に関する事項（使用法、安全、規則等に関する教育） 

総合分析実験センターが関わる施設・機器の使用法や法令・規則等の教育に関して、教職員や学生

及び関係者に対して必要な教育活動を行い、その教育訓練体制の整備・改善を図るため、以下の事項に

取り組んだ。 

 

（継続して取組んでいる事項） 

１） 放射線および放射性同位元素の取扱に必要な放射線業務従事者講習会は、本庄地区と鍋島地区

でそれぞれ行っている。受講者への便宜を図るため、どちらの地区でも受講できるようにしている。 

２） 放射線業務従事者登録の便宜を図るため、本庄地区では、新規登録申込者に対する教育訓練は年

2 回（6 月と 12 月）行っており、さらに 5 名以上の希望者がいる場合には随時教育訓練を実施してい

る。更新者用の教育訓練は、12 月から 3 月にかけて年 4 回開催している。鍋島地区では 4、5、10 月

にそれぞれ新規および更新教育訓練を行うことに加え、要請に応じて随時、教育訓練を実施してい

る。 

３） 動物実験に関する教育訓練を学内の「動物実験委員会」と連携し、年 2 回、本庄地区と鍋島地区で

実施している。これ以外にも、希望者に対しては随時、教育訓練を実施している。また、動物実験の

実験計画書の作成の相談、指導、事前審査、受付業務を行っている。 

４） 本庄地区および鍋島地区における遺伝子組換え実験に関する教育訓練を主導している。平成 21 年

度からは新たに、英語による教育訓練も開始している。また、遺伝子組換え実験申請書の提出前の

内容確認を行い、申請者への便宜を図っている。 

５） センターが直接または間接的に関与して行われる教育訓練の際、アンケート調査を行い、利用者の

ニーズの把握に努めている。 

http://www.iac.saga-u.ac.jp/jutaku/
http://www.kiki.med.saga-u.ac.jp/jutaku/index-j.html
http://www.iac.saga-u.ac.jp/


 6 

６） 機器分析部門鍋島地区では、適宜、利用者ミーティングを開催し、利用者からのニーズを把握すると

ともに円滑な共同利用環境の醸成を図っている。 

７） 環境安全部門を統括する本庄地区機器分析部門の専任教員は、本庄地区環境安全衛生委員会メ

ンバーとして安全巡視や簡易作業環境測定業務を実施しており、理工学部循環物質化学科安全衛

生委員会メンバーとして同学科の安全衛生管理に貢献している。同部門鍋島地区を担当する教務員

は医学部安全衛生委員会メンバーとして鍋島キャンパスの安全衛生管理に貢献している。 

８） 既に作成済みのマニュアル・手引きについて、更新が必要なものは随時更新を行なっている。 

９） 機器分析部門鍋島地区では、機器導入機器の説明会や最新研究動向を知るための説明会および

デモンストレーションを 7 回、設置機器利用の習熟度向上のための機器利用講習会を 3 回行ってい

る。 

（本年度事項） 

１０） 動物実験に関する教育訓練について、定期に実施される教育訓練に加え、利用者の希望に応じて

教育訓練を計 26 回実施し、利用者の便宜を図るとともに、動物実験計画書 78 件の作成指導・事前

審査を実施した。 

１１） 生物資源開発部門本庄地区の教員１名が、今後の教育訓練に活かすために、「第７回遺伝子組換え

実験安全研修会」に参加して、遺伝子組換え実験に関する安全管理に関する情報を収集した。 

 

ウ センター教職員が行う、学部等における教育活動に関する事項 

専任教員および技術職員は、センター利用者に対する教育訓練などの支援だけでなく、教養教育運

営機構及び関連学部に協力し学部および研究科の教育にあたっている。以下に専任教員が担当する講

義名を示す。 

 

機器分析部門（本庄） 

専任教員 1 名 

全学「佐賀環境フォーラム I」「佐賀環境フォーラム II」「佐賀環境フォーラム

III(インターフェース)」「佐賀環境フォーラム IV（インターフェース）」」「教員の

ための環境教育」「地域の環境（前期・後期）」、「環境保全(概)論 II」、「作業

環境測定概論」「環境教育 II（インターフェース）」「学内活動実習 I」、「学内

活動実習 II」、「実験化学 I（分担）」 

理工学部「分離化学」「環境化学」「循環物質化学」「大学入門科目（分担）」

「理工学基礎科学（化学概説）（分担）」「機能物質化学実験 I（分担）」「循環

物質化学特別実習・演習（前後期）」 

文化教育学部「環境科学特別講義」 

大学院工学系研究科博士前期課程「物質環境化学特論」「融合循環物質

化学特論」「基礎反応化学特論（分担）」「循環物質化学セミナー（分担）」

「循環物質化学特別演習（分担）」「基礎反応特論（分担）」 

生物資源開発部門（本庄） 

専任教員 1 名 

農学部「分子細胞生物学」「遺伝子工学」「生化学実験（分担）」「専門外書

講読（分担）」「演習（分担）」 

大学院農学研究科「分子細胞生物学特論」「細胞情報学特論」「先端分析

科学特論 II（分担）」「生命機能科学特論（分担）」「生命化学演習（分担）」

「農学総合講義（分担）」 

放射性同位元素利用部門 

（本庄） 

専任教員 1 名 

農学部「生化学実験（分担）」「専門外書講読（分担）」「演習（分担）」「生命

化学概説（分担）」「基礎放射線科学」 

大学院農学研究科「先端分析科学特論 II（分担）」 

機器分析部門（鍋島） 

専任教員 1 名 

基本教養科目「衛生管理論」、「インターフェース〜現代社会と医療 IV」 

大学院医学研究科修士課程「生体傷害分析法」「実験検査・機器特論」 

大学院医学研究科博士課程「機器分析法」「アイソトープ実験法」 

環境キャリア教育プログラム「環境科学Ⅰ」、「環境対話Ⅱ」、「環境教育Ⅱ」 

生物資源開発部門（鍋島） 

専任教員 2 名 

基本教養科目「生命科学の基礎Ｂ（実験動物学）」 

医学部「基礎科系実習（分担）」 

大学院医学研究科修士課程「実験動物学特論」 

大学院医学研究科博士課程「動物実験法」 
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（２）研究支援の領域 
 

ア 学術・研究活動に関する事項 

センターの活動を通じて本学における学術・研究の推進を図るため、学内外との共同研究の推進、学

外研究プロジェクトへの参画、シンポジウム等の開催を中心に取り組んでいる。 

 

（継続して取組んでいる事項） 

１） 生物資源開発部門鍋島地区では、医学部、および農・理工・文教学部とも連携できる研究テーマの

一つとして、生活習慣病の病態モデルとなる遺伝子改変ウサギの開発とそれを用いた分子病理学的

研究を行っている。これに関して、総合分析実験センターにおいて開発・維持されている遺伝子改変

ウサギを他の研究機関に分与するとともに共同研究を推進している。 

２） 機器分析部門鍋島地区では、教員 1 名が放射線医学総合研究所（平成 20 年度～）、ならびに京都

大学原子炉実験所（平成 21 年度～）で共同利用研究員として活動し、放射線がん治療の基礎研究

をテーマに共同研究を行っている。また、学外では広島大学大学院医歯薬学研究科教員ならびに

近畿大学工学部教員と、学内では理工学部教員と共同研究を行い、学会発表８件を報告した。 

３） 生物資源開発部門本庄地区では、開発したプラスミド DNA の分与を行っている。 

４） センター各部門共同でセミナーを開催し、センター専任教員を中心とした部門間連携を強めるととも

に、センターを中心として学内外との連携が可能な研究プロジェクトの検討を行っている。 

５） 機器分析部門本庄地区専任教員 1 名が長崎県商工連携ファンド事業助成金を受け、長崎大学、京

都工芸繊維大学、および一般企業とともに藻場再生に関する共同研究を行なっている。㈶法人電力

中央研究所との共同研究「地下水および表層水に存在する有機物の採取法検討と特性評価」の研

究を行うとともに、地域の企業との共同研究「ポリアクリル酸水溶液中におけるリドカイン溶解状

態の検証」を実施した。産学官連携機構（徐福ラボ）との連携を密にし、技術的な相談、情報収集、

実施計画の提案、費用試算、予備実験の実施等で技術的な支援を実施している。 

（本年度事項） 

６） 生物資源開発部門鍋島地区で開発・維持している遺伝子改変ウサギを分与した（国内２機関、計 59

匹）。 

７） 生物資源開発部門本庄地区で開発したプラスミドを国内の研究者（１件）、米国の研究者（1 件）に分

与した。なお、これらプラスミドは研究成果有体物として佐賀大学に知的財産登録しており、分与を希

望する研究者との交渉は産学・地域連携機構の知財戦略・技術移転部門（TLO）が行った。 

８） 総合分析実験センターセミナーとして、外部講師を招き 11回のセミナーを開催した（７.業務等集計デ

ータを参照）。 

  

イ 研究支援環境に関する事項 

本学全体およびセンターにおける研究環境の改善、また、大学間の連携を高めて情報共有や機器の

相互利用を推進のため、次のことに取り組んでいる。 

 

（継続して取組んでいる事項） 

１） ３．（１）ア－４）に示すように、共同利用可能機器に関する調査結果に基づいて、共同利用可能機器

の増加を図っている。また、機器の運用状況がインターネットを通じて確認できるようにするなど、ホー

ムページの改善も図っている。 

２） 低利用頻度機器および譲渡希望機器の収納スペースを整備し（リサイクルファシリティー）、譲渡を希

望する機器について情報を収集しホームページで情報開示するシステムの運用を開始している。ま

た、HP やメールを利用してリサイクルファシリティーの周知を図り、年度末などに向けてファシリティー

の活用を案内している。運用開始から平成 27 年 3 月 31 日までに 41 物品の譲渡を完了している。 

３） 大学連携研究設備ネットワークに 3 台の機器を登録しネットワーク利用機器の充実を図っている。ま

た、ネットワークを利用した共同研究を通じて、共同利用機器の利用活性化に協力している。 

４） 動物実験に関して、研究テーマに即した飼育室・実験室の改善を図っている。特に、遺伝子組換え

マウスの飼育スペースの不足に対して、設備や飼育器材の充実に向けて可能な限り対応している。 

５） 生物資源開発部門鍋島地区では、学内研究者への研究支援としてマウス胚の凍結保存、遺伝子改
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変動物の作成、動物実験手技の技術指導を行っている。 

６） 学外研究機関等による総合分析実験センター利用のために、本庄・鍋島両地区機器分析部門にお

いて「受託試験」を行なっている。（http://www.iac.saga-u.ac.jp/jutaku/ http://www.kiki.med.saga-

u.ac.jp/jutaku/index-j.html）。 

７） 他大学の共同利用可能機器に関する情報を大学内に発信している。 

８） 他大学へ総合分析実験センター内の共同利用可能機器に関する情報を発信している。 

９） 国立大学法人生命科学研究機器施設協議会に参画し、設備の大学間相互利用をはじめとした活動

に協力している。 

１０） 全国大学等遺伝子研究支援施設連絡協議会に参画し、設備の大学間相互利用をはじめとした活動

や「遺伝子組換え生物等の使用等の規制による生物の多様性の確保に関する法律」へ対応するた

めの活動に協力した。 

１１） 「国立大学法人動物実験施設協議会」に参加し、動物実験および実験動物に関連する情報収集、

意見交換を行なった。また、協議会の調査等に協力した。 

１２） 平成 21 年度から研究支援推進員１名を継続して採用している。また、学内措置により、機器分析部

門本庄地区において博士研究員１名を採用している。 

（本年度事項） 

１３） 総合分析実験センターQ&A を改訂し、センターユーザーだけでなく学内に広くセンター業務を周知

するとともに、教職員ならびに学生に対する研究情報支援を行った。さらに、Q&A 英語版を作成、発

行し(http://www.iac.saga-u.ac.jp/)、留学生に対するセンター業務の周知および支援を行っている。

本 Q&A については、毎年改訂を行い、アップデートな情報提供を行なっている。 

１４） 環境安全部門鍋島地区では、前項２）に関連して、鍋島地区ユーザーの利便性を高めるため、平成

23 年度より鍋島地区リサイクルファシリティーを運用している。平成 27 年度の譲渡実績は 6 物品であ

った（施設利用実績を参照）。 

１５） 動物実験の研究支援に携わる技術職員一名が、支援技術の向上に努め、実験動物技術者 2 級の資

格を取得した。 

 

ウ センター職員による研究活動に関する事項 

センターでは、ア、イに示す研究支援活動と並行して、教職員がそれぞれ独自の研究テーマを持ち研

究を行っている。個々の専門分野で高いレベルの研究に携わり、その研究活動や研究交流を通じて最新

の研究成果や情報を入手することにより、センターの教育研究支援の向上と、本学の研究教育の推進に

貢献している。 

 

（継続して取組んでいる事項） 

１） 生物資源開発部門本庄地区では、新しい遺伝子組換え技術の開発、様々な生物のオミックスをテー

マに研究を行っている。鹿児島大学農学部、京都大学生態学研究センター、Renewable Natural 

Resources Research Centre Wengkhar (ブータン)、雲南農業大学（中国）、お茶の水女子大学、佐賀

県果樹試験場、佐賀大学農学部などと共同研究を行っている。 

２） 生物資源開発部門鍋島地区では、部門の研究テーマとして、１）ヒト疾患モデルとしての遺伝子改変

ウサギの開発と医学研究への応用、２）ウサギ精子および胚の凍結保存に関する研究に取組んでい

る（共同研究先 山梨大学、神戸大学、秋田大学）。 

３） 機器分析部門本庄地区では、自然界の土壌や水中に存在する腐植物質の構造特性、機能特性に

関する研究を地球科学分野、原子力開発分野、農業分野等の研究者と共同して行っている。 

４） 佐賀県医療法人「好生館」、佐賀大学、佐賀県、リサイクラー等との協働プロジェクト「医療機器リサイ

クル処理標準化プロジェクト」を立ち上げ、地域創生への取り組みをサポートしている。 

５） 機器分析部門鍋島地区では、放射線や環境因子によるDNA傷害とその修復機構を生化学的、分子

遺伝学的に検討し、生物の遺伝情報維持機構を明らかにするべく、准教授 1 名、教務員 2 名、技術

員 1 名および研究支援推進員１名が協力して研究を行っている。また同准教授 1 名は、放射線医学

総合研究所ならびに京都大学原子炉実験所の共同研究員として、放射線がん治療に関する基礎研

究をテーマに共同研究を行うとともに、学内外の教員と共同研究を行っている（佐賀大学理工学部、

広島大学、近畿大学）。 

６） 放射性同位元素利用部門本庄地区では、昆虫の味覚・嗅覚機能の解明および摂食行動調節メカニ

http://www.iac.saga-u.ac.jp/jutaku/
http://www.kiki.med.saga-u.ac.jp/jutaku/index-j.html
http://www.kiki.med.saga-u.ac.jp/jutaku/index-j.html
http://www.iac.saga-u.ac.jp/
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ズムに関する研究を行っている。これらの研究は、佐賀大学農学部、総合分析実験センター、もしく

は他大学・他研究機関（九州大学、京都大学、JT 生命誌研究館）と共同で行っている。 

７） 各部門に配置されている技術系職員（含教務員）の研究への参画を促進しており、一部の技術系職

員は独自の研究テーマに取り組んでいる。さらに、共同研究員として分析、調査を担当している。 

８） 生物資源開発部門の教員が責任著者となった論文が、2010 から 2015 年の 6 年間に佐賀大学の論

文（責任著者が佐賀大学教員）の中で、最も引用された。 

(https://scholar.google.co.jp/scholar?q=%22Saga+University%22&hl=ja&as_sdt=1%2C5&a
s_vis=1&as_ylo=2010&as_yhi=)。。 

（本年度事項） 

９） 平成 27 年度の研究成果は、原著論文 9 報、総説・資料・解説・論説・研究報告・総合雑誌の論文 3

報、学会発表・招待講演など 15 件、外部資金獲得は 9 件であった。研究成果の詳細は「８．センター

利用実績」に記す。 

１０） 継続事項（３）において、本年度は新たに状態解析技術を薬物の移動動態に応用した共同研究を実

施している。 

１１） 継続事項（４）において、現在医療機器循環システム協議会の立ち上げ作業を実施している。 

 

 

（３）国際交流・社会頁献の領域 
 

ア 教育における社会連携・貢献に関する事項 

 センターでは各センター教員の専門研究分野および各部門の特色を活かした社会貢献、地域社会と

の連携、他大学との教育における連携および地域に貢献する教育活動として以下の事項に取り組んで

いる。 

 

（継続して取組んでいる事項） 

１） センター教員が担当する講義「佐賀環境フォーラム I,II（身近な環境―調べよう・深めよう・伝えよう）」

の一環として、学内に整備運営したビオトープ（ホタル池）を学生団体グリーンネクサスと提携して希

少動物の保護・観察に役立てている。また鈴虫のイベントを実施し、保育園スタッフを含む地域市民

と連携して、佐賀環境フォーラムワークショップ“環境教育”グループによる紙芝居を通じた地域の幼

稚園児や小学生への環境教育を行い、同時に市民への憩いの時間を提供した。学生運営スタッフを

指導しながら年 2 回（春と秋）の大学構内および近隣を流れるクリークの河川清掃を近隣自治会と協

力して実施、運営しており毎回 60～100 名程度の参加者とともに社会へ貢献している。 

２） センター職員が理事を務めるＮＰＯ主催で佐賀の伝統的な農業イベント「ごみくい」を企画し、学生約

40 名とともに参加した。 

３） 本庄地区環境安全部門専任職員は学内を流れる河川清掃を近隣自治会（佐賀大学前自治会）とと

もに、年 2 回企画実施している。 

４） 学生活動「チャリさがさいせい（チャリさ）」の顧問として、学内、および周辺アパートの放置自転車の

回収・修理・販売・譲渡を行い、学内や近隣地域の放置自転車撲滅運動に貢献している。また同グ

ループは地域のイベント「佐賀城下ひな祭り」「さがバルーンフェスタ」「呉服町万博」の期間中に再生

自転車を用いたレンタサイクルを実施し、一般市民に①放置自転車の撲滅、②循環型社会の推進、

③自動車を使わない省資源・健康な観光を提案し環境に関する啓蒙活動に貢献している。 

５） 平成 22 年度より、本学文化教育学部附属中学校育友会が行なっている「佐賀大学の先生の授業を

受けてみよう」に協力し、センター教員が講義を行なっている。 

（本年度事項） 

６） センター教員は、他大学・研究教育機関などでの講義・実習も担当している。広島大学大学院理学

研究科における講義「遺伝子化学Ⅱ」、大川看護福祉専門学校における講義「生化学」、武雄看護リ

ハビリテーション学校における講義「解剖生理学」を担当した。 

７） 本学文化教育学部附属中学校育友会が行っている「佐賀大学の先生の授業を受けてみよう」では、

「放射線を図る」を開講した。 

８） 産業環境管理協会が実施する「公害防止管理者等資格認定講習」において「大規模水質特論」を２

回行った。 
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９） 佐賀県教育センターの講座「高校生物Ⅰ講座」に協力して、高校理科教員を対象にして、DNA 配列

決定を指導した。 

１０） 「ものづくり技術者育成講座」の講義を担当した。 

１１） 科学研究費における研究成果の社会還元・普及事業「ひらめきときめきサイエンス」に採択され、講

義および実験を行った。 

 

イ 研究における社会連携・貢献に関する事項 

学外の研究者が総合分析実験センター等の分析機器類を活用できるシステムの構築を図るため、また

学外の研究者との連携を深めるとともに、地域社会の研究推進や学会活動に貢献するため、以下のこと

に取り組んだ。 

 

（継続して取組んでいる事項） 

１） 平 成 19 年 度 か ら 「 受 託 試 験 」 を 開 始 し て い る （ http://www.iac.saga-u.ac.jp/jutaku/ 

http://www.kiki.med.saga-u.ac.jp/jutaku/index-j.html）。 

２） 地域に貢献する研究支援活動を行うために、佐賀大学産学連携推進機構を活用し、同機構のホー

ムページからの情報発信に協力している。 

３） 佐賀県バイオマスエネルギー計画、佐賀市バイオマスタウン構想に協力し、民間の研究への相談に

対応し、共同研究計画を策定中である。 

４） 「佐賀環境フォーラム」の活動において、佐賀市と協力し、佐賀市内公立小中学校のシックスクール

調査を行っている。 

５） 産学官連携機構「徐福ラボ」との連携により、地域の民間会社からの技術的相談に対応している。 

 

ウ その他国際交流・社会貢献に関する事項 

 

（継続して取組んでいる事項） 

１） ホームページを通じて、開発したベクターDNA を国内外に分与する活動を行っている

（http://www.iac.saga-u.ac.jp/lifescience/pSU0/）。 

２） 日本腐植物質学会評議委員として、学会の運営に貢献している。 

３） 環境関連の二つの NPO の理事として活動に協力している。 

４） 毎年開催される韓国・大邱大学校とのジョイントセミナーに協力している。 

５） 佐賀市環境審議会のメンバーとして佐賀市の環境行政に助言を行っている。 

（本年度事項） 

６） センター教員 1 名が佐賀市の委託を受け、佐賀市空き家等審議会委員として活動した。 

７） センター教員 1 名が佐賀市の委託を受け、佐賀市環境マネジメントシステムにおける内部環境監査

委員として活動した。 

８） センター教員 1 名がおよび職員 1 名が 15th International Congress of Radiation Research (2015 May 

25-29, Kyoto, Japan)に参加し、それぞれ研究発表を行うとともに同学会に参加した研究者と意見交

換を行った。 

 

 

（４）組織運営の領域 
 

ア 教育研究組織の編成 

 

（継続して取組んでいる事項） 

１） 本庄地区と鍋島地区のテレビ会議システムを活用して会議を行っている。 

２） 年間数回のスタッフ会議を開催し（本年度は２回開催）、研究支援、財務、組織運営などに関する方

針や問題について討論している。 

 

イ 管理運営に関する事項 

 

http://www.iac.saga-u.ac.jp/jutaku/
http://www.kiki.med.saga-u.ac.jp/jutaku/index-j.html
http://www.iac.saga-u.ac.jp/lifescience/pSU0/
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（継続して取組んでいる事項） 

１） 自己収入の増加を図ることも一つの目標として、学外研究機関による総合分析実験センター利用の

ために、「受託試験」を行っている（http://www.iac.saga-u.ac.jp/jutaku/ http://www.kiki.med.saga-

u.ac.jp/jutaku/index-j.html）。 

２） 平成 19 年度からセンター教員が本庄地区 RI 実験施設の作業環境測定を行っている。 

３） 環境安全部門本庄地区は業務委託費の節約を図るため作業環境測定（有機溶媒）を自ら行うことを

検討しており、一部建物での検知管による作業環境測定を実施している。今後も実施個所の増加を

図っていく予定である。 

４） 環境安全部門本庄地区は理工学部の実験実習、および大学入門課目において安全教育を担当し、

安全教育に対する啓蒙をはかっている。 

５） 環境安全部門鍋島地区は業務委託費の節約を図るため、必要箇所における作業環境測定（有機溶

剤）を自ら実施している。 

（本年度事項） 

６） 放射線障害防止法の改正に伴い、放射線障害予防規程の改正を実施した。 

 

ウ その他組織運営に関する事項 

 

（継続して取組んでいる事項） 

１） エコアクション 21 の認証取得を目指した取り組みに参画している。詳細は、３．（１）－イ－７）、３．（２）

－イ－２）を参照。 

２） センター教員 2 名が「佐賀大学版環境教育」の実行委員として活動している。 

３） 環境安全管理に関して、機器分析部門鍋島地区准教授１名が危険物取扱者資格取得および特別

管理産業廃棄物主任の資格を取得し、鍋島地区のこれら業務を担当している。 

４） 化学物質管理システム（CRIS）の全学運用に関して、鍋島地区機器分析部門准教授１名が管理主担

当となり、環境安全衛生管理室と協力している。 

５） 機器分析部門鍋島地区准教授１名は鍋島地区の国際規制物資管理者として関連業務を担当してい

る。 

６） 鍋島地区RI実験施設の作業環境測定を自ら行うため、同施設放射線取扱主任者である機器分析部

門鍋島地区教員が資格を取得した。鍋島地区では、教務員１名が同資格（有機溶剤）を取得し、作

業環境測定に協力するとともに、衛生工学衛生管理者を取得し、同資格が要求される附属病院衛生

管理者を複数名確保することに協力し、同衛生管理者として選任されている。 

７） その他、大学運営に関わる事項として、センター各教員が、動物実験委員会、遺伝子組換え実験安

全委員会、放射性同位元素等安全管理委員会、鍋島キャンパスエネルギー管理協議会、環境安全

衛生室会議、医学部安全衛生委員会、エコアクション 21 全学委員会、同医学部委員会委員、医学

部エネルギー対策委員会、総合情報基盤センター運用委員会などに参画し、また、様々なワーキン

ググループに参画するなどして、その専門知識を活かして大学運営に貢献している。 

 

 

（５）施設の領域 
 

ア 施設、設備等に関する事項 

 

（継続して取組んでいる事項） 

１） 総合分析実験センターとしての「災害対策マニュアル」を全学的なマニュアルと整合性をとりながら作

成し、ホームページ上で公開している(http://www.iac.saga-u.ac.jp/)。なお、放射線施設に関しては、

放射線障害予防規程に「地震等の災害時における措置」について定めている。また、動物実験施設

においても動物実験における「緊急時対応マニュアル」を作成している。 

２） 近年の研究方法の進歩により、動物実験施設の利用形態も多様化してきている。また、動物福祉の

観点から実験動物の飼育環境の改善も重要な課題となってきている。利用者からのニーズに合わせ

先端的研究の効率な推進、動物福祉への対応等を考慮し施設設備の整備・更新等の予算措置を申

請している。 

http://www.iac.saga-u.ac.jp/jutaku/
http://www.kiki.med.saga-u.ac.jp/jutaku/index-j.html
http://www.kiki.med.saga-u.ac.jp/jutaku/index-j.html
http://www.iac.saga-u.ac.jp/
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３） 平成 24 年度鍋島地区放射性同位元素利用部門の改修を行い、管理区域を 2/3 に縮小し、管理区

域解除部分を鍋島地区共用スペースとして整備した。 

４） 放射性同位元素利用部門（本庄地区）では、実験施設の有効活用のため、故障等によって使用でき

なくなった大型機器を順次廃棄処分している。 

 

（本年度事項） 

５） 放射性同位元素利用部門（本庄地区）では、6 月に原子力規制委員会による立入検査に対応した。 

６） 放射性同位元素利用部門（本庄地区）では、専任教員が大学等放射線施設協議会に参加し放射線

施設運営に関わる情報収集を行った。 
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４. 外部評価                                             
 

  国立大学法人佐賀大学大学評価の実施に関する規則改正に伴い、外部評価を２年ごとに実施することが可

能となったため、本年度の自己点検評価報告書における外部評価は実施しない（改正前までは毎年実施）。 
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５. 明らかとなった課題および課題に対する改善の状況・方策               
 

 

機器分析部門（本庄地区） 

課題：機器分析部門（本庄地区）では紫外可視近赤外分光光度計や核磁気共鳴装置等の共同利用汎用機器の

老朽化・陳腐化が進んでいる。設備更新の努力を重ねるとともに、実験設備の機能を維持できるようにメンテナン

スに配慮が必要である。 

改善の状況および対策：共同利用機器の機能維持へのメンテナンスの必要性について、ユーザーへの負担、相

互扶助への理解を求めるとともに、概算要求等での機器の更新を図る。 

 

生物資源開発部門（本庄地区） 

課題：DNAシーケンサー（サンガー法によるもの）による研究支援を行っている。この研究手法が陳腐化した。 

改善の状況および対策： 新技術・次世代シーケンサーに関する講習会を行った。また、 平成２７年度連合農学

研究科先進的研究推進事業（2,000千円）（代表者：永野）を獲得し、学内研究者の新研究手法への参入を促進

した。（2015年6月20-21日 第一回総合分析実験センター実習コース「次世代シーケンサーで得られたデータの

解析の実践」を開催。農学系四名、基礎医学二名、臨床一名の参加者。90分×10回。） 

（2015 年 7 月 12 日および 26 日 第二回総合分析実験センター実習コース「次世代シーケンサーで得られたデ

ータの解析の実践」を開催。農学系七名、臨床一名の参加者。90 分×10 回。） 

 

環境安全部門（本庄地区） 

課題：再活用室を含むリサイクルファシリティの稼働率が悪いこと。自前作業環境測定対応が遅れていること。 

改善の状況及び対策：部門運営を鍋島地区と統合し、課題解決に務める。担当職員に資格取得を行わせるため

に環境安全衛生室と検討を行う。 

 

放射性同位元素利用部門（本庄地区） 

課題：実験施設および設備機器の老朽化・陳腐化が顕著であり一部の機器は故障により利用不可能であるた

め、設備更新を図りユーザーが利用しやすい実験環境を整備する必要がある。特に放射線環境モニタリング装

置（水、ガスモニタ）、液体シンチレーションカウンタ、X 線照射装置などの機器の更新が必要と考えられる。これ

らの設備は、施設の管理運営、作業環境測定、並びに放射性同位元素を利用した研究において必須な機器で

ある。 

改善の状況および対策：放射線を利用した研究に必要な機器について、概算要求を行っている。また施設の老

朽化についても、学内営繕により改修を行う予定である。 

 

機器分析部門（鍋島地区） 

課題：研究設備の更新が滞っているため、老朽化・陳腐化、または故障して利用不能なものがあり、それらの更新

が必要である。また、研究手段の進化により、新たな研究設備の導入も必要である。 

改善の状況及び対策：利用料金の見直しによる受益者負担原則の実施と予算要求による設備の更新整備の実

現。教職員のトレーニングを行い、自前メンテナンス、自前修理を実施することによる経費節減。利用状況ならび

に利用者の要望を把握することによる必要な研究設備への資源投入の集中とその結果としての経費節減。 

 

生物資源開発部門（鍋島地区） 

課題：ウサギの飼養保管状況において、ケージサイズが小さいため、一部のウサギが日常的な動作を行うための

空間が十分に確保できていない懸念がある。これは、佐賀大学動物実験委員会によるＨ27 年度の動物実験に

関する自己点検評価における指摘事項であり、国際基準に対応した大型ケージへの更新が必要である。 

改善の状況および対策：大型ケージへの速やかな更新のための費用獲得に向けて予算申請に努めたが、予算

獲得に至っていない。引き続き予算獲得に努める。 

 

環境安全部門（鍋島地区） 

課題：自前作業環境測定対応が遅れていること。 
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改善の状況及び対策：自前作業環境測定の導入について医学部・附属病院安全衛生委員会と検討を行う。 

 

放射性同位元素利用部門（鍋島地区） 

課題：施設の老朽化、ならびに研究設備の更新が滞っているため、老朽化・陳腐化、または故障して利用不能な

ものがあり、それらの改修ならびに更新が必要である。 

改善の状況及び対策：施設改修については毎年予算要求を行っているが実施されていない。今年度も引き続き

予算要求を行う。 
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６. 総括                                                 
 

本センターの主たる業務は、本学における教育・研究の支援である。「７．センター利用実績」に示すように、本

年度から、鍋島地区機器分析部門の利用者数追加により総利用者数は大幅に増加している。このことは、センタ

ーによる支援が学内の研究活動に恒常的に寄与していることを示すとともに、業務の見直しや改善等により、利

用数や利用率を向上させ、さらなる支援の強化が可能であることを示唆する。また、センター利用によって得られ

た業績数は依然として多く、本センターが教育・研究支援組織としての役割を十分に果たしていることがわかる。 

本センターに所属する教員はそれぞれ独自の研究テーマを持ち、各教員がそれぞれ研究成果を挙げている。

さらに、こうした研究活動や研究交流を通じて、センターの教育研究支援レベルの向上に寄与するとともに、その

専門知識・技能・資格あるいは保有設備を活かして講義・実習を担当することにより、教育に直接関わるほか、委

員会活動を通じて本学の運営にも貢献している。また、センターでは、学会活動や地域社会の研究推進や環境

保全活動などに積極的に参加・協力しており、これらの活動が、地域社会あるいは国内外における本学に対する

評価を高めている。 

しかしながら、センターの保有機器、あるいは施設の老朽化が顕著であり、教育・研究の支援に支障を来して

いることは大きな問題となっている。本問題は、概算要求による大型機器の更新および施設の改修によって徐々

に改善されているものの、まだ充分とは言えない。従って、施設の改修や新しい機器の導入のための概算要求な

どを継続して行い、それに加えて、現有の機器の保守・施設の維持管理に関わる学内の予算措置の要求を行っ

ていく必要がある。さらに、機器の保守管理に必要な技術職員が不足しており、施設の大きさおよび保有機器数

に見合った人員の確保が重要と考えられるが、昨今の大学環境の状況を鑑みれば、人員増はかなり困難なこと

であることが予想されることから、業務ならびに設備の現状を的確に把握し、その改善、見直しを図ることにより、

人的資源を投入する業務ならびに設備の取捨選択と集中化が必要であり、そのことについて重点的に取り組む

事が重要である。また、センターの予算的自立による設備更新費用や修理費用の確保については、利用者数増

加の取り組みや学外利用、受託試験の増加計画等により取り組む必要があると考えられる。以上の自助努力を

行った上で、佐賀大学における教育・研究支援組織の中核として位置づけられている総合分析実験センターの

支援環境整備に、大学全体のご理解とご協力をお願いしたい。 
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７. 業務等集計データ（センター教職員が実施・開催したもの）                                                 
 

 

（１）研修・作業環境測定の集計データ 

 
実施した研修等     

研修名 開催日 参加人数 

動物実験に関する教育訓練（定期） H27.7.23、7.24 14 

動物実験に関する教育訓練（不定期） H27/4/2,4/3,4/7,4/15,4/16,

5/8,6/2,6/11,7/4,7/21,7/28,

8/3,8/4,10/22,11/30,12/3,12

/4,12/11, H28/1/20,1/22 

37 

動物実験に関する教育訓練（医学部学部生） H27.10.19、10.22 105 

動物実験に関する教育訓練(大学院講義等） H28.1.28、2.22 7 

   

放射線障害防止法に基づく教育訓練 H271.27, 3.17, 4.1, 3.14 41 

放射線障害防止法に基づく教育訓練（不定期） H27.6.15～H28.2.8 9 

      

第 1 回衛生管理担当者説明会 H27.7.23 55 

第 2 回衛生管理担当者説明会 H28.3.14 47 

第 1 回 CRIS 利用講習会 H27.5.15 7 

第 2 回 CRIS 利用講習会 H28.3.14 31 

特別管理産業廃棄物管理責任者に関する講習会 H27.9.2 1 

第 9 回化学物質管理担当者連絡会 H27.9.3 1 
   

作業環境測定     

単位作業場所 回数 対象物質 

基礎実習棟 1 階 生体構造機能学（解剖学・人類学）系統解剖実習室 2（再測定のため） ホルムアルデヒド 

基礎研究棟 2 階 社会医学（法医学）2201 室 1 キシレン 

放射性同位元素実験室 12 トリチウム, 14C, 32P, 125I 
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（２）開催セミナー・機器利用説明会・取扱説明会・デモ機設置の実績 
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８. センター利用実績                                        
 

（１）平成２７年度利用実績の概要 

  平成 2７年度のセンター施設利用者は、延人数 41,222 名であり、センターに設置している設備・機器利用回

数は、延 28,049 回であった。また、センター利用者の業績は、著書 57 報、原著論文 297 報、総説、解説、資料

など 125 報、受賞 11 件、症例報告 41 報、学会発表、招待講演など 1,282 件、外部資金獲得は、135 件で総額

235,904,000 円である（知的財産等の出願は 0 件）。センター専任の教職員の業績は、原著論文 9 報、総説・資

料・解説・論説・研究報告・総合雑誌の論文 3 報、学会発表・招待講演など 15 件、外部資金獲得は 9 件で総額

9,414,000 円であった。 

 
（２）センター利用実績の動向 
   

 センター利用実績およびユーザー業績の集計値および年次変動を表および図にまとめた。 

 まず、センターの利用実績について、今年度の施設利用数（のべ人数）は、41,222 人であり多くのユーザーに

利用されていることがわかる（表 1）。平成 25 年度から鍋島地区機器分析部門ののべ人数を集計値に加えたた

め、当年度以降に大幅にユーザー数が増加した（表１、図１）。本庄地区機器分析部門および本庄地区生物資源

利用部門においては出入管理室システムを所有していないため、のべ人数を把握することは困難であるが、本庄

地区の機器利用数は 6,979 件（のべ使用回数）であることから、多数のユーザーによって利用されていることは明

らかである（表１）。本庄地区の機器利用数（のべ回数）は例年と比較し大きく減少しているが、これは生物資源開

発部門における DNA シークエンサーの利用回数の算出方法を総シークエンス数からのべ利用回数に変更した

ためである。総シークエンス数は例年とほぼ同様であるため（過去の自己点検評価報告書を参照）、ユーザーに

よる利用頻度は従来とほぼ変動はない。機器利用ののべ回数における年次変動は減少傾向にあるが、これは前

述の算出方法の変更によるものである（図３）。RI 実験施設は本庄・鍋島の両地区とも他部門と比較しユーザーの

べ利用回数は少ないが、年次変動を見る限り、常に一定の研究活動を支援していることがわかる（表１、図２）。 

 近年、学外の放射線施設を利用するユーザーが増加し、それらユーザーの放射線業務従事者登録に必要な

教育訓練を両地区 RI 施設ともに実施していることから、本学の放射線利用研究に大きく貢献していると言える。

学内で唯一の実験動物飼育施設を有する鍋島地区生物資源開発部門における飼育頭数は、昨年同様に多数

の実験動物の使用保管がなされており、本学の研究教育に大きく貢献していることがわかる（図７、８）。ユーザー

利用実験の年次変動をみるといずれの集計データにおいても大幅な変動はないため、センターが本学の教育・

研究において恒常的に役割を果たしていると言える（表１、図１、図２、図３）。 

 本年度から新たに鍋島地区環境安全部門が担当するリサイクルファシリティー、再活用室の集計値を加えた

（表１）。リサイクルファシリティーおよび再活用室が利用されることで、各教員・研究室が所有する設備・機器の有

効利用が促進されており、学内の資産運用に大きく貢献している。 

 次に、ユーザー業績について、ユーザー業績は例年と比較し大きく増加している（表２、図４、図５、図６）。この

ことについて、センター利用実績は例年とほぼ変動がないため、その理由の詳細については把握が困難であり、

主として各ユーザーの努力の賜物と考えられるが（表１、表２、図１、図４、図５、図６）、センターはそれらユーザー

の研究・教育を支援していることから、学内の研究活動に貢献し、ユーザーの研究資金獲得に間接的に寄与して

いると言える。今後もセンター設備および機器利用によって得られたこれらの業績は常に一定数を維持し推移し

ていくと考えられる。また、学会発表などの研究業績に多くの学生（博士・修士課程、および学部学生）が関与し

ているため、センターの支援業務は本学の研究教育に貢献していることが分かる（データ未記載）。  
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表１ センター利用実績の集計値 
 

 
 

 

表 2 ユーザー業績の集計値 
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図１ 施設利用者数の年次変化 
 

 

 

図２ 施設利用者数の年次変化（RI 実験施設のみ） 

 

 

 
図３ 機器利用数（のべ回数）の年次変化 
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図４ ユーザー業績の年次変化 
 
 

 
図５ ユーザー業績の年次変化（学会発表） 

 
 

 
図６ ユーザー業績の年次変化（外部資金の件数） 
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図７ 飼育頭数の年次変化（マウスのみ） 
 

 

 
 

図８ 飼育頭数の年次変化（ラット・ハムスター・ウサギ） 
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（３）センター施設、設備・機器利用数および利用機器 

 
施設利用実績 

施設 のべ利用者数 備考 

動物実験施設 12,865 登録者数 教職員 251、学生 63 

鍋島地区 RI 実験施設 911 登録者数 教職員 33、学生 10 

本庄地区 RI 実験室 489 登録者数 教職員 35、学生 41 

鍋島地区機器分析部門 26,952 登録者数 教職員 179、学生 48 

      

機器利用数 

機器 のべ利用回数 備考 

  
 

  

鍋島地区機器分析部門 

院 1F 低温室 0 H27 年 8 月～利用簿なし 

基 2F 製氷機・低温室・恒温室 753 入室回数 

H27 年 7 月～恒温室廃止 

院 2F 製氷機・低温室 500 入室回数 

基 3F 製氷機・低温室・恒温室 1,094 入室回数 

H27 年 7 月～恒温室廃止 

基 4F 製氷機・低温室 1,043 入室回数 

エレクトロマシンショップ 225 入室回数 

セミナー室 2,580 入室回数 

低温貯蔵室 1,226 入室回数 

培養室 777 入室回数 

恒温振盪器 G-25 2 利用回数 

H27 年 7 月～H28 年 1 月引越のため休止 

オートクレーブ FSX-500 （3 台） 97 利用回数（3 台合計） 

H27 年 7 月～H28 年 1 月引越のため休止

(1 台) 

乾熱滅菌機 SG-62 （2 台） 100 利用回数（2 台合計） 

H27 年 7 月～H28 年 1 月引越のため休止

(1 台) 

蒸留水製造装置 GlassStill8 3,367 採水量(リットル) 

超純水製造装置 NANOpure DIamond 890 採水量(リットル) 

全自動アミノ酸分析システム Pico-Tag 休止中 利用回数 

H27 年 1 月より休止 

ｐH メーター F-55S 6 利用回数 

自記分光光度計 UV-2100PC 2 利用回数 

H27 年 7 月～H28 年 1 月引越のため休止 

電子顕微鏡 JEM-1400 20 利用回数 

電子顕微鏡 JEM-1220 42 利用回数 

質量分析 TOF/TOF 19 利用回数 

共焦点レーザー蛍光顕微鏡 LSM PASCAL 178 利用回数 

一体型蛍光顕微鏡 FSX-100 83 利用回数 

デジタル蛍光顕微鏡 AxioPlan2 16 利用回数 

2255 室 薄切室 1,056 入室回数 

電子顕微鏡 JSM-6510 22 利用回数 

分離用超遠心機 Optima L-70 1 利用回数 

H27 年 7 月～H28 年 1 月引越のため休止 
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卓上型分離用超遠心機 Optima-TLX 2 利用回数 

H27 年 7 月～H28 年 1 月引越のため休止 

高速冷却遠心機 Beckman HP-25 5 利用回数 

H27 年 7 月～H28 年 1 月引越のため休止 

遠心式濃縮機 VC-36R 24 利用回数 

凍結乾燥機 FDU-2100 24 利用回数 

H27 年 7 月～H28 年 1 月引越のため休止 

紫外可視分光解析システム DU-650 38 利用回数 

電子天秤 R200D 4 利用回数 

超音波洗浄機 2 利用回数 

ガスクロマトグラフ GC-2014AF 7 利用回数 

ガスマス 島津 QP2010 19 利用回数 

LC-MS 質量分析装置 島津 LCMS-8030 82 利用回数 

島津原子吸光分光光度計 AA-7000 1 利用回数 

自動パルスフィールドﾞ電気泳動 2 利用回数 

H27 年 7 月～休止 

二次元電気泳動装置 ブロティアンⅡスラブセル 1 利用回数 

H27 年 4 月～休止 

二次元電気泳動装置 MultiphorⅡ 1 利用回数 

H27 年 4 月～休止 

ゲル乾燥処理装置 AE-3750 2 利用回数 

H27 年 7 月～H28 年 1 月引越のため休止 

紫外線架橋機 ストラータリンカー 12 利用回数 

トランスイルミネーター 28 利用回数 

BIAcore T100 2 利用回数 

H27 年 1 月～休止 

高速液体クロマトグラフ Prominence 14 利用回数 

ロータリーエバポレーター 休止中 利用回数 

H27 年 7 月～休止中 

超音波破砕機 UD200 3 利用回数 

H27 年 7 月～H28 年 1 月引越のため休止 

自動現像機 CEPROS Q 468 利用枚数 

ゲル撮影装置 AE-6933FXCF 14 利用回数 

H27 年 7 月～H28 年 1 月引越のため休止 

振盪培養器 E25R 10 利用回数 

精製クロマトグラフィー ÄKTA purifier 2 利用回数 

H27 年 1 月より休止中 

精製クロマトグラフィー ÄKTA explorer 0 利用回数・H27 年 1 月移管 

多本架冷却遠心機  LX-141 50 利用回数 

DNA シーケンサー3130 （2 台） 861 RUN 数(2 台合計) 

H27 年 4 月～H28 年 1 月雨漏り・引越の

ため休止（1 台） 

サーマルサイクラーPCR 2720 32 利用回数 

リアルタイム PCR StepOnePlus （2 台） 344 利用回数(2 台合計） 

PyroMarkQ24 210 利用回数 

MassArray 33 チップ数 

ナノ・ドロップ 441 利用回数 

ゲル撮影装置 STAGE1000 349 利用回数 

マルチラベルプレートカウンター ARVO 411 利用回数 

ルミノ・イメージアナライザー LAS3000 424 利用回数 

フルオロ・オメージアナライザー FLA7000 3 利用回数 

H27 年 7 月～H28 年 1 月引越のため休止 
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エレクトロポレーションシステム GenePulser 2 利用回数 

H27 年 4 月～H28 年 1 月雨漏り・引越の

ため休止 

微量高速遠心機 MX-305 17 利用回数 

PCR GeneAmp 9700 0 利用回数 

サーモサイクラー T-GRADIENT 18 利用回数 

アジレント バイオアナライザー 11 利用回数 

H27 年 4 月～11 月雨漏り・引越のため休

止 

GeneChip 0 アレイ数 

H27 年 4 月～6 月雨漏りのため休止 

細胞自動解析装置 FACSCalibur 306 利用時間 

H27 年 4 月～6 月雨漏りのため休止 

細胞自動解析装置 MACSQuant 411.5 利用時間 

FlowJo 6 利用回数 

デジタル PCR システム 625 ウェル数 

遺伝情報処理ソフト GENETYX 168 H27 年 2 月導入 

プラスミド自動分離装置 KF4000s 0 利用回数・H27 年 7 月廃棄 

DNA シーケンサ 310 with Win（キャピラリー型） 22 利用回数 

H27 年 7 月廃棄 

分光蛍光光度計 RF-5000 0 利用回数 

H27 年 7 月～H28 年 1 月引越のため休止 

H28 年 1 月廃棄 

微量高速遠心機 MCX-150 0 利用回数・H27 年 7 月廃棄 

微量高速遠心機 MRX-150 0 利用回数 

細胞自動解析装置 FACSVerse 180.5 利用時間・H27 年 9 月導入 

卓上破砕機 シェイクマスター ネオ 0 利用回数・H28 年 1 月導入 

IVIS LuminaⅢ 9 利用回数・H27 年 10 月導入 

オートクレーブ SANYO MLS-3751 8 利用回数 

細胞自動解析装置 Z1S 37 利用回数 

電子天秤 TXB6201L 4 利用回数 

オートインジェクタースポッターシステム DiNa 24 利用回数 

ProteinPilot 0 利用回数 

各種解析用 PC 21 利用回数  

Partek 平成 27 年契約終了 

共同利用実験室（2230 室） 1,030 入室回数 

鍋島地区 RI 部門 

ガンマセル４０ 58 利用回数 

液体シンチレーションカウンタ 3 利用回数 

ベータプレート 3 利用回数 

オートガンマカウンタ 15 利用回数 

バイオイメージアナライザー 5 利用回数 

X 線照射装置 55 利用回数 

遺伝子増幅装置  T1 7 利用回数 

本庄地区 RI 部門 

液体シンチレーションカウンタ 26 利用回数 (利用時間：30 h） 

バイオイメージングアナライザ 0 利用回数 

焼却炉 0 利用回数 

分光光度計 0 利用回数 (利用時間：0 h） 

ガンマカウンタ 0 利用回数 
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空気捕集装置 12 利用回数 

H/C サンプラー 12 利用回数 

高温振とう器 0 利用回数 (利用時間：0 h） 

NaI シンチレーションカウンター 24 利用回数 (利用時間：24 h） 

GM 計数管 24 利用回数 (利用時間：24 h） 

イオン交換水製造機 18 利用回数 

人工気象器 - 利用回数(利用時間: 2160 h) 

(本庄地区機器分析部門・生物資源開発部門) 

紫外可視近赤外分光光度計 70 59h 

電子スピン共鳴装置 20 29h 

フーリエ変換赤外分光光度計 138 165h 

ガスクロマトグラフ質量分析計 224   

超伝導高分解能フーリエ変換核磁気共鳴装置 2235 347h 

円偏光二色性分散計 78 118h 

蛍光光度計 4 11h 

旋光計 10 14h 

エネルギー分散型蛍光Ｘ線分析装置   73 134h 

ゼータ電位・粒径測定システム 53 129h 

フーリエ変換核磁気共鳴装置（Agilent NMR 400） 2654 209h 

CCD 単結晶自動 X 線構造解析装置   19 456h 

水平型 X 線構造解説装置 575 970h 

透過電子顕微鏡 20 105h 

パッチクランプイオンチャンネル計 69 325h 

ガスクロマトグラフ質量分析計（ｍateⅡ) 2 7h 

蛍光寿命測定装置 9 16h 

発光量子収率測定装置 78 186h 

キャピラリー電気泳動装置 0   

DSC 熱量計  54 187h 

振動式デジタル密度音速計 23 64h 

原子間力顕微鏡 66 242h 

ＳＱＵＩＤ磁束計 18   

ＤＮＡシーケンサー（Type3130） 345 8,236 ｻﾝﾌﾟﾙ 

ルミノイメージアナライザー 1   

DNA・RNA 定量装置 141 1,462 ｻﾝﾌﾟﾙ 

      

実験動物の使用保管実績（動物実験施設） 

動物種 延べ飼育匹数 備考 

マウス 2,143,610   

ラット 79,095   

ハムスター 2,674   

ウサギ 21,654   

 

 

 

 

 

 



 28 

リサイクルファシリティ     

機器名 台数 年月日 

DNA 自動分離装置 1 H27.6.30 

蛍光顕微鏡 1 H27.6.30 

微量天秤 1 H27.6.30 

DNA シーケンサー 1 H27.12.8 

ウルトラミクロトーム 1 H27.12.8 

精製クロマトグラフィーシステム  1 H27.12.8 
   

   再活用室     

物品名 台数 利用期間 

机 ２つ 1 H27.4.15～H28.3.31 

フラクションコレクター（CHF 100AA） 1 H27.4.14～H28.3.31 

デガッサー（Gastorr） 1 H27.4.14～H28.3.31 

乾燥機（DO-450） 1 H27.4.14～H28.3.31 

ロータリーポンプ 3 台 1 H27.4.14～H28.3.31 

Shaker（TAITEC Personal 11） 1 H27.4.14～H28.3.31 

Hitachi（PO-0.4L，Bebicon） 1 H27.4.14～H28.3.31 

カラムオーブン（Waters） 1 H27.4.14～H28.3.31 

UV（AC-114） 1 H27.4.14～H28.3.31 

デジタル照度計 1 H27.4.14～H28.3.31 

フラクションコレクター（DC-1200) 1 H27.4.14～H28.3.31 

Uni Ace Bath（NCB-2200） 1 H27.4.14～H28.3.31 

Water bath SB-11（EYELA） 1 H27.4.14～H28.3.31 

Vibro viscometer 1 H27.4.14～H28.3.31 

permeater（gastec，PD-1B） 1 H27.4.14～H28.3.31 

振盪機（MM-10） 1 H27.4.15～H28.3.31 

AD-8723 DC POWER SUPPLY 1 H27.4.15～H28.3.31 

フッ素回収用作成装置（9 個） 1 H27.4.15～H28.3.31 

ローラーポンプ（RP-2000) 1 H27.4.15～H28.3.31 

原子吸光装置（AA3100）本体 1 H27.4.1～H28.3.31 

原子吸光装置（AA3100）コンプレッサーおよびボンベ 1 H27.4.1～H28.3.32 

表面積測定装置 1 H27.4.1～H28.3.33 

DSM TEMPERATURE（CONTROL UNIT SHIMADEN） 1 H27.4.1～H28.3.34 

プリンター 他 3 台 1 H27.4.1～H28.3.35 

棚用アングル部品 1 H27.4.1～H28.3.36 

MICRO CALORIE METER 204D2 1 H27.4.1～H28.3.37 

サーモエリート低温恒温水槽（Yamato BH200） 1 H27.4.1～H28.3.38 

ロータリーエバポレーター（Yamato BM100）一式 1 H27.4.1～H28.3.39 

クロマトパック（CR4A Shimada） 1 H27.4.1～H28.3.40 

AQUARIST（ガラス水槽） 1 H27.4.1～H28.3.41 

GPC system21（SHOWA DENKO K，K） 1 H27.4.1～H28.3.42 

溶存有機物濃縮抽出システム（塩ビの加工品） 1 H27.4.1～H28.3.43 

NEDO 受託研究に関する資料・書籍等 1 H27.5.11～H28.5.10 

バーベキューセット 1 H27.6.28～H28.3.31 

循環式送水装置（Rigaku 4811D） 1 H28.2.1～H28.3.1 

マイクロプラズマ CVD 装置部品 1 H28.2.1～H28.3.1 
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（４）平成２７年度利用者の業績及び外部資金 

 
著書     

著者名 題目 雑誌名 

大津康徳 

第 2 章「超撥水性表面を形成する材料と表面処理技

術」第 7 節「プラズマ CVD 法による超撥水性薄膜合

成」 

「超撥水・超撥油・滑液性表面の技術」サイエンス＆テ

クノロジーM026,91-96 

大島一里 
カブモザイクウイルスの起源と拡散年代：種の壁を乗り

越えて. 
植物防疫,,69 巻 (12),810-813 

大島一里 
植物ウイルスの拡散：農業史及び人類移動との時間

的関連. 
ウイルス,65:(2),229-238 

森貞真太郎 液相吸着の特徴 

吸着･分離材料の設計、性能評価と新しい応用, 第 1

章, 第 2 節, pp. 20-27, （株）技術情報協会 (ISBN: 

978-4-86104-597-4) 

穴井豊昭 
Mutant-based reverse genetics for functional 

genomics of non-model crops 

Advances in Plant Breeding Strategies,1: Breeding, 

Biotechnology and Molecular Tools,473-487 

Yamawo, A. and Tokuda, M. 
Extrafloral nectar production and plant defense 

strategy 

Peck, R.L. (ed.) Nectar: Production, Chemical 

Composition and Benefits to Animals and Plants,59-76 

東元 健, 副島 英伸 Beckwith-Wiedemann syndrome 日本臨床 家族性腫瘍学 73 巻 増刊号 6 59-63 

東元 健, 副島 英伸 Beckwith-Wiedemann syndrome (BWS) 
臨床画像 Tumor syndrome 31 巻 10 月増刊号 189-

191 

出原賢治，有馬和彦，太田昭一郎 ペリオスチンと呼吸器疾患 Annual Review 2015 呼吸器 24-30 

出原賢治 編集 
臨床検査のガイドライン JSLM2015 検査値アプロー

チ・症候/疾患 

*Makiuchi, T., Mi-Ichi, F., Nozaki, T. Mitosomes in entamoeba histolytica 
Amebiasis: Biology and Pathogenesis of Entamoeba   

pp. 305-327 

相島 慎一 
肝細胞癌、胆管細胞癌の免疫染色による表現型と転

移・予後予測 

最新肝臓学 基礎と臨床の最新研究動向 73 巻

p316-320 

相島 慎一、孝橋賢一 稀な非上皮性腫瘍および腫瘍性病変 胆道癌・膵癌 腫瘍病理鑑別診断アトラス p94-99 

相島 慎一、服部正見 胆道腫瘍診断に有用な免疫組織化学 胆道癌・膵癌 腫瘍病理鑑別診断アトラス p43-47 

相島 慎一 胆道系の解剖 胆道病理テキスト p2-6 

Qu P-F., Kukita A. Li Y-J., Moriyama K., Lei L., Kukita 

T.  

Involvement of deoxyadenosine and adenosine 

deaminase in the Methotrexatre-induced suppression 

of inflammatory bone destruction. In "Adenosine 

Receptors: Pharmacology, Functions and Therapeutic 

Aspects" Ed. Kasandra Warrick, NOVA hardcover 

edited collection. 

NOVA Science Publisher,  p143‐164  

田中恵太郎, 他 45 名. 
診療や相談に役立つがん患者 100 の質問（安達洋祐 

編） 
メディカルレビュー社. 東京 

Koarada S, Tokuda Y, Ono Y, Sadanaga Y, Tashiro S, 

Suematsu R, Ono O, Ohta A, Tada Y. 

Early Diagnosis and Preventive Strategy of 

Corticosteroid Induced Osteonecrosis in Systemic 

Autoimmune Diseases 

Corticosteroids and Steroid Therapy : New Research     

4:79-100 

Koarada S and Tada Y. 

The Correlation of Soluble Endothelial Protein C 

Recepton and High Dose Corticosteroid Therapy in 

Patients with  Systemic Autoimmune Diseases 

Corticosteroids and Steroid Therapy : New Research    

5:101-108 

Kojima K, Andreeff M TP53. 
Targeted Therapy in Translational Cancer Research, 

pp. 353-359 

Kojima K, Vassilev LT Targeting p53 tumor suppressor for AML therapy. 
Targeted Therapy of Acute Myeloid Leukemia, pp. 

135-150 

小島研介，木村晋也 
治療総論 分子標的治療薬 

Principles and Practice 血液・造血器・リンパ系 

小島研介 ゲムツズマブオゾガマイシン 新 ABC 血液領域の分子標的治療薬 pp. 21-26 

久保田 寧 
1 血液一般検査 C)凝固・線溶異常（凝固異常症の鑑

別、凝固亢進型と線溶亢進型の評価と意義） 
日常診療のための検査値のみかた．13-18 

吉村麻里子 モガムリズマブ 

インフォームドコンセントのための図説シリーズ 

 

抗悪性腫瘍薬 分子標的治療薬, 131-133 

 岩切龍一、藤本一眞 内視鏡検査時の抗血小板薬・抗凝固薬ガイドライン 
菅野健太郎、上西紀夫、小池和彦、編集：消化器疾患

最新の治療 2015-2016．5-7.   

垣内俊彦、中山愛子 
自己免疫性肝炎の要素を有した原発性硬化性胆管炎

の１例 
たんじゅうさん 14(1):16-17 

松尾宗明 発作性舞踏アテトーゼ 
今日の小児治療指針 第 16 版 水口雅 他編（分担） 

pp684 

松尾宗明 てんかんと発達障害 
小児神経学の進歩 第 44 集 日本小児神経学会教育

委員会編（分担） pp2-7 

松尾宗明 てんかんと自閉症 
神経症候群Ⅳ 第 2 版 別冊 日本臨床（分担） 

pp508-511 

松尾宗明、濱崎雄平 点頭てんかんに対するステロイドの効果は？ ステロイドのエビデンス 川合眞一編（分担）pp298-300 
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松尾宗明 シクロデキストリンの人道的使用 
ニーマン・ピック病 C 型の診断と治療 大野耕策編（分

担）pp90-91 

大塚泰史 小児慢性腎臓病患児に対する食事療法 
今日の小児治療指針第 16 版 総編集 水口雅 市橋

光 崎山弘（分担） pp610-611 

河野博、上田純二、井手貴雄、能城浩和 膵 MCN の鑑別診断 
膵癌・胆道癌-基礎と臨床の最新研究動向-73 増刊 3 

287-290 

能城浩和 胸腔鏡食道癌根治術 ダビンチ 
腹腔鏡下消化器外科手術 標準手技シリーズ 1.上部

消化管  

森田茂樹 医学大辞典 医学大辞典 

野口満 前立腺がんの増加と前立腺がん検診． すくらむ佐賀．夏号．Vol.5. 1-2. 

野口満 
第 7 章 老年泌尿器科・前立腺肥大症：前立腺肥大症

の診断と治療 Ⅱ．診断と薬物療法． 
2015 年卒後教育テキスト（第 20 巻 2 号）146-151. 

中尾佳史 
第 2 章 卵巣癌 CQ20 治療後の経過観察で実施すべ

き診察・検査項目は何か？． 
卵巣がん治療ガイドライン 2015 年版 P111-114 

横山正俊 
Ⅰ.腟・外陰疾患 1.感染性疾患 (11)バルトリン腺嚢胞・

膿瘍 (12)毛嚢炎 (13)疥癬 (14)ケジラミ。 

研修ノート No.95 目で見てわかる腟・外陰・皮膚・乳房

疾患のすべて． 

濱田さつき, 坂口嘉郎       (高崎真由美，河本昌

志，木内恵子，白神豪太郎， 萩平 哲) 
血友病 まれな疾患の麻酔 AtoZ. 第 1 版 384-386 

平川奈緒美 神経ブロック 南山堂 医学大辞典. 第 20 版 1212 

平川奈緒美 難治性疼痛 南山堂 医学大辞典. 第 20 版 1818 

平川奈緒美                    (ガイドライン作成

ワーキンググループ) 
星状神経節ブロック(SGB) 

がん性痛に対するインターべンショナル治療ガイドライ

ン. 23-26 

平川奈緒美                    (ガイドライン作成

ワーキンググループ) 
トリガーポイント注射 

がん性痛に対するインターべンショナル治療ガイドライ

ン. 5-7 

平川奈緒美                    (ガイドライン作成

ワーキンググループ) 
腹腔神経叢(内臓神経)ブロック 

がん性痛に対するインターべンショナル治療ガイドライ

ン. 60-65 

平川奈緒美(細川豊史) 
本邦で慢性疼痛に使用可能，もしくは近い将来使用可

能なオピオイド鎮痛薬の特徴と注意点 オキシコドン 

慢性疼痛治療 

～現場で役立つオピオイド鎮痛薬の必須知識～. 74-

81 

平川奈緒美(井関雅子) 乳房手術後の諸症状に対して SGB は有効か？ 
痛みの Science & 

Practice 8 臨床に役立つ神経障害性痛の理解 

平川奈緒美(ガイドライン作成チーム) 腹腔神経叢(内臓神経)ブロック インターべンショナル痛み治療ガイドライン. 39-42.  

出原賢治，有馬和彦，太田昭一郎 ペリオスチンと呼吸器疾患 Annual Review 2015 呼吸器 24-30 

小網博之、阪本雄一郎、朽木規喜 
Ｈｕｍａｎ Ｓｏｆｔ Ｃａｄａｖｅｒｓを用いた外傷ワークショップ

に参加して 

日外傷会誌 

第 29 巻 1 号 p. 17-21  

永嶋太、阪本雄一郎 
【Acute care surgery を学ぶ】 重症肝損傷に対する

acute care surgery(解説/特集) 
外科 77(11)1245-1250 

永嶋太、阪本雄一郎 ダメージコントロールと deadly triad 
外傷外科手術パーフェクト 

重症患者救命のためのベストアプローチ 

小網博之、阪本雄一郎 外傷性 DIC の診断と治療のポイントとは？ Thrombosis Medicine. 第 5 巻 3 号、p79-84. 

大田明英，柿原奈保子 成人 Still 病. 
別冊日本臨床 免疫症候群（第 2 版）－その他の免疫

疾患を含めて－. 661-665. 

○Koarada S，Tokuda Y， Ono Y，Sadanaga Y， 

Tashiro S， SuematsuR， Ono O， Ohta A， Tada Y 

Early Diagnosis and PreventiveStrategy of 

Corticosteroid InducedOsteonecrosis in 

SystemicAutoimmune Diseases. 

Corticosteroids and SteroidTherapy : New 

ResearchChapter Ⅴ: 79-100 

相島 慎一 
肝細胞癌、胆管細胞癌の免疫染色による表現型と転

移・予後予測 

最新肝臓学 基礎と臨床の最新研究動向 73 巻

p316-320 

相島 慎一、孝橋賢一 稀な非上皮性腫瘍および腫瘍性病変 胆道癌・膵癌 腫瘍病理鑑別診断アトラス p94-99 

相島 慎一、服部正見 胆道腫瘍診断に有用な免疫組織化学 胆道癌・膵癌 腫瘍病理鑑別診断アトラス p43-47 

相島 慎一 胆道系の解剖 胆道病理テキスト p2-6 

前田 美由紀，藤戸 博 めまい、悪心・嘔吐、潰瘍予防 脳の看護実践 10・11 月号 65-73 

田中敦史、野出孝一  日本人の心不全の原因疾患について教えてください 
心不全診療 Q&A エキスパート 105 人からの回答, 

84-86  

○ 伊藤 学、中山 功一、野出孝一、森田 茂樹 
バイオ 3Ｄプリンターで立体造形した Scaffold Ｆｒｅｅの

血管組織構築 
最新医学 8 月号 70 巻 8 号 79-86 
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受賞   

受賞者氏名 学術（学会）賞名 受賞課題 

青木茂久 日本病理学会学術研究賞 
物理刺激と細胞間相互作用を基盤とする新規病態解

析モデル 

島ノ江 千里 第 22 回日本行動医学会学術総会 優秀演題賞 「5 年間の自覚ストレスと DNA 損傷マーカー（8OHdG)

との関連」；JMICC study SAGA 

Itamura Hidekazu がん分子標的治療学会学術集会 優秀ポスター賞 

白木 綾 
日本高血圧学会 第２回 女性研究者奨励賞 GLP-1 受容体アナログの非糖尿病性心不全における

作用 

脇山幸大 平成 26 年度佐賀大学医学部長賞受賞 

「HIFーαと癌エネルギー代謝変容に着眼した新規胃

癌治療の可能性」 第 12 回がんとハイポキシア研究

会においての演題 Selected oral 選出 

伊藤 学 
Cardiovascular Translation Research Conference 第

11 回学術集会 優秀賞 

バイオ 3Ｄプリンタによる scaffold free な機能的循環器

系臓器の開発 

伊藤 学 第十回高血圧と冠動脈疾患研究会 優秀賞 バイオ 3D プリンタを用いた血管組織構築 

小網博之 第 51 回腹部救急医学会、理事長賞 

門脈ガス血症を伴う腸管壊死症例を予測する診断基

準の作成ならびに有効性の検証～民間総合病院外科

医と大学病院救急医のコラボレーション 

Hiroyuki Koami 
Singapore Trauma Conference 2015, Best Poster 

Award 

What factor within JAAM DIC criteria is most strongly 

correlated with trauma induced DIC on the subject of 

ROTEM findings? 

柿原奈保子 第 3 回看護理工学会 優秀口演賞 

秋吉俊明 
山内・半田賞（九州実験動物研究会） クライオトップを用いたウサギ桑実胚の凍結における

凍結保存液の検討 
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症例報告   

著者名 題目 雑誌名，巻，号，頁 
上村裕平, 笹栗智子, 平川奈緒美 症候性舌咽神経痛の 1 例 慢性疼痛. 32(1) 

○中村光男、甲斐敬太、次富久之、龍 由希子、中村 

淳、山口 健、増田正 

憲、高瀬ゆかり、相島慎一  

乳腺悪性葉状腫瘍の 1 例 日臨細胞九州会誌 

46:31-4.  

*尾形 正也, 甲斐 敬太, 鶴田 有紗, 井上 慎介, 永

石 信二, 古垣 浩一, 酒井 正, 田渕 正延, 木戸 伸

一 

胆汁細胞診で確定診断を得たジアルジア症の一例 日本臨床細胞学会九州連合会雑誌, 46 巻 Page83-86 

中村 光男, 甲斐 敬太, 次富 久之, 龍 由希子, 中村 

淳, 山口 健, 増田 正憲, 高瀬 ゆかり, 相島 慎一 

乳腺悪性葉状腫瘍の 1 例 日本臨床細胞学会九州連合会雑誌, 46 巻 Page31-34 

甲斐 敬太 スライドカンファレンス 呼吸器 日本臨床細胞学会九州連合会雑誌, 46 巻 Page23-24 

＊山口太輔、二尾健太、吉岡智美、坂田資尚、下田 

良、水口昌伸、岩切龍一、高瀬ゆかり 

Brachyspira polosicoli 感染性腸炎による敗血症の 1

例 

日本消化器内視鏡学会雑誌 57(1)15-20 

今吉美代子、飯盛智子、尾形善康、山本修一、市丸智

浩、濱崎雄平 

全身性エリテマトーデス治療中に多発性脳静脈血栓を

発症した女児例． 
日本小児血液・がん学会雑誌 52 巻 5 号 

檀上敦、山下佳雄、下平大治、進藤岳郎、内橋和芳、

後藤昌昭 

Numb chin 症候群として発症したびまん性大細胞型 B

細胞性リンパ腫(DLBCL)の 1 例 
日本口腔外科学会雑誌６１（１）:10-14 

山下佳雄，下平大治，檀上 敦，後藤昌昭 
：長期経過観察できたアルミナセラミックス人工骨によ

る下顎再建の 1 例. 
日本顎顔面インプラント学会誌 Vol.14(4): 285-290,  

○栗原有紀、垣内俊彦、松尾宗明、石井清久、田崎考 
リネゾリド投与が有効であった MRSA 人工呼吸器関連

肺炎を発症した気管軟化症の 1 例． 
小児科診療 78(3): 403-405 

垣内俊彦、國場英雄 
著名な掻痒を認めた進行性家族性肝内胆汁うっ滞症

2 型の１例． 
小児科 56: 225−226 

○栗原有紀、垣内俊彦、松尾宗明、石井清久、田崎考 長期臥床にともなう気管軟化症の 1 例． 小児科 56: 103-104 

*阪野 佳弘, 三好 篤, 松藤祥平、堀田千恵子、奥山

桂一郎、 古賀 浩木, 姉川 剛, 池田 貯、 隅 健次, 

田中 聡也, 北原 賢二, 佐藤 清治 

右側肝円索に伴った急性胆嚢炎の１例 佐賀市医師会報  467:11-14 

津田聡子、大島侑子、中山幸彦、山本徒子、津村圭

介、横山正俊 

出生前診断しえた二分脊椎児の当院における周産期

管理． 

佐賀産科婦人科学会佐賀県産婦人科医会会誌第 26

号 P69-72. 

檀上敦、山下佳雄、近藤成智、下平大治、後藤昌昭 
外傷による上顎前歯部欠損に対して便宜抜去歯を移

植し、矯正治療にて咬合を再構築した 1 例 
口腔顎顔面外傷 14:26-31 

柿原奈保子, 田中沙恵,徳田俊江,新地浩一. 
経済連携協定（EPA）による外国人看護師候補生に対

する新たな学習支援 
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細胞, 47, 14, 37-38 

末松 梨絵、多田芳史 成人スチル病における生物学的製剤治療 九州リウマチ   35:7-10 

多田 芳史 成人 Still 病 日本内科学会雑誌      104：２１４３−2148 

多田 芳史 マクロファージ活性化症候群 リウマチ科  54：238-242 

江里口誠、藥師寺祐介、原英夫 脳血栓（ラクナ、アテローム）治療 脳の看護実践 

安藤寿彦、木村晋也 高齢者の急性白血病の特徴とマネジメント 血液内科, 71(4); 437-442 

荒金尚子 血漿 DNA を用いた肺がん遺伝子診断 Annual Review 呼吸器 2015, 155-161 

荒金尚子 血漿 DNA を用いた EGFR-TKI 獲得耐性モニタリング 日本胸部臨床 74 (6), 659-667 

荒金尚子、小林直美、中島千穂、田代

宏樹、貞松宏典 
呼吸器抄読会 呼吸 34, 629 

*Ishizawa J, Kojima K, Hail N Jr, Tabe 

Y, Andreeff M 

Expression, function, and targeting of the nuclear exporter 

chromosome region maintenance 1 (CRM1) protein. 
Pharmacol Ther. 153:25-35 

木村晋也 血液がん（慢性骨髄性白血病を中心に） 癌の臨床, 60(6):579-586 

木村晋也 
慢性骨髄性白血病 (CML) に対する ABL チロシンキナー

ゼ阻あら害剤の耐性メカニズム 
医学の歩み, 252（7）:777-781 

木村晋也, 荒金尚子 
V 慢性骨髄性白血病 (CML) 2. BCR-ABL の点突然変異

の解析方法は？  
白血病 Q&A（松村到編集）、中外医学社. P196-199 
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小宮一利、荒金尚子 非小細胞肺がんの化学療法 臨牀と研究、92 巻 7 号、861-865 

久保田 寧, 横尾 眞子, 木村 晋也 慢性骨髄性白血病治療の進歩とその成果 
分子生物学的治療効果判定と第二世代(新規)TKI の選択  

Medical Practice 32(2):299-303 

西岡敦二郎、木村晋也 T315I に対する治療 
慢性骨髄性白血病（CML）の基礎と臨床 医薬ジャーナル社

P115-124 

進藤岳郎、木村晋也 多発性骨髄腫における免疫異常 日本臨牀、73(1): 52-61 

末岡榮三郎、木村晋也 輸血後鉄過剰症の現状と今後の展開 血液・腫瘍内科、70(3):343-348 

*伊藤学、中山功一、野出孝一、森田茂

樹  

バイオ 3D プリンターで立体造形した Scaffold Free の血管

組織構築 
最新醫學. 70(8):1655-1662 

琴岡憲彦、野出孝一 
慢性冠動脈疾患―冠動脈プラークの把握における PTX3

の測定意義― 
Heart View. 9(12):37-38 

野出孝一、小松愛子 医窓通信 新医療.33：96-97 

野出孝一、尾山純一、勝谷友宏、坂田

泰彦、今井潤 
体内時計と循環器病の連関の解明 先進医薬研究振興財団 2014 年度研究成果報告集. 182-183 

内田匤彦、藤本一眞 大腸癌の疫学：大腸癌の危険因子 日本臨牀 73: (suppl 4): 55-58 

岩切 龍一, 藤本 一眞 
「抗血栓薬服用者に対する消化器内視鏡診療ガイドライン」

の要点 
日本臨床 73: (suppl 4):593-597 

岩切 龍一, 藤本 一眞 
画像ファイリングシステムの特徴 :富士フイルムメディカル：

NEXUS® 
消化器内視鏡 27:1768-1774 

坂田 資尚, 岩切 龍一 消化器内視鏡による検査や治療時の抗凝固薬管理 Cardio-Coagulation 2:189-194 

坂田 資尚, 鶴岡 ななえ, 岩切 龍一 PPI 抵抗性 GERD への対応・工夫 消化器の臨床 18:253-257 

山内康平、下田 良、藤本一眞 
超高齢者内視鏡検査の前にー安全確保対策（safety 

management） 
Intestine 19: 35-38 

溝口義人、鍋田紘美、今村 義臣、原口

祥典、門司 晃 

免疫系と精神疾患：BDNF と細胞内 Ca2＋シグナリングの

関与 
日本生物学的精神医学会誌 Vol.26,No.1.38-45 

溝口義人、門司 晃 うつ病とミクログリア Clinical Neuroscience33(12)1412-1414 

*Ishikura K, Matsumoto S, Sako M, 

Tsuruga K, Nakanishi K, Kamei K, Saito 

H, Fujinaga S, Hamasaki Y, Chikamoto 

H, Ohtsuka Y, Komatsu Y, Ohta T, Nagai 

T, Kaito H, Kondo S, Ikezumi Y, Tanaka 

S, Kaku Y, Iijima K 

Japanese Society for Pediatric Nephrology; Japanese 

Society for Pediatric Nephrology. Clinical practice guideline 

for pediatric idiopathic nephrotic syndrome 2013: medical 

therapy. 

Clin Exp Nephrol 19(1):6-33. doi: 10.1007/s10157-014-1030-x.  

*Kaku Y, Ohtsuka Y, Komatsu Y, Ohta 

T, Nagai T, Kaito H, Kondo S, Ikezumi Y, 

Tanaka S, Matsumoto S, Sako M, 

Tsuruga K, Nakanishi K, Kamei K, Saito 

H, Fujinaga S, Hamasaki Y, Chikamoto 

H, Ishikura K, Iijima K 

Japanese Society for Pediatric Nephrology. Clinical 

practice guideline for pediatric idiopathic nephrotic 

syndrome 2013: general therapy. 

Clin Exp Nephrol 19(1):34-53. doi: 10.1007/s10157-014-1031-9.  

田代克弥 
子供たちを守るための予防注射について：最新の動向を踏

まえて 
佐賀母性衛生学会雑誌 18（1）:11-15 

三宅修輔、能城浩和 13.集中治療 C）播種性血管内凝固と多臓器不全 外科 11 月増刊号 77 12:1471-1475 

能城浩和、與田幸恵、平木将紹、河野

博 

胸部食道癌に対する内視鏡外科手術における自動吻合器

を用いた後縦隔経路・頚部食道胃管三角吻合術 
消化器外科 38 7:1017-1024 

上田純二、平木将紹、井手貴雄、田中

雅夫、能城浩和 
慢性膵炎に対する開腹 Partington 手術 手術 69 9:1307-1310 

森田茂樹 
外科医待遇の施設間格差は大きい 待遇改善に向けた施

設の取り組み 
Medical Tribune，10 

森田茂樹 手術時期決定に関する統計学的エビデンス The Mainichi Medical Journal，131 

森田茂樹 大学病院における個人へのインセンティブ支給の実際 日本外科学会雑誌，2-5 

河島 雅到 
脳内出血・くも膜下出血～塩酸ファスジルの投与は止血が

完成してから！投与後は頭蓋内出血に注意！～． 
脳の看護実践．10,11 月号：19-23 

増岡 淳 
下垂体腫瘍の周術期～薬剤の水とナトリウムに及ぼす作用

を理解し、体液のバランスをコントロールする～. 
脳の看護実践．10,11 月号：39-44 

緒方 敦之 
脳血管内治療（血栓回収術,コイル,ステント）～脳血管内治

療前の抗血小板剤服用は“中止したらダメ！”～．                            
脳の看護実践．10,11 月号：24-30 

相原聡美 
連載 がん薬物療法専門医講座 がん薬物療法専門医のた

めの模擬テスト 67． 
腫瘍内科 16（5）：492. 

相原聡美 
連載 がん薬物療法専門医講座 がん薬物療法専門医のた

めの模擬テスト 67 ―解答と解説―． 
腫瘍内科 16（6）：613-614. 

光 貴子、相原聡美、横山正俊 
特集 家族性腫瘍・感染による腫瘍に対する取り組み パピ

ローマウイルスによる子宮頸がんの予防と治療． 
腫瘍内科 第 16 巻第 3 号 P267-270. 

島津倫太郎, 富倉勇一郎 耳鼻咽喉科の疾患・症候別薬物療法 逆流性食道炎 JOHNS31(9)1340-1342 

平川奈緒美 
頭痛に関する一般的事項 

頭痛診療における三叉神経痛. 
ペインクリニック. 36: S51-S60 

小杉寿文 
がん性痛に対する脊髄鎮痛法 

(硬膜外鎮痛・くも膜下鎮痛) 
ペインクリニック. 36(4): 461-470 

小杉寿文 
トラマドール(トラマール®・トラムセット®)が有用な場合はど

ういうときか？ 
プロフェッショナル がんナーシング. 5(5): 45-46 

小杉寿文, 佐藤英俊 麻酔科医だからできる緩和医療：脊髄くも膜下鎮痛法 日本臨床麻酔学会誌. 35(5): 673-678 

坂口嘉郎 
術前合併症のコントロールにおける諸問題膠原病と内分泌

疾患. 
麻酔. 64(9): 922-927 

坂口嘉郎 麻酔科医から見た周術期感染対策 感染防止. 25(6): 6-11 

坂口嘉郎 エポック血液ガス分析装置 循環制御. 36(3): 224-228 
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坂口嘉郎 炭酸ガスモニターの解釈を極める 日本臨床麻酔学会誌. 35(1): 130-137 

坂口嘉郎 「デクスメデトミジンの手術麻酔への応用」によせて 日本臨床麻酔学会誌. 35(1): 73 

○Izuhara K, Matsumoto H, Ohta S, Ono 

J, Arima K, Ogawa M 

Recent developments regarding periostin in bronchial 

asthma 
Allergol. Int. 64: S3-S10 

太田昭一郎，出原賢治 気管支喘息とペリオスチン 分子呼吸器病 19(1): 20-23 

太田昭一郎，出原賢治 重症喘息患者治療におけるバイオマーカー（ペリオスチン） Respiratory Trends  5: 12-15 

太田昭一郎，出原賢治 呼吸器疾患マーカーとしてのペリオスチン Medical Technology 43(5): 688 -690 

＊中村菜々子、井澤修平、山田クリス孝

介 
ストレス・マネジメント行動の阻害要因 日本行動医学会誌 Vol。21，Ｎｏ.2 p69-75 

青木洋介 高齢者・医療関連肺炎のマネジメント：理論と実践 
http://medical.radionikkei.jp/kansenshotoday_pdf/kansenshotod

ay-150624.pdf 

青木洋介 呼吸器感染症における抗菌薬療法の適正化 呼吸器内科 28 (1), 52 - 57 

青木洋介 感染症・化学療法の領域における医師の思考と正診率 化学療法の領域, 31: 1789, 

青木洋介 熱帯でもインフルエンザが流行するのはなぜですか インフルエンザ 16, 181 

青木洋介 医師がやること・心得 
Infection Control 創刊号 

50 - 55 

青木洋介 ICU における抗菌薬処方の心構え レジデント 8，6 - 8 

青木洋介 55 歳女性：発熱，悪心嘔吐，めまい Clinica magazine, No.553,35/68-69 

濱田洋平，青木洋介 
〔重症・劇症型感染症の診断と治療〕② ビブリオ・ブルニフ

ィカス感染症 
感染症, 45, 3 27-30, 34-37 

濵田洋平，青木洋介 

感染制御に注意を要する病原体 ダニ －日本紅斑熱、ツ

ツガムシ病、重症熱性血小板減少症候群(SFTS)などを含め

て 

救急医学, 39, 10, 1412-1416 

河野 史 脳室周囲器官（CVOs） 分子精神医学，15，114-117 

大田明英, 柿原奈保子 成人 Still 病 別冊日本臨床 新領域別症候群シリーズ 免疫症候群（第 2 版） 

＊Fan J, Kitajima S, Watanabe T, Xuc J, 

Zhang J, Liu E, Chen YE 

Rabbit models for the study of human atherosclerosis: 

From pathophysiological mechanisms to translational 

medicine. 

Pharmacology & Therapeutics 146: 104-119 

○園畑素樹，井手衆哉，森本忠嗣，馬

渡正明 

【運動器慢性疼痛管理ストラテジー】 膝、股関節の診断と

治療(含隣接関節障害) 
Monthly book Orthopaedics 28:10-18 

田中敦史、野出孝一  
患者特異的 iPS 細胞を用いた肥大型心筋症の基礎的病態

解明 
循環器専門医.23(2):273-281 

田中敦史、野出孝一 
ミトコンドリアプロトノフォアの徐放製剤はラットの 2 型糖尿

病および脂肪性肝炎の病態を改善する 
尿酸と血糖.1(3):142-145 

田中敦史、野出孝一  キサンチンオキシダーゼ(XO)阻害薬の心血管作用 尿酸と血糖.1(3):128-132 

田中敦史、野出孝一 左室駆出率が保たれた心不全(HFPEF) 循環器内科.77(1):87-94 

錦戸利幸、野出孝一 インクレチン関連薬と RAS Angiotensin Research.12(3):149-153 

田中敦史、野出孝一 循環器疾患肥大型心筋症(HCM) 遺伝子医学 MOOK.27:104-110 

錦戸利幸、野出孝一 Bedside Teaching SGLT2 阻害薬と心血管疾患 呼吸と循環. 63(6):577-581 

田中敦史、野出孝一 
Controlled-release mitochondrial protonophore reverses 

diabetes and steatohepatitis in rats. 
尿酸と血糖. 1(3):46-49 
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一般講演・招待講演・特別講演（学会シンポジウム等での講演を含む） 

発表者 題目 会議等名 
杉原千耶・柳川勝紀・狩野彰宏・高島千鶴・奥村知世・

Agung Harijoko 
トラバーチンみられる微生物分帯：スマトラ島北部の例   

髙島千鶴 鉄質温泉堆積物に見られる縞状組織の生成プロセス   

都築奈美・髙島千鶴 鹿児島県塩浸温泉に見られる堆積物の特徴   

都築奈美・髙島千鶴 鹿児島県塩浸温泉に発達する温泉堆積物   

川頭祐太郎、保家宇宙、梅木辰也、小堤和彦、高椋利

幸 

イミダゾリウム系イオン液体中における遷移金属イオ

ンと分子性液体との錯形成 
第 52 回化学関連支部合同九州大会 

藤貴弘、波戸本洋平、戸根川順子、堤陽一、梅木辰

也、高椋利幸 

脂肪族アルコール－水およびフッ化アルコール‐水混

合溶液中のロイシン分子の溶媒和構造 
第 52 回化学関連支部合同九州大会 

川頭祐太郎、保家宇宙、梅木辰也、小堤和彦、高椋利

幸 

イミダゾリウム系イオン液体中における遷移金属イオ

ンと分子性液体との錯形成 
第 33 回九州分析化学若手の会夏季セミナー 

藤貴弘、波戸本洋平、利根川順子、堤陽一、梅木辰

也、高椋利幸 

脂肪族アルコール－水およびフッ化アルコール－水混

合溶液中のロイシン分子の溶媒和構造 
第 33 回九州分析化学若手の会夏季セミナー 

梅木辰也、田中翔悟、亀崎義規、高椋利幸、牧野貴

至、金久保光央 

DBU-アルコール－CO2 系の溶液構造に及ぼすアル

キル基の構造効果 
日本分析化学会第 64 年会 

梅木辰也、高椋利幸、牧野貴至、金久保光央 
超強塩基 DBU と低級アルコールからなる溶液の CO2

吸収・放散特性 
第 38 回溶液化学シンポジウム プレシンポジウム 

川頭祐太郎、保家宇宙、山田泰教、梅木辰也、小堤和

彦、高椋利幸 

イミダゾリウム系イオンと分子性液体混合溶液中にお

ける Co2+および Ni2+の錯形成平衡 
第 38 回溶液化学シンポジウム 

高椋利幸、糸山ゆう、梅木辰也、柿沼翔平、城田秀明 
イミダゾリウム系イオン液体とベンゼンの混合に対する

陰イオンの効果 
第 38 回溶液化学シンポジウム 

渡辺日香里、梅木辰也、土井寛之、齊藤蒼思、高椋利

幸、亀田恭男、梅林泰宏 

中性子回折実験と MD シミュレーションによるイミダゾ

ール‐酢酸等量混合液体の液体構造とダイナミクス 
第 38 回溶液化学シンポジウム 

梅木辰也 
環境低負荷型技術の高度化を指向した溶液中の分子

間相互作用に関する研究 
第 38 回溶液化学シンポジウム 

牧野貴至、梅木辰也、金久保光央 カルボン酸系イオン液体の CO2 吸収機構 第 6 回イオン液体討論会 

渡辺日香里、梅木辰也、松上優、土井寛之、齊藤蒼

思、神崎亮、高椋利幸、亀田恭男、梅林泰宏 

擬プロトン性イオン液体イミダゾール―酢酸等量混合

物の液体構造と超 Arrhenius プロトン伝導 
第 6 回イオン液体討論会 

渡辺日香里、梅木辰也、土井寛之、齊藤蒼思、高椋利

幸、亀田恭男、梅林泰宏 

擬プロトン性イオン液体イミダゾール―酢酸混合物の

液体構造とダイナミクス 
第 29 回分子シミュレー ショ ン討論会 

梅木辰也 
超強塩基 DBU―低級アルコール―CO2 混合系の溶

液構造 
電気化学会第 83 回大会 

T. Umecky, M. Abe, T. Takamuku, T. Makino, M. 

Kanakubo 

Densities, Viscosities, and Electrical Conductivities of 

1-Ethyl-3-methylimidazolium Ionic Liquids with 2,4-

Pentandionate and 1,1,1-Trifluoro-2,4-pentandionate 

Anions 

7th Molecular Thermodynamics and Molecular 

Simulation 

T. Takamuku, Y. Kawazu, H. Hoke, Y. Yamada, T. 

Umecky, K. Ozutsumi 

Complex Formation of Transition Metal Ions in 

Imidazolium-based Ionic Liquid-Molecular Liquid 

Binary Solvents 

EMLG/JMLG Annual Meeting 2015 “Molecular Liquids 

Meet Ionic Liquids: From Fundamentals to 

Applications” 

H. Doi, H. Watanabe, T. Sonnleitner, A. Nazet, S. Saito, 

K. Fujii, T. Umecky, T. Takamuku, Y. Kameda, R. 

Buchner, Y. Umebayashi 

High Energy X-ray Scattering Studies on Liquid 

Structure of Pseudo-Protic Ionic Liquid N-

Methylimidazole and Actic Acid Equimolar Mixture with 

the Aids of MD Simulations 

EMLG/JMLG Annual Meeting 2015 “Molecular Liquids 

Meet Ionic Liquids: From Fundamentals to 

Applications” 

Y. Umebayashi, H. Watanabe, T. Umecky, H. Doi, S. 

Saito, K. Fujii, T. Takamuku, Y. Kameda 

Possibility of Super Arrhenius Proton Conduction in 

Pseudo-Protic Ionic Liquids: Imidazole and Acetic 

Acid Equimolar Mixture 

EMLG/JMLG Annual Meeting 2015 “Molecular Liquids 

Meet Ionic Liquids: From Fundamentals to 

Applications” 

井手 翼、碇 紘一郎、大津 康徳、田原 竜夫、本村

大成 

薄膜材料ターゲット均一利用のための十字磁化プラズ

マスパッタ装置の開発 
第 23 回電子情報通信学会九州支部学生会講演会 

高田祐輔、大津康徳、高崎雅也 
RF マグネトロンスパッタによるポリカーボネートへのフ

ッ素樹脂薄膜合成 
第 23 回電子情報通信学会九州支部学生会講演会 

住山貴史、大津康徳、山口真依 リング状磁化放電スパッタによる AZO 薄膜合成 第 23 回電子情報通信学会九州支部学生会講演会 

井手 翼、碇 紘一郎、大津 康徳、田原 竜夫、本村 

大成 

角形磁石を用いた十字磁化プラズマの開発と銅ターゲ

ット均一利用 

プラズマ・核融合学会 九州・沖縄・山口支部 第 19

回支部大会 

住山貴史、山口真依、大津康徳 
リングホロー電極を用いた RF マグネトロンスパッタリ

ングによる AZO 薄膜合成 

プラズマ・核融合学会 九州・沖縄・山口支部 第 19

回支部大会 

高田祐輔、高崎雅也、大津康徳 
RF マグネトロンスパッタによるポリカーボネートへの

PVDF 薄膜合成 

プラズマ・核融合学会 九州・沖縄・山口支部 第 19

回支部大会 

井手 翼、碇 紘一郎、大津康徳、田原竜夫、本村大

成 

角形磁石による十字磁化プラズマの開発と銅ターゲッ

ト均一利用 
第 18 回連携大学院産学官交流セミナー 

Yasunori Ohtsu 

Production of plasma sources by capacitively coupled 

discharge plasma(CCP) for functional thin film 

preparation 

Special lecture on Plasma Physics and Technology,  

West Virginia University, USA 

Yasunori Ohtsu, Naoki Matsumoto, Yuto Morita, Julian 

Schulze , Edmund Schuengel 

Characteristics of Ring-Shaped Hollow Cathode 

Plasma with a 

Narrow Trench for High-density Capacitive Plasma 

Sources 

The 10th Asian-European International Conference on 

Plasma Surface Engineering, Korea, P2-17 
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Yasunori Ohtsu, Shohei Tsuruta, Tatsuo Tabaru and 

Morito Akiyama 

Plasma characteristics and target erosion profile of 

racetrack-shaped RF magnetron plasma with weak 

rubber magnets for full circular target utilization 

The 10th Asian-European International Conference on 

Plasma Surface Engineering, Korea, P2-18 

Yasunori Ohtsu, Naoki Matsumoto, Yuto Morita, 

Schulze Julian、Schuengel Edmund 

Spatial structures of ring-shaped hollow cathode RF 

plasma with a single narrow trench for high-density 

plasma sources 

The 76th JSAP Autumn meeting, 2015, Nagoya 

大津 康徳、住山 貴史、山口 真依、田原 竜夫、本

村 大成 

円筒型ターゲットを用いた高周波磁化プラズマスパッタ

による AZO 薄膜の低温合成 

第 63 回応用物理学会春季学術講演会、19p-P6-2、

東工大、201603 

M. A. Hossain, K. Ikari , T. Ide, Y. Ohtsu 

Development of High-Density RF Magnetized 

Sputtering Plasma Source with Square-Shaped 

Arrangement of Magnets for Uniform Target Utilization 

2016 年第 63 回応用物理学会春季学術講演会、19p-

P8-1、東工大、201603 

川喜田英孝、森貞真太郎、大渡啓介、山本英樹 
コロイド粒子導入膜による大豆タンパク質懸濁液のろ

過および吸着 
分離技術会年会 2015, 明治大学生田キャンパス 

川喜田英孝、森貞真太郎、大渡啓介 
イオン交換膜と溶媒抽出を利用したゲルマニウムの回

収 
分離技術会年会 2015, 明治大学生田キャンパス 

Hidetaka Kawakita 
Modification of membrane and bead surface with 

dextran produced by enzymatic reaction 
5th International Colloids Conference, Amsterdam 

  吸着分離のための材料と物質移動 
シンポジウム 化学工学の過去から未来を考える（第

1 回）, 早稲田大学 

Hiromune Sakamoto, Shintaro Morisada, Keisuke Ohto, 

Hidetaka Kawakita, Wenwen Zhao, Hideyuki Noguchi 
Distributed adsorption of tyramine to graphite oxide 

3rd International Symposium on Host Compounds for 

separation and Functionality in Saga 

川喜田英孝 ながれと膜 佐賀大学オープンキャンパス 

川喜田英孝、森貞真太郎、大渡啓介、山本英樹 
コロイド導入多孔性膜を用いた大豆タンパク質のろ過

分離 
  

川喜田英孝、宮川洋一、森貞真太郎、大渡啓介 
デキストラン溶液を透過した螺旋状チューブによるコロ

イド粒子の分離 
化学工学会第４７回秋季大会, 北海道大学 

川喜田英孝、宮川洋一、森貞真太郎、大渡啓介 
デキストラン溶液を流した螺旋状チューブによるデンプ

ン粒のサイズ分離 
第６４回日本応用糖質科学会, 奈良 

Hidetaka Kawakita Filtration of starch granules with assembled magnetite   

川喜田英孝、森貞真太郎、大渡啓介、山本英樹 
コロイド粒子を導入した多孔性膜による食品タンパク質

のろ過・吸着特性 
濾過分離シンポジウム, Times24, 東京 

川喜田英孝、岩崎渉、寺崎正 管内に充填したゲル粒子による糖の吸着 
第１８回連携大学院産学官交流セミナー, 産総研九州

センター 

Tokuda, M., Konishi, R., Ueno, D., Tanaka, S., Kawaura, 

K. and Ogihara, Y. 

Varietal differences in feeding inhibitory effects of 

barley against the migratory locust Locusta migratoria 

(Orthoptera: Acrididae) and investigation of feeding 

deterrents contained in barley leaves 

XVIII IPPC, Berlin, Germany 

Adachi, S.^D, Honma, T^B., Yasaka, R.^D, Ohshima, K. 

and Tokuda, M. 

Reproductive performance of two vector aphids of 

Turnip mosaic virus on the infected and non-infected 

plants 

XVIII IPPC, Berlin, Germany 

藤井智久・松尾和典・阿部芳久・徳田 誠・上地奈美・

金 旺奎・湯川淳一 

タブウスフシタマバエ(ハエ目：タマバエ科)に寄生する

Simplicibracon curticaudis (ハチ目：コマユバチ科)の寄

生戦略の解明 

日本昆虫学会第 75 回大会 

望岡佑佳里・大橋英純・小西令子・徳田 誠 ムラサキツバメの産卵場所選択と適応的意義 日本昆虫学会第 75 回大会 

白濱祥平・山尾 僚・徳田 誠 
オオイヌタデの無毛・有毛型におけるタデキボシホソガ

の産卵選好性 
日本昆虫学会第 75 回大会 

小西令子・石丸幹二・上野大介・田中誠二・川浦香奈

子・徳田 誠 

オオムギ品種におけるグラミン含有量とトノサマバッタ

摂食阻害活性の比較 
日本昆虫学会第 75 回大会 

那須翔太・今坂正一・鈴木邦雄・徳田 誠 
イチゴハムシにおける分散能力と繁殖能力のトレード

オフ 
日本昆虫学会第 75 回大会 

岡本宇宙・宮内博至・白濱祥平・那須翔太・徳田 誠 
イチゴハムシによる特定外来生物オオフサモの摂食お

よびオオフサモ上での発育増殖特性 
日本昆虫学会第 75 回大会 

Elsayed, A. K., Ogata, K., Kaburagi, K., Yukawa, J. and 

Tokuda, M. 

Taxonomic status of a gall midge (Diptera: 

Cecidomyiidae) associated with Symplocos 

cochinchinensis (Symplocaceae) 

日本昆虫学会第 75 回大会 

金 旺奎・徳田 誠・湯川淳一 
タマバエ相から見た朝鮮半島と九州の間の飛び石島と

しての対馬の役割 
日本昆虫学会第 75 回大会 

徳田 誠 
伊豆諸島におけるゴール形成タマバエ類の顕著な密

度変動とその要因 
日本昆虫学会第 75 回大会 

本間智己・安達修平・八坂亮祐・大島一里・徳田 誠 
TuMV 発生圃場およびその周辺におけるアブラナ科植

物寄生性アブラムシの季節消長 
第 90 回九州病害虫研究発表会 

藤井智久・松尾和典・阿部芳久・湯川淳一・徳田 誠 

マサキタマバエ（ハエ目：タマバエ科）を寄主とする

Platygaster sp. (ハチ目：ハラビロクロバチ科)の寄主操

作により生じた寄生蜂の種間関係の変化 

第 90 回九州病害虫研究発表会 

吉田一貴・真田幸代・徳田 誠 
ヒメトビウンカの生殖を操作する 2 種の内部共生細菌

が宿主の発育と増殖に及ぼす影響 
第 90 回九州病害虫研究発表会 

安達修平・城所 隆・徳田 誠 
東北地方と九州におけるセイタカアワダチソウヒゲナガ

アブラムシの発生消長 
日本昆虫学会九州支部第 63 回大会 

原本すみれ・徳田 誠 
アリ散布型および重力散布型スゲ属植物における種

子発芽特性 
日本昆虫学会九州支部第 63 回大会 

岡本宇宙・白濱祥平・徳田 誠 
イチゴハムシの特定外来生物オオフサモ上での大発

生とミズキンバイの摂食 
日本昆虫学会九州支部第 63 回大会 
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甲斐進也・神代 瞬・鈴木義人・徳田 誠 
ヒゲブトトガリキジラミのゴール形成と関連する植物ホ

ルモン 
日本昆虫学会九州支部第 63 回大会 

Tokuda, M. 
Mechanism and adaptive significance of host 

manipulation by insects 

The 1st Regional Cooperation Workshop on 

Agricultural Pest Leafminer Invasion Biology among 

China-Japan-Korea 

安達修平・古川直希・遠藤信幸・徳田 誠 
ホソヘリカメムシによる花芽吸汁がツルマメの生育およ

び種子生産に及ぼす影響 
第 91 回九州病害虫研究発表会 

吉岡裕哉・明石夏澄・木下智章・副島和則・安田雅俊・

徳田 誠 
佐賀県西部におけるヤマネの生息状況 第 23 回佐賀自然史研究会研究発表会 

明石夏澄・吉岡裕哉・木下智章・副島和則・安田雅俊・

徳田 誠 
多良山系のヤマネにおける活動の季節性 第 23 回佐賀自然史研究会研究発表会 

徳田 誠・吉田一貴・Ayman K. Elsayed・松浦秀明・堀

込 充・藍沢 亨 

日本国内で初めて発生が確認されたブルーベリータマ

バエ 

日本昆虫学会第 76 回大会・第 60 回日本応用動物昆

虫学会大会合同大会 

湯川淳一・キム ワンギュウ・輿那嶺要・喜久村智子・

上地奈美・徳田 誠・岩崎暁生・橋本直樹・角野晶大 

旧北区各地でほぼ同時に発見された新害虫トマトウロ

コタマバエの続報 

日本昆虫学会第 76 回大会・第 60 回日本応用動物昆

虫学会大会合同大会 

安田慶次・喜友名朝次・玉城雅範・松尾和典・徳田 

誠・上地奈美・喜久村智子・湯川淳一 

デイゴヒメコバチ Quadrastichus erythrinae（以下 Qe）

の天敵デイゴカタビロコバチ Eurytoma erythrinae（以

下、Ee）の寄主範囲の検討 

日本昆虫学会第 76 回大会・第 60 回日本応用動物昆

虫学会大会合同大会 

安達修平・本間智己・八坂亮祐・大島一里・徳田 誠 
マメアブラムシの有翅虫は、寄生できないはずのダイ

コンにウイルスを媒介しているか？ 

日本昆虫学会第 76 回大会・第 60 回日本応用動物昆

虫学会大会合同大会 

望岡佑佳里・岸田 竜・徳田 誠 ムラサキツバメ幼虫の発音の意義 
日本昆虫学会第 76 回大会・第 60 回日本応用動物昆

虫学会大会合同大会 

Elsayed, A. K., Karam H. H., Abo-Mostafa , A.-B., 

Gaber, M. and Tokuda, M. 

Two new species of Stefaniola (Diptera: 

Cecidomyiidae) from Egypt 

日本昆虫学会第 76 回大会・第 60 回日本応用動物昆

虫学会大会合同大会 

大島一里 Spatial and temporal evolution of potyviruses. 第 12 回植物ウイルス病研究会 

八坂亮祐・大島一里 

Temporal and spatial evolution of a plant virus viewed 

from agriculture development: A case study of Turnip 

mosaic virus 

  

八坂亮祐・Maneechoat P.・Chiemsombat P.・竹下稔・

大島一里 

タイ王国におけるカブモザイクウイルスの生物学的・遺

伝学的性質 
  

三苫 真一郎・野見山 玲衣・大島 一里 
罹病スイセンから得られたカブモザイクウイルス分子

系統グループの新種ウイルス様配列 
  

臼井彩夏・石丸幹二・福田伸二・大島一里・松尾洋介・

田中隆 
ノビルのフェノール成分解析と生育地域別の含量調査   

吉田麻衣・野見山玲衣・富永 薫・三苫真一郎・大島一

里 

日本産 Narcissus degeneration virus の全ゲノム構造

の決定と海外産株との比較 
  

野見山玲衣・大島一里 
日本における Narcissus late season yellows virus の

発生生態と遺伝集団 
  

安達修平・本間智己・八坂亮祐・大島一里・徳田誠 
野外における TuMV 感染動態調査から見えてきた予

期せぬ媒介者の可能性 
  

八坂亮祐・Charith Raj Adkar-Purushothama・Seint 

San Aye・Tin Aye Aye Naing・古屋成人・李世訪・大島

一里 

カブモザイクウイルスの南アジアから東アジアへと続く

拡散経路とその時期について 
  

高橋宏幸、中嶋正敏、小川愛海、根津修、八坂亮祐、

大島一里、宇垣正志、鈴木匡 

ラッカセイ矮化ウイルス P1 系統は外被タンパク質がジ

ベレリンの減少を介してラッカセイを矮化させる 
  

Takahiro Sumi, Hidetaka Kawakita, Keisuke Ohto, and 

Shintaro Morisada 

Fabricatoin of Colloidal Layers through Convective 

Self-Assembly Using Cationic or Anionic 

Polyelectrolyte-Grafted Silica Particles 

The 6th Saga University-Liaoning University Joint 

Seminar, P-08, Saga University, Saga, Japan 

Shunsuke Shuto, Hidetaka Kawakita, Keisuke Ohto, 

and Shintaro Morisada 

Effect of Bubbles on Pt Nanocube Synthesis by 

Liquid-Phase Reduction 

The 6th Saga University-Liaoning University Joint 

Seminar, P-07, Saga University, Saga, Japan 

Shunsuke Shuto, Hidetaka Kawakita, Keisuke Ohto, 

and Shintaro Morisada 

Preparation of Pt Nanocubes by Liquid-Phase 

Reduction Using Poly(N-isopropylacrylamide) Nanogels 

2015 Taiwan/Korea/ Japan Joint Meeting on Chemical 

Engineering, P2-008, Kaohsiung, Taiwan 

Takahiro Sumi, Hidetaka Kawakita, Keisuke Ohto, and 

Shintaro Morisada 

Colloidal Layer Fabrication by Convective Self-

Assembly Using Polyelectrolyte-Grafted Silica 

Particles 

2015 Taiwan/Korea/Japan Joint Meeting on Chemical 

Engineering, P1-033, Kaohsiung, Taiwan 

Takahiro Sumi, Hidetaka Kawakita, Keisuke Ohto, and 

Shintaro Morisada 

Effect of Substrate Surface Charge on the Structures 

of Silica Particle Films Prepared by Convective Self-

Assembly 

3rd International Symposium on Host Compounds for 

Separation and Functionality in Saga, P-14, Saga 

University, Saga, Saga, Japan 

Shunsuke Shuto, Hidetaka Kawakita, Keisuke Ohto, 

and Shintaro Morisada 

Effect of Bubbles on Pt Nanoparticle Shapes Prepared 

by Liquid-Phase Reduction 

3rd International Symposium on Host Compounds for 

Separation and Functionality in Saga, P-16, Saga 

University, Saga, Saga, Japan 

Shintaro Morisada, Shoko Kojima, Takahiro Sumi, 

Hidetaka Kawakita, and Keisuke Ohto 

Non-Close-Packed 2D Colloidal Array Prepared by 

Using Polymer-Grafted Silica Particles 

The 5th International Colloids Conference 2015, P157, 

Amsterdam, the Netherlands 

Shintaro Morisada, Shoko Kojima, Satoshi Muta, 

Hidetaka Kawakita, and Keisuke Ohto 

Preparation of Non-Close-Packed Colloidal Array by 

Convective Self-Assembly Using Polymer-Grafted 

Silica Particles 

The 15th Conference of the International Association 

of Colloid and Interface Scientists (IACIS 2015), O-

311, Mainz, Germany 

首藤俊介，前田悠介，川喜田英孝，大渡啓介，森貞真

太郎 
Pt ナノキューブの液相還元合成における気泡の影響 化学工学会第 47 回秋季大会，ZB2P41，北海道大学 

角 崇弘，川喜田英孝，大渡啓介，森貞真太郎 
高分子電解質修飾シリカ粒子を用いた移流集積法に

よる単粒子膜の作製 
化学工学会第 47 回秋季大会，ZB2P21，北海道大学 

角 崇弘，川喜田英孝，大渡啓介，森貞真太郎 
高分子電解質修飾シリカ粒子を用いた粒子膜作製に

おける基板電荷の影響 

第 26 回九州地区若手ケミカルエンジニア討論会，65，

伊万里グランドホテル 
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首藤俊介，前田悠介，川喜田英孝，大渡啓介，森貞真

太郎 

ゲル微粒子を保護剤とした Pt ナノ粒子の液相還元合

成における気泡の影響 

第 26 回九州地区若手ケミカルエンジニア討論会，64，

伊万里グランドホテル 

角 崇弘，牟田諭司，川喜田英孝，大渡啓介，森貞真

太郎 

高分子修飾シリカ粒子を用いた単粒子膜の作製と膜

構造に対する基板電荷の影響 

第 52 回化学関連支部合同九州大会，CE-1-0021，北

九州国際会議場 

首藤俊介，川喜田英孝，大渡啓介，森貞真太郎 
ハイドロゲル微粒子を保護剤とした Pt ナノ粒子合成に

おける気泡の影響 

第 52 回化学関連支部合同九州大会，CE-1-0016，北

九州国際会議場 

川島季晋、兒玉浩明、長田聰史 
Z 体選択的フルオロオレフィン合成のための新規 Julia

反応剤 

第 52 回化学関連支部合同九州大会（2015 年 6 月 27

日、北九州国際会議場、北九州） 

矢野孝行、兒玉浩明、長田聰史 S-リボシルホモシステインミミックの合成研究 
第 52 回化学関連支部合同九州大会（2015 年 6 月 28

日、北九州国際会議場、北九州） 

大迫拓輝、兒玉浩明、長田聰史 
Peptide deformylase によって活性化される MetAP 阻

害候補化合物 

第 52 回化学関連支部合同九州大会（2015 年 6 月 29

日、北九州国際会議場、北九州） 

渡邉裕大、川節あかね、長田聰史、兒玉浩明 環状オクタペプチドの側鎖構造とイオンチャネル活性 
第 52 回化学関連支部合同九州大会（2015 年 6 月 30

日、北九州国際会議場、北九州） 

栗原滉季、片渕友加里、古賀裕也、長田聰史、兒玉浩

明 

異なる FPR サブタイプに選択性を持つペプチド二量体

の鎖長依存性 

第 52 回化学関連支部合同九州大会（2015 年 6 月 31

日、北九州国際会議場、北九州） 

H. Osako, J. Taira, Y. Higashimoto, H. Kodama, 

S.Osada 

Peptide deformylase processable triazole-containing 

formyl peptide mimetics 

The 52nd Japanese Peptide Symposium (Nov. 16, 

2015, Chuo Community Center, Hiratsuka) 

川節あかね、渡邉裕大、Jelokhani-Niaraki Masoud、

長田聰史、兒玉浩明 

折れ曲がり配列を持つ Aib ペプチドの合成とイオンチ

ャンネル活性 

日本化学会 第 96 春季年会（2016 年 3 月 26 日、同

志社大学、京田辺市） 

K. Arima, K. Kurihara, H. Kodama, S. Osada 

Agonistic and Antagonistic properties of triazole-

containing non-formyl peptides against formyl peptide 

receptor 

日本化学会 第 96 春季年会（2016 年 3 月 26 日、同

志社大学、京田辺市） 

吉田祥耀、関 清彦、光富 勝、宗 伸明、上田敏久 環状ジペプチド型のα-アミラーゼ阻害剤 第 52 回化学関連支部合同九州大会 

南川朋花、牟田典恵、藤島 稜、上田敏久、宗 伸明、

鎌田 海 

無機ナノシートに二種の酵素と磁気ビーズを複合化し

たハイブリッド体の開発と酵素の繰り返し利用 
日本分析化学会第 64 年会 

H. Doi, H. Watanabe, T. Sonneleitner, S. Saito, K. Fujii, 

T. Umecky, T. Takamuku, Y. Kameda, R. Buchner, Y. 

Umebayashi 

Possible Proton Conduction Mechanism in N-

Methylimidazole and Acetic Acid Equimolar Mixture; 

the pseudo-Protic Ionic Liquid 

34th International Conference on Solution Chemistry, 

Prague, Czech Republic 

藤 貴弘，波戸本洋平，戸根川順子，堤 陽一，梅木

辰也，高椋利幸 

脂肪族アルコール-水およびフッ化アルコール-水混合

溶液中のロイシン分子の溶媒和構造 
第 52 回化学関連支部合同九州大会，小倉 

川頭祐太郎，保家宇宙，山田泰教，梅木辰也，小堤和

彦，高椋利幸 

イミダゾリウム系イオン液体中における遷移金属イオ

ンと分子性液体との錯形成 
第 52 回化学関連支部合同九州大会，小倉 

藤 貴弘，波戸本洋平，戸根川順子，堤 陽一，梅木

辰也，高椋利幸 

水溶液中のロイシン分子の溶媒和構造に対するアル

コール添加の効果 
第 38 回溶液化学シンポジウム，高知 

川頭祐太郎，保家宇宙，山田泰教，梅木辰也，小堤和

彦，高椋利幸 

イミダゾリウム系イオン液体と分子性液体混合溶液中

における Co2+および Ni2+の錯形成平衡 
第 38 回溶液化学シンポジウム，高知 

高椋利幸，糸山ゆう，梅木辰也，柿沼翔平，城田秀明 
イミダゾリウム系イオン液体とベンゼンの混合に対する

陰イオンの効果 
第 38 回溶液化学シンポジウム，高知 

渡辺日香里，梅木辰也，松上 優，土井寛之，齋藤蒼

思，神﨑 亮，高椋利幸，亀田恭男，梅林泰宏 

擬プロトン性イオン液体イミダゾール‐酢酸等量混合物

の液体構造と超 Arrhenius プロトン伝導 
第 6 回イオン液体討論会，京都 

渡辺日香里，梅木辰也，土井寛之，齊藤蒼思，高椋利

幸，亀田恭男，梅林泰宏 

擬プロトン性イオン液体イミダゾール‐酢酸混合物の液

体構造とダイナミクス 
第 26 回分子シミュレーション討論会，新潟 

高椋利幸 量子ビームで観測するイオン液体の物性 
佐賀大学シンクロトロン光応用研究センター講演会，

鳥栖 

Yuki Ogura-Tsujita, Kazuhiro Suzuki, Tomohisa 

Yukawa 

Conservation by in situ seed germination techniques: a 

case for wild orchids of Japan 

11th International Symposium on Diversity and 

Conservation of Asian Orchids 

北御門雄大, 長谷川裕之 相変態領域におけるクロム系硬質膜の表面特性 精密工学会 九州支部講演会 

Hiroaki Kitamura, Tomomi Kashiwada, Kazutoshi 

Komiya, YukihikoNakayma, Takahiko Nakazono, Yukari 

Takase, Naoko Aragane, Shinya Kimura 

A case with cancer of unknown primary diagnosed 

pathologically retroperitoneal squamous cell 

carcinoma. 

 73th Annual Meeting of the Japanese Cancer 

Association 

Hirakawa N, Sasaguri T 
Evaluation of the analgesic effect of duloxetine for 

neuropathic pain.   

 Pain Society of 

Busan・Ulsan・Kyungnam  

佐藤慎太郎、島津倫太郎、倉富勇一郎 当科における唾液導管癌の検討  第 28 回日本口腔・咽頭科学会総会・学術集会   

○野口 満、南里麻己、東武昇平、大塚泰史、魚住二

郎 
VUR index は果たして自然治癒予測に有用か?  ：第 24 回日本小児泌尿器科学会総会・学術集会 

溝口達弘、在津正文 
佐賀大学病院小児科におけるアナフィラキシーでの受

診者の実態について.  
：第 64 回日本アレルギー学会学術集会 

井上将成、山下佳雄、下平大治、檀上 敦、後藤昌昭 
広範囲顎骨支持型装置および広範囲顎骨指示型補綴

の応用症例について 

（公社）日本口腔インプラント学会第 32 回九州支部学

術大会 

中山雪詩、野林勝司、檀上 敦、山下佳雄、後藤昌昭 
高齢者におけるデジタルワークフローのインプラント治

療の有効性について 

（公社）日本口腔インプラント学会第 32 回九州支部学

術大会 

古川 隆, 下川 尚子,江橋 諒,高口 素史,伊藤 寛,若

宮 富浩,緒方 敦之,高瀬 幸徳,中原 由紀子,増岡 淳,

河島 雅到,阿部 竜也 

小児硬膜下血腫の臨床的検討． （一社）日本脳神経外科学会第 74 回学術総会． 

高瀬 幸徳, 緒方 敦之, 阿部 竜也, 河島 雅到, 増岡 

淳, 下川 尚子,中原 由紀子, 吉岡 史隆, 若宮 富浩, 

高口 素史, 古川 隆, 江橋 諒,平井 徹良, 西原 正志 

脊髄血管病変診断における多列ＣＴを用いたＣＴ 

angiography の有用性の検討． 
（一社）日本脳神経外科学会第 74 回学術総会． 

河島 雅到, 吉岡 史隆, 緒方 敦之, 高瀬 幸徳, 中原 

由紀子, 下川 尚子,増岡 淳, 阿部 竜也, 松島 俊夫 

前交通動脈瘤に対する半球間裂アプローチ：嗅神経を

温存するための工夫． 
（一社）日本脳神経外科学会第 74 回学術総会． 

高口 素史,吉岡 史隆,中原 由紀子,下川 尚子,増岡 

淳,河島 雅到,上村 哲司,阿部 竜也 

当院における頭蓋骨縫合早期癒合症の手術とその工

夫． 
（一社）日本脳神経外科学会第 74 回学術総会． 
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下川 尚子,阿部 竜也,河島 雅到,増岡 淳,中原 由紀

子,高瀬 幸徳,緒方 敦之,吉岡 史隆,若宮 富浩,高口 

素史,伊藤 寛,江橋 諒,上村 哲司 

頭蓋縫合早期癒合症の術後 bone remodeling とキアリ

Ⅰ型奇形についての検討． 
（一社）日本脳神経外科学会第 74 回学術総会． 

吉岡 史隆,下川 尚子,高口 素史,古川  隆,伊藤 寛,

緒方 敦之,高瀬 幸徳,中原 由紀子,増岡 淳,河島 雅

到,阿部 竜也 

二分脊椎に伴う側弯症患者における Curved Planar 

Reconstruction 画像の有用性． 
（一社）日本脳神経外科学会第 74 回学術総会． 

江橋 諒, 下川 尚子, 吉岡 史隆, 古川 隆, 伊藤 寛, 

高口 素史, 若宮 富浩,緒方 敦之, 中原 由紀子, 高

瀬 幸徳, 増岡 淳, 河島 雅到, 阿部 竜也 

腹腔内偽性嚢胞に対する V-P シャント改訂術の検

討． 
（一社）日本脳神経外科学会第 74 回学術総会． 

Nakazono T, Yamaguchi K, Egashira R, Takase Y, 

Mizuguchi M, Irie H 

Radiologic Findings of Pleural Tumors and Tumor-like 

Lesions 

101th 

 

Scientific assembly and annual meeting of Radiological 

Society of North America, Chicago 

Nakazono T, Yamaguchi K, Egashira R, Takase Y, 

Mizuguchi M, Irie H 

Radiologic Findings of Pleural Tumors and Tumor-like 

Lesions 

101th 

Scientific assembly and annual meeting of Radiological 

Society of North America, Chicago 

Nakazono T, Yamaguchi K, Egashira R, Mizuguchi M, 

Takase Y, Irie H 

Diffusion Weighted MR Imaging and Apparent Diffusion 

Coefficient Values of Mediastinal Lesions: Usefulness 

and Pitfalls in Differential Diagnosis 

101th Scientific assembly and annual meeting of 

Radiological 

Society of North America, Chicago 

Terato H, Kudo K, Mori K, Tokuyama Y, Tanaka H, 

Saito T 

Clustered and isolated oxidative DNA damages 

induced by atomic reactor neutron radiations. 

15th International Congress of Radiation Research  

Koami H, Sakamoto Y, Inoue S 

The rotational thromboelastometry (ROTEM) is an 

accurate measure to diagnose trauma induced 

disseminated intravascular coagulation. 

16th European Congress of Trauma & Emergency 

Surgery 

Kazutoshi Komiya, Tomomi Nakamura,  Hironori 

Sadamatsu,  Chiho Nakashima,  Koichiro Takahashi,  

Hitomi Umeguchi, Naomi Kobayashi, Akemi Sato,  ○

Yuji Takeda, Shinya Kimura,  Naoko Sueoka-Aragane 

SPARC, a possible predictive marker to albumin-

bound paclitaxel (nab-paclitaxel) in non-small cell lung 

cancer 

16th World Conference on Lung Cancer 

Aishima S. Pathological Aspect of Liver Neoplasia 
18th National Congress and Annual Scientific Meeting, 

Indonesia IAP 

Aishima S. Molecular Update of in Liver Disease 
18th National Congress and Annual Scientific Meeting, 

Indonesia IAP 

Yamada K, Fujimitsu S, Harada Y, Watanabe K, Sunaga 

T, Kobayakawa M, Sakamoto Y, Nishimura T 
A co-design project for a nursing information system 

19th Triennial Congress of the International 

Ergonomics Assosiation (IEA) 

松本直樹、大津康徳 
リング状ホロー電極型容量結合プラズマの空間分布に

及ぼす溝深さの影響 

2014 年度（平成 26 年度）応用物理学会九州支部学術

講演会,大分大学,2014.12.6, 6Fa-1,p124 

鶴田昇平、大津康徳 
材料ターゲット高効率利用のためのレーストラック型マ

グネトロンスパッタ装置の特性 

2014 年度（平成 26 年度）応用物理学会九州支部学術

講演会、大分大学、2014.12.6, 6Fa-3, p126 

松本直樹、大津康徳 
リング状ホロー電極を用いた容量結合型プラズマに及

ぼす溝深さの影響 

2014 年度電子情報通信学会九州支部学生会講演

会、C-28、鹿児島大学、2014.9.20 

市川健太朗、上田敏久、宗 伸明 
分枝状ポリエチレングリコールを修飾した西洋ワサビ

ペルオキシダーゼの酵素活性 
2014 年度日本農芸化学会西日本支部大会 

山口 彩、古賀裕也、林 良、藤田一郎、長田聰史、兒

玉浩明 

ホルミルペプチドアンタゴニスト WRW4 の構造活性相

関  
2014 年日本化学会中国四国支部大会 

Itoh M, Mukae Y, Matsubayashi K, Kawakatsu M, 

Furukawa K, Uchihashi K, Toda S, Oyama J, Node K, 

Nakayama K, Morita S. 

The effectiveness of using a bio-3D printer in the 

development of a scaffold-free regenerative vascular 

graft. 

2015 4th TERMIS World Congres 

○ Itoh M, Mukae Y, Matsubayashi K, Kawakatsu M, 

Furukawa K, Uchihashi K, Toda S, Oyama J, Node K, 

Nakayama K, Morita S  

The effectiveness of using a bio-3D printer in the 

development of a scaffold-free regenerative vascular 

graft. 

2015 4th TERMIS World Congress 

*Noda I, Miyamoto H,  Ueno M, Eto S, Tsukamoto M, 

Kawano S, Sonohata M,  Mawatari M Next Generation type Silver-containing 

Hydroxyapatite Coating 
2015 Annual meeting Orthopaedic Research Society 

○Izuhara K, Ohta S, Okamoto M, Sakamoto N, 

Takahashi K, Yamamoto H, Kushima H, Akasaka K, 

Fujimoto K, Ono J 

A Multicenter Evaluation of a New Periostin Detection 

Kit for Idiopathic Pulmonary Fibrosis. 
2015 ATS International Conference 

*Nagasaki T, Matsumoto H, Kanemitsu Y, Izuhara K, 

Tohda Y, Horiguchi T, Kita H, Tomii K, Fujimura M, 

Yokoyama A, Nakano Y, Hozawa S, Ito I, Oguma T, 

Izuhara Y, Tajiri T, Iwata T, Ono J, Ohta S, Yokoyama 

T, Niimi A, Mishima M,  

Using Exhaled Nitric Oxide and Serum Periostin as a 

Composite Marker to Identify Severe/Steroid-

insensitive Asthma. 

2015 ATS International Conference 

阪本雄一郎、山田クリス孝介 救急医療における ITC 利用 
2015 年春季大会フォーラム（28.交通事故損害予測と

予防・医療） 

大津康徳、松本直樹 
リング状ホロー電極型高密度容量結合プラズマの溝

深さの影響 

2015 年第 62 回応用物理学春季学術講演会、12p-

P10-3 

山田 クリス孝介, 藤満 幸子, 原田 由美子, 渡辺 健

太郎, 須永 剛司, 小早川 真衣子, 阪本 雄一郎, 本

村 陽一, 西村 拓一 

モノ・コトづくり支援のための現場参加型研究: 佐賀大

学医学部附属病院における事例 
2015 年度 人工知能学会全国大会 

○Danjo A, Yamashita Y, Aijima R, Katsuki T, Goto 

M. 

Histological Evaluation of the Bone Healing by 

Osteotomy with Ultrasonic Osteotomy Devices. 

22nd International Conference on Oral & Maxillofacial 

Surgery 

Danjo A, Yamashita Y, Aijima R, Katsuki T, Goto M 
Histological Evaluation of the Bone Healing by 

Osteotomy with Ultrasonic Osteotomy Devices 

22nd International Conference on Oral & Maxillofacial 

Surgery 
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Yamaguchi D, Shiraishi R, Mannen K, Tsuruoka N, 

Takeshita E, Yukimoto T, Matsuura S, Morisaki T, 

Iwakiri R, Fujimoto K.  

Efficacy of endoscopic hemostasis with the 

endoscopic submucosal dissection technique for upper 

gastrointestinal gleeding over a 12-year period.  

23rd United European Gastroenterology Week 2015. 

*Abe K, Nunomura S, Ra C, Tajima A, Fuchs H, Angelis 

H 

Abnormal innate immune responses of ENU-induced 

ali18 and ali14mutant mice lead to autoinflammatory 

syndrome-like phenotypes 

29th International Mammalian Genome Conference 

Tsukamoto M, Morimoto T, Yoshihara T, Kitajima M, 

Sonohata M, Mawatari M 

A method to determine the pelvic tilt based on 

anteroposterior radiographs. 
42nd ISSLS Annual Meeting 

Yoshihara T, Morimoto T, Tsukamoto M, Sonohata M, 

Mawatari M 

Spino-pelvic alignment in patients with completely 

dislocated hips. 
42nd ISSLS Annual Meeting 

Morimoto T, Tsukamoto M, Yoshihara T, Sonohata M, 

Mawatari M 

Validation of anthropometric tools for screening of 

undiagnosed vertebral fractures in elderly females. 
42nd ISSLS Annual Meeting 

Atsushi Miyoshi,Hiroki Koga,Takao Ide,Kenji 

Kitahara,Hirokazu Noshiro, 

ACOUSTIC RADIATION FORCE IMPULSE 

ELASTOGRAPHY AS A PREDICTOR OF 

POSTOPERATIVE COMPLICATIONS AFTER 

HEPATIC RESECTION 

46TH WORLD CONGRESS OF SURGERY WCS 2015 

Yasuo Koga,Akinari Nomura,Hirokazu Noshiro, 
CME WITH CVL IN LAPAROSCOPIC SURGERY FOR 

TRANSVERSE COLON CANCER 
46TH WORLD CONGRESS OF SURGERY WCS 2015 

Takao Ide,Masatsugu Hiraki,Jyunji Ueda,Hirokazu 

Noshiro 

LAPAROSCOPIC REPEAT HEPATECTOMY FOR 

RECURRENT HEPATOCELLUALR CARCINOMA 
46TH WORLD CONGRESS OF SURGERY WCS 2015 

○Nishida, Y, Nishijima, K., Mi-ichi, F., Yamada, Y., 

Tanaka, H., Fan, J., Kitajima, S., Tanaka, K. 

Metabolomic profiling reveals muscle metabolites that 

are associated with favorable glucose, lipid and energy 

metabolism in lipoprotein lipase transgenic rabbits. 

5th ICCR Congress on Chronic Societal 

Cardiometabolic Diseases 

Nishida Y, Nishijima K, Mi-ichi F, Yamada Y, Tanaka H, 

Fan J, Kitajima S, Tanaka K 

Metabolomic profiling reveals muscle metabolites that 

are associated with favorable glucose, lipid and energy 

metabolism in lipoprotein lipase transgenic rabbits. 

5th ICCR Congress on Chronic Societal 

Cardiometabolic Diseases. 

Koami H, Sakamoto Y, Noguchi R, Sato N, Miyasho T, 

Kai K, Inoue S 

Impact of haptoglobin on the association between 

inflammation and coagulation in a rat burn model. 

74th Annual Meeting of the American Association for 

the Surgery of Trauma & Clinical Congress of Acute 

Care Surgery 

Koami H, Sakamoto Y, Inoue S 

What factor within JAAM DIC criteria is most strongly 

correlated with trauma induced DIC on the subject of 

ROTEM findings? 

9th Annual Singapore Trauma Conference 2015 

Araki K, Hara M, Shimanoe C, Nishida Y, Matuo M, 

Tanaka K 

Estimating rotavirus vaccine effectiveness in Japan by 

use of case-population method 
9th Vaccine & ISV Congress 

Watanabe T, Aragane N, Sueoka E 

Ｉｎｈｉｂｉｔｉｏｎ ｏｆ ｍａｍｍａｌｉａｎ ｔａｒｇｅｔ ｏｆ ｒａｐａｍｙｃｉ

ｎ ｂｙ Ｔｏｒｉｎ2, an ATP-competitive inhibitor, induces 

growth inhibition in adult T cell leukemia 

American Association for Cancer Research Annual 

Meeting 2015 

Oyama JI, Nagatomo D, Yoshioka G, Yamasaki A, 

Komoda H, Node K. 

Continuous positive airway pressure therapy improves 

endothelial function and neutrophil-lymphocyte ratio in 

patients with obstructive sleep apnea syndrome. 

American College of Cardiology 

○Takashi Akutagawa, Hiroharu Kawakubo, Kohei 

Yamanouchi, Nanae Tsuruoka, Yasuhisa Sakata, 

Ryuichi Iwakiri, Kazuma Fujimoto 

Sedation induced by dexmedetomidine hydrochloride is 

applicable for endoscopic submucosal dissection of 

esophageal and gastric upper tumors: a pilot trial in 

Saga Medical School Hospital 

American college of gastroenteology 

＊Niiro H, Tsukamoto H,  Arinobu Y, Akahosh Mi,  

Mitoma H, Oryoji K, Inoue Y, Sawabe T,  Nagano S,  

Nishizaki H,  Yoshizawa S,  Tada Y. 

Correlation Between Efficacy of Tocilizumab and 

Levels of Oxidative Stress Markers in Patients with 

Rheumatoid Arthritis : the 52-Week Analysis 

American College of Rheumatology annual meeting   

Tada Y,  Koarada S,  Ono N,  Maruyama A,  

Tashiro S,  Tokuda Y, Ono Y,  Nakao Y and  Ohta 

A. 

The Balance of Foxp3/Ror-Gammat Expression Is 

Altered By Tocilizumab and By Abataceot in Patients 

with Rheumatoid Arthritis 

American College of Rheumatology annual meeting   

＊Kirino Y,  Kawaguchi Y,  Tada Y,  Minota S,  Ota 

T,  Nagasawa K,  Tsukamoto H,  Takei S,  Horiuchi 

T,  Takahashi H,  Ichida H,  Iwamoto M,  Ueda A,  

Ohta A,  Ishigatsubo Y 

Use of Serum Ferritin and Heme Oxygenase 1 for the 

Diagnosis of Adult-Onset Still’s Disease: A 

Preliminary Report of Multicenter Study 

American College of Rheumatology annual meeting   

Koami H, Sakamoto Y, Inoue S 
Hyperfibrinolysis in patients with out-of-hospital 

cardiac arrest may contribute to poor outcome.  
American Heart Association 2015 

Nishikido T, Oyama J, Shiraki A, Komoda H, Node K.  Apoptosis Inhibitor of Macrophage Activates 

Inflammatory Response After Acute Myocardial 

Infarction 

American Heart Association Scientific Sessions 

Hiroki Tashiro, Koichiro Takahashi, Go Kato, Naoko 

Sueoka-Aragane, Shinya Kimura ,Shinichiro Hayashi 

Monocytes IL-33 contributes to HDM-induced allergic 

airway inflammation 

American Thoracic Society 2015 International 

Conference in Denver  

Kenji Izuhara, Shoichiro Ohta, Masaki Okamoto, Norio 

Sakamoto, Koichiro Takahashi, Hiroshi Yamamoto, 

Naoko Kushima, Keiichi Akasaka, Kiminori Fujimoto, 

Junya Ono 

A multicenter evaluation of a new periostin detection 

kit for idiopathic pulmonary fibrosis  

American Thoracic Society 2015 International 

Conference in Denver  

○Tada Y, Koarada S, Ono N,Maruyama A, Tashiro S, 

Tokuda Y, OnoY, Nakao Y, Ohta A 

The Balance of Foxp3/Ror-GammatExpression Is 

Altered By Tocilizumaband By Abataceot in Patients 

withRheumatoid Arthritis 

AmericanCollegeofRheumatologyAnnualMeeting 

＊Kirino Y, Kawaguchi Y, Tada Y,Minota S, Ota T, 

Nagasawa K,Tsukamoto H, Takei S, Horiuchi 

T,Takahashi H, Ichida H, Iwamoto M,Ueda A, Ohta A, 

Ishigatsubo Y 

Use of Serum Ferritin and HemeOxygenase 1 for the 

Diagnosis ofAdult-Onset Still’s Disease: APreliminary 

Report of MulticenterStudy 

AmericanCollegeofRheumatologyAnnualMeeting 
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*Koganebuchi K, Nakagome S, +A3:C1233Kawamura S, 

Kimura R, Ishida H, Joh K, Fujimoto K, Soejima H, Sato 

K, Yasui Y, Kumabe T, Fujii K, Akiyama T, Ogawa M, 

Hanihara T, Oota H. 

An evolutionary study of the RNF213 gene associated 

with Moyamoya disease in the people of the Japanese 

archipelago.  

Annual meeting of the Society for Molecular Biology 

and Evolution 

 Sakata Y, Shimoda R, Matuura S, Shiraishi R, Endo H, 

Koyama T, Watanabe A, Matsunaga K, Nakayama M, 

Ono A, Sakata H, Sonoda R, Iwakiri R, Fujimoto K.   

Endoscopic ulcer closure using hemoclips prevent 

delayed bleeding after endoscopic submucosal 

dissection for colorectal neoplasms.  

Asian Pacific Digestive Week 2015.  

Takedomi H, Sakata Y, Matsuura S, Endo H, Koyama T, 

Nakayama M, Matsunaga K, Ono A, Shiraishi R, Sakata 

H, Sonoda R, Iwakiri R, Fujimoto K.   

Trends in the eradiation therapy of Helicobacter pylori 

infection for seven years. 
Asian Pacific Digestive Week 2015.  

Izuhara K, Ohta S, Okamoto M, Sakamoto N, 

Takahashi K, Yamamoto H, Kushima H, Akasaka K, 

Fujimoto K, Ono J 

A multicenter evaluation of a new periostin detection 

kit for idiopathic pulmonary fibrosis 
ATS 2015 

*Nagasaki T, Matsumoto H, Kanemitsu Y, Izuhara K, 

Tohda Y, Horiguchi T, Kita H, Tomii K, Fujimura M, 

Yokoyama A, Nakano Y, Hozawa S, Ito I, Oguma T, 

Izuhara Y, Tajiri T, Iwata T, Ono J, Ohta S, Yokoyama 

T, Niimi A, Mishima M,  

Using exhaled nitric oxide and serum periostin as a 

composite marker to identify severe/steroid-

insensitive asthma 

ATS 2015 

○Guo J, Xia J, Kuwashiro T, Kojima M, Ozaki I, Anzai 

K, Matsuhashi S.  

PDCD4 knockdown inhibits cell growth by inefering 

cell cycle regulators via upregulation of p21 

expression in hepatoma cells.  

BMB2015 第 38 回日本分子生物学会年会・第 88 回

日本生化学学会大会合同大会 

井原秀之、岡田貴裕、池田義孝 
親水性相互作用クロマトグラフィーを用いた大腸菌由

来 GDP-mannose 分解酵素活性測定 

BMB2015（第 38 回日本分子生物学会年会、第 88 回

日本生化学会大会 合同大会） 

岡田貴裕、井原秀之、伊東利津、池田義孝 
マクロファージの炎症性変化における糖鎖生合成系の

変動 

BMB2015（第 38 回日本分子生物学会年会、第 88 回

日本生化学会大会 合同大会） 

 Itamura H, Shindo T, Tawara I, Kariya R, Okada S, 

Komanduri KV, Kimura S 

The MEK inhibitor trametinib selectively suppresses 

GVHD, while sparing GVT effects. 
BMT Tandem Meetings 2015 

伊藤 学, 中山功一, 野出孝一, 森田茂樹 
バイオ 3Ｄプリンタによる scaffold free な機能的循環器

系臓器の開発 

Cardiovascular Translation Research Conference 第

11 回学術集会 

柚木純二 
Trans-Apical TAVI の Suicide left ventricle 症例を経

験して 
CCT2015 

Maeda T, Mareska RJ, Higashimoto K, Yatsuki H, 

Nishioka K, Joh K, Soejima H 

Comprehensive and quantitative multilocus 

methylation analysis in Beckwith-Wiedemann 

syndrome and hepatoblastoma. 

Clinical Epigenetics Society 5th International Meeting 

Yasunobu Miyake 

 

Sho Yamasaki 

 

Hiroki, Yoshida 

C-type lectin receptor MCL stabilizes Mincle through 

complex formation for enhancement of inflammatory 

cytokine production upon mycobacterial infection 

Cytokines Congres 2015 (3rd Anual Meeting of the 

International Cytokine and Interferon Society) 

石川慎一郎 眼科医からみる糖尿病 Diabetes Care Forum in Saga 

小網博之 
Ｔｈｒｏｍｂｏｅｌａｓｔｏｍｅｔｒｙ(ＲＯＴＥＭ Ｒ )を用いたＤＩＣの

病態解析 
DIC セミナーｉｎ Ｋｕｒｕｍｅ（特別講演Ⅰ） 

Kawakubo H, Tanaka Y, Tsuruoka N, Okamoto N, Shirai 

S, Yamamoto K, Uchida M, Yamanouchi K, Sakata Y, 

Iwakiri R, Fujimoto K.   

Upper gastrointestinal symptoms evaluated by 

questionnaire are exaggerated in females compared to 

males in young adults healthy volunteers.  

Digestive Disease Week 2015.  

Yamanouchi K, Iwakiri R, Nakayama A, Tsuruoka N, 

Sakata Y, Shimoda R, Ogata S, Sakata H, Fujimoto K.  Long term prognosis after non-curative endoscopic 

submucosal dissection for gastric cancer. 
Digestive Disease Week 2015.  

Hirayama J, Kainuma K, Nagao M, Fujisawa T, Ohta S, 

Izuhara K 

Clinical utility of new biomarkers, periostin and 

SCCA1/SCCA2, in childhood asthma and atopic 

dermatitis 

EAACI Congress 2015 

*Okada N, Fujishima H, Fukagawa K, Izuhara K, Ohta 

S, Ono J, Matsuda A, Saito H, Matsumoto K 

Up-regulation of periostin pruduction in tears of 

allergic ocular disease patients 
EAACI Congress 2015 

*Okada N, Fujishima H, Fukagawa K, Izuhara K, Ohta 

S, Ono J, Matsuda A, Saito H, Matsumoto K 

Up-regulation of periostin pruduction in tears of 

allergic ocular disease patients. 
EAACI Congress 2015 

*Inoue T, Akashi K, Suzuki R, Watanabe M, Izuhara K, 

Ohta S, Ono J, Yanagida N, Sato S, Ebisawa M, 

Ashizuka S, Katsunuma T 

Usefulness of periostin as a biomarker of pediatric 

asthma 
ERS International Congress 2015 

Izuhara K, Ohta S, Okamoto M, Sakamoto N, 

Takahashi K, Yamamoto H, Kushima H, Akasaka K, 

Fujimoto K, Ono J 

A multicenter evaluation of a new Periostin detection 

kit for idiopathic pulmonary fibrosis 
ERS International Congress 2015 

*Nakamura H, Akashi K, Watanabe M, Ohta S, Ono J, 

Azuma Y, Sekine T, Izuhara K, Katsunuma T 

Up-regulation of serum periostin and squamous cell 

carcinoma antigen levels in respiratory syncytial virus 

bronchitis of infants 

ERS International Congress 2015 

*Nakamura H, Akashi K, Watanabe M, Ohta S, Ono J, 

Azuma Y, Sekine T, Izuhara K, Katsunuma T 

Up-regulation of serum periostin and squamous cell 

carcinoma antigen levels in respiratory syncytial virus 

bronchitis of infants. 

ERS International Congress 2015 

*Inoue T, Akashi K, Suzuki R, Watanabe M, Izuhara K, 

Ohta S, Ono J, Yanagida N, Sato S, Ebisawa M, 

Ashizuka S, Katsunuma T 

Usefulness of periostin as a biomarker of pediatric 

asthma. 
ERS International Congress 2015 

Yakushiji Y, Charidimou A, Hara M, Eriguchi M, Noguchi 

T, Nishihara M, Nanri Y, MD, Nishiyama M,  Werring 

D.J., Horikawa E, Hara H 

The concept of “total small vessel disease score” in 

healthy adults: validation in the Kashima Scan Study. 
European Stroke Organization Conference 2015 
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石川慎一郎 検査部門システムの活用事例 FUJIFILM MEDICAL SEMINAR 2015in 東京 

石川慎一郎 薬物治療 Fukuoka Glaucoma Council 2015 

Yamada K, Watanabe K, Hope T, Sunaga T, 

Kobayakawa M, Nishimura T, Sakamoto Y, Motomura Y 

Co-design Project for a nursing information system at 

a University Hospital in Japan 

HAT-MASH 2015 (Healthy Aging Tech mashup 

service, data and people) (as part of JSAI-isAI2015, 

supported by Society for Serviceology) 

Asami T., Kitajima M., Naniri Y., Tanaka A The effect of combined botulinum therapy and robot 

rehabilitation on outpatients 

ISPO2015 

Asami T., Kitajima M., Naniri Y., Tanaka A Effectiveness of combined botulinum therapy and 

robot suit HAL on stroke patients 

ISPRM2015 

白木 綾 
動脈硬化残余リスクの最新知見 インクレチンと動脈

硬化の関連  
J-ISCP 国際心血管薬物療法学会日本部会  

＊河口康典，大塚大河，井手康史，川副広明，柳田公

彦，安武努，江口有一郎，尾崎岩太，熊谷貴文，秋山

巧，川添聖治，水田敏彦 

実臨床における Genotype 1 型 C 型慢性肝炎に対す

る PEG-IFN/RBV/Telaprevir，PEG-

IFN/RBV/Simeprevir および Daclatasvir/Asunaprevir

併用療法の治療成績 

JDDW 2015TOKYO 

野口満 PD 継続のための PD カテーテル留置とトラブル対処． JMS 社内講演会． 

○Tsutsumi E, Murata Y , Sakamoto M , Horikawa E   

Effects of exercise on the nephron of Goto-Kakizaki 

rats: Morphological, and advanced glycation end-

products and inducible nitric oxide synthase 

immunohistochemical analyses 

Journal of Diabetes and its Complications 

小網博之 インストラクター JPTEC 佐賀インストラクターコース 

中尾佳史 

ワークショップⅡ「婦人科悪性腫瘍のガイドラインから

画像フォローアップを考える」卵巣癌：再発スクリーニン

グで行うべき検査とは？． 

JSAWI2015 第 16 回シンポジウム． 

Itoh M. 
Development of a scaffold free regenerative vascular 

graft 
Korea-Japan Joint symposium 

Aijima R, Wang B, Takao T, Mihara H, Kashio M, 

 

Ohsaki Y, Zhang JQ, Masuko S, Tominaga M, Kido MA. 

The role of thermosensitive TRP channel in oral 

wound healing. 

Kyudai Oral Bioscience 2015 -9th international 

symposium- 

Kito Y  

Properties of slow wavesICC recorded from myenteric 

interstitial 

 

cells of Cajal distributed in the rat small intestine.  

Multicellular Inputs Regulating Muscle Excitability  

Jiang C-Y, Fujita T, Zhu L, Wang C, Yu T, Hirao R, 

Kumamoto E 

Developmental change in the modulation by oxytocin 

of synaptic transmission in rat spinal substantia 

gelatinosa neurons. 

Neuroscience 2015 – Society for Neuroscience the 

45th Annual Meeting 

Kang Q, Fujita T, Jiang C-Y, Zhu L, Wang C, Yu T, 

Hirao R, Kumamoto E 

Carvone presynaptically enhances glutamatergic 

spontaneous excitatory transmission by activating 

TRP channels in the adult rat spinal substantia 

gelatinosa. 

Neuroscience 2015 – Society for Neuroscience the 

45th Annual Meeting 

Wang C, Xu Z-H, Fujita T, Jiang C-Y, Zhu L, Yu T, 

Hirao R, Kumamoto E 

Spontaneous L-glutamate release enhancement and 

outward current produced by thymol in adult rat spinal 

substantia gelatinosa neurons. 

Neuroscience 2015 – Society for Neuroscience the 

45th Annual Meeting 

山下佳雄 血液がん「がん治療継続中の口腔ケア」 NPO 法人血液情報広場・つばさフォーラム in 佐賀 

MasayaUeno,RikiTanaka, Shuichi Eto,Masatsugu 

Tsukamoto, Shunsuke Kawano, Masaru Kitajima, 

Motoki Sonohata, Etsuo Horikawa, Masaaki Mawatari 

Recovery of Gait and Changes of Pelvic Motion After 

Total Hip Arthroplasty. 
ORS2015 

Yamada KC, Sone Y, Crews DE, Kusano Y, Aoyagi K, 

Maeda T, Iwamoto A 

Association between Allostatic Load and Activities of 

Daily Living in Older Japanese 

The 12th International Congress of Physiological 

Anthropology 

Jiang C-Y, Fujita T, Zhu L, Wang C, Kumamoto E 
Synaptic modulation by oxytocin in adult rat 

superficial dorsal horn neurons. 

The 12th Korea-Japan Joint Symposium of Brain 

Sciences, and Cardiac and Smooth Muscle Sciences 

Kumamoto E, Fujita T, Jiang C-Y, Zhu L, Wang C 
TRP activation by plant-derived chemicals in the adult 

rat superficial dorsal horn. 

The 12th Korea-Japan Joint Symposium of Brain 

Sciences, and Cardiac and Smooth Muscle Sciences 

Tajima D, Matsuo M, Sato T 
Clinical features and developmental outcome for 

12cases with Abusive Head Trauma.  

The 13th Asian and Oceania Congress of Child 

Neurology,Taipei 

*Kido MA, Kitsuki T, Aijima R, Utsunomiya R, Zhang 

JQ, Ohsaki Y. Temperature sensitive TRP channels in Oral Epithelial 

Barrier. 

The 13th International Symposium on Molecular and 

Neural Mechanisms of Taste and Olfactory Perception 

*Yoshimoto RU, Aijima R, Oyama Y, Yoshizumi J, 

Kitsuki T, Danjo A, Yamashita Y, Kido MA.  

Burning Sensation and Degeneration in Labial 

Epithelium of Xerostomia Patients. 

The 13th International Symposium on Molecular and 

Neural Mechanisms of Taste and Olfactory Perception 

*Yoshimoto RU, Aijima R, Oyama Y, Yoshizumi J, 

Kitsuki T, Danjo A, Yamashita Y, Kido MA 

Burning Sensation and Degeneration in Labial 

Epithelium of Xerostomia Patients 

The 13th International Symposium on Molecular and 

Neural Mechanisms of Taste and Olfactory Perception 

2015, 11, 3-4 

〇Shimanoe C, Higaki Y, Nishida Y, Hara M,  Nanri H,  

Nakamura K,  Imaizumi T, Sakamoto T,  Taguch N, 

Horita M, Shinchi K, Tanaka K 

Significant interaction between ADIPOQ gene and 

higher BMI on HbA1c levels in a Japanese general 

population; 

The 25th Annual Scientific Meeting of the Japan 

Epidemiological Association 2015.1.21-23, Nasgoya, 

Japan 

〇 Nishida Y, Shimanoe C, Higaki Y,   Taguch N,  

Hara M,  Nakamura K,  Imaizumi T, Sakamoto T, 

Shimanoe C, Horita M, Shinchi K, Tanaka K 

Association between objectively measured physical 

activity and serum adiponectin in the middle-aged 

population; 

The 25th Annual Scientific Meeting of the Japan 

Epidemiological Association 2015.1.21-23, Nasgoya, 

Japan 

*原田紀宏，原田園子，石森絢子，桂蓉子，松野圭，竹

重智仁，糸魚川幸成，牧野文彦，伊藤潤，熱田了，千

葉麻子，出原賢治，三宅幸子，高橋和久 

気管支喘息における末梢血中 Mucosal-assoｃiated 

invariant T 細胞の解析 
The 25th Congress of Interasma Japan/North Asia 
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*原田紀宏，原田園子，石森絢子，松野圭，竹重智仁，

田辺悠記，笹野仁史，桂蓉子，糸魚川幸成，牧野文

彦，伊藤潤，熱田了，出原賢治，高橋和久 

気管支喘息における血清テネイシン C の解析 The 25th Congress of Interasma Japan/North Asia 

Izuhara K 
Recent progress in the basic research of periostin in 

bronchial asthma 
The 25th Congress of Interasma Japan/North Asia 

Yasunobu Miyake, Sho Yamasaki, Hiroki Yoshida 
Phospholipids bind to siglec-9 and induce 

immunosuppressive effect against LPS stimulation. 

The 44th annual meeting of the Japanese Society for 

Immunology 

Miyake, Yasunobu Yamasaki, Sho Yoshida, H 
Phospholipids bind to siglec-9 and induce 

immunosuppressive effect against LPS stimulation 

The 44th annual meeting of the Japanese Society for 

Immunology 

*Kimura, D, Miyakoda, M, Doe, Henrietta Terko, 

Kimura, K, Hara, H, Yoshida, H, Yui, K 

IL-27-producing CD4+ T cells induced during malaria 

infection are distinct from Tr1 cells. 

The 44th annual meeting of the Japanese Society for 

Immunology 

Asami T., Nanri Y.,Kitajima M The effect of combined botulinum therapy and robot 

rehabilitation on outpatients 

The 4th Japan-Korea NeuroRehabilitation Conference 

*Kitsuki T, Aijima R, Hatakeyama J, Ohsaki Y, Zhang J, 

Kido M. 

Effect of TRPV4 gene deletion to barrier function in 

gingival epithelium. 

The 63rd Annual Meeting of Japanese Association for 

Dental Research 

*Yoshimoto R, Aijima R, Oyama Y, Yoshizumi J, Kitsuki 

T, Danjo A, Yamashita Y, Kido M. 

Hydropic Degeneration of Labial Mucosal Epithelium 

and Infiltration of Macrophages in Xerostomia 

Patients. 

The 63rd Annual Meeting of Japanese Association for 

Dental Research 

*Yoshimoto R, Aijima R, Oyama Y, Yoshizumi J, Kitsuki 

T, Danjo A, Yamashita Y, Kido M 

Hydropic Degeneration of Labial Mucosal Epithelium 

and Infiltration of Macrophages in Xerostomia Patients 

The 63rd Annual Meeting of Japanese Association for 

Dental Research 

Aoki S, Ohba T, Okajima M, Higashimoto K, Soejima H, 

Katabuchi H. 

Clinical and histopathlogical features of placental 

mesenchymal dysplasia. 
The 6th Asan-Kumamoto Joint Symposium 

Shigeki Morita, 

Sayuri Nonaka, Susumu Fujii, Koichi Node  

Comparison of Cost-Benefit Performance between 

Percutaneous Coronary Intervention and Coronary 

Artery Bypass Grafting 

The 78th Annual Scientific Meeting of the Japanese 

Circulation Society 

Susumu Fujii, 

Shigeki Morita, Sayuri Nonaka,Koichi Node  

Assignments for Infrastructure Development of Large 

Medical Database for Preventive Medicine and 

Disease Management 

The 79th Annual Scientific Meeting of the Japanese 

Circulation Society 

○Shigeki Morita, 

Susumu Fujii,Sayuri Nonaka,Koichi Node 

Cost-Effective Analysis of Transarterial Aortic Valve 

Implantation and Conventional Aortic Valve 

Replacement: A Comparative Study Using DPC Data 

The 79th Annual Scientific Meeting of the Japanese 

Circulation Society 

Yamanouchi K, Sakata Y, Uchida M, Kawakubo H, 

Shimamura T, Akutagawa T, Miyahara K, Kawachi K, 

Nakano R, Tsuruoka N, Shimoda R, Sakata H, Iwakiri R, 

Fujimoto K.  

Advantage of additional mucosal cutting biopsy for 

diagnosis of the gastric submucosal tumor in the 

patient who was failed in histological diagnosis with 

endoscopic ultrasound-guided fine needle aspiration. 

The American College of Gastroenterology 2015. 

Akutagawa T, Kawakubo H, Yamanouchi K, Tsuruoka 

N, Sakata Y, Iwakiri R, Fujimoto K.   

Sedation induced dexmedetomidine hydrochloride is 

applicable for endoscopic submucosal dissection of 

esophageal and gastric upper tumors. 

The American College of Gastroenterology 2015.  

Kawakubo H, Tanaka Y, Yamanouchi K, Uchida M, 

Shimamura T, Akutagawa T, Miyahara K, Kawachi K, 

Nakano R, Sakata Y, Tsuruoka N, Shimoda R, Sakata 

H, Iwakiri R, Kusano M, Fujimoto K.   

Evaluation of upper gastrointestinal symptoms by 

questionnaire, FSSG, revealed that the symptoms 

were more frequent in females compared to males in 

Japanese young adults healthy volunteers.  

The American College of Gastroenterology 2015.  

Uchida M, Yamanouchi K, Sakata Y, Kawakubo H, 

Shimamura T, Akutagawa T, Miyahara K, Kawachi K, 

Nakano R, Iwakiri R, Fujimoto K.  

Clinical outcome in patients with endoscopic 

submucosal dissection for colorectal neoplasm.  
The American College of Gastroenterology 2015.  

柚木純二 当院における TAVI チームの立ち上げ The CONNECT EVT Meeting 2015 

Hiroaki Kitamura, Tomomi Kashiwada, Kazutoshi 

Komiya, YukihikoNakayma, Takahiko Nakazono, Yukari 

Takase, Naoko Aragane, Shinya Kimura 

A case with cancer of unknown primary diagnosed 

pathologically retroperitoneal squamous cell 

carcinoma. 

The Japanese Society of Medical Oncology 2015 

Annual Meeting 

Minesaki A、Shimazaki E、Saitou M、Suzuki K、Monji 

M、Satou S、Shimazu R,Kuratomi Y 

Clinical Study of Malignant Lymphomas in the parotid 

gland 

The joint Meeting of 4th Congress of Asian Society of 

Head and Neck Oncology & 39th Annual Meeting of 

Japan Society for Head and Neck Cancer 

Shimazaki E,Monji M,Minesaki A,Saitou M,Suzuki 

K,Satou S,Shimazu R,Kuratomi Y 

Hypersensitivity to Cetuximab : Report of Two 

Patients with HNC who showed Allergy to Red Meat 

The joint Meeting of 4th Congress of Asian Society of 

Head and Neck Oncology & 39th Annual Meeting of 

Japan Society for Head and Neck Cancer 

Shimazu R,Shimazaki E,Minesaki A,Kuratomi Y 
Prognosis According with the Mode of Invasion in 

Early-stage Carcinoma of the Oral Tongue. 

The joint Meeting of 4th Congress of Asian Society of 

Head and Neck Oncology & 39th Annual Meeting of 

Japan Society for Head and Neck Cancer 

徳田 悠希子 関節症状で発症した ANCA 関連血管炎の５症例 Vasculitis Forum in Fukuoka 2015 

古川浩二郎 
AVP、External ring annuloplasty 後の LV 

Pseudoaneurysm に対する手術 
WEP2015「難渋した再手術」 

*Inoue Y, Izuhara K, Ohta S, Ono J, Shimojo N,  
No increase in the serum periostin level is detected in 

elementary school-age children with allergic diseases 
XXIV World Allergy Congress 

Izuhara K Potential protein markers for asthma XXIV World Allergy Congress 

*Inoue Y, Izuhara K, Ohta S, Ono J, Shimojo N,  

No Increase in the Serum Periostin Level is Detected 

in Elementary School-Age Children with Allergic 

Diseases. 

XXIV World Allergy Congress 

Itamura H, Shindo T, Kubota Y, Kimura S 

The MEK inhibitior Trametinib selectively suppresses 

Graft-versus-Host Disease (GVHD), while sparing 

Graft-versus-Tumor (GVT) effects. 

がん分子標的治療学会学術集会（ポスター発表） 
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梅木俊晴,柚木純二,挽地裕,下村光洋,坂本佳子,秋吉

妙美,秋吉重康,  小松愛子,末岡榮三朗,森田茂樹,野

出 孝一  

重度 AS に対しバルーン大動脈弁形成術後、待機的

に TAVI を行った 1 症例 
九州心エコーカンファレンス 

*塚野美和，高島利，河野史 食後の上体拳上時間の形態機能学的考察‐LES に対

する消化管ホルモンの影響－ 

コメディカル形態機能学会 第 14 回学術集会・総会 

中村 光男 良性ブレンナー腫瘍の 1 例 細胞診合同勉強会 

塚本正紹 
ロコモティブシンドロームのすべて～概念から最近の

知見まで～ 

佐賀医師会・日医障害教育講座プログラム 社会保険

指導者講習会伝達講演 

立石 洋、諸隈暢、平地徹、藤田知哲、松島淳、丸尾

譲二、稲葉隆繕、西原正志、大塚貴輝、今村義臣 、鍋

田紘美 、前川敏彦 、溝口義人、浅見豊子 、川島敏

郎、門司晃 

当院における rTMS 治療の現状 
佐賀県精神科病院協会学術講演会 (第２００回佐賀

精神科集談会） 

立石 洋, 松島 淳, 今村義臣, 鍋田紘美, 西原正志, 

大塚貴輝, 前川敏彦, 浅見豊子, 溝口義人, 川島敏

郎, 門司 晃 

当院における経頭蓋磁気刺激療法の現状 佐賀精神科アーベント 

野口満 メタボリック症候群と LUTS． ザルティア錠発売 1 周年記念講演会ｉｎ徳島． 

小荒田秀一 佐賀大学及び関連施設におけるシムジアの使用経験 シムジア発売一周年記念講演会 

與田幸恵、三宅修輔、河野博、平木将紹、古賀靖大、

野村明成、能城浩和 
胃癌に対するロボット支援下手術の現状 

第 105 回日本消化器病学会九州支部例会第 99 回日

本消化器内視鏡学会九州支部例会 

野村明成、古賀靖大、河野博、三宅修輔、與田幸恵、

能城浩和 
下部直腸癌に対するロボット支援下手術 

第 105 回日本消化器病学会九州支部例会第 99 回日

本消化器内視鏡学会九州支部例会 

稲葉隆繕、祖川倫太郎、原口祥典、丸尾譲二、立石 

洋、國武 裕、溝口義人、川島敏郎、門司 晃 

双極性感情障害における lamotrigine の再投与を行っ

た症例の臨床的検討 
第 111 回日本精神神経学会学術総会 

立石 洋、松島 淳、今村義臣、鍋田紘美、平地 徹、

稲葉隆繕、西原正志、大塚貴輝、前川敏彦、浅見豊

子、溝口義人、川島敏郎、門司 晃 

反復性傾経頭蓋骨磁気刺激による気分障害治療での

バイオマーカー及び神経機能画像の変化 
第 111 回日本精神神経学会学術総会 

馬塲耕一、北島吉彦、三宅修輔、中村淳、柳原五吉、

田中智和、池田貯、能城浩和 

ANGPTL4 と LOXL2 はスキルス胃癌腹膜転移に関わ

る遺伝子の可能性がある 
第 115 回日本外科学会定期学術集会 

脇山幸大、北島吉彦、田中智和、志田雅明、馬塲耕

一、中村淳、能城浩和 

HIF-1αと癌エネルギー代謝変容に着眼した新規胃癌

治療の可能性 
第 115 回日本外科学会定期学術集会 

能城浩和、與田幸恵、三宅修輔 
SY-1-3 ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ 進行胃癌に対する内視鏡外科手

術の適応と限界 
第 115 回日本外科学会定期学術集会 

野村明成、古賀靖大、河野博、與田幸恵、池田貯、能

城浩和 

下部直腸癌に対する内視鏡下直腸間膜全切除術の現

状と展望～腹腔鏡手術とロボット支援下手術～ 
第 115 回日本外科学会定期学術集会 

古賀靖大、野村明成、河野博、與田幸恵、三宅修輔、

池田貯、能城浩和 

局所進行結腸癌に対する腹腔鏡下手術手技と治療成

績 
第 115 回日本外科学会定期学術集会 

三宅修輔、上田純二、井手貴雄、能城浩和 
高度炎症を伴う症例に対して安全に腹腔鏡下胆嚢摘

出術を完遂する工夫 
第 115 回日本外科学会定期学術集会 

河野博、與田幸恵、池田貯、古賀靖大、野村明成、上

田純二、能城浩和 

高齢者に対する腹腔鏡下幽門側胃切除における

BillrothⅡ法再建 
第 115 回日本外科学会定期学術集会 

與田幸恵、池田貯、中村宏彰、佐伯潔、三宅修輔、河

野博、能城浩和 
食道胃接合部癌の鏡視下手術における切除再建法 第 115 回日本外科学会定期学術集会 

上田純二、三宅修輔、井手貴雄、寺坂喜子、松田やよ

い、山口美幸、安西慶三、能城浩和 
膵全摘術における人口膵臓を用いた術後血糖管理 第 115 回日本外科学会定期学術集会 

井手貴雄、三宅修輔、上田純二、能城浩和 切除可能膵癌に対する術前化学療法の有用性 第 115 回日本外科学会定期学術集会 

志田雅明、北島吉彦、田中智和、馬塲耕一、三宅修

輔、脇山幸大、中村淳、井手貴雄、柳原吾吉、能城浩

和 

マイトファジー機構の破綻により、ROS/HIF-1a 経路が

活性化され、胃癌浸潤能が増強される 
第 115 回日本外科学会定期学術集会 

河野史，増子貞彦 Relationship between cFos- and nitric oxide 

synthase-immunoreactivity in neurons in the rat 

subfornical organ after intraperitoneal injection of 

hypertonic saline 

第 120 回日本解剖学会総会・全国集会／第 92 回日

本生理学大会合同大会 

＊末次宏晃，河野俊介，北島将，園畑素樹，馬渡正明 
セメントレス人工股関節全置換術後の長期成績-合併

症率と生存率- 
第 129 回西日本整形・災害外科学術集会 

北島将，河野俊介，園畑素樹，馬渡正明 
後方アプローチを用いた人工股関節置換術前後の外

旋筋力の回復率 
第 129 回西日本整形・災害外科学術集会 

伊藤康志，森本忠嗣，塚本正紹，吉原智仁，園畑素

樹，馬渡正明 
膝蓋腱反射の増強手技の検討 第 129 回西日本整形・災害外科学術集会 

○中山大資，染矢晋佑，井手衆哉，長嶺里美，田島智

徳，園畑素樹，馬渡正明 

TKA 術後に著名な膝関節血腫を呈した１例 第 129 回西日本整形・災害外科学術集会 

河野俊介，北島将，園畑素樹，馬渡正明 Ceramic-on-ceramic THA の 15 年成績 第 130 回西日本整形・災害外科学術集会 

戸田雄，河野俊介，北島将，園畑素樹，馬渡正明 
セメントレス人工股関節全置換術後の中期成績-合併

症率と生存率- 
第 130 回西日本整形・災害外科学術集会 

北島将，河野俊介，園畑素樹，馬渡正明 関節温存術後の関節症に対する人工股関節置換術 第 130 回西日本整形・災害外科学術集会 

塚本正紹，森本忠嗣，吉原智仁，北島将，園畑素樹，

馬渡正明 

骨盤Ｘ線正面像より矢状面 Pelvic Tilt を求める方法～

Blondel 法、北島法、土井口法の比較検討～ 
第 130 回西日本整形・災害外科学術集会 

伊藤康志，森本忠嗣，吉原智仁，塚本正紹，園畑素

樹，馬渡正明 
仙椎の部位別 CT ハンスフィールド値の検討 第 130 回西日本整形・災害外科学術集会 

水田和孝，森本忠嗣，塚本正紹，園畑素樹，馬渡正明 
殿筋内高位脱臼股における腰椎前弯の Sagittal 

alignment の検討 
第 130 回西日本整形・災害外科学術集会 

○村山雅俊，長嶺里美，井手衆哉，馬渡正明 内側型変形性膝関節症における損傷の予測～顆間窩

骨棘と前後関節症との関係～ 

第 130 回西日本整形・災害外科学術集会 
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細矢 和久，持永 早希子， 江本 晶子， 横尾 広

美，徳島 英明， 江越 正芳，荒金 尚子，木村 晋也 

慢性骨髄性白血病患者の服薬アドヒアランスに対する

失敗様式と影響分析 

第 13 回日本臨床腫瘍学会学術集会 

＊松林 久美香、川勝 美穂、伊藤 学、森田 茂樹、

中山 功一 

細胞構造体連結による臨床利用可能な血管様細胞構

造体の作製 

第 14 回日本再生医療学会総会 

井手貴雄 体にやさしい最新の肝がん外科治療 第 15 回県民公開講座 肝炎・肝癌の最新治療 

末岡榮三朗、福島伯泰、木村晋也 
B 細胞性リンパ系腫瘍に対するリツキシマブ使用後の

二次性低γグロブリン血症の実態 
第 16 回日本検査血液学会学術集会 

大江智満、若山一夫、本田美穂、海野晃久、東谷孝

徳、木村晋也、末岡榮三朗 
顆粒球肉腫を呈した慢性骨髄性白血病の一例 第 16 回日本検査血液学会学術集会 

*西垣みなみ， 秋吉俊明，南志穂，松尾完，池田聡，

上田泰子，福嶋倫子，山口敦巳，岡本純英 

胚盤胞および初期胚の形態的評価からみた移植胚の

選択 

第 18 回日本 IVF 学会 

今長谷尚史、阪本雄一郎、岩村高志、太田美穂、後藤

明子、八幡真由子、小網博之、三池徹、藤田亮、永嶋

太、山田クリス孝介、井上聡 

集中治療室からプレホスピタルケアを考える～佐賀大

学医学部附属病院ＥＩＣＵ立ち上げにおける課題からみ

えたもの～ 

第 19 回日本救急医学会九州地方会(一般演題 口演 

体制) 

＊小野原貴之、阪本雄一郎、井上聡、岩村高志、永嶋

太、藤田亮、小網博之、三池徹、八幡真由子、今長谷

尚史、平原健司、佐藤友子、小山敬、松本康、吉富有

哉 

佐賀県内離島におけるドクターヘリ利用の現状 
第 19 回日本救急医学会九州地方会(一般演題 ポス

ター 災害・プレホスピタル) 

山田クリス孝介、岩村高志、永嶋太、藤田亮、小網博

之、三池徹、八幡真由子、今長谷尚史、太田美穂、井

上聡、阪本雄一郎 

佐賀県における循環器系疾患による救急搬送の状況 
第 19 回日本救急医学会九州地方会(一般演題 ポス

ター 循環器) 

小網博之、阪本雄一郎、太田美穂、後藤明子、鳴海翔

悟、今長谷尚史、八幡真由子、三池徹、藤田亮、永嶋

太、岩村高志、井上聡 

Thromboelastometry (ROTEM®)を用いて急性期の輸

血管理を行った内胸静脈損傷の一例． 

第 19 回日本救急医学会九州地方会(一般演題 口演 

外傷①) 

阪本雄一郎、小網博之 
ラット熱傷モデルにおけるハプトグロビンの凝固炎症反

応連関に対する効果． 
第 1 回 ER メディチーナ コンフェレンツァ（教育講演） 

末岡榮三朗、南雲文夫、野中小百合、藤井進 
バイオバンクの連携を目指した臨床情報データベース

の構築 
第 1 回クリニカルバイオバンク研究会シンポジウム 

＊小杉寿文、八谷由貴、野田歌織、宮原強、松永尚、

佐藤英俊 

フェンタニルバッカル錠の舌下投与と腸閉塞や頭頸部

がんなどの内服困難症例に対する使用経験 
第 20 回日本緩和医療学会学術大会 

岩村高志、櫻井良太、太田美穂、後藤明子、今長谷尚

史、八幡真由子、梅香満、三池徹、小網博之、藤田

亮、永嶋太、井上聡、阪本雄一郎 

ドクターヘリによる隣県対応の現状と考察 第 22 回航空医療学会(一般演題３：連携１) 

中村淳、鶴安浩、江戸都、佐藤博文、上田純二、能城

浩和 
乳腺内視鏡手術導入に際しての問題点と手技の工夫 第 23 回日本乳癌学会学術総会 

森本忠嗣，塚本正紹，吉原智仁，園畑素樹，馬渡正明 膝蓋腱反射の増強手技の検討 第 23 回日本腰痛学会 

三宅修輔、野村明成、北川浩、古賀靖大、能城浩和 
S 状結腸癌・上部直腸癌に対する腹腔鏡下手術の手

術教育～技術認定医取得に向けて～ 
第 25 回九州内視鏡下外科手術研究会 

與田幸恵、三宅修輔、河野博、平木将紹、古賀靖大、

野村明成、能城浩和 
胃癌に対するロボット支援下手術の現状 第 25 回九州内視鏡下外科手術研究会 

上田純二、前田佐知子、中村宏彰、河野博、井手貴

雄、能城浩和 

大きな膵嚢胞性腫瘍に対する脾臓脾動脈温存腹腔鏡

下尾側膵切除術 
第 25 回九州内視鏡下外科手術研究会 

野村明成、古賀靖大、三宅修輔、河野博、與田幸恵、

能城浩和 
下部直腸癌に対するロボット支援下手術 第 25 回九州内視鏡下外科手術研究会 

藤井昌志、與田幸恵、伊藤孝太朗、三宅修輔、平木将

紹、能城浩和、 
感染性動脈瘤食道穿破に対する鏡視下食道切除術 第 25 回九州内視鏡下外科手術研究会 

平木将紹、中村宏彰、藤井昌志、伊藤孝太朗、與田幸

恵、武田雄二、能城浩和 

食道気管瘻に対する鏡視下食道切除術および心膜パ

ッチを使用した気管瘻閉鎖術の工夫 
第 25 回九州内視鏡下外科手術研究会 

河野博、前田佐知子、中村宏彰、井手貴雄、上田純

二、能城浩和 
膵体尾部切除後膵液瘻に対する経乳頭的ドレナージ 第 25 回九州内視鏡下外科手術研究会 

北川浩、古賀靖大、三宅修輔、野村明成、能城浩和 大腸憩室炎に対する腹腔鏡下手術 第 25 回九州内視鏡下外科手術研究会 

古賀靖大、野村明成、三宅修輔、北川浩、能城浩和 
腹腔鏡下横行結腸切除術における術前シミュレーショ

ンと全結腸間膜切除（CME) 
第 25 回九州内視鏡下外科手術研究会 

井手貴雄、河野博、上田純二、能城浩和 腹腔鏡下肝切除における肝切離の工夫と治療成績 第 25 回九州内視鏡下外科手術研究会 

北川浩、野村明成、古賀靖大、三宅修輔、能城浩和、 
腹腔鏡下大腸癌手術の教育方法～若手外科医の立

場から～ 
第 25 回九州内視鏡下外科手術研究会 

伊藤孝太朗、與田幸恵、藤井昌志、平木将紹、能城浩

和 

右側 Bochdalek 孔ヘルニアに対する腹腔鏡下ヘルニ

ア修復術 
第 25 回九州内視鏡下外科手術研究会 

河野博、前田佐知子、中村宏彰、井手貴雄、上田純

二、能城浩和 
ロボット支援下脾温存膵体尾部切除術 第 25 回九州内視鏡下外科手術研究会 

徳島 英明，持永 早希子，江越 正芳，細矢 和久，

江本 晶子，田﨑 正信，原 英夫 

重複癌に対するパクリタキセルとレトロゾール併用の

相互作用により著明な好中球減少症を認めた 1 症例 

第 25 回日本医療薬学会年会 

古野 龍也，傍示 幸，持永 早希子，與田 幸恵，鈴

木 久美子，上田 純二，柏田 知美，荒金 尚子，田

﨑 正信，木村 晋也，原 英夫 

傾向スコアを用いた NK1 受容体拮抗薬における化学

療法誘発性悪心嘔吐（CINV）の発現時期に関する比

較検討 

第 25 回日本医療薬学会年会 

矢ケ部 良太，傍示 幸，江口 弘晃，園畑 素樹，田

﨑 正信，馬渡 正明，原 英夫 

人工関節置換術後患者における NSAIDs 使用状況と

急性腎障害に関連する因子の検討 

第 25 回日本医療薬学会年会 

内田 任仁弘，矢ヶ部 良太，竹内 耕治，細矢 和

久，持永 早希子，田﨑 正信，原 英夫 

BD PhaSealTMプロテクタ P55 の適正使用に向けた検

討 

第 25 回日本医療薬学会年会 

○Shimanoe C, Higaki Y, Nishida Y, Hara M, Nanri H, 

Nakamura K, Imaizumi T, Sakamoto T, Taguchi N, 

Horita M, Shinchi K, Tanaka K, J-MICC Study Group 

Significant interaction between ADIPOQ gene and 

higher BMI on HbA1c levels in a Japanese general 

population 

第 25 回日本疫学会学術総会 
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河野俊介 Periprosthetic Fracture(THA)の治療 第 26 回佐賀骨折治療研究会 

今長谷尚史、阪本雄一郎、八幡真由子、小網博之、井

上聡 

敗血症治療における抗凝固藥の効果 

(動物実験モデルと ｉｎ ｖｉｔｒｏでの検討 ) 

第 26 回日本急性血液浄化学会(パネルディスカッショ

ン 2-1) 

梅木俊晴,秋吉妙美,秋吉重康,坂本佳子,小松愛子,琴

岡憲彦,諸隈宏之,蒲原啓司,末岡榮三朗,森田茂樹,野

出孝一 

巨大冠動脈瘤を合併した左冠動脈冠静脈洞瘻の診断

に心エコー図が有用であった 1 例 
第 26 回日本心エコー図学会学術集会 

古賀浩木、三好篤、山口友範、山地康大郎、姉川剛、

篠崎由賀里、隅健次、田中聡也、北原賢二、佐藤清治 

肝門部領域胆管癌術後の膵内胆管再発に対し亜全胃

温存膵頭十二指腸切除術を施行した一例 
第 27 回日本肝胆膵外科学会・学術集会 

三好篤、井手貴雄、山口友範、山地康大郎、古賀浩

木、姉川剛、篠崎由賀里、隅健次、田中聡也、北原賢

二、佐藤清治、能城浩和 

肝予備能不良症例(ICGR15>30%)に対する腹腔鏡下肝

切除術 
第 27 回日本肝胆膵外科学会・学術集会 

上田純二、平木将紹、井手貴雄、能城浩和 
自動縫合器による膵離断・断端閉鎖を行う膵管空腸吻

合術 
第 27 回日本肝胆膵外科学会・学術集会 

井手貴雄、平木将紹、中村淳、上田純二、能城浩和 
腹腔鏡下尾側膵切除の治療成績～腹腔鏡下胃全摘

併設による術後膵液瘻発生の増加 
第 27 回日本肝胆膵外科学会・学術集会 

能城浩和、與田幸恵、平木将紹、古賀靖大、野村明成 
Robo-enhanced surgical anatomy と合併症軽減の試

み 
第 28 回日本内視鏡外科学会総会 

古賀靖大、野村明成、三宅修輔、與田幸恵、平木将

紹、能城浩和 

StageⅡ、Ⅲ進行大腸癌に対する腹腔鏡手術の長期成

績 
第 28 回日本内視鏡外科学会総会 

野村明成、古賀靖大、三宅修輔、平木将紹、與田幸

恵、能城浩和 

下部直腸癌に対するロボット支援下手術の安全な導

入と定型化 
第 28 回日本内視鏡外科学会総会 

井手貴雄、河野博、上田純二、能城浩和 肝予備能不良肝細胞癌に対する腹腔鏡下肝切除術 第 28 回日本内視鏡外科学会総会 

平木将紹、藤井昌志、伊藤孝太朗、與田幸恵、能城浩

和 
高齢者食道癌患者における鏡視下食道切除術の検討 第 28 回日本内視鏡外科学会総会 

能城浩和、與田幸恵、平木将紹 
食道胃接合部癌に対する完全内視鏡外科手術：高位

食道切離と胸腔内再建 
第 28 回日本内視鏡外科学会総会 

能城浩和、與田幸恵、古賀靖大、井手貴雄、野村明成 
費用対効果を考慮してロボット支援手術の保険収載に

関する課題 
第 28 回日本内視鏡外科学会総会 

野村明成、古賀靖大、三宅修輔、平木将紹、與田幸

恵、能城浩和 

腹腔鏡下・ロボット支援下にみた肛門管周囲の手術解

剖 
第 28 回日本内視鏡外科学会総会 

池田貯、松藤祥平、堀田千恵子、奥山桂一郎、古賀浩

木、姉川剛、三好篤、隅健次、田中聡也、北原賢二、

佐藤清治 

腹腔鏡下胃全摘術における術後合併症を減らすため

の工夫～脾を温存した膵上縁・脾門部リンパ節郭清～ 
第 28 回日本内視鏡外科学会総会 

河野博、中村宏彰、前田佐知子、井手貴雄、上田純

二、能城浩和 
腹腔鏡下膵頭十二指腸切除術における胆道再建 第 28 回日本内視鏡外科学会総会 

田中聡也、松藤祥平、堀田千恵子、奥山桂一郎、古賀

浩木、姉川剛、池田貯、三好篤、隅健次、北原賢二、

佐藤清治 

腹腔鏡下胆嚢摘出術後の胆汁漏に PTPE が有効であ

った一例 
第 28 回日本内視鏡外科学会総会 

野村明成、古賀靖大、能城浩和、坂井義治 
腹腔鏡下低位前方切除術における縫合不全予防策～

肛門管ドレーンの立場から～ 
第 28 回日本内視鏡外科学会総会 

上田純二、前田佐知子、中村宏彰、河野博、井手貴

雄、能城浩和 

腹腔鏡下尾側膵切除術ー特に脾動静脈温存における

工夫について 
第 28 回日本内視鏡外科学会総会 

三宅修輔、古賀靖大、北川浩、野村明成、能城浩和 腹腔鏡下腹壁瘢痕ヘルニア手術におけるポイント 第 28 回日本内視鏡外科学会総会 

與田幸恵、平木将紹、井手貴雄、古賀靖大、野村明

成、能城浩和 

ロボット支援胃癌手術～利点を活かし安全に行う工夫

～ 
第 28 回日本内視鏡外科学会総会 

渡邉達郎、荒金尚子、進藤岳郎、木村晋也、末岡榮三

朗 

ATP 競合性 mTOR 阻害剤 Torin2 による ATL 細胞株

における Akt のリン酸化抑制と生育阻害 
第 2 回日本 HTLV-1 学会学術集会 

太田美穂、阪本雄一郎 CHDF 膜がプレセプシン値に与える影響 第 30 回日本Ｓｈｏｃｋ学会（会長賞選考演題 1） 

小網博之、阪本雄一郎 
抹消循環不全に伴う凝固傷害の診断に対する血清乳

酸値の有用性について 
第 30 回日本Ｓｈｏｃｋ学会（パネルディスカッション） 

小網博之、阪本雄一郎 
Ｔｈｒｏｍｂｏｅｌａｓｔｍｅｔｒｙ（ＲＯＴＥＭ）を用いたアナフィラ

キシーショックにおける線溶亢進の機能解析 
第 30 回日本Ｓｈｏｃｋ学会（会長賞選考演題 3） 

今長谷尚史、阪本雄一郎、八幡真由子、小網博之 
救急集中治療における安全管理について～インシデン

トからシステム改善へ～ 

第 30 回日本救命医療学会総会・学術集会(一般演題

④心肺停止・安全管理) 

○松田和也、小網博之、櫻井良太、太田美穂、後藤明

子、今長谷尚史、八幡真由子、梅香満、三池徹、山田

クリス孝介、藤田亮、永嶋太、岩村高志、井上聡、阪本

雄一郎 

Ｔｈｒｏｍｂｏｅｌａｓｔｏｍｅｔｒｙを用いて大量輸血、トラネキサ

ム酸を投与した重症頭部外傷に伴う凝固線溶異常の

一例 

第 30 回日本救命医療学会総会・学術集会(ポスター

②敗血症・ＤＩＣ・ショック) 

染矢晋佑，江頭秀一，園畑素樹，馬渡正明 
銀含有ハイドロキシアパタイトコーティングインプラント

の特性 
第 30 回日本整形外科学会基礎学術集会 

江頭秀一，宮本比呂志，野田岩男，秋山隆行，塚本正

紹，上野雅也，染矢晋佑，園畑素樹，馬渡正明 

銀含有ハイドロキシアパタイトはインプラントの骨内固

定力を増強する 
第 30 回日本整形外科学会基礎学術集会 

上野雅也，田中里紀，江頭秀一，塚本正紹，河野俊

介，北島将，森田由佳，園畑素樹，堀川悦夫，馬渡正

明 

三次元動作解析による変形性股関節症患者の立位時

の歩行時の骨盤矢状面アライメント変化 
第 30 回日本整形外科学会基礎学術集会 

＊原口祥典、松永高政、井上素彦、吉本静志、門司 

晃 

アルツハイマー病の BPSD に対するメマンチンの有効

性・安全性の検討 
第 30 回日本老年精神神経医学会 

今村義臣，溝口義人，鍋田紘美，松島 淳，川島敏

郎，小島直樹，山田茂人，門司 晃 

地域在住の高齢者における来世信念とオキシトシンの

関係 
第 30 回日本老年精神神経医学会 

野村明成、古賀靖大、河野博、三宅修輔、與田幸恵、

能城浩和 

腹腔鏡下内側アプローチによる中結腸動脈根部への

確実な到達方法 
第 31 回福岡大腸手術手技研究会 

＊小杉寿文、平田道彦、島川勇介、濱田献、久保麻悠

子、佐藤英俊、平川奈緒美、坂口嘉郎 

プレガバリンの大量服薬と飲酒による乱用で幻覚妄想

をみとめた 1 例 
第 33 回九州ペインクリニック学会 
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*西垣みなみ， 秋吉俊明，南志穂，松尾完，池田聡，

上田泰子，松尾恵子，佐藤春菜，海端彩乃，小林奈央

子，福嶋倫子，山口敦巳，岡本純英 

初期胚の形態的評価および胚発生速度良好胚盤胞移

植の臨床成績に及ぼす影響 

第 33 回日本受精着床学会学術講演会・総会 

○末岡 榮三郎,藤井 進,野中 小百合,南雲 文夫,*堀

田 多恵子,*中島 直樹,*康 東天 

統合的解析が可能な大規模医療情報データベース構

築に向けた地域の 

医療情報の現状と課題 

第 35 回医療情報学連合大会 

井手貴雄、堀田千恵子、鶴安浩、佐伯潔、平木将紹、

上田純二、能城浩和 

肝細胞癌に対する経皮的ラジオ波焼灼後の横隔膜ヘ

ルニア 
第 36 回九州肝臓外科研究会学術集会 

古賀浩木,三好篤、山口友範、山地康大郎、姉川剛、

篠崎由賀里、隅健次、田中聡也、佐藤清治 
肝粘液嚢胞性腫瘍の一例 第 36 回九州肝臓外科研究会学術集会 

○鍋田紘美、今村義臣、溝口義人、小島直樹、山田茂

人、門司 晃 

高齢者のうつ症状と生理学的指標との関連について

の検討 
第 37 回日本生物学的精神医学会 

溝口義人、門司 晃 
免疫系と精神疾患ーBDNF,proBDNF と細胞内 Ca²⁺シ

グナリングの関与ー 
第 37 回日本生物学的精神医学会 

今長谷 尚史 阪本 雄一郎,永嶋太、 岩村 高志, 小

網 博之,三池 徹,後藤美穂、櫻井良太、八幡真由子、

梅香 満,  山田 クリス孝介,  井上 聡 

佐賀大学医学部付属病院におけるハリーコール対応 第 38 回佐賀救急医学会(シンポジウム) 

吉岡めぐみ、釘本とよ子、田中まゆこ、白濱泉、濱田

献、佐藤英俊 

家族の相談に対応しつづけ、家へ帰ることができた終

末期がん患者の 1 例 
第 39 回日本死の臨床研究会 

馬塲耕一、北島吉彦、三宅修輔、柳原五吉、志田雅

明、久保洋、平木将紹、中村淳、池田貯、能城浩和 

ANGPTL4 は低酸素環境下のスキルス胃癌細胞にアノ

イキス耐性を誘導し、腹膜播種転移形成を促進する可

能性がある 

第 3 回がんと代謝研究会 金沢大学がん進展制御研

究所 共同利用・共同研究拠点 シンポジウム 

脇山幸大、北島吉彦、田中智和、中村淳、柳原五吉、

能城浩和 

固形癌の低酸素環境下エネルギー代謝変容に着眼し

た HIF-1α阻害剤+GI 療法の機序解析と臨床応用へ

の可能性 

第 3 回がんと代謝研究会 金沢大学がん進展制御研

究所 共同利用・共同研究拠点 シンポジウム 

志田雅明、北島吉彦、中村淳、平木将紹、柳原五吉、

能城浩和 

低酸素誘導性マイトファジーの破綻を介したスキルス

胃癌細胞の高悪性度獲得機序についての新知見 

第 3 回がんと代謝研究会 金沢大学がん進展制御研

究所 共同利用・共同研究拠点 シンポジウム 

森本忠嗣，塚本正紹，吉原智仁 
胸椎化膿性脊椎炎（Ｔ2/3）に対する胸腔鏡補助下の

前方固定術の１例 
第 3 回九州 MISt 研究会 

○登川誠也, 江里口誠, 前田香織, 山口香織, 松島 

淳, 嘉村 顕, 溝口 恵, 植田友貴, 古川愛子, 小柳み

どり, 中迫正臣, 浅見豊子, 原 英夫 

当院における ALS 患者への在宅支援、地域・訪問ス

タッフとの連携～症例を通して支援状況の現状～ 
第 3 回日本難病医療ネットワーク学会学術集会 

井手貴雄、平木将紹、上田純二、能城浩和 
肝切除周術期管理におけるシスチン＆テアニンの使用

経験 
第 40 回九州代謝・栄養研究会 

田中太、上田純二、平木将紹、井手貴雄、大塚大河、

能城浩和 
腹腔鏡下ボタン型腸瘻造設術 第 40 回九州代謝・栄養研究会 

前間真弓、林 章浩、池田弘典、椛島久美子、田籠康

洋、黒岩智子、山崎由美、朝長元輔、井手貴雄、北村

浩晃、水田敏彦、江口有一郎 

婦人科癌における NST 介入の意義-治療継続と緩和

医療- 
第 40 回九州代謝・栄養研究会 

〇前間  真弓，林 章浩，池田 弘典，椛島 久美子，

田籠 康洋，黒岩 智子，山﨑 由美，朝長 元輔，井

手 貴雄，北村 浩晃，水田  敏彦，江口 有一郎 

婦人科癌における NST 介入の意義 ―治療継続と緩

和医療― 

第 40 回九州代謝・栄養研究会 

古賀靖大、野村明成、三宅修輔、平木将紹、與田幸

恵、能城浩和 
切除可能 StageⅣ大腸癌に対する治療について 第 40 回日本大腸肛門病学会九州地方会 

○田島智徳，井手衆哉，長嶺里美，染矢晋佑，園畑素

樹，馬渡正明 

開大高位脛骨骨切り術後の骨濃度変化について 第 41 回九州膝関節研究会 

今長谷 尚史，阪本 雄一郎，岩村 高志，太田 美穂，

後藤 明子，鳴海 翔悟，八幡 真由子，三池 徹，小網 

博之，井上 聡 

初期研修医の視点によって、救命救急センターの診療

の質を改善することができる 

第 42 回日本集中治療医学会学術集会（ラウンドテー

ブル 2 集中治療における倫理を語る） 

岩村高志、太田美穂、後藤明子、鳴海翔梧、今長谷尚

史、八幡真由子、三池徹、小網博之、井上聡、阪本雄

一郎 

心停止蘇生後に発症した paroxysmal sympathetic 

hyperactivity の 1 例 

第 42 回日本集中治療医学会学術集会（一般演題 ポ

スター 38 心肺停止 症例 ①） 

戸田雄，河野俊介，北島将，園畑素樹，馬渡正明 
セメントレス人工股関節全置換術後の中期成績-合併

症率と生存率 
第 42 日本股関節学会学術集会 

河野俊介，北島将，園畑素樹，馬渡正明 セラミック摺動面使用後の人工股関節再置換術 第 42 日本股関節学会学術集会 

森本忠嗣，北島将，河野俊介，園畑素樹，馬渡正明 急速破壊型股関節症の矢状面脊椎骨盤アライメント 第 42 日本股関節学会学術集会 

○田中里紀，北島将，上野雅也，塚本正紹，河野俊

介，園畑素樹，馬渡正明 

三次元歩行解析を用いた寛骨臼移動術前後の歩行状

態の評価 
第 42 日本股関節学会学術集会 

○松本幸，東島直生，河野俊介，森本忠嗣，北島将，

園畑素樹，馬渡正明 

術前の脊柱側弯カーブと人工股関節全置換術の機動

的脚長差との関連性について 
第 42 日本股関節学会学術集会 

園畑素樹，福森則男，北島将，河野俊介，馬渡正明 
人工股関節全置換術後の疼痛に対する静注アセトアミ

ノフェン製剤の追加投与による鎮痛効果 
第 42 日本股関節学会学術集会 

○東島直生，松本幸，河野俊介，北島将，園畑素樹，

馬渡正明 

人工股関節全置換術後患者の歩行速度に影響を及ぼ

す因子 
第 42 日本股関節学会学術集会 

○東島直生，松本幸，河野俊介，北島将，園畑素樹，

馬渡正明 

人工股関節全置換術後早期の睡眠と影響を及ぼす因

子の検討 
第 42 日本股関節学会学術集会 

河野俊介，北島将，園畑素樹，馬渡正明 人工股関節全置換術後脱臼の遅発性発生例の検討 第 42 日本股関節学会学術集会 

水田和孝，北島将，河野俊介，園畑素樹，馬渡正明 大腿骨短縮骨切り術併用の人工股関節置換術の成績 第 42 日本股関節学会学術集会 

北島将，河野俊介，園畑素樹，馬渡正明 当院における寛骨臼移動術の成績 第 42 日本股関節学会学術集会 

上野雅也，田中里紀，江頭秀一，河野俊介，北島将，

園畑素樹，堀川悦夫，馬渡正明 
両側変形性股関節症患者の骨盤・体幹運動 第 42 日本股関節学会学術集会 
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園畑素樹，北島将，河野俊介，馬渡正明 小児麻痺（ポリオ）患者への人工股関節全置換術 第 43 回日本関節病学会 

 梅香 満,小網 博之, 後藤 明子, 今長谷 尚史, 八幡 

真由子, 三池 徹, 藤田 亮, 永嶋 太, 岩村 高志, 井

上 聡, 阪本 雄一郎 

腹痛を契機に発見された上腸間膜静脈（SMV）ガス血

症の 1 例  

第 43 回日本救急医学会 

 (口演 62 消化管 3) 

＊齋藤 大蔵, 丸藤 哲, 佐々木 淳一, 池田 弘人, 上

山 昌史, 田熊 清継, 荒木 恒敏, 小倉 裕司, 藤島 

清太郎, 阿部 智一, 白石 淳, 久志本 成樹, 真弓 俊

彦, 射場 敏明, 岡本 好司, 小谷 穣治, 阪本 雄一

郎, 椎野 泰和, 白石 振一郎, 武山 直志, 樽井 武

彦, 鶴田 良介, 中田 孝明, 水島 靖明, 一二三 亨, 

藤見 聡, 増野 智彦, 三木 靖雄, 山下 典雄 

広範囲熱傷の初期輸液に関する多施設共同前向き無

作為化比較対照試験の計画  

第 43 回日本救急医学会 

(シンポジウム 5 学会主導多施設共同研究について

考える ) 

永嶋 太,阪本 雄一郎, 井上 聡, 岩村 高志, 小網 博

之, 三池 徹, 梅香 満, 八幡 真由子, 今長谷 尚史, 

太田 美穂, 櫻井 良太 

これからの救命救急センターのあり方 
第 43 回日本救急医学会 

(パネルディスカッション 2) 

○中山 賢人, 小網 博之, 櫻井 良太, 今長谷 尚史, 

八幡 真由子, 梅香 満, 三池 徹, 永嶋 太, 岩村 高

志, 井上 聡, 阪本 雄一郎 

超急性期より血液透析と持続血液濾過透析を施行す

ることで，明らかな副作用なく救命できた急性リチウム

中毒の 1 例  

第 43 回日本救急医学会 

(学生・研修医セッション 17 薬物中毒 1 ) 

○松田 知也,梅香 満, 今長谷 尚史, 八幡 真由子, 

三池 徹, 小網 博之, 藤田 亮, 永嶋 太, 岩村 高志, 

井上 聡, 阪本 雄一郎 

治療に難渋した腐食性胃食道炎の 1 例  
第 43 回日本救急医学会 

(学生・研修医セッション 6 腹部疾患) 

 三池 徹, 阪本 雄一郎, 櫻井 良太, 太田 美穂, 後

藤 明子, 今長谷 尚史, 八幡 真由子, 小網 博之, 永

嶋 太, 岩村 高志, 井上 聡 

高気圧酸素環境が健常血液の血栓形成能に及ぼす

影響  

第 43 回日本救急医学会 

(口演 106 環境異常 2 ) 

 太田 美穂,櫻井 良太, 今長谷 尚史, 八幡 真由子, 

梅香 満, 三池 徹, 小網 博之, 永嶋 太, 岩村 高志, 

井上 聡, 阪本 雄一郎 

中枢神経感染症におけるプレセプシンの有用性  
第 43 回日本救急医学会 

(口演 79 感染症・敗血症 10) 

 山田 クリス孝介,阪本 雄一郎 
佐賀県における交通事故に関する調査と研究会の設

立  

第 43 回日本救急医学会 

(口演 90 地域医療 1 ) 

 櫻井 良太, 今長谷 尚史, 太田 美穂, 八幡 真由子, 

梅香 満, 三池 徹, 小網 博之, 永嶋 太, 岩村 高志, 

井上 聡, 阪本 雄一郎 

リツキシマブが奏効した重症血小板減少性紫斑病の

一例 

第 43 回日本救急医学会 

(口演 25 血液凝固 2) 

小網 博之,阪本 雄一郎, 櫻井 良太, 太田 美穂, 今

長谷 尚史, 八幡 真由子, 梅香 満, 三池 徹, 永嶋 

太, 岩村 高志, 井上 聡 

急性期 DIC 基準の中で，敗血症性 DIC に最も関与し

ている因子は何か？  

第 43 回日本救急医学会 

(口演 5 感染症・敗血症 1) 

 今長谷 尚史,岩村 高志, 阪本 雄一郎, 櫻井 良太, 

太田 美穂, 後藤 明子, 八幡 真由子, 三池 徹, 小網 

博之, 永嶋 太, 井上 聡: 

精神科病院入院中に救命救急センターに紹介・救急

搬送された患者から考察する精神科病院と救急の連

携  

第 43 回日本救急医学会 

(主題関連セッション 25 パネルディスカッション 5 精

神疾患合併症例への対応 ) 

今長谷 尚史 阪本 雄一郎, 岩村 高志, 小網 博之, 

山田 クリス孝介, 太田 美穂, 櫻井良太, 三池 徹, 梅

香 満, 永嶋 太, 井上 聡 

敗血症の早期診断の重要性を ICU から発信する～救

急 ICU における敗血症死亡患者の検討から～  

第 43 回日本救急医学会 

(主題関連セッション 10 シンポジウム 1 集中治療は

予後を改善するか) 

塚本正紹，森本忠嗣，吉原智仁，園畑素樹，馬渡正明 
下肢人工関節置換術前後の矢状面脊椎-骨盤アライメ

ントの検討 
第 44 回日本脊椎脊髄病学会 

森本忠嗣，塚本正紹，吉原智仁 急速破壊型股関節症の脊椎骨盤矢状面アライメント 第 44 回日本脊椎脊髄病学会 

吉原智仁，森本忠嗣，塚本正紹，園畑素樹，馬渡正明 
高位脱臼股に対する人工股関節全地下術前後の矢状

面脊椎-骨盤アライメントの変化 
第 44 回日本脊椎脊髄病学会 

森本忠嗣，塚本正紹，吉原智仁 
変形性股関節症における腰椎すべりと矢状面脊椎骨

盤アライメントの関係 
第 44 回日本脊椎脊髄病学会 

河野俊介，北島将，園畑素樹，馬渡正明 
人工股関節全置換術後末梢神経麻痺合併症例の検

討 
第 45 回日本人工関節学会 

立石 洋、諸隈暢、平地徹、藤田知哲、松島淳、丸尾

譲二、稲葉隆繕、西原正志、大塚貴輝、今村義臣 、鍋

田紘美 、前川敏彦 、溝口義人、浅見豊子 、川島敏

郎、門司晃 

rTMS によるうつ病性障害治療中のバイオマーカー群

の変化について 
第 45 回日本臨床神経生理学会学術大会 

古川浩二郎, 蒲原啓司, 柚木純二, 古賀秀剛, 諸隈宏

之, 野口 亮, 森田茂樹 

僧帽弁前尖逸脱に対する人工腱索再建術の長期遠隔

成績 
第 45 回日本心臓血管外科学会学術総会 

上田純二、平木将紹、井手貴雄、宮坂義浩、大塚隆

生、高畑俊一、田中雅夫、能城浩和 

膵頭切除術を施行した慢性膵炎症例の短期および長

期成績：Frey 手術非適応症例の検討 
第 46 回日本膵臓学会大会 

森本忠嗣，塚本正紹，吉原智仁，園畑素樹，馬渡正明 シャルコー脊椎炎の 1 例 第 48 回脊椎外科同好会 

藤井昌志、與田幸恵、奥山桂一郎、伊藤孝太郎、三宅

修輔、平木将紹、柚木純二、能城浩和 
感染性動脈瘤食道穿破に対する鏡視下食道切除術 第 48 回日本胸部外科学会九州地方会総会 

山田クリス孝介 敗血症治療における統計的手法により考察について 第 4 回佐賀救急フォーラム（演題） 

江川 紀幸、河野博、古賀靖大、野村明成、能城浩和 
XELOX＋アバスチン療法を用いた術前補助化学療法

による括約筋温存への挑戦 
第 4 回日本臨床外科学会佐賀県支部学術集会 

山口友範、内川和也、三好 篤、山地康大郎、古賀浩

木、姉川 剛、篠崎由賀里、隅 健次、田中聡也、北原

賢二、佐藤清治 

胆嚢捻転症の 1 例 第 4 回日本臨床外科学会佐賀県支部学術集会 

井手貴雄、河野博、平木将紹、上田純二、能城浩和 再発肝細胞癌に対する腹腔鏡下再肝切除の検討 第 51 回日本肝癌研究会 

山口友範、隅健次、山地康大郎、古賀浩木、姉川剛、

篠崎由賀里、三好篤、田中聡也、北原賢二、佐藤清治 
腸結核瘢痕部に発生した上行結腸癌の１例 

第 52 回九州外科学会、第 51 回九州内分泌外科学

会、第 52 回九州小児外科学会 

堀田千恵子、古賀浩木、松藤祥平、奥山桂一郎、姉川

剛、池田貯、三好篤、隅健次、田中聡也、北原賢二、

佐藤清治 

肝粘液性嚢胞腫瘍の一例 
第 52 回九州外科学会、第 51 回九州内分泌外科学

会、第 52 回九州小児外科学会 
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永嶋太 座長 
第 5 回 日本臨床外科学会 佐賀県支部学術集会（一

般講演） 

＊福島伯泰、末岡榮三朗、木村晋也 

血清 diamine oxidase の経時的測定を使用した造血

幹細胞移植時消化管関連合併症評価の有用性の検

討 

第 62 回日本臨床検査医学会学術集会 

末岡榮三朗 
フローサイトメトリー法による HTLV-1 関連疾患のモニ

タリングの試み 
第 62 回日本臨床検査医学会学術集会 

末岡榮三朗 臨床検査専門医のための血液学-基礎と最近の動向- 第 62 回日本臨床検査医学会学術集会 

山田尚友、山田麻里江、中尾真実、久保田寧、木村晋

也、東谷孝徳、末岡榮三朗 

自治体の支援による造血幹細胞保存センターの設置

と造血幹細胞移植医療機関との連携 
第 63 回日本輸血細胞・治療学会総会 

山田麻里江、山田尚友、中尾真実、東谷孝徳、久保田

寧、木村晋也、末岡榮三朗 

当院におけるクリオプレシピテートの使用状況と問題

点 
第 63 回日本輸血細胞・治療学会総会 

末岡榮三朗 輸血後鉄過剰症とその対策 第 63 回日本輸血細胞・治療学会総会 

末岡榮三朗 ＨＴＬＶ-1 感染の現状 第 64 回日本医学検査学会 

末岡榮三朗 
ＩＣＴとアナログシステムの融合による新しい輸血部体

制の構築-プログラム、システム、ネットワーク- 
第 64 回日本医学検査学会 

小松千夏、橋本優佑、於保恵、草場耕二、東谷孝徳、

太田昭一郎、末岡榮三朗 

多種類の抗菌薬測定を目的に開発された微生物感受

性分析装置「DPS192iX」の精度検証 

－自動細菌同定感受性装置 VITEK2 との比較－ 

第 64 回日本医学検査学会 

橋本優佑、小松千夏、於保恵、草場耕二、東谷孝徳、

太田昭一郎、末岡榮三朗 

多種類の抗菌薬測定を目的に開発された微生物感受

性分析装置「DPS192iX」の精度検証 

－マイクロスキャン WalkAway96 Plus との比較－ 

第 64 回日本医学検査学会 

石川慎一郎 
病院情報システムアップデートの傾向と対策～その

時、現場はどうすればいい？～ 
第 67 回九州消化器内視鏡技師研究会 

立石 洋, 松島 淳, 今村義臣, 鍋田紘美, 西原正志, 

大塚貴輝, 前川敏彦, 浅見豊子, 溝口義人, 川島敏

郎, 門司 晃 

rTMS によるうつ病性障害治療中のバイオマーカー群

の変化について 

第 68 回九州精神神経学会第 61 回九州精神医療学

会 

○祖川倫太郎, 下村由貴, 南 智香子, 丸尾譲二, 國

武 裕, 溝口義人, 川島敏郎, 門司 晃, 原 英夫 

アリピプラゾール投与患者におけるプロラクチン値の

検討 

第 68 回九州精神神経学会第 61 回九州精神医療学

会 

＊原口祥典, 松永高政, 井上素仁, 吉本静志, 門司 

晃 

アルツハイマー病の BPSD に対するメマンチン塩酸塩

の有効性・安全性の検討 

第 68 回九州精神神経学会第 61 回九州精神医療学

会 

藤田知哲, 諸隈 暢, 平地 徹, 稻葉隆繕, 松島 淳,  

丸尾譲二,  立石 洋, 堤あき子, 國武 裕, 溝口義人, 

川島敏郎, 門司 晃 

クエチアピン使用により食後高インスリン血症を起こし

低血糖を来した双極性障害の一例 

第 68 回九州精神神経学会第 61 回九州精神医療学

会 

○鍋田紘美, 今村義臣, 溝口義人, 原口祥典, 松島 

淳, 小島直樹, 山田茂人, 門司 晃 

高齢者のうつ症状と生理学的指標との関連について

の検討 

第 68 回九州精神神経学会第 61 回九州精神医療学

会 

＊會田千重, 上野雄文, 中山政弘, 鍋田紘美, 今村義

臣, 溝口義人, 門司 晃 

知的障害児・者における障害特性とオキシトシン血中

濃度の関連 

第 68 回九州精神神経学会第 61 回九州精神医療学

会 

今村義臣, 鍋田紘美, 原口祥典, 溝口義人, 松島 淳, 

小島直樹, 山田茂人, 門司 晃 

地域在住の高齢者におけるオキシトシン（OT）と来世

信念 

第 68 回九州精神神経学会第 61 回九州精神医療学

会 

諸隈 暢, 平地 徹, 藤田知哲, 稲葉隆繕, 丸尾譲二, 

立石 洋, 國武 裕, 堤あき子, 溝口義人, 川島敏郎, 

門司 晃 

統合失調症に合併した腸管気腫症の 1 例 
第 68 回九州精神神経学会第 61 回九州精神医療学

会 

松島 淳, 立石 洋, 今村義臣, 鍋田紘美, 稻葉隆繕, 

藤田知哲, 平地 徹, 諸隈 暢, 溝口義人, 川島敏郎, 

門司 晃 

反復性経頭蓋磁気刺激を用いた気分障害治療におけ

る認知機能の変化 

第 68 回九州精神神経学会第 61 回九州精神医療学

会 

上田純二、平木将紹、井手貴雄、能城浩和 
トライツ靭帯からのアプローチを先行させる膵体尾部

脾臓摘出術 
第 69 回手術手技研究会 

野村明成、古賀靖大、河野博、三宅修輔、與田幸恵、

能城浩和 

内視鏡下括約筋温存直腸間膜全切除術における縫合

不全ゼロに向けた工夫 
第 69 回手術手技研究会 

古賀靖大、野村明成、河野博、三宅修輔、與田幸恵、

能城浩和 

腹腔鏡下横行結腸切除術における術前シミュレーショ

ンと全結腸間膜切除（CME) 
第 69 回手術手技研究会 

與田幸恵、三宅修輔、河野博、中村淳、井手貴雄、能

城浩和 

Linear stapler を用いた三角吻合による食道胃管吻合

物 
第 69 回日本食道学会学術集会 

野村明成、古賀靖大、河野博、三宅修輔、與田幸恵、

能城浩和、 

【International Video Symposium】Laparoscopic and 

Robotic Function Preserving Operation for Lower 

Rectal Cancer. 

第 70 回日本消化器外科学会総会 

平木将紹、江川紀幸、河野博、井手貴雄、上田純二、

能城浩和 

合流部結石症に対する胆嚢後壁パッチグラフトを用い

た腹腔鏡下総胆管形成術 
第 70 回日本消化器外科学会総会 

河野博、江川紀幸、古賀靖大、野村明成、上田純二、

能城浩和 
高齢者に対する腹腔鏡補助下結腸切除術 第 70 回日本消化器外科学会総会 

三宅修輔、與田幸恵、河野博、古賀靖大、野村明成、

能城浩和 

進行胃癌に対する腹腔鏡下手術導入後の短期及び中

期成績 
第 70 回日本消化器外科学会総会 

上田純二、鶴安浩、佐伯潔、江川紀幸、平木将紹、井

手貴雄、能城浩和 

正常膵に対する自動縫合器による膵断端閉鎖を用い

た膵管空腸吻合術 
第 70 回日本消化器外科学会総会 

鶴安浩、江川紀幸、三宅修輔、平木将紹、井手貴雄、

上田純二、能城浩和 
胆嚢管癌の鑑別診断の限界 第 70 回日本消化器外科学会総会 

古賀靖大、野村明成、河野博、能城浩和 
腹腔鏡下横行結腸癌手術における確実な全結腸間膜

切除（CME)と中枢側高位結紮（CVL) 
第 70 回日本消化器外科学会総会 

三好篤、古賀浩木、井手貴雄、北原賢二、能城浩和、 
腹腔鏡下肝切除における CUSA とソフト凝固による肝

離断法 
第 70 回日本消化器外科学会総会 

井手貴雄、平木将紹、上田純二、能城浩和 
腹腔鏡下再肝切除術～再発肝細胞癌に対する適応拡

大への試み～ 
第 70 回日本消化器外科学会総会 
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與田幸恵、三宅修輔、河野博、古賀靖大、野村明成、

能城浩和、 

分離肺換気を用いない腹臥位胸腔鏡下食道切除術の

有用性 
第 70 回日本消化器外科学会総会 

田中聡也、山口知範、山地康大郎、古賀浩木、姉川

剛、篠崎由賀里、三好篤、隅健次、北原賢二、佐藤清

治 

小腸原発 Ewing 肉腫/peripheral primitive 

neuroectodermal tumor の１例 
第 70 回日本消化器外科学会総会 

*松尾完，秋吉俊明，南志穂，西垣みなみ，池田聡，山

口敦巳，岡本純英 

胚盤胞保存に至るまでの培養時間および収縮回数が

保存胚盤胞移植の臨床成績に与える影響 

第 72 回九州沖縄生殖医学会 

馬塲耕一、北島吉彦、三宅修輔、柳原五吉、久保洋、

平木将紹、中村淳、池田貯、能城浩和、 

ANGPTL4 はスキルス胃癌腹膜播種転移関連遺伝子

の可能性がある 
第 74 回日本癌学会学術総会 

末岡榮三朗、渡邉達郎、荒金尚子、木村晋也   

ATP 競合性 mTOR 阻害剤 Torin2 は G1 細胞周期停

止を介して成人 T 細胞白血病細胞株の生育を抑制す

る 

第 74 回日本癌学会学術総会 

藤木博太、末岡榮三朗、渡邉達郎、菅沼雅美 
EGCG と抗がん剤の併用による、ヒトがん細胞株に対

する抗がん効果の増強 
第 74 回日本癌学会学術総会 

脇山幸大、北島吉彦、田中智和、志田雅明、馬塲耕

一、中村淳、能城浩和、 

HIF-1 阻害剤＋GI 療法は胃癌に対する理想的薬物療

法となりうる 
第 74 回日本癌学会学術総会 

○佐藤明美、荒金尚子、中島千穂、小林直美、渡邉達

郎、末岡榮三朗、岡田誠治、木村晋也 

ヒト肺がん移転モデルマウスを用いた EGF 受容体チロ

シンキナーゼ阻害剤耐性機構のモニタリング 
第 74 回日本癌学会学術総会 

志田雅明、北島吉彦、脇山幸大、馬塲耕一、田中智

和、三宅修輔、平木将紹、中村淳、井手貴雄、柳原五

吉、能城浩和 

マイトファジー機構の破綻により、胃癌細胞株の悪性

度は増強する 
第 74 回日本癌学会学術総会 

渡邉達郎、荒金尚子、木村晋也、末岡榮三朗 
ATP 競合性ｍＴＯＲ阻害剤Ｔｏｒｉｎ2 は成人Ｔ細胞白血

病細胞株のＡｋｔリン酸化と生育を抑制する 
第 77 回日本血液学会学術集会 

永嶋太、井上聡、岩村高志、阪本雄一郎 日本における Acute Care Surgery の現状と将来 
第 77 回日本臨床外科学会(ワークショップ 21 Acute 

Care Surgery の現状と将来) 

與田幸恵、三宅修輔、河野博、平木将紹、中村淳、井

手貴雄、能城浩和 
胃癌に対する腹腔鏡下手術～適応拡大の妥当性～ 第 77 回日本臨床外科学会総会 

野村明成、古賀靖大、三宅修輔、平木将紹、與田幸

恵、能城浩和 

下部直腸癌に対するロボット支援下直腸間膜全切除

術（TME)・側方リンパ節郭清術（LLND) 
第 77 回日本臨床外科学会総会 

井手貴雄、河野博、上田純二、能城浩和 鏡視下肝切除における肝切離の工夫と手術成績 第 77 回日本臨床外科学会総会 

古賀靖大、野村明成、三宅修輔、與田幸恵、平木将紹 
切除不能 Stage4 大腸癌に対する原発巣先行切除の

意義 
第 77 回日本臨床外科学会総会 

三宅修輔、古賀靖大、北川浩、野村明成、能城浩和 大腸癌イレウスに対する大腸ステントの有用性 第 77 回日本臨床外科学会総会 

北川浩、古賀靖大、三宅修輔、野村明成、能城浩和 大腸憩室炎に対する腹腔鏡下手術 第 77 回日本臨床外科学会総会 

與田幸恵、三宅修輔、河野博、平木将紹、能城浩和 
腹腔鏡下胃切除術・胃全摘術における再建（完全腔内

吻合）の工夫 
第 77 回日本臨床外科学会総会 

平木将紹、北川浩、藤井昌志、伊藤孝太朗、與田幸

恵、能城浩和 
腹腔鏡下胃切除術後の内ヘルニアの原因と対策 第 77 回日本臨床外科学会総会 

河野博、中村宏彰、前田佐知子、井手貴雄、上田純

二、能城浩和 
腹腔鏡下膵頭十二指腸切除術における膵空腸吻合 第 77 回日本臨床外科学会総会 

上田純二、前田佐知子、中村宏彰、河野博、井手貴

雄、能城浩和 
腹腔鏡下尾側膵切除術における工夫 第 77 回日本臨床外科学会総会 

末岡榮三朗、渡邉達郎、進藤岳郎、内丸薫、木村晋也 
Association of CADM1/TSLC-1 positive fraction with 

clinical parameters in HTLV-1 infected patients 
第 78 回日本血液学会学術集会 

井手衆哉，長嶺里美，田島智徳，染矢晋佑，園畑素

樹，馬渡正明 

強直股関節における膝関節アライメント Coxitis Knee

の検討 

第７回 JOSKAS2015(日本関節鏡・膝・スポーツ整形外

科学会 

○長嶺里美，井手衆哉，田島智徳，染矢晋佑，園畑素

樹，馬渡正明 

トモシンセスを用いた TKA 術後早期の大腿骨

component 固着状態の評価 

第７回 JOSKAS2015(日本関節鏡・膝・スポーツ整形外

科学会 

○染矢晋佑，井手衆哉，長嶺里美，田島智徳，園畑素

樹，馬渡正明 

TKA における大腿骨 posterior condylar offset の変化

量と術後ストレス撮影での屈曲・伸展 gap との検討 

第７回 JOSKAS2015(日本関節鏡・膝・スポーツ整形外

科学会 

○田島智徳，井手衆哉，長嶺里美，染矢晋佑，園畑素

樹，馬渡正明 

Opening wedge HTO 術後の脛骨骨濃度変化について 第７回 JOSKAS2015(日本関節鏡・膝・スポーツ整形外

科学会 

○山本岳史，井手衆哉，東島直生，松本幸，志波徹，

船津文香，園畑素樹 

両側同時・片側人工膝関節全置換術後早期における

歩行能力の検討 

第７回 JOSKAS2015(日本関節鏡・膝・スポーツ整形外

科学会 

細矢 和久 大腸がんの liquid biopsy 第 7 回佐賀臨床腫瘍勉強会 

小網博之、阪本雄一郎、永嶋太、岩村高志、井上聡 
抹消循環不全に伴う外傷患者の凝固傷害を診断する

のに血清乳酸値が有用か？ 

第 7 回日本 Acute Care Surgery 学会学術集会(一般

演題 Ｐ＆ＰＣ Ｐ13「凝固」) 

小網博之、阪本雄一郎、永嶋太、岩村高志、井上聡 抹消循環不全に伴う外傷患者の凝固傷害を診断する

のに血清乳酸値が有用か？ 

第 7 回日本 Acute Care Surgery 学会学術集会(一般

演題 Ｐ＆ＰＣ Ｐ13「凝固」) 

與田幸恵、三宅修輔、河野博、古賀靖大、野村明成、

能城浩和 
胃癌に対するロボット支援下手術の現状 第 7 回日本ロボット外科学会 

野村明成、古賀靖大、河野博、三宅修輔、與田幸恵、

池田貯、能城浩和 

ロボット支援下直腸癌手術を普及させるためには何が

必要か？ 
第 7 回日本ロボット外科学会 

森本忠嗣，塚本正紹，吉原智仁，生田光，小河賢司 横突起骨折と骨盤骨折の関係 第 83 回西日本脊椎研究会 

森本忠嗣，塚本正紹，吉原智仁，園畑素樹，馬渡正明 軸椎の部位別 CT ハンスフィールド値の検討 第 84 回西日本脊椎研究会 

草場耕二、於保恵、浦上宗治、濵田洋平、青木洋介 

血液培養より Leptotrichia trevisanii および

Streptococcus oralis が検出されたびまん性大細胞型

B 細胞性リンパ腫の一例 

第 85 回日本感染症学会西日本地方会学術集会 

能城浩和、與田幸恵、三宅修輔 
EV2-3 胃癌および食道胃接合部癌に対するロボット手

術 
第 87 回日本胃癌学会総会 
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與田幸恵、池田 貯、鶴 安浩、江川紀幸、中村宏彰、

佐伯潔、河野博、浅井雅子、中村淳、井手貴雄、能城

浩和 

腹腔鏡下胃全摘術における完全鏡視下での再建法の

工夫～Overlap 法を安全に行うコツ～ 
第 87 回日本胃癌学会総会 

塚本正紹，森本忠嗣，吉原智仁，北島将，園畑素樹，

馬渡正明 

Ｘ線正面像から矢状面 pelvic tilt を求める方法-北島

法、土井法、Blondel 法の比較検討- 
第 88 回日本整形外科学会学術集会 

吉原智仁，森本忠嗣，塚本正紹，園畑素樹，馬渡正明 高位脱臼股の脊椎-骨盤矢状面アライメント 第 88 回日本整形外科学会学術集会 

森本忠嗣，塚本正紹，吉原智仁，園畑素樹，馬渡正明 
骨粗鬆症スクリーニング検査の骨粗鬆症性椎体骨折

に対する診断能 
第 88 回日本整形外科学会学術集会 

上野雅也，田中里紀，江頭秀一，塚本正紹，河野俊

介，北島将，園畑素樹，堀川悦夫，馬渡正明 

三次元動作解析による片側人工股関節置換術前後の

歩行の変化 
第 88 回日本整形外科学会学術集会 

北島将，河野俊介，園畑素樹，馬渡正明 人工股関節置換術は死亡率に影響を与えているか 第 88 回日本整形外科学会学術集会 

園畑素樹，北島将，河野俊介，馬渡正明 大腿骨骨切り術後症例に対するステム挿入の問題点 第 88 回日本整形外科学会学術集会 

森本忠嗣，塚本正紹，吉原智仁，園畑素樹，馬渡正明 
変形性股関節症の臥位・立位骨盤傾斜の変化と矢状

面脊椎骨盤アライメントの関係 
第 88 回日本整形外科学会学術集会 

○染矢晋佑，井手衆哉，田島智徳，長嶺里美，園畑素

樹，馬渡正明 

人工膝関節全置換術後感染に対する治療法の検討 第 88 回日本整形外科学会学術集会 

浦上宗治 
薬剤師による感染症コンサルテーションの基本的な考

え方 －実症例を交えて－ 
第 9 回佐賀好生館薬剤師セミナー 

小網博之、阪本雄一郎 

急性期 DIC 基準の中で、外傷性 DIC に最も関与して

いる因子は何か？～ｔｈｒｏｍｂｏｅｌａｓｔｍｅｔｒｙを用いた後

ろ向き検討～ 

第 9 回日本血栓止血学会学術標準化委員会 （ＤＩＣ

部会「新ＤＩＣ診断基準と実際の臨床」） 

永嶋太 講師 第一種免許に係る応急救護処置指導員養成講習 

溝口 義人 精神科医からみた現状と対処 
超高齢社会での Better Life を考える会 テーマ：認知

症・精神疾患と排尿障害 

藤井 進,野中 小百合,森田 茂樹 地域完結型医療における役割分担下での経営収支指

標の考察 

日本医療マネジメント学会 

＊志波 孝治,藤井 進,髙﨑 光浩,森田茂樹 結腸癌手術における予防的抗生物質投与の検討 日本医療マネジメント学会 

藤井 進,野中小百合,森田 茂樹 DPC 点数表から簡易的に得られる経営指標の算出の

試みと評価 

日本医療マネジメント学会 

野中小百合,藤井 進,森田茂樹 紹介入院にみる佐賀大学医学部附属病院の役割につ

いての考察 

日本医療マネジメント学会 

○Murata Y, Honda Y, Masuko S Expression of vasopressin in rat peripheral tissues. 日本解剖学会 

渡邉達郎、佐藤明美、小林直美、荒金尚子、木村晋

也、末岡榮三朗 

ATP 競合性 mTOR 阻害剤 Torin2 は成人 T 細胞白血

病細胞株の G2/M における細胞周期の停止を誘導し

生育を抑制する 

日本癌分子標的治療学会第 19 回学術集会 

○小林直美、佐藤明美、渡邉達郎、小島研介、末岡榮

三朗、木村晋也、荒金尚子 

肺扁平上皮がんにおける Discoidin Domain Receptor 

2 の機能解析 
日本癌分子標的治療学会第 19 回学術集会 

○佐藤明美、荒金尚子、小林直美、渡邉達郎、末岡榮

三朗、岡田誠治、木村晋也 

ヒト肺がん移転モデルマウスを用いた EGF 受容体チロ

シンキナーゼ阻害剤耐性機構のモニタリング 
日本癌分子標的治療学会第 19 回学術集会 

井上 聡 試験(口頭試問）委員 日本外科学会外科専門医認定試験 

川﨑佳奈子,島津倫太郎,内橋和芳,倉富勇一郎 
硬口蓋に生じた乳頭状唾液腺腫(Sialadenoma 

papilliferum)の 1 例 

日本耳鼻咽喉科学会第 31 回九州連合地方部会学術

講演会 

錦戸利幸、尾山純一、白木綾、 琴岡憲彦、挽地裕、野

出孝一 

脂質低下療法における高用量スタチンと標準量スタチ

ンの比較試験(SARD trial) 

日本脳心血管抗加齢研究会 

錦戸利幸、尾山純一、白木綾、 琴岡憲彦、挽地裕、野

出孝一 

心筋梗塞後の心機能障害に対するビルダグリプチン

の効果 

日本脳心血管抗加齢研究会 

Matsumoto Y,,Andou A,,Tanabe I,,Higashitani T,,Oota 

S,,○Iwane S,,Sueoka E 

当院におけるウイルス性慢性肝炎 の肝硬度測定につ

いての検討 
日本臨床検査技師会全国学会 

＊千葉正志、末岡榮三朗 臨床検査情報システムの歩みとこれから 日本臨床検査自動化学会第 47 回大会 

井上 聡 座長 敗血症治療の医師力アップセミナー（教育講演） 

住山貴史，大津康徳 
ホロー電極と永久磁石を用いた低気圧高密度プラズマ

の空間分布計測 

プラズマ・核融合学会 九州・沖縄・山口支部第 18 回

支部大会,P-37、2014.12.20, 

九州大学総理工 

草場耕二、吉原瑠美、小松千夏、橋本優佑、於保恵、

東谷孝徳、太田昭一郎、末岡榮三朗 

Schizophyllum commune によるアレルギー性気管支肺

真菌症の一例 

平成 27 年度日臨技九州支部医学検査学会(第 50 回

記念学会) 

吉原瑠美、小松千夏、橋本優佑、於保恵、草場耕二、

東谷孝徳、太田昭一郎、末岡榮三朗 

質量分析装置を用いた嫌気性菌測定における各種測

定法の比較検討 

平成 27 年度日臨技九州支部医学検査学会(第 50 回

記念学会) 

小松千夏、吉原瑠美、橋本優佑、於保恵、草場耕二、

東谷孝徳、太田昭一郎、末岡榮三朗 

免疫抑制患者の異なる部位で原発性皮膚ノカルジア

症と黒色真菌感染症を発症した一症例 

平成 27 年度日臨技九州支部医学検査学会(第 50 回

記念学会) 

多田 芳史 リウマチ最新治療と HBV 再活性化 
伊万里有田地区医師会  HBV 再活性化対策セミナ

ー 

古藤田信博・林秀洋・五十嵐彩・Charlotte Voogd・

RongMei Wu・Roger Hellens・Erika Varkonyi-Gasic 

リンゴの APETALA1 相同タンパク質は、開花に関与す

る MADS-box 転写因子と相互作用する 
園芸学研究 

阿部和幸・副島淳一・岩波宏・古藤田信博・森谷茂樹・

高橋(住吉)佐栄・伊藤祐司・別所英男・岡田和馬・加藤

秀憲・小森貞男・土師岳・石黒亮 

果肉が赤く甘い食味のリンゴ新品種‘ルビースイート’ 園芸学研究 

松尾 龍基 竹下 道範 フォトクロミックスイッチをもつカリックスアレーンの開発 化学関連支部九州大会 

前田悠介，川喜田英孝，大渡啓介，森貞真太郎 
感温性高分子と界面活性剤を用いた液相還元法によ

る Pt ナノキューブの合成 
化学工学会第 46 回秋季大会，ZC2P64，九州大学 

伊藤 学 バイオ 3D プリンタを用いた小口径人工血管の開発 株式会社サイフューズ 創立５周年記念イベント 

小荒田 秀一 リウマチ科における実臨床での関節エコーの利用 嬉野関節エコー研修会 
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平川奈緒美 慢性痛の薬物治療について 宮崎リエゾン慢性痛治療研究会 

塩谷 孝夫 
オプティカル・キモグラフィオン：筋収縮を記録する新し

い方法論と、その学生実習への応用 
筋生理の集い 

森田茂樹 
心臓血管外科手術と弊社製品について（日本メドトロ

ニック） 
九州心臓血管外科医を集めた会 

鬼丸翔平,池田達郎 ,成田貴行，大石祐司 光応答性ゲルの体積挙動：ヒステリシスの効果 九州地区高分子若手研究会・冬の講演会 

上田千穂, 谷川義則, 今村乙峰, 髙松千洋, 平川奈緒

美, 坂口嘉郎 

血液ガス分析用ヘパリン添加採血管を用 

いた血小板数測定の検証. 
九州麻科学会 第 53 回大会 

西原仁子, 濱田さつき, 三浦大介, 山田友子, 上村聡

子, 坂口嘉郎 

産科大量出血に対しクリオプレシピテートを使用した 2

症例 
九州麻科学会 第 53 回大会 

天本啓介, 四宮宗一郎, 濱田 献, 久保麻悠子, 髙松

千洋, 坂口嘉郎 
予期せぬ血小板減少を認め手術中断となった一症例 九州麻科学会 第 53 回大会 

多田 芳史 関節リウマチ治療におけるアバタセプトのポジション 熊本 RA 治療カンファランス 

山下佳雄 
第 5 回 人工呼吸器の基礎講座「人工呼吸器装着患

者のオーラルマネージメント」 
熊本県臨床工学技士会 

相島 慎一 肝幹細胞と肝癌の発育・進展 熊本県臨床細胞学会 

貞永 裕梨、徳田悠希子、小野行秀、田代知子、末松

梨絵、小野伸之、小荒田秀一、千布 裕、大田明英、

多田芳史 

強皮症に合併した急性腎不全の検討 

厚生労働省「強皮症における病因解明と根治的治療

法の開発」研究班 2013 年度班会議・第 18 回強皮症

研究会議 

○貞永裕梨，徳田悠希子，小野行秀，田代知子，末松

梨絵，小野伸之，小荒田秀一，千布 裕，大田明英，

多田芳史 

強皮症に合併した急性腎不全の検討 厚生労働省「強皮症における病因解明と根治的治療

法の開発」研究班 2014 年度班会議・第 18 回強皮症

研究会議 

進藤岳郎 
次世代シークエンサーを用いた TCR レパトア解析でみ

る ATL 
厚労科研・末廣班研究班会議（口演） 

小荒田秀一 リウマチ実診療における関節エコー検査の活用 広島市整形外科リウマチ講演会 

田代克弥 当科における成人先天性心疾患管理の現状． 佐賀サーキュレーション 

有働和馬 知って得する前立腺がん～検診と最新治療～． 佐賀県前立腺がん市民公開講座． 

大隈良一、西山 哲、大隈恵美、福田亜紗子、加藤麻

衣子、中尾佳史、横山正俊 
紹介患者から見た当院婦人科の現状と未来． 佐賀産科婦人科学会第 212 回学術研修会． 

大隈香奈、津村圭介、中橋弘顕、山本徒子、内野美

穂、横山正俊 
妊娠管理症例から見た当院産科の現状と未来． 佐賀産科婦人科学会第 212 回学術研修会． 

津村圭介、福田亜紗子、大隈香奈、山本徒子、中橋弘

顕、横山正俊 

受講生アンケートから考察した ALSO プロバイダーコ

ースの意義． 
佐賀産科婦人科学会第 213 回学術研修会． 

川﨑いずみ、西山 哲、大隈香奈、大隈良一、内野美

穂、福田亜紗子、相原聡美、中尾佳史、横山正俊 
診断に難渋した腹膜・胸膜播種の一例． 佐賀産科婦人科学会第 213 回学術研修会． 

大隈良一、津村圭介、大隈香奈、内野美穂、川﨑いず

み、山本徒子、中橋弘顕、横山正俊 

当院で経験したリンパ脈管筋腫症

（Lymphangioleiomyomatosis:LAM）合併妊娠． 
佐賀産科婦人科学会第 213 回学術研修会． 

徳田 誠・中嶋ひかる・木下智章・副島和則・安田雅俊 
多良山系および背振山系東部の佐賀県側におけるヤ

マネの分布状況 
佐賀自然史研究会第２２回総会・会員発表会 

下川  尚子,中原 由紀子,井上 浩平,吉岡 史隆,高口 

素史,江橋 諒,松尾 宗明,田島 大輔,前田 寿幸,平原 

恵子 

ITB 療法～手術の実際とトラブルシューティング～． 佐賀痙縮治療カンファレンス． 

相島 慎一 胃癌の HER2 診断 適切な組織検体とは？ 佐世保 HER2 講演会 

野口満 メタボリック症候群と排尿障害． 佐世保泌尿器科会学術講習会． 

中村 光男 膵液中に 2 種類の異型細胞を認めた IPMN の 1 例 細胞診好生館症例検討会 

中村 光男 malignant lymphoma と鑑別を要した Glioblastoma の 1

例 

細胞診好生館症例検討会 

浦上宗治 在宅ケアにおける消毒薬・抗菌薬の選び方・活かし方 在宅ネット・さが在宅感染対策講演会 

市場正良，関 顯，杉山浩貴，森 浩司，金村 茂，濱

野和可子，木戸誠二郎，竹嶋 淳，錦織千賀，天野有

康，高橋紀博，佐藤和也，廣瀬隆穂，川澄八重子，渡

辺雅春，圓藤陽子，小川孝司 

特殊健診における生物学的モニタリングの精度管理 

－25 年間の改善－ 
産業中毒・生物学的モニタリング研究会 

多田 芳史 関節リウマチ診療の最前線 宗像内科医会 学術講演会 

東武昇平 腎癌手術術式による outcome と function.  腎癌治療セミナーin 佐賀． 

青木茂久 

腹膜組織における中皮細胞-内皮細胞間相互作用は

物質透過性の規定因子である in vitro 腹膜透過性評

価モデルの開発 腎病理研究会 

合島怜央奈, 王 冰, 高尾知佳, 三原 弘, 加塩麻紀

子, 大崎康吉, 張 旌旗, 木附智子, 村田 祐造, 富永

真琴, 城戸瑞穂 

温度感受性 TRP チャネルを介した口腔粘膜の創傷治

癒制御 

生理学研究所研究会「生体ホメオスタシスの gateway

としての上皮膜輸送マイクロホメオスタシス機構」 

青木茂久 
脂肪組織の新規培養法の確立と疾病モデルへの応

用：脂肪細胞を元気に培養する Tips 
西日本肥満研究会 

相島 慎一 標本切り出しの実際とポイント 全国大学病院病理部技術者連絡会 

〇岩根紳治 C 型肝炎の最新治療 多久市肝がん撲滅プロジェクト 

柚木純二 佐賀大学病院における TAVI 導入の経験 大隅鹿屋病院ハートカンファレンス 

古賀靖大 ロンサーフ症例発表 大腸癌 Expert Meeting in saga 

野中俊宏, 薬師寺祐介, 井手俊宏, 河本和裕 , 雪竹

基弘, 原英夫 

発症 1 ヶ月前に MRI 上の脳表ヘモジデリン沈着が認

められていた脳アミロイドアンギオパチー関連脳出血

の一例 

第 210 回日本神経学会九州地方会 
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鬼丸翔平,池田達郎 ,成田貴行，大石祐司 
光-熱変換型ハイドロゲルの光駆動型振動材料への

応用 
第 31 回 九州コロイドキウム 

秋丸 佳廣・ 崎村 峻・ 成田 貴行 ・大石祐司 
形態観察に基づくポリエチレン単結晶形態に及ぼす 

Self-seeding 操作の影響 
第 31 回 九州コロイドキウム 

大塚泰史、岡 政史、陣内久美子、佐藤忠司、進藤岳

郎、木村晋也、川崎誠二、末岡榮三朗、松尾宗明 

Thrombotic microangiopathy における抗 CFH 抗体の

解析． 
第 52 回日本補体学会学術集会 

*大村 拓、渡邉栄三、大塚泰史、吉田瑶子、加藤秀

樹、南学正臣、織田成人 

非志賀毒素産生性菌による腸炎を契機に発症しエクリ

ズマブが奏功した血栓性微小血管症の一例． 
第 52 回日本補体学会学術集会 

大塚泰史、岡 政史、陣内久美子、佐藤忠司、進藤岳

郎、川崎誠二、末岡榮三朗、木村晋也、松尾宗明 
本邦における非典型溶血性尿毒症症候群の臨床像． 第 52 回日本補体学会学術集会 

下田 良、坂田資尚、岩切龍一 

消化器癌診断と治療の温故知新：大腸腫瘍の拾い上

げ診断における BLI (Blue Laser Imaging)の有用性の

検討 

第 100 回日本消化器内視鏡学会九州支部例会 

白井慎平、坂田資尚、岩切龍一 

  

炎症性腸疾患における内視鏡検査・治療の有用性：潰

瘍性大腸炎の白血球除去療法前後の内視鏡所見は

再燃を予見する因子となり得るか 

第 100 回日本消化器内視鏡学会九州支部例会 

藤本一眞 薬剤性胃・十二指腸潰瘍：出血性潰瘍を中心に 第 101 回日本消化器病学会総会 

山内康平、下田 良、岩切龍一、芥川剛至、内田匤

彦、坂田資尚、緒方伸一、坂田祐之 
早期胃癌に対する ESD 非治療切除症例の長期予後 第 101 回日本消化器病学会総会 

永瀬圭,野口満,高原光平,一番ヶ瀬優佳,藏田彩,柿木寛

明,有働和馬,南里麻己,東武昇平,徳田雄治,魚住二郎 
メタボリック症候群は膀胱癌の進展リスク因子である． 第 103 回日本泌尿器科学会総会． 

徳田雄治,中尾功,東武昇平,有働和馬,楠本美華,野口

満,江内田寛,秦野直,魚住二郎 

ロボット支援腹腔鏡下前立腺全摘術（RALP）周術期の

眼圧変化に関する検討． 
第 103 回日本泌尿器科学会総会． 

東武昇平,野口満,永瀬圭,高原光平,一番ヶ瀬優佳,藏田

彩,柿木寛明,有働和馬,南里麻己,徳田雄治,魚住二郎 

腎癌術後の腎機能変化は術後早期の変化率が影響

する． 
第 103 回日本泌尿器科学会総会． 

藏田彩,高原光平,一番ヶ瀬優佳,柿木寛明,有働和馬,南

里麻己,東武昇平,徳田雄治,野口満,魚住二郎 

婦人科悪性腫瘍における尿管ｽﾃﾝﾄ留置症例のアウト

カム． 
第 103 回日本泌尿器科学会総会． 

南里麻己,有働和馬,内橋和芳,青木茂久,野口満,戸田

修二,魚住二郎 

脂肪組織間質細胞が膀胱癌の生存・増殖・遊走・浸潤

に及ぼす役割． 

第 103 回日本泌尿器科学会総会．2015.4.18.総会賞応

募ポスター． 

甲斐 敬太, 山崎 真希子, 増田 正憲, 高瀬 ゆかり, 

相島 慎一 
胆嚢癌における腫瘍細胞形態および発現形質の検討 第 104 回 日本病理学会総会 

内橋和芳、青木茂久、山本美保子、米満伸久、峯博

子、鶴田敏幸、戸田修二 
弾発指における腱滑膜の病理組織学的検討 第 104 回 日本病理学会総会 

高瀬ゆかり 特別企画：徒然病理医絵巻～女性病理医の日常～ 第 104 回日本病理学会総会 

大崎 隼, 柚木純二, 田中厚寿, 蒲原啓司, 古賀秀剛, 

諸隈宏之, 野口 亮, 古川浩二郎, 森田茂樹 

TEVAR で完治した Listeria 菌による感染性胸部大動

脈瘤の１例 
第 105 回日本血管外科学会九州地方会 

芥川剛至、山内康平、内田匤彦、坂田資尚、下田 

良、緒方伸一、岩切龍一、藤本一眞 

高齢者早期食道癌の治療成績と問題点：高齢者にお

ける ESD の検討 
第 105 回日本消化器病学会九州支部例会 

林 昌孝、山内康平、前田稔弘、芥川剛至、内田匤

彦、鶴岡ななえ、坂田資尚、岩切龍一、藤本一眞 

胃癌、大腸癌の術後経過中に胆管癌を合併した 

Cronkhite-Canada 症候群の 1 例 
第 105 回日本消化器病学会九州支部例会 

島村拓弥、川久保洋晴、中山敦史、鶴岡ななえ、坂田

資尚、岩切龍一、藤本一眞 

清肺湯の長期服用が疑われる腸間膜静脈硬化症の 1

例 
第 105 回日本消化器病学会九州支部例会 

垣内俊彦、松尾宗明、工藤豊一郎 
小児 C 型慢性肝炎における PEG-IFNα2a+Ribavirin 

dose up 療法の有効性の検討． 
第 105 回日本消化器病学会九州支部例会 

＊古賀秀剛, 蒲原啓司, 高木 淳, 林 奈宜 
EVAR 後のエンドリークに対して、遠隔期に動脈瘤拡

大のため人工血管置換を行った 1 例 
第 106 回日本血管外科学会九州地方会 

木塚貴浩, 野上英次郎, 野口 亮, 麓 英征, 柚木純

二, 古川浩二郎, 森田茂樹, 與田幸恵, 能代浩和 

感染性胸部大動脈瘤食道廔に、TEVAR+胸腔鏡下食

道切除で人工血管置換を回避した一例 
第 106 回日本血管外科学会九州地方会 

福地絢子、内田匤彦、鶴岡ななえ、白井慎平、竹下枝

里、坂田資尚、岩切龍一、藤本一眞 食道潰瘍が発見の契機となった１Crohn 病の 1 例 第 106 回日本消化器病学会九州支部例会 

中山賢一郎、山内康平、川村紗奈江、松浦聡子、川久

保洋晴、鶴岡ななえ、坂田資尚、岩切龍一、藤本一眞 

急性腹症、大腸腹水の病像を呈した膀胱自然破裂の

1 例 
第 106 回日本消化器病学会九州支部例会 

中山愛子、垣内俊彦、飯田千晶、田代克弥、松尾宗明 

フォンタン循環における門脈血流、脾臓エラストグラフ

ィおよびアシアロシンチの肝線維化指標としての有用

性． 

第 106 回日本消化器病学会九州支部例会 

佐藤慎太郎,島津倫太郎,倉富勇一郎 当科における唾液腺導管癌の検討 
第 109 回日本耳鼻咽喉科学会佐賀県地方部会学術

講演会 

鶴田紀子、森田駿、永瀬浩太郎、井上卓也，成澤寛 紹介患者報告 第 10 回 佐賀臨床皮膚科医会 

前田寿幸、荒木薫、松尾宗明、加藤光広 
GABRA1 遺伝子異常を伴った早期ミオクロニー脳症の

一例． 
第 10 回日本てんかん学会九州地方会 

○稲葉 隆繕，祖川 倫太郎，原口 祥典，丸尾 譲

二，立石 洋，國武 裕，溝口 義人，川島 敏郎，門

司 晃 

双極性障害における lamotrigine の再投与を行った症

例の臨床的検討 

第 111 回日本精神神経学会学術総会 

*長嶋一昭、田中大祐、東元 健、八木ひとみ、杉崎 

和、田原 裕美子、副島英伸、稲垣暢也 

Beckwith-Wiedemann 症候群における新生児期低血

糖合併機序の検討 
第 112 回日本内科学会総会 

野下祥太郎、江里口誠、藥師寺祐介、北島雄人、森法

道、田中淳、原英夫 

脳アミロイド血管症における血栓溶解療法関連多発皮

質下出血の一例 
第 112 回日本内科学会総会・講演会 

森田茂樹, 宮﨑耕治 
「こんなにも違う外科医の待遇」大学病院における個人

へのインセンティブ支給の実際 
第 115 回日本外科学会定期学術集会 
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大崎 隼, 柚木純二, 蒲原啓司, 田中厚寿, 挽地 裕, 

下村光洋, 坂本佳子, 諸隈宏之, 古賀秀剛, 野口 亮, 

古川浩二郎, 野出孝一, 森田茂樹 

高度頚動脈病変を有する重症 AS 患者に対し、頚動脈

ステント留置術施行後に TAVI を行った一例 
第 118 回日本循環器学会九州地方会 

○平田静香, 野口 亮, 蒲原啓司, 柚木純二, 諸隈宏

之, 古賀秀剛, 田中厚寿, 古川浩二郎, 森田茂樹 

中枢性尿崩症患者における開心術後管理に難渋した

一例 
第 118 回日本循環器学会九州地方会 

宮崎元子、樋渡敦史、長友大輔、下村光洋、小松愛

子、尾山純一、挽地裕、野出孝一 

第 118 回日本循環器学会九州地方会 第 118 回日本循環器学会九州地方会 

*大崎隼、柚木純二、蒲原啓司、田中厚寿、挽地裕、下

村光洋、坂本佳子、諸隈宏之、古賀秀剛、野口亮、古

川浩二郎、野出孝一、森田茂樹 

高度頸動脈病変を有する重症 AS 患者に対し、頸動脈

ステント留置術施行後に TAVI を行った一例 

第 118 回日本循環器学会九州地方会 

*清水瑞巳、山﨑あゆむ、坂本佳子、梶原正貴、野副

純世、古山准二郎、琴岡憲彦、野出孝一 

心臓３D-CT による評価が有用であった巨大冠静脈洞

憩室頸部副伝導路による房室回帰性頻拍の１例 

第 118 回日本循環器学会九州地方会 

*森永智子、山﨑あゆむ、合力悠平、小松愛子、琴岡

憲彦、野出孝一 

F-FDG-PET が診断および病勢の評価に有用であった

心サルコイドーシスの 2 例 

第 118 回日本循環器学会九州地方会 

垣内俊彦、松尾宗明、青木知信 
長期間腹痛・嘔吐を有する小児に対する上部消化管

内視鏡検査についての検討． 
第 118 回日本小児科学会学術学会 

尾形善康、天本宗次朗、生野猛、松尾宗明 外科的摘出後に診断となった異所性胸腺の一例.  第 118 回日本小児科学会学術集会 

土井大人、古賀佳代、南里亜由美、荻原俊、溝口達

弘、小野晋康、佐藤忠司 

外転神経麻痺を契機に診断に至った脳静脈洞血栓症

の一例． 
第 118 回日本小児科学会学術集会 

溝口達弘、在津正文 
佐賀大学病院におけるアナフィラキシーでの受診者の

実態について. 
第 118 回日本小児科学会学術集会 

○上野雄司, 山崎あゆむ, 兼田浩平, 坂本佳子, 下村

光洋, 七條正英, 野上英次郎, 野口 亮, 麓 英征, 柚

木純二, 古川浩二郎, 挽地 裕, 森田茂樹, 野出孝一 

冠動脈 CT による血管壁の評価が有用であった左冠

動脈主幹部狭窄を伴う労作性狭心症の１例 
第 119 回日本循環器学会九州地方会 

＊高木 淳, 蒲原啓司, 古賀秀剛, 林 奈宜, 石崎正

彦, 武野正義 

血管攣縮によりカテーテル治療を要した冠動脈バイパ

ス術後の１例 
第 119 回日本循環器学会九州地方会 

白木綾、尾山純一、野出孝一 インクレチン関連薬の不全心に与える作用 第 119 回日本循環器学会九州地方会 

*上野雄司、山﨑あゆむ、兼田浩平、坂本佳子、下村

光洋、七條正英、野上英次郎、野口亮、麓英征、柚木

純二、古川浩二郎、挽地裕、森田茂樹、野出孝一 

冠動脈 CT による血管壁の評価が有用であった左冠

動脈主幹部狭窄を伴う労作性狭心症の 1 例 

第 119 回日本循環器学会九州地方会 

伊藤 寛, 飯沢美文, 中原由紀子, 河島雅到, 阿部竜

也 

全摘出術後に再発を来した Low grade astroblastoma

の一例. 
第 119 回日本脳神経外科学会九州支部会． 

野口満 腸管利用造膣術の経験． 第 11 回佐賀ウロギネコロジー研究会． 

高島 利、長家智子、坂田資尚、中山敦史、岩切龍

一、藤本一眞 

DSS 腸炎モデルにおけるオリーブオイルの炎症と細胞

増殖に対する効果 
第 11 回日本消化管学会総会学術集会 

田中雄一郎、川久保洋晴、坂田資尚 
若年健康成人における逆流性食道炎：背景因子と臨

床症状の検討 
第 11 回日本消化管学会総会学術集会 

髙良吉迪、芥川剛至、山内康平、坂田資尚、下田 

良、岩切龍一 大腸 ESD により一括切除しえた pyogenic granuloma

の 1 例 
第 11 回日本消化管学会総会学術集会 

合島怜央奈, 木附智子, 王冰, 高尾知佳, 三原 弘, 

加塩麻紀子, 大崎康吉, 張 旌旗, 富永真琴, 城戸瑞

穂 

口腔粘膜における TRPV3 チャネルの EGFR シグナル

を介した速やかな創傷治癒への関与 

第 120 回 日本解剖学会総会･全国学術集会 第 92

回 日本生理学会大会（合同大会） 

*木附智子, 合島怜央奈, 畠山純子, 大崎康吉, 張旌

旗, 城戸瑞穂 
歯肉上皮バリア機能への TRPV4 の関与 

第 120 回 日本解剖学会総会･全国学術集会 第 92

回 日本生理学会大会（合同大会） 

*張 旌旗, 合島怜央奈, 木附智子, 大崎康吉, 久木田

敏夫, 城戸瑞穂 

温度感受性 TRPV チャネル遺伝子欠失マウスにおけ

るエナメル質の形成異常 

第 120 回 日本解剖学会総会･全国学術集会 第 92

回 日本生理学会大会（合同大会） 

Shioya T 
Functional characterization of calcium holes in heart 

cells 

第 120 回日本解剖学会総会・全国学術集会・第 92 回

日本生理学会大会合同大会 

*Kurebayashi N, Odagiri F, Inoue H, Sugihara M, Suzuki 

T, Murayama T, Shioya T, Konishi M, Morimoto S 

 

(シンポジウム) 

Angiotensin II receptor blocker (ARB)-sensitive and 

insensitive remodeling in hearts of inherited DCM mice 

第 120 回日本解剖学会総会・全国学術集会・第 92 回

日本生理学会大会合同大会 

桃崎 明彦,古川  隆,高瀬幸徳,下川 尚子,増岡 淳,河

島雅到,阿部 竜也,寒竹 大地,石川 慎一郎 
ガラス片による穿通性頭部外傷の一例． 第 120 回日本脳神経外科学会九州支部会． 

江橋 諒,高瀬 幸徳,緒方 敦之,阿部竜也,溝口 恵 
マダニ咬傷に伴う内径動脈閉塞症に対し血管内治療

を行った 1 例． 
第 120 回日本脳神経外科学会九州支部会． 

岡村 誠司,下川 尚子,吉岡 史隆,江橋 涼,古川 隆,高

口 素史,若宮 富浩,緒方 敦之,高瀬 幸徳,中原 由紀

子,増岡 淳,河島 雅到,阿部 竜也,平川 奈緒美,坂口

嘉郎 

脊髄脂肪腫術後に発症した偽性髄膜瘤に対し内視鏡

併用硬膜修復術を行った一例． 
第 121 回日本脳神経外科学会九州支部会． 

小野 大地,中原 由紀子,江橋 涼,古川 隆,若宮 富浩,

吉岡 史隆,緒方 敦之,高瀬 幸徳,下川 尚子,増岡 淳,

河島 雅到,阿部竜也 

側頭骨～中頭蓋窩に進展した顔面神経鞘腫の一例． 第 121 回日本脳神経外科学会九州支部会． 

楠元美華、寒竹大地、横尾摩耶、石川慎一郎、江内田

寛 

当院における緑内障手術時の抗血栓薬の取り扱いと

出血性合併症の検討 
第 125 回佐賀大学眼科臨床懇話会 

石川慎一郎、江内田寛 当院におけるリパスジル点眼薬の短期使用成績 第 126 回佐賀大学眼科臨床懇話会 

井上卓也 皮膚科診療に関わる最近の新しい治療薬について 第 12 回 佐賀臨床皮膚科医会 

西岡憲一 
ポリコームサイレンシングを制御する新規メカニズムの

発見 
第１２回さきがけ領域会議 
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松永妃都美、新地 浩一 大規模災害を契機に乳幼児と被災地を離れ、九州北

部での生活を継続する保護者達の人生の径路 ―複

線径路・等至性アプローチ（Trajectory Equifinality 

Approach：TEA）― 

第１２回に本質的心理学会 仙台 2015.10.3-4 

南里麻己,藏田彩,東武昇平,野口満,魚住二郎,江頭智

子,高柳俊光,野見山亮 
救命できなかった胎児両側水腎症の 1 例． 第 12 回九州小児泌尿器研究会． 

永瀬圭,大塚泰史,松尾宗明,野口満,東武昇平,魚住二

郎,津田兼之介,田中征治 

胎児期から管理された馬蹄腎および後部尿道弁の 1

例． 
第 12 回九州小児泌尿器研究会． 

稲田由紀子、大塚泰史、垣内俊彦、岡政史、陣内久美

子、横田吾郎、小野晋康、松本志郎、阪本靖介、松尾

宗明 

高アンモニア血症に対して早期に体外循環治療を施

行できたカルバミルリン酸合成酵素欠損症の一例． 
第 12 回九州先天代謝異常研究会 

〇泉夏美，大塚大河，荒木紀匡，岡田倫明，磯田広

史，田中まゆこ，尾崎岩太，江口有一郎，安西慶三 

肝細胞癌に対するソラフェニブのサポートプログラム

「ネクサリンク」による服薬期間延長効果 
第 12 回日本肝がん分子標的治療研究会 

*吉村 歩、松原理沙、田中秀門、今市悠太郎、吉田

悟、荻田薫、野村武雅、側島健宏、松下博亮、白井憲

司、南野初香、元重京子、木部哲也、東元健、副島英

伸 

Beckwith-Wiedemann 症候群と診断した 1 絨毛膜 2 羊

膜性双胎の一女児例 
第 137 回日本小児科学会静岡地方会 

平川奈緒美 慢性痛の薬物治療 第 13 回 痛みの臨床フォーラム 

相島 慎一 胃癌、大腸癌と肝・胆・膵癌の病理学的類似性 第 13 回九州消化器外科学術講演会 

小宮一利、中村朝美、貞松 宏典、中島千穂、髙橋浩

一郎、木村晋也、荒金尚子 

当院における ALK 阻害剤の効果と安全性の後方視的

検討 
第 13 回日本臨床腫瘍学会学術集会 

相原聡美、橋口真理子、大隈恵美、西山 哲、中尾佳

史、横山正俊 

Associations between early end of life discussion and 

care received near death in advanced ovarian cancer 

patiens. 

第 13 回日本臨床腫瘍学会学術集会． 

○太田友里、新納宏昭、中山剛志、植木尚子、太田俊

一郎、續啓史、Siamak Jabbarzadeh-Tabrizi、赤星光

輝、有信洋二郎、久木田明子、塚本浩、赤司浩一 

関節リウマチにおける RANKL 陽性エフェクターB 細胞

の同定 
第 14 回西日本骨･関節関連疾患懇話会 

○上原範久、久木田明子、久本由香里、保田尚孝、久

木田敏夫 

細胞外マトリックス分子ラミニン 332 の破骨細胞形成

抑制作用 
第 14 回西日本骨･関節関連疾患懇話会 

Xu Xianghe, Makoto Shiraki, Asana Kamohara, Toshio 

Kukita, Akiko Kukita 

Novel role of Nedd4 adaptor protein, Pmepa1 in the 

differentiation and function of osteoclasts 
第 14 回西日本骨･関節関連疾患懇話会 

飯田千晶、岩永晃、田代克弥 川崎病急性期における血清 IgG 値推定の有用性．  第 14 回九州川崎病研究会 

下川 尚子,阿部 竜也,河島 雅到,増岡 淳,中原 由紀

子,高瀬 幸徳,伊藤 寛,高口 素史,古川 隆 
頭蓋縫合早期癒合症の手術． 第 14 回佐賀脳神経外科手術手技研究会． 

迎 洋輔, 伊藤 学, 野口 亮, 諸隈宏之, 古賀秀剛, 

柚木純二, 蒲原啓司, 古川浩二郎, 中山功一, 野出孝

一, 森田茂樹 

ヒト iPS 細胞由来心筋細胞凝集塊の機能的解析 第 14 回再生心臓血管外科治療研究会 

野口 亮, 蒲原啓司, 古川浩二郎, 森田茂樹 
細胞のみで 3 次元脈管構造体を簡便に作成する技術

開発 
第 14 回日本再生医療学会総会 

下川 尚子,高口 素史,吉岡 史隆,伊藤 寛,緒方 敦之,

高瀬 幸徳,中原 由紀子,増岡 淳,河島 雅到,阿部 竜

也,上村 哲司 

頭蓋縫合早期癒合症に対する 3D 実体モデルを用い

た術前シュミレーション〜その有効性と問題点につい

て〜． 

第 15 回 日本術中画像情報学会． 

小網博之、阪本雄一郎 
Thromboelastometry(ROTEM)における線溶亢進の診

断と血餅退縮(clot retraction)について． 
第 15 回 TTM フォーラム 

河島 雅到,増岡 淳,下川 尚子,中原 由紀子,高瀬 幸

徳,緒方 敦之,吉岡 史隆,若宮 富浩,高口 素史,古川 

隆,江橋 諒,阿部 竜也 

OA-PICA バイパスを併用して治療した解離性椎骨動

脈瘤． 
第 15 回佐賀脳神経外科手術手技研究会． 

石川慎一郎 
佐賀大学における最近の緑内障点眼薬の使用経験と

新しい 24 時間眼圧評価の試み 
第 16 回沖縄眼研究フロンティア 

Tomomi Nakamura, Akemi Sato, Naomi Kobayashi, 

Hitomi Umeguchi, Kazutoshi Komiya, Shinya Kimura, 

Naoko Aragane 

Potential predictive markers for re-challenge with first 

generation and second generation EGFR-TKI 
第 16 回世界肺癌学会 

＊田口尚人，西田裕一郎，畠中大誠，綾部誠也，森村

和浩，三好伸幸，平野雅巳，桧垣靖樹，田中宏暁 

保健指導該当高齢者に対する運動支援を柱にした長

期介入の効果～教室開催期間と自宅での任意継続期

間に着目して～ 第 16 回日本健康支援学会年次学術大会  

西田裕一郎（座長），中田由夫，綾部誠也，生田純男 ワークショップ①高い身体活動を維持するコツは？ 
第 16 回日本健康支援学会年次学術大会（ワークショ

ップ） 

緒方 敦之,河島 雅到,江橋 諒,古川 隆,高口 素史,若

宮 富浩,吉岡 史隆,高瀬 幸徳,中原 由紀子、下川 尚

子、増岡 淳、阿部 竜也 

頸動脈狭窄症における放射線学的プラーク診断と免

疫組織化学的検討． 
第 16 回日本分子脳神経外科学会． 

石川慎一郎、江内田寛、吉永幸靖、中村大輔、岡田龍

夫、石橋達朗 
新しい眼底酸素飽和度測定装置の開発-1 

第 16 回有明眼科懇話会、第 124 回佐賀大学眼科臨

床懇話会 

北村二雄、小山田重蔵、宮崎真佐也 二酸化炭素を原料とする有機合成反応の開発 第 16 回連携大学院産学官交流セミナー 

牟田健祐、北村二雄 
ヨードシルアレーンを用いたアセトフェノン誘導体の簡

便なフッ素化反応 
第 17 回 ヨウ素学会シンポジウム 

松永妃都美、新地 浩一 乳幼児と東日本大震災を経験した保護者の防災対策

と防災への意識変化 

第 17 回 日本災害看護学会 （2015.8.8-9 仙台 

藏田彩,草野脩平,一番ヶ瀬優佳,柿木寛明,南里麻己,有

働和馬,東武昇平,野口満,魚住二郎 

チェーン CG 検査で骨盤臓器脱術後の腹圧性尿失禁

は予測可能か？． 
第 17 回日本女性骨盤底医学会． 
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川久保洋晴、竹下枝里、鶴岡ななえ、坂田資尚、岩切

龍一、藤本一眞 

若年成人における上腹部症状を訴える頻度について

の比較検討 

第 17 回日本神経消化器病学会・第 9 回機能性ディス

ペプシア研究会合同学術集会 2015 

竹下枝里、川久保洋晴、鶴岡ななえ、坂田資尚、岩切

龍一、藤本一眞 

Functional dyspepsia 様症状を有する検診受診者の

特徴 

第 17 回日本神経消化器病学会・第 9 回機能性ディス

ペプシア研究会合同学術集会 2015 

鶴岡ななえ、竹下枝里、川久保洋晴、坂田資尚、岩切

龍一、藤本一眞 
機能性ディスペプシアの性別による比較検討 

第 17 回日本神経消化器病学会・第 9 回機能性ディス

ペプシア研究会合同学術集会 2015 

○粕谷加代子、江頭玲子、中園貴彦、山口 健、入江

裕之、宮本詩子、武田雄 

 

二、高瀬ゆかり 

経過で増大と縮小を繰り返し診断に苦慮した原発性肺

癌の一 

 

例 

第 181 回日本医学放射線学会九州地方会 

○粕谷加代子、江頭玲子、中園貴彦、山口 健、入江

裕之、宮本詩子、武田雄 

二、高瀬ゆかり 

経過で増大と縮小を繰り返し診断に苦慮した原発性肺

癌の一 

例 

第 181 回日本医学放射線学会九州地方会 

柿原奈保子 創傷に対するマヌカ精油の治癒促進効果 第 18 回日本アロマセラピー学会 

竹下枝里、鶴岡ななえ、岩切龍一、藤本一眞 

  
高齢者の検診上部消化管内視鏡検査における特徴 第 18 回日本高齢消化器病学会総会 

鶴岡ななえ、竹下枝里、岩切龍一、藤本一眞 
当院における 90 歳以上の超高齢者に対する ERCP

の特徴 
第 18 回日本高齢消化器病学会総会 

＊藤田 亮, 阪本 雄一郎, 井上 聡, 岩村 高志, 小網 

博之, 永嶋 太, 三池 徹, 今長谷 尚史, 鳴海 翔悟, 

後藤 明子 

生前に確定診断に至らなかった細菌性髄膜炎を合併

した頚椎周囲膿瘍の一例 

第 18 回日本臨床救急医学会総会・学術集会（掲示演

題 39）「感染症（1）」 

中村朝美、佐藤明美、小林直美、梅口仁美、小宮一

利、木村晋也、荒金尚子 
  第 19 回日本がん分子標的治療学会 

山下雄平、山下佳雄、靏岡祥子、下平大治、檀上 

敦、後藤昌昭 

顎顔面外傷症例に対するインプラント補綴の臨床的検

討 
第 19 回日本顎顔面インプラント学会学術大会  

山下佳雄 
シンポジウム「顎骨再建症例へのインプラント治療保

険導入後の評価」 
第 19 回日本顎顔面インプラント学会学術大会  

副島英伸 インプリンティング関連疾患のゲノム・エピゲノム解析 第 19 回日本内分泌病理学会 

青木茂久 内橋和芳 山本美保子 戸田修二 
細胞社会と細胞動態解析システム 微小環境再現モデ

ルによる病態解明と再生医療への応用 
第 19 回日本内分泌病理学会学術総会 

内橋和芳、青木茂久、山本美保子、米満伸久、戸田修

二 

FGF23 の作用過剰による低リン血症は canonical Wnt

シグナルの影響を受けるか 
第 19 回日本内分泌病理学会学術総会 

山本美保子、青木茂久、内橋和芳、米満信久、杉原 

甫、小池英介、戸田修二 

3 次元培養における濾胞細胞の濾胞構築に与える脂

肪組織の影響 
第 19 回日本内分泌病理学会学術総会 

出原賢治 
マトリセルラータンパク質であるペリオスチンによる炎

症惹起機序とその臨床応用 
第 19 回日本内分泌病理学学会学術総会 

相島 慎一 遺伝子病理診断でわかること 第 1 回佐賀がんフォーラム 

須山ゆかり、木村亜由美、古賀大介、永井功造、尾形

善康、松尾宗明 

第Ⅸ因子および aPCC 製剤によるアナフィラキシーを

認めたインヒビター陽性重症血友病 B の一例． 
第 1 回西日本血友病 B 研究会 

江里口誠 医科における摂食嚥下、そして歯科にもとめられること 第 1 回摂食嚥下スペシャリスト養成研修会 

中山賢人, 田畑絵美, 井手俊宏, 薬師寺祐介, 森法

道, 溝口恵, 小杉雅史 , 江里口誠, 原英夫 

急性の意識障害、ミオクローヌスを生じ CJD と鑑別を

要した慢性アルコール関連脳症の１例 
第 209 回日本神経学会九州地方会 

祖川 倫太郎，持永 早希子，稲葉 隆繕，門司 晃，

藤戸 博 

精神科領域におけるラモトリギンの長期服用の実態調

査 

第 20 回 向精神薬フォーラム 

小野南月、田中淳、薬師寺祐介、原英夫 
肺動静脈瘻コイル塞栓術により前兆を伴う片頭痛が改

善した一例 
第 211 回 日本神経学会九州地方会  

石川亜佐子, 濱田 献, 笹栗智子, 平川奈緒美 
胸腔鏡下胸部交感神経遮断術後の患者満足度につい

て 
第 21 回 日本胸腔鏡下交感神経遮断研究会 

濱田 献, 石川亜佐子, 笹栗智子, 平川奈緒美 

当院における胸腔鏡下交感神経遮断術(ETS)再手術

症例の 

検討 

第 21 回 日本胸腔鏡下交感神経遮断研究会 

相島 慎一 
胆管細胞癌における Vascularity の多様性 病理の見

地から 
第 21 回肝血流動態・機能イメージ研究会 

田中沙恵、新地浩一  “Pacific Partnership 2014” におけるフィリピン・レイ

テ島での医療活動報告; 

第２１回日本集団災害医学会総会・学術退会、

2015.2.26-28. 東京 

青木早織、東元健、樋高秀憲、大塚泰史、三嶋博之、

吉浦孝一郎、大場隆、片渕秀隆、副島英伸 

間葉性異形成胎盤におけるインプリント DMR のエピジ

ェノタイプ変化 
第 22 回遺伝性疾患に関する出生前診断研究会 

伊藤 学 
バイオ 3D プリンタによる Scaffold free な小口径人工

血管の開発 
第 22 回大隅循環器研究会 

島ノ江 千里、原 めぐみ、西田 裕一郎、大塚康子、南

里 妃名子、堀田 美加子、安方 淳、三好信行、山田

陽介、Yun-Shan Li、河井一明、葛西 宏、桧垣靖樹、

田中 恵太郎 

5 年間の自覚ストレスと DNA 損傷マーカー（8OHdG）と

の関連―JMICC study SAGA 
第 22 回日本行動医学会学術総会 

東島直生，山本岳史，松本幸，志波徹，船津文香，河

野俊介，北島将，園畑素樹，馬渡正明 

人工股関節全置換術後早期における身体活動量の関

連因子 

第 23 回佐賀県理学療法士学会 

○青木早織、東元 健、樋高秀憲、渡邊英孝、大塚泰

史、三嶋博之、吉浦孝一郎、八木ひとみ、西岡憲一、

城圭一郎、大場 隆、片渕秀隆、副島英伸 

間葉性異形成胎盤の分子遺伝学的解析． 第 23 回日本胎盤学会 
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青木早織、東元健、樋高秀憲、渡邊英孝、大塚泰史、

三嶋博之、吉浦孝一郎、八木ひとみ、西岡憲一、城圭

一郎、大場隆、片渕秀隆、副島英伸． 

間葉性異形成胎盤の分子遺伝学的解析 第 23 回日本胎盤学会学術集会 

古川 隆,高瀬 幸徳,江橋 諒,緒方 敦之,河島雅到,阿

部竜也 

コイルおよび n-BCA を用いた経動脈塞栓が奏功した

特発性頚動脈海綿静脈洞瘻(Barrow type B)の一例． 
第 23 回日本脳神経血管内治療学会九州地方会． 

山口可奈、田代加代子、佐藤清治、西村真二、井上浩

平、伊東美知代 

小児の虐待症例における相談支援センターの関わり

について～現状と課題～． 
第 24 回好生館医学会総会 

長友大輔 、下村光洋、琴岡憲彦、尾山純一、挽地裕、

野出孝一 

PIT catheter PIT カテーテルによる選択的冠動脈血

栓溶解療法の有効性について 

第 24 回心血管インターベンション治療学会 

小荒田秀一、田代知子、中尾嘉修、徳田悠希子、小野

行秀、丸山暁人、小野伸之、大田明英、多田芳史 

IgG4 関連疾患における形質芽細胞の CXCR5 の発現

の検討 
第２４回日本シェーグレン症候群学会学術集会 

 藤本一眞 
脂質の安全性と健康、脂肪摂取と大腸発癌：動物実験

による検証 
第 24 回日本脂質栄養学会大会 

*永瀬 圭、大塚泰史、松尾宗明、野口 満、東武昇平、

魚住二郎、津田兼之介、田中征治 

胎児期から管理された馬蹄腎および後部尿道弁の 1

例． 
第 24 回日本小児泌尿器科学会総会・学術集会 

野口満,南里麻己,東武昇平,大塚泰史,魚住二郎 VUR index は果たして自然治療予測に有用か？． 第 24 回日本小児泌尿器科学会総会・学術集会． 

野口満 
ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ 1「小児泌尿器科疾患診療指針作成委員会

報告」治療方針の決定・手術適応． 
第 24 回日本小児泌尿器科学会総会・学術集会． 

東武昇平,野口満,魚住二郎 

ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ 2「小児泌尿器科学における基礎研究の意

義と面白さ」小児泌尿器領域で基礎研究は臨床に生

かせるか？． 

第 24 回日本小児泌尿器科学会総会・学術集会． 

野口満,有働和馬,東武昇平,魚住二郎 

ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ 2「極める－次世代の小児泌尿器科医・外科

医に求められる医術を教授します」小児泌尿器科医の

育成を極める－私、研修医を絶対に振り向かせます． 

第 24 回日本小児泌尿器科学会総会・学術集会． 

平川奈緒美 ペインクリニックにおける慢性痛の治療 第 25 回 中国四国ペインクリニック学会 

傍示 幸，祖川 倫太郎，持永 早希子，島ノ江 千

里，田﨑 正信，原 英夫 

ラモトリギンの皮膚障害に関するリスク因子の検討と

発現時期の調査 

第 25 回医療薬学会年会 

白濱 和加子，前田 美由，飛田 修康，祖川 倫太

郎，林 章浩，持永 早希子，田﨑 正信，原 英夫 

病棟薬剤師による情報共有ツールを活用した簡易懸

濁法の運用とその効果 

第 25 回医療薬学会年会 

飛田 修康，前田 美由紀，祖川 倫太郎，持永 早希

子，田﨑 正信，三原 由紀子，原 英夫 

効率的な投薬注射状況の把握のための新たなシステ

ムとその効果 

第 25 回医療薬学会年会 

南 智香子，祖川 倫太郎，大塚 泰史，持永 早希

子，田﨑 正信，松尾 宗明，原 英夫 

小児においてシクロスポリンとミコナゾールゲルの薬物

間相互作用を評価した 1 症例 

第 25 回医療薬学会年会 

山口 美紗子，久保 陽平，祖川 倫太郎，今長谷 尚

史，進藤 岳郎，原 英夫 

血栓性血小板減少性紫斑病患者のバルプロ酸ナトリ

ウム血中濃度に血漿交換療法が影響したと考えられ

た 1 症例 

第 25 回医療薬学会年会 

有働和馬,一番ヶ瀬優佳,草野脩平,高原光平,藏田彩,柿

木寛明,南里麻己,東武昇平,野口満 

医学部学生を対象とした腹腔鏡ドライボックス実習の

効果についての検討． 
第 25 回九州内視鏡下外科手術研究会． 

野口満 前立腺癌手術に於ける開腹術との比較． 第 25 回九州内視鏡下外科手術研究会． 

田代宏樹、高橋浩一郎、加藤剛、林真一郎、木村晋

也、荒金尚子 

Monocytes IL-33 contributes to HDM-induced airway 

inflammation 
第 25 回国際喘息学会、日本・北アジア部会学術集会 

〇傍示 幸、祖川 倫太郎、持永 早希子、島ノ江 千

里、田崎正信、原 英夫 

ラモトリギンの皮膚障害に関するリスク因子の検討と

発現時期の調査 
第 25 回日本医療薬学会年会 

Hara M,  Nishida Y, Shimanoe C, Otsuka Y, Nanri H, 

Higaki Y, Horita M, Kawai K, Li YS, Kasai J, Kasai H, 

Tanaka K. 

Association between moderate/vigorous intensity of 

physical activity and urinary levels of 8-

hydroxydeoxyguanosine in middle-aged Japanese men 

and women 

第 25 回日本疫学会学術総会 

Nishida Y, Higaki Y, Taguchi N, Hara M, Nakamura K, 

Nanri H, Imaizumi T, Sakamoto T, Shimanoe C, Horita 

M, Shinchi K, Tanaka K 

Association between objectively measured physical 

activity and serum adiponectin in the middle-aged 

population. 

第 25 回日本疫学会学術総会 

長友大輔、下村光洋、琴岡憲彦、尾山純一、挽地裕、

野出孝一  

感染性大動脈瘤のステントグラフト術後に炎症性大動

脈瘤を発症したと考えられる一例 

第 25 回日本心血管画像動態学会 

多胡素子、坂本佳子、尾山純一、野出孝一 2 型糖尿病高齢者におけるシタグリプチンの有効性と

安全性 

第 25 回日本老年医学会九州地方会 

松本明子、小中原猛雄、市場正良、矢嶋伊知郎、

Vasilis Vasiliou、藤田真由美 
飲酒と ALDH2 欠損によって生じる色素沈着症の研究 第 26 回日本色素細胞学会学術大会 

*坂本佳子、琴岡憲彦、小松愛子、秋吉妙美、秋吉重

康、梅木俊春、下村光洋、挽地裕、柚木純二、蒲原啓

司、田中厚寿、古川浩二郎、森田茂樹、野出孝一 

重症大動脈弁狭窄症に対する TAVI 前後における心

エコー図の変化と合併症の検討について 

第 26 回日本心エコー図学会学術集会 

○梅木俊晴、秋吉妙美、秋吉重康、坂本佳子、小松愛

子、琴岡憲彦、諸隈宏之、蒲原啓司、末岡榮三朗、森

田茂樹、野出孝一 

巨大冠動脈瘤を合併した左冠動脈冠静脈洞瘻の診断

に心エコーが有用であった１例 

第 26 回日本心エコー図学会学術集会 

秋吉妙美、琴岡憲彦、小松愛子、坂本佳子、浅香真知

子、多胡素子、秋吉重康、梅木俊春、森田茂樹、野出

孝一 

僧帽弁逸脱症における経胸壁心エコー図所見と手術

所見の比較検討 

第 26 回日本心エコー図学会学術集会 

*原博満、飯笹英一、清原秀泰、中馬康志、矢野郁也、

植松崇之、久保田未央、梅村正幸、山崎晶、松崎吾

朗、吉田裕樹 

自然免疫 ITAM 関連受容体による結核菌脂質の認識

と免疫応答 

第 26 回日本生体防御学会学術総会 シンポジウム

「自然免疫研究の新展開」 

石川慎一郎、江内田寛 当院におけるリパスジル点眼薬の短期使用経験 第 26 回日本緑内障学会 

*船島由美子、永沢善三、宮本比呂志 Microwave を利用した迅速抗酸菌染色法の検討 第 27 回臨床微生物迅速診断研究会総会 
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四宮宗一郎, 濱田 献, 平川奈緒美 
神経症を伴う慢性痛患者における抑肝散の有用性の

検討 
第 28 回 日本疼痛漢方研究会学術集会 

〇Tokumaru S, Uno T, Kaneyasu Y, Kazumoto T, 

Harima Y, Noda S, Niibe Y, Shimanoe C, Toita T 

Outcomes of postoperative radiotherapy for pelvic 

lymph node-positive uterine cervical cancer: A multi-

institutional survey in Japan 

第 28 回日本放射線腫瘍学会学術大会  

草野脩平,藏田 彩,野口 満,魚住二郎 コメディカルは排尿記録を有効活用できているか？． 第 28 回日本老年泌尿器科学会 

東武昇平,野口満,藏田彩,魚住二郎 
高齢膀胱癌症例の膀胱全摘尿路変更術後における抑

うつ症状発症危険因子の検討． 
第 28 回日本老年泌尿器科学会． 

大塚泰史、稲田由紀子、垣内俊彦、岡政史、陣内久美

子、横田吾郎、小野晋康、松本志郎、阪本 靖介、松尾

宗明 

高アンモニア血症に対して早期に体外循環治療を施

行できたカルバミルリン酸合成酵素欠損症の一例． 
第 29 回九州小児ネフロロジー研究会 

柿木寛明 PNL． 第 29 回日本泌尿器内視鏡学会総会． 

永瀬浩太郎、古場慎一、井上卓也、成澤 寛 

Vascular E-selectin Expression Correlates with CD8 

Lymphocyte infiltration and Improved outcome in 

Merkel cell carcinoma 

第 29 回表皮細胞研究会 

三浦大介, 中村公秀, 濱田 献, 平川奈緒美, 坂口嘉

郎 

超音波ガイド下持続胸部傍脊椎ブロックを用いた心尖 

部アプローチの経カテーテル的大動脈弁移植術の周

術期疼痛管理. 

第 2 回 日本区域麻酔学会 

中村公秀, 濱田 献, 平川奈緒美, 坂口嘉郎 

当院における人工膝関節全置換術に対する持続大腿

神経ブ 

ロックの鎮痛効果- 

片側と両側の比較検討- 

第 2 回 日本区域麻酔学会 

柚木純二 ～TAVI～ハンズオンセミナー インストラクター 第 2 回 Student Heart Disease for Surgeons 

相島 慎一 NASH の病理診断 第 2 回炎症と生活習慣病 研究会 

小荒田秀一 リウマチ・膠原病における関節エコーと鑑別診断 第２回嬉野関節エコー研修会 

石川慎一郎 糖尿病網膜症 第 2 回佐賀糖尿病療養指導士認定研修会 

野口満 排尿障害のケアと処方箋． 第２回専門医から学ぶ総合診療講演会． 

北村浩晃、柏田知美、小宮一利、大隈恵美、高瀬ゆか

り、荒金尚子、木村晋也 
原発不明の両側卵巣印環細胞癌 第 309 回日本内科学会九州地方会 

松尾清美,一ノ瀬浩幸,坂本雄一郎,坂井吉祥 
円背などの脊椎の変形があっても安全に座れる自動

車シート 
第 30 回リハ工学カンファレンス 

松尾清美,一ノ瀬浩幸,石橋弘人,古賀愼弥 膝当て移乗動作の研究 第 30 回リハ工学カンファレンス 

松尾清美 
歩きにくくなった人や歩けなくなった人の乗り物につい

て 

第 30 回リハ工学カンファレンス 乗り物 SIG 基礎セミ

ナー 

Tanaka A, Yuasa S, Node K, Fukuda K. Recent progress in pathophysiology of hypertrophic 

cardiomyopathy using iPS cells. 

第 30 回日本不整脈学会学術大会・第 32 回日本心電

学会学術集会合同学術大会 

*渡邉裕子，山口由衣，渡邉友也，髙村直子，太田昭

一郎，東義則，出原賢治，相原道子 

乾癬における血清 Squamous cell carcinoma antigen 2

値の検討 
第 30 回日本乾癬学会学術大会 

鶴田紀子、久富万智子、永瀬浩太郎、井上卓也、成澤 

寛  

Pegylated interferon alfa-2a で誘発され，肢端に著明

な角化を呈した乾癬の１例 
第 30 回日本乾癬学会学術大会  

*野田岩男, 宮本比呂志, 上野雅也, 江頭秀一, 塚本

正紹, 河野俊介, 園畑素樹,  

 

馬渡正明 

銀含有 HA コーティングからの銀イオンの徐放性評価 第 30 回日本整形外科学会基礎学術集会 

〇前間  真弓，林 章浩，池田 弘典，椛島 久美子，

田籠 康洋，黒岩 智子，山﨑 由美，朝長 元輔，井

手 貴雄，北村 浩晃，水田  敏彦，江口 有一郎 

婦人科癌における NST 介入の意義―介入状況と経過

に関するカルテレビュー 

第 30 回日本静脈経腸栄養学会学術集会 

中尾嘉修、徳田悠希子、小野行秀、田代知子、丸山暁

人、小野伸之、小荒田秀一、大田明英、多田芳史 

金属アレルギーにより増悪した掌蹠膿疱症性骨関節

炎の１例 
第３１０回九州地方会 

上床希久，藥師寺祐介，井手俊宏，田畑絵美，吉川正

章，原 英夫 

ダビガトラン内服で内頚動脈可動性血栓が消失した非

弁膜症性心房細動合併アテローム血栓性脳梗塞の 1

例 

第 310 回日本内科学会九州地方会 

美奈川紘，溝口 恵，小杉雅史，藥師寺祐介，原 英

夫 

一度の髄液排除試験のみで歩行障害・認知機能障害

が改善し、持続する特発性正常圧水頭症の 1 例 
第 310 回日本内科学会九州地方会 

貞松宏典、高橋浩一郎、栗原有紀、平川治樹、小宮一

利、中村朝美、木村晋也、荒金尚子 
肺ノカルジア症を合併した気管支喘息の一例 第 310 回日本内科学会九州地方会 

白井慎平、山内康平、鶴岡ななえ、坂田資尚、岩切龍

一、藤本一眞、岸 知哉、池田裕次 

当院における潰瘍性大腸炎に対する血球成分除去療

法の治療効果に関する検討 
第 310 回日本内科学会九州地方会 

東友梨恵、山﨑あゆむ、井上洋平、小松愛子、琴岡憲

彦、野出孝一 

深部静脈のみならず動脈内にも多量の血栓を認めた

Type1 プロテイン C 欠病症の 1 例 

第 310 回日本内科学会九州地方会 

永瀬浩太郎、井上卓也、篠田洋介、三砂範幸、成澤 

寛 
後頭部の腫瘤 第 31 回 日本皮膚病理組織学会 

高瀬 幸徳 
multidetector-row CT での CTA による脊髄血管病変

描出能の検討． 

第 31 回 NPO 法人日本脳神経血管内治療学会学術

総会． 

緒方敦之 
TOF MRA 高信号プラークに対する頸動脈ステント留

置術の治療成績． 

第 31 回 NPO 法人日本脳神経血管内治療学会学術

総会． 

相島 慎一 

肝・胆・膵腫瘍における病理、 

 

日常の細胞診に役立つ病理学的知識 第 31 回佐賀県臨床細胞学会 
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相島 慎一 肝・胆・膵腫瘍における病理、 

日常の細胞診に役立つ病理学的知識 

第 31 回佐賀県臨床細胞学会 

中原 由利重,楢﨑 さやか,甲斐 敬太,中村 光男,次

富 久之,山崎 真希子,増田 正憲,高瀬 ゆかり,相島 

慎一,戸田 修二 

捺印細胞診で推定困難であった大腿部 Myeloid 

sarcoma の一例 
第 31 回佐賀県臨床細胞学会地方会 

西山 哲、橋口真理子、山本美保子、野口光代、山崎

文朗、内山倫子、中尾佳史、横山正俊 
子宮頸部大細胞神経内分泌癌の診断に至った一例． 第 31 回佐賀県臨床細胞学会地方会． 

田中浩暁、榊保彦、西ノ首知永子、横山正俊、福田耕

一 

当センターにおける佐賀市 HPV 併用子宮頸がん検診

にみる実績報告について． 
第 31 回佐賀県臨床細胞学会地方会． 

松尾清美、一ノ瀬浩幸、上村哲司、浅見豊子 下肢のエレベーティングによる身体への影響 第 31 回日本義肢装具学会 

古場慎一、永瀬浩太郎、井上卓也、成澤 寛 
自然消退傾向を示した有棘細胞癌を合併するメルケ

ル細胞癌の１例 
第 31 回日本皮膚悪性腫瘍学会総会 

米倉直美、井上卓也、三砂範幸、成澤寛、新井貴之、

横山庫一郎 
背部に生じた皮膚原発骨外性 Ewing 肉腫の 1 例 第 31 回日本皮膚悪性腫瘍学会総会 

北村 捷,甲斐 敬太,佐藤 慎太郎,中村 光男,次富 

久之,山崎 真希子,増田 正憲,高瀬 ゆかり,倉富 勇

一郎,相島 慎一 

上咽頭に発生した Synovial sarcoma の１例 第 31 回日本臨床細胞学会九州連合会学会 

坂田省三, 武田雄二, 大庭大治, 宮本詩子, 森田茂樹 
悪性黒色腫からの転移性肺腫瘍と鑑別困難であった

特発性肺内血腫の 1 例 
第 32 回日本呼吸器外科学会総会 

武田雄二, 坂田省三, 宮本詩子 縦隔内に転移を来した Myxofibrosarcoma の 1 例 第 32 回日本呼吸器外科学会総会 

宮本詩子, 武田雄二, 坂田省三, 森田茂樹 
術中迅速病理検査にて胸腺カルチノイドと診断され、

追加拡大切除を行った一症例 
第 32 回日本呼吸器外科学会総会 

垣内俊彦、中山愛子、江口有一郎、松尾宗明 
佐賀県小児科勤務医における小児 B 型/C 型肝炎母

子感染に対する意識・診療実態調査． 
第 32 回日本小児肝臓研究会 

吉岡 史隆,下川 尚子,高口 素史,古川  隆,伊藤 寛,

緒方 敦之,高瀬 幸徳,中原 由紀子,増岡 淳,河島 雅

到,阿部 竜也 

二分脊椎に伴う側弯症患者における Curved Planar 

Reconstruction 画像の有用性． 
第 32 回日本二分脊椎研究会． 

○Sasaguri T, Yasaka T, Ishikawa A, Murata Y, Hara H, 

Yoshida H, Hirakawa N 

Pain Behavior of Interleukin‐ 

 

27 Knockout Mice. 

第 33 回 九州ペインクリニック学会 

Sasaguri T, Yasaka T, Ishikawa A, Murata Y, Hara H, 

Yoshida H, Hirakawa N 

Pain Behavior of Interleukin‐ 

27 Knockout Mice. 
第 33 回 九州ペインクリニック学会 

濱田 献, 平川奈緒美, 濱田さつき, 四宮宗一郎, 坂

口嘉郎 
SUNA に対してプレガバリンが奏功した一例 第 33 回 九州ペインクリニック学会 

小杉寿文, 平田道彦, 島川勇介, 濱田 献, 久保麻悠

子, 佐藤英俊, 平川奈緒美, 坂口嘉郎 

プレガバリンの大 

量服薬と飲酒による乱用で幻覚妄想を認めた 1 例. 
第 33 回 九州ペインクリニック学会 

山田クリス孝介, 井澤修平, 菅谷 渚, 木村健太, 小川

奈美子, 城月健太郎, 長野祐一郎 

急性ストレスに対する認知的評価が心臓血管およびコ

ルチゾール反応に与える影響 
第 33 回 日本生理心理学会大会（ポスター発表） 

*井澤修平, 菅谷 渚, 木村健太, 小川奈美子, 山田ク

リス孝介, 城月健太郎, 長野祐一郎 

主観的幸福感と急性ストレス場面におけるコルチゾー

ル反応 
第 33 回 日本生理心理学会大会（ポスター発表） 

秋吉俊明、松久葉一、江里口理嘉、森本正敏、北嶋修

司 

クライオトップを用いたウサギ桑実胚の凍結における

凍結保存液の検討 

第 33 回九州実験動物研究会総会 

下川 尚子,吉岡 史隆,江橋 諒,古川 隆,高口 素史,若

宮 富浩,緒方 敦之,高瀬 幸徳,中原 由紀子,増岡 淳,

河島 雅到,阿部 竜也,平川 奈緒美,坂口 嘉郎 

脊髄脂肪腫術後に発症した偽性髄膜瘤に対し、内視

鏡併用硬膜修復術を行った一例． 
第 33 回日本こども病院神経外科医会． 

吉岡 史隆,下川 尚子,高口 素史,古川  隆,伊藤 寛,

緒方 敦之,高瀬 幸徳,中原 由紀子,増岡 淳,河島 雅

到,阿部 竜也 

二分脊椎に伴う側弯症患者における Curved Planar 

Reconstruction 画像の有用性． 
第 33 回日本こども病院神経外科医会． 

山下佳雄、蒲原麻菜、檀上 敦、後藤昌昭 
口腔腫瘍患者への広範囲顎骨支持型装置および広範

囲顎骨支持型補綴の使用について 
第 33 回日本口腔腫瘍学会総会・学術大会 

山本あゆみ、秋永和之、松永妃都美、新地浩一 実践的な国際看護の教育内容に関する研究; 第３３回日本国際保健医療学会西日本地方会 

2015.2.28. 鹿児島県薩摩川内市 

田中沙恵、柿原奈保子、新地浩一 佐賀県におけるインドネシア人看護師候補生に対する

大学と地域の病院との連携の報告 

第３３回日本国際保健医療学会西日本地方会 

2015.2.28. 鹿児島県薩摩川内市 

久本由香里、上原範久、久木田明子、久木田敏夫 

Galectin9 による破骨細胞分化制御メカニズムの解明：

NFATc1 の発現を抑制する転写因子 MafB 及び IRF-8 

の関与 

第 33 回日本骨代謝学会 

*上原範久、久木田明子、久本由香里、保田尚孝、久

木田敏夫 

ミニン 332 による RANK 発現調節とマクロファージ-破

骨細胞分化転換の制御 
第 33 回日本骨代謝学会 

Xu Xianghe, Noboru Funakubo, Makoto Shiraki, Toshio 

Kukita, Akiko Kukita   

Novel Role of Nedd4 adaptor protein, Pmepa1 in the 

differentiation and function of osteoclasts 
第 33 回日本骨代謝学会 

若宮 富浩,鈴木 諭,本田 裕之,溝口 昌弘,吉本 幸司,

飯原 弘二,中原 由紀子,河島 雅到,阿部 竜也,岩城 

徹 

Medulloblastoma における CPT1C と FASN の発現

について． 
第 33 回日本脳腫瘍病理学会． 

増田 正憲 卵巣腫瘍 第 343 回九州・沖縄スライドコンファレンス 

増田 正憲 尿道腫瘍 第 347 回九州・沖縄スライドコンファレンス 

田島大輔、須山ゆかり、松尾宗明 眼筋型重症筋無力症の一例． 第 350 回福岡小児神経研究会  

○冨野広通、田島大輔、大塚泰史、松尾宗明 
急性巣状細菌性腎炎を合併した可逆性脳梁膨大部病

変を有する脳炎/脳症の一例． 
第 351 回福岡小児神経研究会 

田島大輔、松尾宗明 
筋力低下・筋緊張低下を来たし筋生検で判明した脊髄

性筋萎縮症Ⅲ型の一例． 
第 353 回福岡小児神経研究会  



 74 

前田寿幸、平原恵子、田島大輔、松尾宗明 難治性けいれんに Fanconi 症候群を合併した 1 例． 第 354 回福岡小児神経研究会 

前田寿幸、平原恵子、松尾宗明 自己免疫性自律神経節障害の 1 例． 第 356 回福岡小児神経研究会 

前田寿幸、平原恵子、松尾宗明 脳海綿状血管腫の 1 例． 第 358 回福岡小児神経研究会  

康 欽, 蒋 昌宇, 藤田亜美, 朱 蘭, 熊本栄一 

カルボンによる TRP チャネル活性化を介したラット脊

髄膠様質ニューロンの自発性興奮性シナプス伝達の

促進. 

第 36 回脊髄機能診断研究会 

徐 志昊, 蒋 昌宇, 藤田亜美, 朱 蘭, 王 翀, 熊本栄

一 

成熟ラット脊髄膠様質ニューロンの自発性興奮性シナ

プス伝達に及ぼすチモールの作用. 
第 36 回脊髄機能診断研究会 

徳島 英明，田﨑 正信，石丸 悠子，真﨑 恵美，竹

森 幸子，富安 真由美，黒木 益実，木村 晋也，原 

英夫 

当院における製造販売後調査費用増額後の受託状況

について 

第 36 回日本臨床薬理学会学術総会 

田中敦史、野出孝一 Recent clinical trials of newer anti-diabetic drugs: 

What do biomarkers tell us? 

第 36 回日本臨床薬理学会学術総会 

石川卓也、山田泰教、花本猛士 新規ジフルオロメチル基導入反応剤の開発 第 37 回 フッ素化学討論会 ポスター発表 P-25 

舩津文香、山本岳史、東島直生、松本幸、志波徹、河

野俊介、北島将、園畑素樹、馬渡正明 

人工股関節全置換術後の解剖学的脚長差と機能的脚

長差の差異は歩行速度に影響する 

第 37 回九州理学療法士作業療法士合同学会 

東島直生，山本岳史，志波徹，松本幸，船津文香，井

手衆哉，園畑素樹，馬渡正明 

人工膝関節全置換術後の活動量と影響を及ぼす因子

の検討 

第 37 回九州理学療法士作業療法士合同学会 

蒲池 和晴, 久保田 寧, 佐野 雅之, 山口 享祐, 西岡 

敦二郎, 吉原 麻里, 北村 浩晃, 横尾 眞子, 進藤 岳

郎, 安藤 寿彦, 小島 研介, 末岡 榮三郎, 木村 晋也 

約 15 年間、胆道出血を繰り返す Bernard-Soulier 

syndrome の一例 
第 37 回日本血栓止血学会  

尾形善康、永井功造、西眞範、松尾宗明 
エルトロンボパグが有効であった慢性免疫性血小板減

少症の一例. 
第 37 回日本血栓止血学会学術集会 

須山ゆかり、永井功造、尾形善康、木村亜由美、松尾

宗明 

第Ⅸ因子および aPCC 製剤によるアナフィラキシーを

認めたインヒビター陽性重症血友病 B の一例． 
第 37 回日本血栓止血学会学術集会  

＊田野崎隆二、崔日承、下坂元継、宇都宮與、徳永正

人、中野信行、福田隆浩、中前裕久、竹本茂樹、楠本

茂、友寄武昭、末岡栄三朗、白土基明、末廣陽子、山

中武春、岡村純、鵜池直邦 

成人 T 細胞白血病リンパ腫に対するフルダラビンとブ

スルファンを用いた減量前処置法による血縁者間末梢

血幹細胞移植：多施設第Ⅱ相臨床試験の結果 

第 37 回日本造血細胞移植学会総会 

康 欽, 蒋 昌宇, 藤田亜美, 朱 蘭, 王 翀, 熊本栄一 

成熟ラット脊髄膠様質ニューロンの自発性のグルタミン

酸作動性興奮性シナプス伝達に及ぼす(-)-カルボンと

(+)-カルボンの作用. 

第 37 回日本疼痛学会 

徐 志昊, 藤田亜美, 蒋 昌宇, 朱 蘭, 王 翀, 熊本栄

一 

チモールは成熟ラット脊髄膠様質ニューロンにおいて

神経終末からのグルタミン酸の自発放出の増加と外向

き膜電流を誘起する. 

第 37 回日本疼痛学会 

八坂敏一, Boyle K, Shehab S, Scott D, Riddell J, 藤田

亜美, 熊本栄一, Callister R, Graham B, Hughes D 

ラット脊髄後角において有髄線維終末をシナプス前抑

制する細胞の同定. 
第 37 回日本疼痛学会 

松上優、山本遼平、熊井隆、梅木辰也、高椋利幸 
低温におけるアルコール－水混合溶液の NMR ケミカ

ルシフトと水素結合数の相関 
第 37 回溶液化学シンポジウム 

松上 優，山本遼平，熊井 隆，梅木辰也，高椋利幸 
低温におけるアルコール－水混合溶液の NMR ケミカ

ルシフトと水素結合数の相関 
第 37 回溶液化学シンポジウム，佐賀 

勝部翔太郎，天野賢史，佐藤高彰，梅木辰也，高椋利

幸，勝本之晶，嘉治寿彦，平本昌宏，西山 桂 

小さな芳香族分子が自己組織化したオルガノゲルの

高次構造と発光物性 
第 37 回溶液化学シンポジウム，佐賀 

白木綾、尾山純一、野出孝一 GLP-1 受容体アナログの非糖尿病性心不全における

作用 

第 38 回日本高血圧学会総会 

中村敏子、山下純世、藤田恵、荒川仁香、田辺晶代、

市原淳弘、神出計、小松愛子、野出孝一、大屋祐輔、

男女共同参画委員会 

日本高血圧学会・男女共同参画委員会からの報告 第 38 回日本高血圧学会総会 

*野田岩男, 宮本比呂志, 上野雅也, 江頭秀一, 塚本

正紹, 河野俊介, 園畑素樹,  

 

馬渡正明 

銀 HA コーティングの抗菌能の持続性評価 第 38 回日本骨・関節感染症学会 

藤田亜美, 蒋 昌宇, 康 欽、朱 蘭, 王 翀, 熊本栄一 
成熟ラット脊髄後角膠様質ニューロンにおける自発性

興奮シナプス伝達のカルボンによる促進. 
第 38 回日本神経科学大会 

蒋 昌宇, 藤田亜美, 徐 年香, 朱 蘭, 王 翀, 熊本栄

一 

1,8-シネオールと 1,4-シネオールは、それぞれ TRPA1

と TRPV1 の活性化により成熟ラット脊髄後角膠様質

ニューロンの自発性興奮シナプス伝達を促進する. 

第 38 回日本神経科学大会 

八坂敏一, Boyle AK, Shehab AS, Scott TD, Riddell SJ, 

藤田亜美, 熊本栄一, Callister JR, Graham AB, 

Hughes ID 

脊髄後角への有髄一次求心性線維入力はパルブアル

ブミン発現インターニューロンによるシナプス前抑制を

受ける. 第 38 回日本神経科学大会 

*下川敏文，布村聡，藤澤大輔，羅智靖 
好中球分化における C/EBPαC 末端による標的遺伝

子特異的制御 
第 38 回日本分子生物学会年会 

久木田 明子, 徐 祥赫, 菖蒲池 健夫, 武智 香織, 古

賀 貴子, 白木 誠, 蒲原 麻菜, 久木田 敏夫, 高柳 

広 

POZ-ZF 転写制御因子 LRF/OCZF の破骨細胞の分

化と機能における役割 

第３８回日本分子生物学会年会、第 88 回日本生化学

会大会 合同大会（ワークショップ） 

Guo J, Xia J, Kuwashiro T,Kojima M ,Ozaki I,Anzai K, 

Matushashi S 

 

（1Dept. Int. Med., Fac. of Med., Saga Uni., 2Health 

Admistration Center, Fac. of Med., Saga Uni.） 

PDCD4 knockdown inhibits cell growth by interfering 

cell cycle regulators via upregulation of p21expression 

in hepatoma cells  

第 38 回日本分子生物学会年会/第 88 回日本性化学

大会 合同大会 

井上卓也、髙原佳奈子、森 槙子、三砂範幸、成澤 

寛 

皮膚のみに多発結節を生じた成人 Langerhans 細胞組

織球症の 1 例 
第 39 回 LCH 研究会 
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山下佳雄、下平大治、檀上 敦、後藤昌昭 初回口唇形成術時の三角弁の経時的変化 第 39 回日本口蓋裂学会学術集会 

橋本安希、井上卓也、森 槙子、古場慎一、成澤 寛  顔面に生じた乳児血管腫の治療経験 第 39 回日本小児皮膚科学会学術大会 

柿原奈保子 熱傷皮膚モデル表皮保湿における洗浄ケアの影響 第 3 回看護理工学会学術集会 

山下佳雄 がん患者の口腔ケア 第３回佐賀がんリハビリテーション研修会 

小野伸之 当院におけるオレンシアの治療経験 第３回佐賀リウマチ治療セミナー 

白井礼子、井上卓也、三砂範幸、成澤 寛 下腿潰瘍を生じた皮膚サルコイドの 1 例  第 3 回佐賀下肢救済フォーラム 

柚木純二 佐賀大学 TAVI 治療を振り返って～1 年半の旅～ 第 3 回佐賀弁膜症研究会 

古川浩二郎 
弁膜症外科治療の更なる高みをめざして～自己弁温

存大動脈基部置換術と両尖完全温存僧帽弁置換術 
第 3 回佐賀弁膜症研究会 

前田香織 江里口誠 登川誠也 山口香織 嘉村顕 

鈴山耕平 植田友貴 古川愛子 小柳みどり 中迫正

臣 浅見豊子  原英夫 

筋萎縮性側索硬化症患者に対する当院の取り組み 第 3 回難病医療ネットワーク学会学術集会 

登川誠也 江里口誠 前田香織 山口香織 松島淳 

嘉村顕 溝口惠 植田友貴 古川愛子 小柳みどり 

中迫正臣 浅見豊子  原英夫 

当院における ALS 患者への在宅支援、地域・訪問スタ

ッフとの連携 ～症例を通して 支援状況の現状～ 

第 3 回難病医療ネットワーク学会学術集会 

〇登川誠也、江里口誠、前田香織、山口香織、松島

淳、嘉村顕、溝口惠、植田友貴、古川愛子、小柳みど

り、中迫正臣、浅見豊子、原英夫 

当院におけるＡＬＳ患者への在宅療養支援、地域・訪

問スタッフとの連携 
第 3 回日本難病医療ネットワーク学会学術集会 

〇前田香織、江里口誠、登川誠也、山口香織、嘉村

顕、鈴山耕平、古川愛子、重松知子、植田友貴、小柳

みどり、浅見豊子、原英夫 

筋萎縮性側索硬化症患者に対する当院の取り組み 第 3 回日本難病医療ネットワーク学会学術集会 

*Izaki S, Nunomura S, Hayama K, Fujisawa D, Hatada 

Y, Ra C, Okayama Y, Terui T 

Usefulness of flow cytometric analysis for detection of 

anti-FcεRI autoantibody in chronic spontaneous 

urticaria 

第 40 回日本研究皮膚科学会年次学術大会 

薬師寺祐介、溝口恵、井手俊宏、原英夫 脳血管障害と慢性腎臓病（CKD） 第 40 回日本脳卒中学会総会 

薬師寺祐介, Charidimou A, Werring DJ, 野口智幸, 西

原正志, 南里悠介, 江里口誠,  中島順子, 原英夫 

健常人における血管周囲腔拡大の分布とその関連因

子: the Kashima Scan Study  
第 40 回日本脳卒中学会総会 

〇児玉祥一、江里口誠、南里悠介、田中淳、藥師寺祐

介、浅見豊子、原英夫 

急性期脳卒中安静度拡大アルゴズム使用の安全性に

ついての検証 
第 40 回日本脳卒中学会総会 

溝口惠、江里口誠、前田香織、皆良田貴之、南里悠

介、田中淳、藥師寺祐介、浅見豊子、原英夫 

急性期脳卒中患者に対する嚥下内視鏡検査を用いた

嚥下機能評価は経口摂取獲得可能な患者の予測に寄

与する 

第 40 回日本脳卒中学会総会 

緒方 敦之,高瀬 幸徳,古川 隆,中城 博子,伊藤 寛,高

口 素史,鈴山 堅志,岡本 浩昌,高松 裕一郎,河島 雅

到 

TOF MRA 高信号プラークに対する頸動脈ステント留

置術の治療成績. 
第 40 回日本脳卒中学会総会． 

〇大枝敏、岩根紳治、江口有一郎、安西慶三 
FibroScan と VTQ による肝硬度測定において皮膚-肝

表距離が与える影響 
第 41 回日本肝臓学会西部会 

＊澁木太郎、大塚大河、水田敏彦 
自己免疫性肝炎の再燃危険因子に関する検討－佐賀

県肝疾患拠点病院による多施設共同研究－ 
第 41 回日本肝臓学会西部会 

○小島基靖, 桑代卓也, 岡田倫明, 高橋宏和, 松田や

おい, 尾崎岩太, 田中賢一, 荒木紀匡, 北島陽一郎, 

小野尚文, 江口尚久, 小野正文, 兵庫秀幸, 江口有一

郎, 安西慶三.  

NASH における GLP-1 受容体作動薬の膵β細胞保護

作用に関する検討.  

第 41 回日本肝臓学会西部会 

松本浩一, 山田友子, 谷川義則, 中村公秀, 三浦大

介, 中川内章, 坂口嘉郎 

難知性心室細動に対してランジ 

オロール塩酸塩が著効した 1 症例 
第 42 回 日本集中治療医学会学術集会 

井上卓也、橋本明子、高瀬佳奈子、三砂範幸、成澤 

寛 

初診時のダーモスコピーでは良性パターンを示し、急

速に拡大した足底悪性黒色腫の 1 例 
第 42 回 皮膚かたち研究学会学術大会 

東島直生 松本幸 河野俊介 北島将 園畑素樹 馬

渡正明 

人工股関節全置換術後患者の歩行速度に影響を及ぼ

す因子 

第 42 回日本股関節学会 

東島直生 松本幸 河野俊介 北島将 園畑素樹 馬

渡正明 

人工股関節全置換術後早期の睡眠と影響を及ぼす因

子の検討 

第 42 回日本股関節学会 

松本幸 東島直生 河野俊介 北島将 森本忠嗣 園

畑素樹 馬渡正明 

術前の脊柱側弯カーブと人工股関節全置換術後の機

能的脚長差との関連性について 

第 42 回日本股関節学会 

小網博之、阪本雄一郎 
血漿フィブリノゲン値と Thromboelastometry における

FIBTEM は相関するのか？ 

第 42 回日本集中治療医学会（口演 19 血液・凝固線

溶） 

垣内俊彦、中山愛子、杉田恵美、飯田千晶、田代克

弥、松尾宗明 

フォンタン循環における門脈血流、脾臓エラストグラフ

ィおよびアシアロシンチの肝線維化指標としての有用

性の検討． 

第 42 回日本小児栄養消化器肝臓学会 

中山愛子、垣内俊彦、杉田恵美、田代克弥、松尾宗明 
抗アルドステロン作用薬の追加が奏功した Fontan 術

後蛋白漏出性胃腸症の一例． 
第 42 回日本小児栄養消化器肝臓学会 

持永 早希子，細矢 和久，前田 美由紀，田﨑 正

信，藤戸 博，和田 幸樹，本山 敬一，東 大志，石

塚 洋一，有馬 英俊，入江 徹美，松尾 宗明 ，原 

英夫 

ニーマンピック病 C 型治療薬としての院内製剤 2 -

hydroxypropyl -β- cyclodextrin 注射剤の開発 

第 42 回日本小児臨床薬理学会学術集会 

在津正文、土井大人、溝口達弘、志田かおる 
レストランでの除去食品誤食によりアナフィラキシーを

きたした症例． 
第 43 回西日本小児アレルギー研究会 

浦島真由美、在津正文、川﨑祥平、土井大人、一ノ瀬

文男、小野直子、稲田浩子、西村真二、辻功介 

気管支喘息と鑑別すべき疾患の 1 つとして：新生児期

より喘鳴を認めた重複大動脈弓の 2 例． 
第 43 回西日本小児アレルギー研究会 

溝口達弘、在津正文 
佐賀大学病院におけるアナフィラキシーでの受診者の

実態について.  
第 43 回西日本小児アレルギー研究会 

○堀晋一朗, 柚木純二, 田中厚寿, 高瀬浩二郎, 諸隈

宏之, 野口 亮, 古賀秀剛, 蒲原啓司, 古川浩二郎, 

森田茂樹 

Adamkiwicz 動脈同定 CT をライブ画像に superinpose

して行った TEVAR の 1 例 
第 43 回日本血管外科学会学術総会 
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諸隈宏之, 古川浩二郎, 平田静香, 高瀬浩二郎, 野口 

亮, 古賀秀剛, 柚木純二, 蒲原啓司, 田中厚寿, 森田

茂樹 

Shaggy aorta 症例に対する全弓部置換術 第 43 回日本血管外科学会学術総会 

＊手島英一, 岡崎幸生, 野上英次郎, 松永 巌, 樋口

真哉, 伊藤 翼 

左胃動脈瘤切迫破裂に対して血管内治療が奏功した

1 例  
第 43 回日本血管外科学会学術総会 

柚木純二, 蒲原啓司, 田中厚寿, 古賀秀剛, 諸隈宏

之, 野口 亮, 古川浩二郎, 森田茂樹 

新たな Hybrid 手術室−Artis Zeego（Siemens）＋

MAGNUS OR Table（MAQUET）−の有用性と問題点  
第 43 回日本血管外科学会学術総会 

蒲原啓司, 柚木純二, 古賀秀剛, 諸隈宏之, 野口 亮, 

高瀬浩二郎, 田中厚寿, 古川浩二郎, 森田茂樹 

脊髄保護の観点からみた広範囲胸部大動脈瘤に対す

るオープンステント法の治療戦略 
第 43 回日本血管外科学会学術総会 

古川浩二郎, 蒲原啓司, 古賀秀剛, 柚木純二, 諸隈宏

之, 野口 亮, 森田茂樹 

大動脈弁逆流を伴う大動脈基部拡大に対する

Remodeling 手術 
第 43 回日本血管外科学会学術総会 

諸隈宏之, 高瀬浩二郎, 野口 亮, 古賀秀剛, 柚木純

二, 蒲原啓司, 田中厚寿, 古川浩二郎, 森田茂樹 
中枢神経合併症を伴う急性大動脈解離症例の検討 第 43 回日本血管外科学会学術総会 

○下川尚子、阿部竜也、河島雅到、増岡 淳、中原由

紀子、高瀬幸徳、緒方敦之、高口 素史、伊藤 寛、古

川 隆、松尾宗明、田島大輔 

痙性麻痺に対する ITB 療法の経験． 第 43 回日本小児神経外科学会 

○橋本 真由美,山﨑 里子,桐明 祐弥,大石 美華,山田 

みゆき,下川 尚子 

手術室における胎内からの周術期看護～中枢神経系

疾患の症例を通して～． 
第 43 回日本小児神経外科学会． 

古川 隆,下川 尚子,高口 素史,伊藤 寛,緒方 敦之,高

瀬 幸徳,中原 由紀子,増岡 淳,河島 雅到,阿部 竜也,

田島 大輔,松尾 宗明 

小児硬膜下血腫の臨床的検討． 第 43 回日本小児神経外科学会． 

下川 尚子,阿部 竜也,河島 雅到,増岡 淳,中原 由紀

子,高瀬 幸徳,緒方 敦之,高口 素史,伊藤 寛,古川  

隆,松尾 宗明,田島 大輔 

痙性麻痺に対する ITB 療法の経験． 第 43 回日本小児神経外科学会． 

○原由紀子、水口昌伸、坂田祐之、岩切龍一、藤本一

眞、下田悠一郎、梶原哲郎、原田嘉文、光武良彦、原

田宏一、朝長道生、藤崎純士、松本洋二、山根秀樹、

今村達也、遠藤広貴 

平成 23 年度佐賀県大腸がん集検の集計結果と過去

との比較 
第 43 回日本消化器がん検診学会九州地方会 

濱田 献, 松島 淳, 上村裕平, 石川亜佐子, 平川奈

緒美 

母親の過干渉が症状を遷延させたと考えられた 2 症 

例. 
第 44 回 日本慢性疼痛学会 

 

内田匤彦、坂田祐之、岩切龍一、藤本一眞、陣内重

信、森田秀祐、内田 哲、水口昌伸、藤岡康彦、寺田

洋臣、坂田恒彦、森山幹夫、中山信一、森 久男、腹

巻勝正 

  

佐賀県における胃癌検診成績 第 44 回日本消化器がん検診学会九州地方会 

Koarada S, Ohta A, Tada Y 
The role of RP105-negative plasmblasts in IgG4-

related disease 
第４４回日本免疫学会学術集会 

○Koarada S, Ohta A, Tada Y plasmblasts in IgG4-relateddisease 第４４回日本免疫学会学術集会 

*Ito R, Nunomura S, Katano I, Takahashi T, Ito M 

Intratracheal administration of IL-33 effectively 

induces eosinophilic airway inflammation in novel 

humanized NOG mice 

第 44 回日本免疫学会総会・学術集会 

*Kametani Y, Shimada S, Nunomura S, Suemizu H, 

Takabayashi S, Shiina T, Katoh H, Suzuki R, Habu S, 

Sasaki E 

Common marmoset CD117-positive hematopoietic 

cells possess multipotency  
第 44 回日本免疫学会総会・学術集会 

尾崎岩太, 安田郁, 古川早苗, 武富弥栄子, 小川康

子, 福島雅子, 木道圭子, 佐藤武, 市場正良. 

職業性ストレス調査の有用性. 第 45 回九州地区大学保健管理研究協議会 

内田雄基， 檀上敦， 重松正仁， 山下佳雄， 後藤昌

昭 

上顎骨から蝶形骨翼状突起領域に歯科インプラントを

埋入する時の解剖学的危険性： CT 計測による研究 
第 45 回日本口腔インプラント学会学術大会 

蒲原啓司, 柚木純二, 古賀秀剛, 諸隈宏之, 野口 亮, 

高瀬浩二郎, 田中厚寿, 古川浩二郎, 森田茂樹 

過去 25 年の遠隔成績からみた Stanford A 型急性解

離手術における中枢側断端形成の重要性 
第 45 回日本心臓血管外科学会学術総会 

柚木純二, 蒲原啓司, 田中厚寿, 挽地 裕, 下村光洋, 

坂本佳子, 諸隈宏之, 古賀秀剛, 高瀬浩二郎, 古川浩

二郎, 森田茂樹 

新規参入施設における TAVI の初期成績 第 45 回日本心臓血管外科学会学術総会 

森田茂樹 診療報酬を医師・医療従事者にいかに還元するか？ 第 45 回日本心臓血管外科学会学術総会 

諸隈宏之, 高瀬浩二郎, 野口 亮, 古賀秀剛, 柚木純

二, 蒲原啓司, 田中厚寿, 古川浩二郎, 森田茂樹 

僧帽弁置換術後の弁周囲逆流に対する再手術症例の

検討 
第 45 回日本心臓血管外科学会学術総会 

*野田岩男, 宮本比呂志, 上野雅也, 江頭秀一, 塚本

正紹, 河野俊介, 園畑素樹,  

 

馬渡正明 

次世代抗菌性ハイドキシアパタイトコーティング -銀イ

オン溶出特性と抗菌性能- 第 45 回日本人工関節学会 

北島将，河野俊介，園畑素樹，馬渡正明 後方アプローチでの人工股関節置換術後の筋力評価 第 45 回日本人工関節学会 

○野田岩男，宮本比呂志，上野雅也，江頭秀一，塚本

正紹，河野俊介，園畑素樹，馬渡正明 

次世代抗菌性ハイドロキシアパタイトコーティング-銀イ

オン溶出特性と抗菌性能- 
第 45 回日本人工関節学会 

○田中里紀，北島将，河野俊介，上野雅也，江頭秀

一，園畑素樹，馬渡正明 

人工股関節全置換術後の歩行における足部方向の変

化 
第 45 回日本人工関節学会 

園畑素樹，河野俊介，北島将，馬渡正明 当科における臼蓋側人工股関節再置換術 第 45 回日本人工関節学会 

井手衆哉，明寺由理子，田島智徳，染矢晋佑，園畑素

樹，馬渡正明 

人工膝関節全置換術の QOL 評価について 第 45 回日本人工関節学会 
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＊記伊祥雲，染矢晋佑，田島智徳，長嶺里美，井手衆

哉，園畑素樹，馬渡正明 

両側同時人工膝関節全置換術における同種骨回避率 第 45 回日本人工関節学会 

○長嶺里美，井手衆哉，田島智徳，染矢晋佑，園畑素

樹，馬渡正明 

PS TKA の脛骨コンポーネントデザインが骨吸収に及

ぼす影響 

第 45 回日本人工関節学会 

○染矢晋佑，井手衆哉，田島智徳，長嶺里美，園畑素

樹，馬渡正明 

人工膝関節全置換術後感染に対する治療法の検討 第 45 回日本人工関節学会 

○田島智徳，井手衆哉，長嶺里美，染矢晋佑，園畑素

樹，馬渡正明 

透析患者の TKA 後に広範な皮膚壊死を発症した

Calciphylaxis の 1 例 

第 45 回日本人工関節学会 

鶴田紀子、桑代麻希、久富万智子、永瀬 浩太郎、井

上卓也、成澤寛 

筋弛緩薬の皮膚テストが陽性であったため原因薬と過

信し、再度アナフィラキシーを起こしたウリナスタチンア

レルギーの 1 例 

第 45 回日本皮膚アレルギー・接触皮膚炎学会総会学

術大会 

古川浩二郎, 佐藤 久, 蒲原啓司, 柚木純二, 諸隈宏

之, 森田茂樹 

二尖弁・AR に対する VAJ annuloplasy を併施した形成

術 
第 47 回日本胸部外科学会九州地方会総会 

*稲富香織、石井生、古賀義法、後藤由紀子、財前善

雄、垣内俊彦 

胆嚢低形成および肝外胆道狭小化を伴った Alagille 症

候群の１例． 
第 483 回日本小児科学会福岡地方会例会  

山下佳雄、合島怜央奈、大坪哲哉、小野大帝、林 信

哉、後藤昌昭 
ヒト口腔がん細胞株に対する大気圧プラズマの影響 第 48 回 NPO 法人日本口腔科学会九州地方部会  

○七田茂輝, 古川浩二郎, 諸隈宏之, 野口 亮, 蒲原

啓司, 森田茂樹 

外傷性三尖弁閉鎖不全症に三尖弁形成術を施行した

一例 
第 48 回日本胸部外科学会九州地方会総会 

＊林 奈宜, 蒲原啓司, 古賀秀剛, 高木 淳 完全弁下組織温存僧帽弁置換術の１例 第 48 回日本胸部外科学会九州地方会総会 

＊吉武秀一郎, 片山雄二, 諸隈宏之, 大崎 隼 再発にて計３回の手術を行った粘液線維肉腫の一例 第 48 回日本胸部外科学会九州地方会総会 

○七條正英, 古川浩二郎, 森田茂樹 僧帽弁置換術後 23 年目に生じた弁周囲逆流の 1 例 第 48 回日本胸部外科学会九州地方会総会 

柚木純二 
心臓外科医の視点から導入 1 年を振り返って－各施

設での SAVR と TAVI の適応－ 

第 48 回日本胸部外科学会九州地方会総会ランチョン

セミナー3 

多田芳史、末松梨絵、田代知子、小野伸之、貞永裕

梨、小野行秀、徳田悠希子、大田明英、小荒田秀一 

自己免疫疾患合併 RA と非合併 RA におけるアバタセ

プトの効果と副作用の検討 
第４９回九州リウマチ学会 

徳田悠希子、小野伸之、小野行秀、貞永裕梨、田代知

子、末松梨絵、小荒田秀一、大田明英、多田芳史 

器質化肺炎を合併した関節リウマチ患者についての検

討 
第４９回九州リウマチ学会 

小野行秀、徳田悠希子、貞永裕梨、田代知子、末松梨

絵、小野伸之、小荒田秀一、多田芳史、大田明英 

高安動脈炎に対する初期治療反応性と長期治療成績

の検討 
第４９回九州リウマチ学会 

池田翔大、小野伸之、徳田悠希子、小野行秀、貞永裕

梨、田代知子、末松梨絵、小荒田秀一、大田明英、多

田芳史 

潰瘍性大腸炎の経過中に苺状歯肉炎で発症した多発

血管炎性肉芽腫症の一例 
第４９回九州リウマチ学会 

粕谷加代子、貞永裕梨、小野行秀、徳田悠希子、田代

知子、末松梨絵、小野伸之、小荒田秀一、多田芳史、

大田明英 

多彩な脳神経障害を来した肥厚性硬膜炎合併多発血

管炎性肉芽腫症の１例 
第４９回九州リウマチ学会 

夏目貴子、大田明英、小荒田秀一、小野伸之、末松梨

絵、田代知子、貞永裕梨、小野行秀、徳田悠希子、多

田芳史 

膠原病患者の QOL 向上を目指した社会支援について 第４９回九州リウマチ学会 

前田寿幸、荒木薫、松尾宗明、加藤光広、才津浩智、

中島光子、松本直通 

GABRA1 遺伝子異常を伴った難治性てんかんの 3

例． 
第 49 回日本てんかん学会学術集会 

田島大輔、松尾宗明、石井清久、平原恵子、前田寿

幸、佐藤忠司 

定期的ステロイドパルスが有効な徐波睡眠期持続性

棘徐波を呈するてんかんの一例． 
第 49 回日本てんかん学会総会 

＊藤井昌志, 與田幸恵, 奥山桂一郎, 伊藤孝太朗, 三

宅修輔, 平木将紹, 柚木純二, 能城浩和 
感染性動脈瘤食道穿破に対する鏡視下食道切除術 第 49 回日本胸部外科学会九州地方会総会 

鬼丸 翔平・池田 達郎・成田 貴行・大石 祐司 光-熱変換型光応答性ハイドロゲルの体積変化特性 第 4 回 CSJ 化学フェスタ 

柚木純二 
弁膜症の治療の実際－新しい弁膜症治療 TAVI の現

状と実際－ 

第 4 回 North QEC(九州 echocardiographt 

conference) 

太田昭一郎 
ペリオスチンを用いた特発性肺線維症のコンパニオン

診断薬開発 
第 4 回 TOBIRA 研究交流フォーラム 

柚木純二 
経カテーテル大動脈弁留置術(TAVI)導入から 1 年経

過して 
第 4 回日本臨床外科学会佐賀県支部学術集会 

武田雄二 
左主気管支狭窄病変に対する気道内ステント留置に

より惹起した気管支食道瘻の 1 例 
第 4 回日本臨床外科学会佐賀県支部学術集会 

井上 聡 座長 第４回日本臨床外科学会佐賀県支部学術集会 

小野伸之、中尾嘉修、小野行秀、徳田悠希子、貞永裕

梨、田代知子、丸山暁人、小荒田秀一、大田明英、多

田芳史、岡田倫明 

HCV 感染合併関節ﾘｳﾏﾁ患者の臨床像と治療につい

ての検討 
第５０回九州リウマチ学会 

田代知子、中尾嘉修、小野行秀、徳田悠希子、小野伸

之、小荒田秀一、大田明英、多田芳史 
ベーチェット病の手指関節炎の検討 第５０回九州リウマチ学会 

＊上床希久、小野行秀、小野伸之、中尾嘉修、徳田悠

希子、丸山暁人、小荒田秀一、大田明英、多田芳史、

小松愛子、薬師寺祐介 

遺伝性 CI インヒビター欠損症に合併した全身性エリト

マトーデスの１例 
第５０回九州リウマチ学会 

＊堺真梨子、丸山暁人、小野行秀、中尾嘉修、徳田悠

希子、貞永裕梨、田代知子、小野伸之、小荒田秀一、

大田明英、多田芳史 

生物学的製剤による寛解維持中に血管炎を合併した

関節リウマチの１例 
第５０回九州リウマチ学会 

徳田悠希子、中尾嘉修、小野行秀、貞永裕梨、田代知

子、丸山暁人、小野伸之、小荒田秀一、大田明英、多

田芳史 

シェーグレン症候群の経過中に発症した筋膜炎・筋炎

の一例 
第５０回九州リウマチ学会 

中尾嘉修、徳田悠希子、小野行秀、田代知子、丸山暁

人、小野伸之、小荒田秀一、大田明英、多田芳史 

金属アレルギーにより増悪した掌蹠膿疱症性骨関節

炎の一例 
第５０回九州リウマチ学会 



 78 

*原田真理、森下高弘、楠原浩一、西村真直、郭義胤、

垣内俊彦、久野敏 

感冒時の肉眼的血尿より発見に至った HBV 関連腎症

の女児例． 
第 50 回日本小児腎臓病学会学術集会 

○堤惠理子、村田祐造、坂本麻衣子、堀川悦夫 
糖尿病ラットの腎臓に関する運動効果  形態学的，

及び AGEs と iNOS の免疫組織化学的分析 
第 50 回日本理学療法学術大会 

○桑代卓也, 尾崎岩太, 岩根紳治, 松橋幸子, 大塚大

河, 江口有一郎, 安西慶三.  
細胞外マトリックスは細胞接着シグナルを介してインタ

ーフェロンシグナルを抑制する。 

第 51 回に本肝臓学会総会 

○岡田倫明, 泉夏美, 古川尚子, 大枝敏, 岩根紳治, 

尾崎岩太, 安西慶三, 江口有一郎. 

一般市民向け公開講座のアンケートから得られた来場

者の背景と来場者増加, ニーズ向上の課題. 

第 51 回に本肝臓学会総会 

*北島陽一郎, 高橋宏和, 辻千賀, 尾崎岩太, 小野尚

文, 江口尚久, 江口有一郎, 安西慶三.  

食事運動療法による脂肪肝改善に骨格筋脂肪が与え

る影響. 

第 51 回に本肝臓学会総会 

*窪津祥仁, 大塚大河, 荒木紀匡, 蒲池沙央里, 磯田

広史, 中下俊哉, 江口有一郎, 尾崎岩太,安西慶三.  

早期肝細胞癌根治治療後のインターフェロンによる抗

ウイルス療法.  

第 51 回に本肝臓学会総会 

徳永 翔太、成田 貴行、大石 祐司 バイオポリマーゲルからなる JANUS 型粒子の調製 第 51 回化学関連支部合同九州大会 

山田凜、北村二雄 ポリ臭素化ベンゼン類のトリメチルシリル化反応 第 51 回化学関連支部合同九州大会 

牟田健祐、北村二雄 
ヨードアレーンを触媒とする 1，3-ジカルボニル化合物

のフッ素化反応 
第 51 回化学関連支部合同九州大会 

鶴田裕美、柘植圭介、吉村臣史、柳田晃良、永尾晃治 レンコンポリフェノール分画物の機能性に関する研究 第 51 回化学関連支部合同九州大会 

本田貴浩・高倉洋一・成田貴行・大石祐司 
基質応答性を持つカプセルの自律振動特性と放出挙

動 
第 51 回化学関連支部合同九州大会 

権藤圭祐、北村二雄 
新規官能性超原子価ヨウ素ベンザイン発生剤の合成

と多環系芳香族化合物の合成 
第 51 回化学関連支部合同九州大会 

古賀裕也、林 良、長田聰史、藤田一郎、浜崎雄平、

兒玉浩明 

好中球プライミングを引き起こす FPR1 膜貫通ペプチド

の活性発現構造の検索 

第 51 回化学関連支部合同九州大会（2013 年 6 月 28

日、北九州国際会議場、北九州市） 

相島 慎一 問題症例検討会３ 第 51 回肝癌研究会 

飯田千晶、田代克弥 

タダラフィル導入が著効したダウン症による重症

Eisenmenger 症候群の 1 例．A 21-trisomy lady with 

severe Eisenmenger syndrome who has been 

effectively treated by induction of tadalaphil. 

第 51 回小児循環器学会学術集会 

岡田倫明、泉 夏美、古川尚子、大枝 敏、岩根紳治、

尾﨑岩太、安西慶三、江口有一郎 

一般市民向け公開講座のアンケートから得られた来場

者の背景と来場者増加、ニーズ向上の課題 
第 51 回日本肝臓学会総会 

垣内俊彦、江口有一郎、松尾宗明 
妊婦健診における肝炎ウイルス検査に対する意識調

査の検討． 
第 51 回日本肝臓学会総会 

田代克弥、飯田千晶、牛ノ濱大也 
スピロノラクトンの追加投与が奏功した蛋白漏出性胃

腸症の一例． 
第 51 回日本小児循環器学会学術集会 

小網博之、阪本雄一郎、井上聡、伊佐勉 

門脈ガス血症を伴う腸管壊死症例を予測する診断基

準の作成ならびに有効性の検証～民間総合病院外科

医と大学病院救急医のコラボレーション 

第 51 回日本腹部救急医学会（診療と研究のトピック

ス・ビューポイント） 

内川和也、三好 篤、山口友範、山地康大郎、古賀浩

木、姉川 剛、篠崎由賀里、隅 健次、田中聡也、北原

賢二、佐藤清治 

術前に診断し得た胆嚢捻転症の 1 例 第５１回日本腹部救急医学会総会 

蒋 昌宇, 藤田亜美, 王 翀, 余 婷, 平尾 崚, 熊本栄

一 

ラット脊髄後角浅層ニューロンにおけるオキシトシンの

シナプス伝達修飾の性差と生後発達. 
第 52 回ペプチド討論会 

在津正文、溝口達弘、松尾宗明 
外食・対面販売用惣菜で除去食品を摂取しアナフィラ

キシーをきたした症例． 
第 52 回日本小児アレルギー学会 

溝口達弘、在津正文 
佐賀大学病院におけるアナフィラキシーでの受診者の

実態について.  
第 52 回日本小児アレルギー学会  

尾崎岩太, 安田郁, 古川早苗, 武富弥栄子, 小川康

子, 福島雅子, 木道圭子, 佐藤武, 市場正良.  

職業性ストレス調査の有用性：佐賀大学医学部におけ

る結果から.  

第 53 回全国大学保健管理研究集会 

福田亜紗子、相原聡美、久富万智子、野口光代、西山 

哲、橋口真理子、中尾佳史、横山正俊 

タキサン系薬剤によると考えられた顔面の皮膚症状に

ついての検討． 
第 53 回日本癌治療学会学術集会． 

渡辺直子、水町麻里、中尾佳史、上村哲司、横山正俊 
佐賀大学におけるリンパ浮腫治療のチームアプロー

チ． 
第 53 回日本癌治療学会学術集会． 

佐藤勇司、 一番ヶ瀬優佳、 柿木寛明、 林洋子、 高

木紀人． 

淡明細胞癌を背景に多様な組織型を呈し、急激に増

悪した腎細胞癌の 1 例． 
第 53 回日本癌治療学会学術集会． 

西山 哲、光 貴子、橋口真理子、大隈恵美、相原聡

美、中尾佳史、横山正俊 

当科における婦人科悪性腫瘍の初回治療前深部静脈

血栓症スクリーニングの現状． 
第 53 回日本癌治療学会学術集会． 

光 貴子、野口光代、西山 哲、大隈恵美、橋口真理

子、安永牧生、中尾佳史、横山正俊 
妊娠・産褥期に診断された子宮頸癌の臨床的検討． 第 53 回日本癌治療学会学術集会． 

相原聡美、橋口真理子、西山 哲、大隈恵美、中尾佳

史、横山正俊 

卵巣がん患者における終末期についての話合いと終

末期治療の状況． 
第 53 回日本癌治療学会学術集会． 

Shioya T 
Regulation of cardiac Na/Ca exchanger by PMCA via 

“calcium holes” 
第 53 回日本生物物理学会年会 

〇永渕美樹、藤井純子、泉 夏美、岩根紳治、大枝 

敏、岡田倫明、江口有一郎、安西慶三  

佐賀県内の肝炎コーディネーターと糖尿病療養指導士

の連携の現状 
第 53 回日本糖尿病学会九州地方会 

出原賢治 気管支喘息治療における新時代の幕開け 第 53 回日本内科学会近畿支部生涯教育講演会 

楠元美華、寒竹大地、横尾摩耶、石川慎一郎、江内田

寛 

当院における緑内障手術時の抗血栓薬の取り扱いと

出血性合併症の検討 
第 53 回六大学合同眼科研究会 

甲斐 敬太, 中村 光男, 相島 慎一   
肝癌の細胞診、画像解析ソフトを用いた細胞像と組織

像の比較 
第 54 回 日本臨床細胞学会秋季大会 

重松正仁，園田友美，西 智子，福島京子，百武義之，

中山雪時，野口信宏，山下佳雄，佐野雅之，後藤昌昭 

多施設病院における医療従事者への口腔ケアに関す

るアンケート調査 
第 54 回全国国保地域医療学会 
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横山正俊、橋口真理子、本田敦子、野口光代、西山 

哲、内山倫子、中尾佳史 

シンポジウム HPV 検査時代の細胞診検査の果たす

役割 佐賀市における HPV 検査併用検診の現状と問

題点． 

第 54 回日本臨床細胞学会秋期大会． 

野口光代、西山 哲、大隈恵美、橋口真理子、内山倫

子、安永牧生、金井督之、中尾佳史、横山正俊、岩坂 

剛 

子宮体癌 1 期の再発における腟断端細胞診の有用

性． 
第 54 回日本臨床細胞学会秋期大会． 

西山 哲、橋口真理子、福田亜紗子、大隈恵美、甲斐

敬太、野口光代、内山倫子、金井督之、山崎文朗、中

尾佳史、横山正俊 

子宮頸部細胞診．子宮内膜細胞診が術前診断の一助

となった卵巣癌の一例． 
第 54 回日本臨床細胞学会秋期大会． 

出原賢治 間質性肺炎特異的ペリオスチン測定キットの開発 第 55 回日本呼吸器学会学術講演会 

*長崎忠雄，松本久子，金光禎寛，出原賢治，東田有

智，堀口高彦，北英夫，富井啓介，藤村政樹，横山彰

仁，中野恭幸，保澤総一郎，伊藤功朗，小熊毅，田尻

智子，岩田敏之，出原裕美，新実彰男，三嶋理晃 

呼気 NO と血清ペリオスチンはステロイド低感受性喘

息を同定する 
第 55 回日本呼吸器学会学術講演会 

*岡元昌樹，太田昭一郎，出原賢治，星野友昭 特発性肺線維症と血清バイオマーカー 第 55 回日本呼吸器学会学術講演会 

田代宏樹、高橋浩一郎、加藤剛、林真一郎、荒金尚子 顕微鏡的多発血管炎 45 症例の肺病変の解析 第 55 回日本呼吸器学会学術講演会 

中村朝美、荒金尚子、小宮一利、小林直美、林真一

郎、末岡榮三朗、木村晋也 
血漿を用いた afatinib 再投与効果予測因子の検討 第 55 回日本呼吸器学会総会 

中村朝美、荒金尚子、小宮一利、小林直美、林真一

郎、木村晋也 
血漿を用いた EGFR-TKIs 獲得耐性機序の解明 第 55 回日本肺癌学会九州支部学術集会 

楢崎 さやか, 甲斐 敬太, 中村 光男, 次富 久之, 中

原 由利重, 山崎 真希子, 増田 正憲, 高瀬 ゆかり, 

相島 慎一, 戸田 修二 

CML 寛解中に出現した大腿部 Myeloid sarcoma の一

例 
第 56 回 日本臨床細胞学会総会春期大会 

薬師寺祐介, 野口智幸, 江里口誠, 西原正志,原めぐ

み, 南里悠介, 堀川悦夫, 西山雅則,原 英夫 

Basal Ganglia Cerebral Microbleeds and Global 

Cognitive Function: The Kashima Scan Study 
第 56 回日本神経学学術大会 

井手俊宏 藥師寺祐介  田中淳 江里口誠 森法道 

溝口惠 田畑絵美 小杉雅史 原英夫 

簡易版 NIHSS により rt-PA 静注療法後 24 時間の神

経学的評価を安全に行える． 
第 56 回日本神経学学術大会 

小宮一利、中村朝美、貞松 宏典、中島千穂、武田雄

二、木村晋也、荒金尚子 

ALK 融合遺伝子陽性肺癌に対する ALK 阻害剤の有

効性と安全性の後方視的検討 
第 56 回日本肺癌学会学術集会 

中村朝美、小林直美、梅口仁美、小宮一利、木村晋

也、荒金尚子 
血漿を用いた EGFR-TKIs 効果予測因子の検討 第 56 回日本肺癌学会学術集会 

坂田省三, 宮本詩子, 武田雄二, 森田茂樹 
腎細胞癌術後 31 年目に診断された肺および縦隔リン

パ節転移の１例 
第 56 回日本肺癌学会学術集会 

西山哲，光貴子，橋口真理子，大隈恵美，野口光代，

内山倫子，山本美和子，山崎文朗，中尾佳史，横山正

俊 

子宮頸部に発生した大細胞神経内分泌癌の一例． 第 56 回日本臨床細胞学会総会（春期大会）. 

光貴子，野口光代，西山哲，橋口真理子，安永牧生，

金井督之，内山倫子，中尾佳史，横山正俊，岩坂剛 
妊娠合併子宮頸癌と細胞診断． 第 56 回日本臨床細胞学会総会（春期大会）. 

Kito Y  

Spontaneous electrical activity recorded from 

fibroblast-like 

 

cells in small intestine.  

第 57 回 日本平滑筋学会総会  

鬼頭佳彦、三井烈  ラット小腸の電気的自発活動の性質  第 57 回 日本平滑筋学会総会  

久本由香里、上原範久、久木田明子、久木田敏夫 
Galectin-9 による破骨細胞形成抑制機構：MafB 制御

関与の可能性 
第 57 回歯科基礎医学会 

久木田明子、徐祥赫、久木田敏夫 
OCZF（Zbtb7a）タンパク質の破骨細胞分化における発

現誘導とその機能の解析 
第 57 回歯科基礎医学会 

合島怜央奈, 木附智子, 吉本怜子, 大崎康吉, 張 旌

旗, 檀上 敦, 山下佳雄, 城戸瑞穂 

マウス口蓋創傷モデルの治癒過程における上皮間葉

転換関連分子の発現解析 
第 57 回歯科基礎医学会学術大会・総会 

*木附智子, 合島怜央奈, 畠山純子, 大崎康吉, 張旌

旗, 城戸瑞穂 

TRPV4 遺伝子欠失が歯肉付着上皮における物質透

過性に与える影響 
第 57 回歯科基礎医学会学術大会・総会 

*吉本怜子, 合島怜央奈, 吉住潤子, 木附智子, 檀上 

敦, 山下佳雄, 城戸瑞穂 

口腔内乾燥を訴える患者に認められた口唇粘膜上皮

の変性とマクロファージの浸潤 
第 57 回歯科基礎医学会学術大会・総会 

*児玉祐一、岡本康裕、稲垣二郎、永井功造、野口貴

之、古賀友紀、西 眞範、日高靖文、上田耕一郎、野村

優子、盛武 浩、糸長伸能、河野嘉文 

小児 AML の寛解導入不能例の長期予後 ‐KYCCSG 

ANLL855, ANLL88, ANLL91‐． 
第 57 回日本小児血液・がん学会学術集会 

前田寿幸、城崎幸介、八木ひとみ、東元 健、松尾宗

明、副島英伸 

Beckwith-Wiedemann 症候群エピ変異症例におけるイ

ンプリント DMR の包括的メチル化解析 
第 57 回日本小児神経学会学術集会 

前田寿幸、城崎幸介、八木ひとみ、東元健、松尾宗

明、副島英伸 

Beckwith-Wiedemann 症候群エピ変異症例におけるイ

ンプリント DMR の包括的メチル化． 
第 57 回日本小児神経学会学術集会 

古賀佳代、小野晋康、尾形善康、松尾宗明 
開頭血腫除去術後に血友病の診断に至り、出血性ショ

ックと脳梗塞を発症した一例． 
第 57 回日本小児神経学会学術集会 

平原恵子、松尾宗明、高栁俊光 
極低出生体重児の修正 1 歳半時の M－CHAT の検

討． 
第 57 回日本小児神経学会学術集会  

田島大輔、松尾宗明 Abusive Head Trauma 12 例の臨床像と発達予後． 第 57 回日本小児神経学会総会 

松尾宗明、石塚洋一 、持永早希子 、前田美由紀、榊

原崇文、崎山快夫、和田幸樹、有馬英俊、入江徹美 

ニーマンピック病Ｃ型の新規治療法．シンポジウム 10 

代謝疾患の新規治療ー神経症状をターゲットにした治

療法． 

第 57 回日本小児神経学会総会 

○藤田 愛, 野口 光代, 橋口 真理子, 西山 哲, 山口 

浩樹, 甲斐 敬太, 大隈 恵美, 相原 聡美, 山崎 文

朗, 中尾 佳史, 横山 正俊 

卵巣胚細胞性腫瘍の脾臓再発を疑われた深在性真菌

症の 1 例 
第 57 回日本婦人科腫瘍学会 



 80 

光 貴子、中尾佳史、藤田 愛、福田亜紗子、大隈恵

美、西山 哲、橋口真理子、相原聡美、野口光代、安

永牧生、山崎文朗、横山正俊 

SMILE（Stratified mucin-producing intraepithelial 

lesion）と子宮頸部未分化癌が併存した例． 
第 57 回日本婦人科腫瘍学会学術講演会． 

中尾佳史、橋口真理子、西山 哲、大隈恵美、光 貴

子、福田亜紗子、藤田 愛、相原聡美、野口光代、安

永牧生、山崎文朗、横山正俊 

子宮頸癌ｃM1 症例に対する初回治療とその予後（後

方視的検討）． 
第 57 回日本婦人科腫瘍学会学術講演会． 

福田亜紗子、野口光代、藤田 愛、光 貴子、西山 

哲、橋口真理子、大隈恵美、相原聡美、安永牧生、中

尾佳史、山崎文朗、横山正俊 

子宮頸部上皮内腺癌の診断過程についての検討． 第 57 回日本婦人科腫瘍学会学術講演会． 

 

石川光也、笠松高弘、中西 透、水野美香、馬場 長、

松本佳也、中井英勝、野河孝充、有吉和也、井上貴

史、横山正俊、齋藤文誉、川畑宜代、久高 亘、津田 

均、福永真治、坂本 穆彦、加来恒壽、恩田貴志、八

重樫伸生 

子宮頸部神経内分泌腫瘍に対する多施設共同観察研

究 進行期症例の解析． 
第 57 回日本婦人科腫瘍学会学術講演会． 

西山 哲、光 貴子、藤田 愛、橋口真理子、大隈恵

美、相原聡美、野口光代、山崎文朗、中尾佳史、横山

正俊 

当科における婦人科悪性腫瘍の初回治療前深部静脈

血栓症スクリーニングの現状． 
第 57 回日本婦人科腫瘍学会学術講演会． 

相原聡美、橋口真理子、大隈恵美、西山 哲、中尾佳

史、横山正俊 

卵巣がん患者における終末期についての話合いの時

期と終末期治療の状況． 
第 57 回日本婦人科腫瘍学会学術講演会． 

藤田 愛、野口光代、橋口真理子、西山 哲、山口浩

樹、甲斐敬太、大隈恵美、相原聡美、山崎文朗、中尾

佳史、横山正俊 

卵巣胚細胞性腫瘍の脾臓再発を疑われた深在性真菌

症の 1 例． 
第 57 回日本婦人科腫瘍学会学術講演会． 

大塚泰史、岡 政史、陣内久美子、佐藤忠司、松尾宗

明、進藤岳郎、木村晋也、川崎 誠二、末岡榮三朗 

Thromboticmicroangiopathy における抗 CFH 抗体と原

因遺伝子の解析． 
第 58 回日本腎臓学会 

＊西島亜紀、高橋宏和、戸田修二、江口有一郎 
慢性肝疾患患者における脂肪組織と肝組織の病理学

的検討 
第 58 回日本糖尿病学会年次学術集会 

＊辻 千賀、高橋宏和、小野正文、江口尚久、藤本一

眞、茶山一彰、西原利治、安西慶三、江口有一郎 

飲酒は脂肪肝の『リスク』か？内臓肥満,性差からみた

脂肪肝との関連性の検討 
第 58 回日本糖尿病学会年次学術集会 

＊脇山マキ、宮﨑和代、佐伯昌子、岩﨑理佳、千布 

裕、山口美幸、小島基靖、井本めくみ、藤松里美、安

西慶三  

当院の佐賀県糖尿病コーディネート看護師活動を振り

返って～診療所スタッフ向け糖尿病教室開催後の聞き

取り調査から見えた事～ 

第 58 回日本糖尿病学会年次学術集会 

山口美幸、寺坂喜子、那須俊甫、髙木祐介、松田やよ

い、藤井純子、藤井 進、菊池 守、竹之下博正、上村

哲司、安西慶三 

当院のＤＰＣ解析から明らかとなった糖尿病足病変治

療における地域連携の必要性 
第 58 回日本糖尿病学会年次学術集会 

廣崎友里、新納宏昭、大田俊一郎、植木尚子、中山剛

志、三嶋浩司、猪口翔一朗、髙木綾子、中川仁、中野

翔太、押領司大助、綾野雅宏、上田彰、久本仁美、 田

中淳、三苫弘喜、赤星光輝、有信洋二郎、山田久方、

久木田明子、塚本浩、 赤司浩一 

関節リウマチの骨破壊に寄与する RANKL 発現エフェ

クターB 細胞の機能解析 
第 59 回日本リウマチ学会総会 

小野行秀、徳田悠希子、貞永裕梨、田代知子、末松梨

絵、小野伸之、小荒田秀一、大田明英、多田芳史 

高安動脈炎に対する初期治癒反応性と長期治癒成績

の検討 
第 59 回日本リウマチ学会総会・学術集会 

＊新納宏昭、塚本 浩、有信洋二郎、赤星光輝、三苫

弘喜、押領司健介、井上 靖、澤部琢哉、永野修司、

西坂浩明、吉澤誠司、多田芳史、吉澤 滋、大塚毅、

上田 章、中島 衡、堀内孝彦、赤司浩一 

関節リウマチ患者におけるトリシマブの有効性および

酸化ストレスマーカー変化量の検討 
第 59 回日本リウマチ学会総会・学術集会 

＊桐野洋平、川口鎮司、多田芳史、岩本雅弘、大田俊

行、長澤浩平、塚本 浩、武井修治、堀内孝彦、山田

秀裕、高橋裕樹、上田敦久、大田明英、石ヶ坪良明 

成人スティル病における血清フェリチン・ヘムオキシゲ

ナーゼ１の診断への有効性：多施設共同研究の中間

報告 

第 59 回日本リウマチ学会総会・学術集会 

多田芳史、末松梨絵、田代知子、小野伸之、貞永裕

梨、小野行秀、徳田悠希子、小荒田秀一、大田明英 

自己免疫疾患合併 RA と非合併 RA におけるアバタセ

プトの効果と副作用の検討 
第 59 回日本リウマチ学会総会・学術集会 

徳田悠希子、小野伸之、小野行秀、貞永裕梨、田代知

子、末松梨絵、小荒田秀一、大田明英、多田芳史 

器質化肺炎を合併した関節リウマチ患者についての検

討 
第 59 回日本リウマチ学会総会・学術集会 

小荒田秀一、小峯光徳、徳田悠希子、小野行秀、貞永

裕梨、末松梨絵、田代知子、小野伸之、大田明英、多

田芳史 

関節リウマチの臨床的寛解状態における残存単関節

炎に対するセルトリズマブ・ペゴルの投与経験 
第 59 回日本リウマチ学会総会・学術集会 

多田芳史、小荒田秀一、小野伸之、末松梨絵、田代知

子、貞永裕梨、徳田悠希子、小野行秀、大田明英 

トリシズマブ治療による T 細胞サブセットマスター遺伝

子発現の変化 
第 59 回日本リウマチ学会総会・学術集会 

末松梨絵、田代知子、小野行秀、徳田悠希子、貞永裕

梨、小野伸之、小荒田秀一、大田明英、多田芳史 
ゴリムマブが有効であった難治性高安病の３例 第 59 回日本リウマチ学会総会・学術集会 

貞永裕梨、小野行秀、徳田悠希子、田代知子、末松梨

絵、小野伸之、小荒田秀一、多田芳史、大田明英、千

布 裕 

強皮症に合併した急性腎不全の検討 第 59 回日本リウマチ学会総会・学術集会 

田代知子、小野行秀、徳田悠希子、貞永裕梨、末松梨

絵、小野伸之、小荒田秀一、大田明英、多田芳史 

ベーチェット病における小関節炎に関する画像診断学

的検討 
第 59 回日本リウマチ学会総会・学術集会 

小野伸之、小野行秀、徳田悠希子、貞永裕梨、田代知

子、末松梨絵、小荒田秀一、大田明英、多田芳史 

救急外来を受診した関節リウマチ患者の背景および転

帰の検討 
第 59 回日本リウマチ学会総会・学術集会 

石川慎一郎 
緑内障点眼治療の再確認：オーダーメード治療に向け

た治療戦略 
第 5 回 YOSAKOI 緑内障研究会 

梅林泰宏，渡辺日香里，梅木辰也，土井寛之，斎藤蒼

思，高椋利幸 

擬プロトン性イオン液体の超 Arrhenius プロトン伝導の

可能性 
第 5 回イオン液体討論会，横浜 

下平大治 山下雄平 靍岡祥子 檀上敦 山下佳雄 

後藤昌昭 

口腔内症状が契機となった多発血管炎性肉芽腫症の

一例 
第 60 回 日本口腔外科学会総会•学術大会 
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山下佳雄、井上将成、山下雄平、靏岡祥子、下平大

治、檀上 敦、後藤昌昭 

保存的治療後の関節突起骨折部位の 3 次元的形態

評価 
第 60 回日本口腔外科学会学術大会  

靏岡祥子， 檀上 敦， 下平大治， 山下佳雄， 後藤

昌昭 
口腔扁平上皮癌における EMT 関連因子発現の検討 第 60 回日本口腔外科学会総会・学術大会 

東武昇平,野口満 
大網巻絡 CAPD ｶﾃｰﾃﾙ閉塞に対する腹腔鏡下ハイブ

リッド解除術． 
第 60 回日本透析医学会学術集会・総会． 

大島綾花、池田弘典、川﨑誠司、東谷孝徳、太田昭一

郎、末岡榮三朗 

L 鎖のみと反応した LD 結合性免疫グロブリンの 1 症

例 

第 60 回日本臨床検査医学会九州地方会 第 26 回日

本臨床化学会九州支部総会 

*阿部幸一郎，布村聡，羅智靖，田嶋敦 
自然炎症性症候群モデルマウスにおける自然免疫系

のシグナル伝達異常による炎症発生機構の解析 
第 62 回実験動物学会総会 

徳永 翔太・成田 貴行・大石 祐司 
バイオポリマーゲルをマトリックスとした酵素固定型

JANUS 粒子の調製 
第 63 回高分子討論会 

鬼丸翔平・池田達郎・成田貴行・大石祐司 光-熱変換能を有するハイドロゲルの体積変化特性 第 63 回高分子討論会 

浦上宗治、山口浩樹、濵田洋平、曲渕裕樹、於保恵、

草場耕二、青木洋介 

急性腎不全におけるダプトマイシンの体内動態解析を

行った一例と副作用連鎖 
第 63 回日本化学療法学会総会 

浦上宗治、曲渕裕樹、濵田洋平、山口浩樹、青木洋介 

佐賀大学医学部附属病院での Antimicrobial 

Stewardship の取り組み（第１報）ーカルバペネムの使

用動向ー 

第 63 回日本化学療法学会総会 

濵田洋平、於保恵、草場耕二、山口浩樹、曲渕裕樹、

浦上宗治、青木洋介 

当院における過去 20 年間の感染性心内膜炎の臨床

的検討 第 2 報 
第 63 回日本化学療法学会総会 

祖川 倫太郎，角 真太郎，西村 文，浦上 宗治，青

木 洋介 

CR-BSI による MRCNS 菌血症における VCM の有効

性と AUC/MIC 値の関連について 

第 63 回日本化学療法学会総会 

野出孝一、尾山純一、坂東泰子、室原豊明 新規糖尿病治療薬の心血管不全に対する効果 第 63 回日本心臓病学会学術集会 

錦戸利幸、琴岡憲彦、尾山純一、挽地裕、野出孝一 冠動静脈瘻を伴う巨大冠動脈瘤 2 症例に対する治療

の比較 

第 63 回日本心臓病学会学術集会 

長友大輔、琴岡憲彦、挽地裕、尾山純一、野出孝一 post capillary PH 患者において両室充満圧の比

（RAP/PCWP）は右室の仕事量と相関し、予後を予測

する 

第 63 回日本心臓病学会学術集会 

合力悠平、山﨑あゆむ、瀬口理、琴岡憲彦、挽地裕、

野出孝一 

巨細胞性心筋炎による重症心不全に Heart Mate Ⅱ

植込み後、左室流出路にマイクロバブルを認めた一例 

第 63 回日本心臓病学会学術集会 

西田裕一郎，田中恵太郎，原めぐみ，平尾紀子，田中

宏暁，飛奈卓郎，池田正春，大和浩，太田雅規 乳酸閾値強度のステップ運動が高齢女性の尿 pH に

及ぼす影響. 
第 64 回九州体育・スポーツ学会 

有馬和彦 2 型サイトカインに対する分子標的戦略の基盤 第 64 回日本アレルギー学会学術大会 

*藤澤 大輔，柏倉 淳一，布村 聡，紀太 博仁，菊川 

裕介，藤谷 靖志，葉山 惟大，畠田 優子，坂本 朋

美，照井 正，羅 智靖，岡山 吉道 

皮膚マスト細胞における Mas-related gene X2 につい

て 
第 64 回日本アレルギー学会学術大会 

*平山淳也，貝沼圭吾，長尾みづほ，藤澤隆夫，出原

賢治 
小児アレルギー疾患のバイオマーカーの検討 第 64 回日本アレルギー学会学術大会 

*伊崎 聡志，布村 聡，藤澤 大輔，畠田 優子，葉山 

惟大，藤田 英樹，羅 智靖，岡山 吉道，照井 正 

細胞膜発現 FcεRIα鎖蛋白との反応性を利用した抗

FcεRIα鎖抗体検出法の慢性蕁麻疹患者における有

用性 

第 64 回日本アレルギー学会学術大会 

出原賢治，松本久子 喘息におけるバイオマーカー 第 64 回日本アレルギー学会学術大会 

*松坂雅子，加畑宏樹，福永興壱，出原賢治，浅野浩

一郎，別役智子 
ペリオスチンからみた喘息の特徴 第 64 回日本アレルギー学会学術大会 

*三嶋 信太郎，岡村 祐己，坂本 朋美，柏倉 淳一，

布村 聡，徳橋 泰明，羅 智靖，岡山 吉道 

関節リウマチ（RA）におけるサブスタンス P（SP）/Mas-

related gene X2 を介した滑膜マスト細胞による炎症の

増悪 

第 64 回日本アレルギー学会学術大会 

*長瀬洋之，白井敏博，川山智隆，井上博雄，佐藤俊，

浅野浩一郎，出原賢治，久米裕昭 

血清ペリオスチンの喘息治療ステップダウン成功予測

因子としての有用性 
第 64 回日本アレルギー学会学術大会 

*長瀬洋之，鈴木澤尚実，岩永賢司，田中明彦，谷田

洋平，斎藤純平，鈴川真穂，東元一晃，井上博雄，棟

方充，檜澤伸之，東田有智，秋山一男，出原賢治，中

村裕之，大田健 

成人喘息のクラスター解析の現状と展望－厚生労働

科学研究（大田班）の知見を含めて－ 
第 64 回日本アレルギー学会学術大会 

布村聡，岡山吉道，松本健治，梅田香織，槇島誠，照

井正，羅智靖 

LXR を介したマスト細胞における炎症性サイトカイン産

生の抑制 
第 64 回日本アレルギー学会学術大会 

小川雅弘，鈴木章一，太田昭一郎，有馬和彦，出原賢

治 

ペルオキシダーゼによる気道上皮細胞における炎症

惹起機序 
第 64 回日本アレルギー学会学術大会 

*岡田直子，藤島浩，深川和己，松田明生，出原賢治，

太田昭一郎，小野純也，斎藤博久 

アトピー性角結膜炎患者の涙液におけるペリオスチン

の発現検討 
第 64 回日本アレルギー学会学術大会 

*杉本直也，長瀬洋之，小泉佑太，江崎崇，高橋美圭，

田中祐輔，新井秀宜，山口正雄，出原賢治，大田健 

アレルギー鼻炎合併喘息における血清ペリオスチン値

の検討 
第 64 回日本アレルギー学会学術大会 

*續啓史，有信洋二郎，宮脇恒太，高木綾子，大田俊

一郎，Siamak JT，大田友里，植木尚子，三苫弘喜，赤

星光輝，新納宏昭，塚本浩，堀内孝彦，出原賢治，赤

司浩一 

ＩＬ‐33 による骨髄球系前駆細胞からの Th2 及び炎症

性サイトカインの産生誘導と好酸球造血の制御 
第 64 回日本アレルギー学会学術大会 

*渡邉泰治，知花和行，塩原太一，池田直哉，梅津貴

史，近江史人，新井良，降籏友恵，三好祐顕，清水泰

生，武政聡浩，小野純也，出原賢治，石井芳樹 

喘息患者の血中およびＢＡＬＦペリオスチン 第 64 回日本アレルギー学会学術大会 

高橋浩一郎、田代宏樹、加藤剛、林真一郎 
薬剤師アンケートを用いた吸入療法における医薬連携

の効果検証 
第 64 回日本アレルギー学会学術大会 
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在津正文、溝口達弘、木村亜由美、志田かおる、松尾

宗明 

外食で除去食品を摂取しアナフィラキシーをきたした姉

妹例． 
第 64 回日本アレルギー学会学術大会 

*三嶋信太郎，柏倉淳一，布村聡，下川敏文，徳橋泰

明，羅智靖，坂本朋美，岡山吉道 

関節リウマチ（RA)患者滑膜組織マスト細胞における

IL-17 の発現 
第 64 回日本アレルギー学会秋季学術大会 

*下川敏文，布村聡，藤澤大輔，岡山吉道，羅智靖 
骨髄細胞分化における C/EBPαの C-末端領域の解

析 
第 64 回日本アレルギー学会秋季学術大会 

小山宏義,竹下直美 水中での屍蝋化の一剖検例 第 65 回日本法医学会学術九州地方集会 

○小山宏義、竹下直美 水中での屍蝋化の一剖検例     第 65 回日本法医学会学術九州地方集会 

塩谷 孝夫 
心臓収縮の光学的測定装置の開発と学生実習への応

用 
第 66 回西日本生理学会 

柿木寛明,草野脩平,高原光平,一番ヶ瀬優佳,藏田彩,有

働和馬,東武昇平,野口満 
Ho-YAG ﾚｰｻﾞｰによる TUL 治療成績への影響因子． 第 67 回西日本泌尿器科学会総会． 

一番ヶ瀬優佳,草野脩平,藏田彩,柿木寛明,有働和馬,南

里麻己,東武昇平,野口満 

子宮頸癌の臨床進行期決定における膀胱鏡検査の必

要性についての検討． 
第 67 回西日本泌尿器科学会総会． 

草野脩平,有働和馬,東武昇平,野口満 
ロボット支援下前立腺全摘除術における術後尿禁制に

ついての解析． 
第 67 回西日本泌尿器科学会総会． 

藏田彩,草野脩平,高原光平,一番ヶ瀬優佳,柿木寛明,南

里麻己,有働和馬,東武昇平,野口満 

骨盤臓器脱に対する TVM 手術と膣閉鎖術の術後排

尿状態に関する検討． 
第 67 回西日本泌尿器科学会総会． 

有働和馬 
小児泌尿器科領域におけるロボット手術の応用と展

望． 
第 67 回西日本泌尿器科学会総会． 

東武昇平,野口満,藏田彩,魚住二郎 
膀胱癌に対する尿路変更術後症例における抑うつ症

状発症危険因子の検討． 
第 67 回西日本泌尿器科学会総会． 

島津倫太郎、倉富勇一郎 
胃液・十二指腸液逆流モデルにおける咽喉頭の病理

学的変化の検討 
第 67 回日本気管食道科学会総会・学術講演会 

越智寛幸（HPV 感染と子宮頸部発がんに関するコホ

ート研究）、沖明典、八杉利治、平井康夫、八重樫伸

生、三橋暁、藤井多久磨、川名敬、渡部洋、横山正

俊、青木陽一、古田玲子、吉川裕之 

HPV16/18/31/52/58 型血清中和抗体と子宮頸部前

がん病変の消失との関連． 
第 67 回日本産科婦人科学会学術講演会． 

橋口真理子、野口光代、中尾佳史、大隈恵美、西山 

哲、藤田 愛、横山正俊 
S 市における HPV 検査併用子宮頸癌検診について． 第 67 回日本産科婦人科学会学術講演会． 

山本徒子、中山幸彦、津村圭介、横山正俊 
医学科学生における遺伝医療に関した最近の話題に

ついての意識調査． 
第 67 回日本産科婦人科学会学術講演会． 

花島克幸、西山 哲、橋口真理子、大隈恵美、中尾佳

史、横山正俊 
産褥 6 日目に判明した子宮破裂の一例． 第 67 回日本産科婦人科学会学術講演会． 

中尾佳史、西山 哲、橋口真理子、大隈恵美、中山幸

彦、光 貴子、野口光代、安永牧生、横山正俊 

子宮頸癌 cM1 症例に対する初回治療とその予後の

後方視的検討． 
第 67 回日本産科婦人科学会学術講演会． 

光 貴子、西山 哲、橋口真理子、大隈恵美、野口光

代、中尾佳史、金井督之、横山正俊 
子宮頸部すりガラス細胞癌 3 症例の検討． 第 67 回日本産科婦人科学会学術講演会． 

石川光也、笠松高広、加藤達矢、岡田智志、高野政

志、荷見よう子、鈴木佳世、谷口義実、高橋一彰、有

本貴英、金田容秀、岩田卓、小野重満、児玉省二、宮

本強、中西透、水野美香、馬場長、松本佳也、中井英

勝、野河孝充、有吉和也、井上貴史、横山正俊、齋藤

文誉、川畑宜代、久高亘、恩田貴志、八重樫伸生 

子宮頸部神経内分泌腫瘍に対する集学的治療を探索

する多施設共同観察研究． 
第 67 回日本産科婦人科学会学術講演会． 

栗原麻希子、津田聡子、光 貴子、花島克幸、西山 

哲、橋口真理子、大隈恵美、中尾佳史、横山正俊 

腫瘍随伴症候群による呼吸不全，筋力低下を来した

卵巣漿液性腺癌の 1 例． 
第 67 回日本産科婦人科学会学術講演会． 

津田聡子、栗原麻希子、大島侑子、中山幸彦、山本徒

子、津村圭介、横山正俊 

重症妊娠高血圧腎症を来した偽性副甲状腺機能低下

症の一例． 
第 67 回日本産科婦人科学会学術講演会． 

大隈恵美、橋口真理子、西山 哲、中山幸彦、中尾佳

史、横山正俊 

当科における若年性子宮体癌および子宮内膜異型増

殖症に対する高用量 MPA 療法の検討． 
第 67 回日本産科婦人科学会学術講演会． 

西山 哲、光 貴子、大島侑子、栗原麻希子、橋口真

理子、大隈恵美、中尾佳史、横山正俊 

卵巣性索間質性腫瘍の診断における MRI 画像の検

討． 
第 67 回日本産科婦人科学会学術講演会． 

橋本明子、高瀬佳奈子、永瀬浩太郎、井上卓也、成澤 

寛  
佐賀県で発症した日本紅斑熱の親子同時発症例  第 67 回日本皮膚科学会西部支部学術大会 

白井礼子，永瀬浩太郎、中野加央里、井上卓也、成澤 

寛 

多発性基底細胞癌，Bowen 病，有棘細胞癌を発症し

た疣贅状表皮発育異常症  
第 67 回日本皮膚科学会西部支部学術大会 

中山愛子、垣内俊彦、尾形善康、田代克弥、松尾宗明 

佐賀県小児肝炎包括的予防・診療システム構築の取

り組み〜 妊婦教育、母子感染予防、小児肝炎キャリ

ア診療の連鎖 〜． 

第 68 回九州小児科学会 

下村 由貴，祖川 倫太郎，門司 晃，原 英夫 不眠症治療におけるクエチアピン使用の実態調査 第 68 回九州精神神経学会 

祖川 倫太郎，下村 由貴，南 智香子，丸尾 譲二，

國武 裕，溝口 義人，川島 敏郎，門司 晃，原 英

夫 

アリピプラゾール投与患者におけるプロラクチン値の

検討 

第 68 回九州精神神経学会 

見市文香, 宮本智文, 高尾省子, Ghulam J, 橋本哲男, 

原博満, 野崎智義, 吉田裕樹 

「赤痢アメーバ“マイトソーム”の生理的意義の解明～

コレステロール硫酸産生とシスト形成の制御～」 第 68 回日本寄生虫学会南日本支部大会/第 65 回日

本衛生動物学会南日本支部大会（長崎） 

柚木純二, 古川浩二郎, 蒲原啓司, 田中厚寿, 麓 英

征, 野口 亮, 野上英次郎, 木塚貴浩, 森田茂樹, 伊

藤 翼 

B 型解離に対する胸部、胸腹部大動脈手術の成績と

合併症のない B 型解離に対する亜急性期 TEVAR の

取り組み 

第 68 回日本胸部外科学会定期学術集会 

古川浩二郎, 柚木純二, 伊藤 学, 麓 英征, 野口 

亮, 野上英次郎, 迎 洋輔, 森田茂樹 
Remodeling 方に弁輪固定は必要か？ 第 68 回日本胸部外科学会定期学術集会 
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迎 洋輔, 伊藤 学, 古川浩二郎, 中山功一, 野出孝

一, 森田茂樹 
ヒト iPS 細胞由来心筋細胞凝集塊の機能的解析 第 68 回日本胸部外科学会定期学術集会 

山本格士,寺本憲功 - 第 68 回日本薬理学会西南部会 

佐藤忠司、岩永晃、荻原俊、田島大輔、溝口達弘、小

野晋康 

小児期に進行性腎機能低下をきたした巣状糸球体硬

化症の兄弟例． 
第 69 回国立病院総合医学会 

檀上 敦、山下佳雄、下平大治、靏岡祥子、井上将

成、後藤昌昭 

佐賀大学医学部歯科口腔外科外来を 受診した骨代

謝調整薬(BMA）使用患者の臨床的検討 
第 69 回日本口腔科学会学術集会 

石川慎一郎、江内田寛、吉永幸靖、中村大輔、岡田龍

夫、石橋達朗 
新しい眼底酸素飽和度測定装置の開発 第 69 回日本臨床眼科学会 

楠元美華、寒竹大地、横尾摩耶、石川慎一郎、江内田

寛 

当院における緑内障手術時の抗血栓薬の取り扱いと

出血性合併症の検討 
第 69 回日本臨床眼科学会 

柚木純二, 挽地 裕, 下村光洋, 坂本佳子, 田中厚寿, 

野上英次郎, 井上洋平, 古川浩二郎, 野出孝一, 森田

茂樹 

CT での弁輪面積 415 ㎣以上の AS に対し SAPIENXT 

23 ㎜弁を使用した症例の経過 

第 6 回日本経カテーテル心臓弁治療学会学術集会

（JTVT2015） 

飯田千晶、中村紗耶嘉、尾形善康、田代克弥、松尾宗

明 
MRSA 感染性心内膜炎の女児例． 第 71 回佐賀小児科地方会 

土井大人、古賀佳代、南里亜由美、荻原俊、溝口達

弘、小野晋康、佐藤忠司 

外転神経麻痺を契機に診断に至った脳静脈洞血栓症

の一例． 
第 71 回佐賀小児科地方会 

○池田裕貴、垣内俊彦、武富啓展、福田冬季子、杉江

秀夫、松尾宗明 
肝腫大が診断の契機となった糖原病Ⅸ型の１例． 第 71 回佐賀小児科地方会 

上野知香、今吉美代子、沖眞一郎、荒牧修一、富永

薫、山本修一 
結核性胸膜炎の１例． 第 71 回佐賀小児科地方会 

○須山ゆかり, 安心院法樹, 永井功造, 蘭満紀子, 檀

上 敦, 武田雄二, 坂田省三, 甲斐敬太 

診断時に心臓腫瘤を伴った未分化大細胞性リンパ腫

(ALCL)の 1 例 
第 71 回日本小児科学会佐賀地方会 

中橋弘顕、津村圭介、山本徒子、横山正俊、野見山 

亮、室 雅巳、佐護直人、萩尾洋介 

ワークショップ「九州における周産期医療の最前線」佐

賀県における早産予防の取り組みと、早産児および低

出生体重児の管理指針． 

第 72 回九州連合産科婦人科学会、第 66 回九州ブロ

ック産婦人科医会． 

栗原麻希子、西山 哲、藤田 愛、光 貴子、福田亜紗

子、橋口真理子、大隈恵美、野口光代、中尾佳史、横

山正俊 

当院における婦人科悪性腫瘍患者に対する治療前血

栓症スクリーニングについての検討． 

第 72 回九州連合産科婦人科学会、第 66 回九州ブロ

ック産婦人科医会． 

草野脩平,南里麻己,東武昇平,野口満,徳田倫章 進行性副腎癌の治療経験． 第 72 回佐賀県泌尿器科懇話会． 

上野知香、今吉美代子、横田吾郎、沖眞一郎、荒牧修

一、山本修一 

Dantrolene により胸水貯留を来した重症心身障害者

の１例． 
第 72 回佐賀小児科地方会 

一ノ瀬文男、西村真二、横田吾郎、川﨑祥平、土井大

人、浦島真由美、小野直子、在津正文、稲田浩子、総

崎直樹、福田省史 

虐待が疑われる乳幼児頭部外傷（AHT）の兄弟例． 
第 72 回佐賀小児科地方会・第 196 回日本小児科学

会長崎地方会合同地方会 

古賀大介、川﨑祥平、西 眞範、永井功造、岩永 学、

松尾宗明 

過粘稠症候群による血流障害から右足前部切断を余

儀なくされた一過性骨髄異常増殖症の一例． 

第 72 回佐賀小児科地方会・第 196 回日本小児科学

会長崎地方会合同地方会  

○溝端理恵、田代克弥、松尾宗明、輿田幸恵、能城浩

和 

外来管理中に偶然発見された横隔膜ヘルニアの一

例． 

第 72 回佐賀小児科地方会・第 196 回日本小児科学

会長崎地方会合同地方会  

溝口達弘、在津正文、松尾宗明 
佐賀大学病院小児科におけるアナフィラキシーでの受

診者の実態について.  

第 72 回佐賀小児科地方会・第 196 回日本小児科学

会長崎地方会合同地方会  

土井大人、岩永晃、荻原俊、溝口達弘、田島大輔、小

野晋康、佐藤忠司 
当院で経験した小児特発性膜性腎症 2 例． 

第 72 回佐賀小児科地方会・第 196 回日本小児科学

会長崎地方会合同地方会  

川﨑祥平、在津正文、土井大人、一ノ瀬文男、浦島真

由美、小野直子、稲田浩子、西村真二 
当科における呼吸器感染症入院症例の検討． 

第 72 回佐賀小児科地方会・第 196 回日本小児科学

会長崎地方会合同地方会  

森田 駿、古賀大介、西 眞範、尾形善康、松尾宗明 頭蓋内出血を発症した乳児重症血友病 B の一例． 
第 72 回佐賀小児科地方会・第 196 回日本小児科学

会長崎地方会合同地方会  

中山愛子、垣内俊彦、杉田恵美、泉夏美、大枝敏、岩

根紳治、江口有一郎、松尾宗明 

妊婦健診における肝炎ウイルス検査に対する意識調

査の検討． 

第 72 回佐賀小児科地方会・第 196 回日本小児科学

会長崎地方会合同地方会  

川﨑祥平、土井大人、一ノ瀬文男、浦島真由美、小野

直子、在津正文、稲田浩子、西村真二、福田篤久、上

杉 達、村森克己、橋野かの子 

Meckel 憩室の mesodiverticular band による狡扼性イ

レウスの症例． 
第 73 回佐賀小児科地方会 

岩永 晃、荻原 俊、溝口達弘、田島大輔、小野晋康、

佐藤忠司 

感染性胃腸炎と診断加療後、消化器症状が遷延し診

断に至った腹腔内リンパ管腫の 2 例． 
第 73 回佐賀小児科地方会 

飯田千晶、陣内久美子、前田寿幸、田代克弥、松尾宗

明 

急性右心不全を発症し、診断に苦慮した Large ASD

の男児例． 
第 73 回佐賀小児科地方会 

溝口達弘、岩永 晃、荻原 俊、田島大輔、小野晋康、

佐藤忠司 

繰り返す口腔カンジダ症・体重増加不良を契機に診断

に至った乳幼児自己免疫性好中球減少症の１例． 
第 73 回佐賀小児科地方会 

○木下恵志郎、飯田千晶、田代克弥、松尾宗明 診断に苦慮した食道異物の 1 例． 第 73 回佐賀小児科地方会 

垣内俊彦、上床希久、中山愛子、久保和泰、小林育

子、戸川貴夫、杉浦時雄、松尾宗明 

成人発症Ⅱ型シトルリン血症にみる日本の肝移植医

療の問題点． 
第 73 回佐賀小児科地方会 

Nakazono T, Yamaguchi K, Egashira R, Mizuguchi M, 

Takase Y, Masuda M, 

 

Irie H 

CT and MR imaging findings with the histopathological 

 

correlation of thymic epithelial tumors. 

第 74 回日本医学放射線学会総会 

Nakazono T, Yamaguchi K, Egashira R, Mizuguchi M, 

Takase Y, Masuda M, 

Irie H 

CT and MR imaging findings with the histopathological 

correlation of thymic epithelial tumors. 

第 74 回日本医学放射線学会総会 
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貞松宏典、髙橋浩一郎、中島千穂、田代宏樹、小林直

美、小宮一利、中村朝美、木村晋也、荒金尚子 

両肺に多発性結節陰影を呈した IgG4 関連疾患の一

例 
第 74 回日本呼吸器学会九州支部学術講演会 

平川治樹、高橋浩一郎、栗原有紀、貞松宏典、田代宏

樹、中島千穂、小林直美、田中将英、小宮一利、中村

朝美、荒金尚子 

頸髄出血を契機に II 型呼吸不全の増悪を来した睡眠

時無呼吸症候群の一例 
第 75 回日本呼吸器学会九州支部学術講演会 

栗原有紀、小宮一利、平川治樹、貞松宏典、中島千

穂、中村朝美、高橋浩一郎、木村晋也、荒金尚子 
生前の診断が困難であった多発肺浸潤影の一例 第 75 回日本呼吸器学会九州支部学術講演会 

貞松宏典、高橋浩一郎、栗原有紀、平川治樹、田代宏

樹、中島千穂、小林直美、小宮一利、中村朝美、荒金

尚子 

肺アミロイドーシス、肺多発嚢胞状変化を合併したシェ

ーグレン症候群の一例 
第 75 回日本呼吸器学会九州支部学術講演会 

田代宏樹、高橋浩一郎、栗原有紀、平川治樹、貞松宏

典、中島千穂、小林直美、田中将英、小宮一利、中村

朝美、荒金尚子 

間質性肺炎急性増悪を合併した Goodpasture 症候群

の 1 剖検例 
第 75 回日本呼吸器学会九州支部学術講演会 

中村朝美、荒金尚子、小宮一利、小林直美、林真一

郎、木村晋也 
血漿を用いた afatinib 再投与効果予測因子の検討 第 75 回日本呼吸器学会九州支部秋季学術講演会 

Hiroaki Kitamura, Yasushi Kubota, Kazuharu Kamachi, 

Atsujiro Nishioka, Kyosuke Yamaguchi, Masako Yokoo, 

Takero Shindo, Toshihiko Ando, Kensuke Kojima, 

Eizaburo Sueoka, Shinya Kimura 

Successful auto-HSCT for CD138- plasmacytoma 

with deletion 17p followed by bortezomib maintenance. 
第 77 回日本血液学会学術集会 

Nishioka A, Kubota Y, Yamaguchi K, Kamachi K, 

Kitamura H, Yokoo M, Shindo T,  Ando T, Kojima K, 

Sueoka E, Kimura S 

Clinical features and treatment outcomes of acute 

erythroid leukemia in the last decade 
第 77 回日本血液学会学術集会 

*下川敏文，布村聡，藤澤大輔，羅智靖 
Analysis of the GABP interaction region in the 

C/EBPa C-terminal in granulopoiesis 
第 77 回日本血液学会学術大会 

森田茂樹 
佐賀大学における処置・手術の休日・時間外・深夜加

算と外科医のインセンティブ 
第 77 回日本臨床外科学会総会 

土井大人、田島大輔、松尾宗明 
幼児期より筋無力様症状を呈する 22q11.2 duplication 

syndrome の一例． 
第 78 回日本小児神経学会九州地方会 

Shiraki A, Kotooka N, Oyama JI, Node K.  Pentraxin3 regulates activity of macrophages. 第 79 回日本循環器学会  

錦戸利幸、尾山純一、琴岡憲彦、挽地裕、野出孝一 High-dose statin therapy by rosuvastatin reduced 

small-dense LDL and MDA-LDL:The high-dose Statin 

therApy with Rosuvastatin for lipiD- lowing (SARD) 

trial 

第 79 回日本循環器学会学術集会 

Noguchi R, Furukawa K,Morita S. 

Development of Simple Strategy to Fabricate 

Scaffold-free Three-dimensional Vascular Tissue-like 

Structures 

第 79 回日本循環器学会学術総会 

Yunoki J, Kamohara K, Hikichi Y, Shimomura M, 

Sakamoto Y, Tanaka A, Morokuma H, Furukawa k, 

Node K, Morita S. 

Usefulness of DynaCT Imaging during TAVI 第 79 回日本循環器学会学術総会 

野口満 小児排尿障害の治療． 第 7 回 LUTS 研究会． 

浦上宗治 カルパペネムの stewardship program のアウトカム 第 7 回九州山口感染制御専門・認定薬剤師連絡会議 

小荒田秀一 
リウマチ・膠原病診療におけるバイオ時代の感染症に

ついて 
第７回佐賀県病院薬剤師会感染症研修会 

*原博満、飯笹英一、清原秀泰、中馬康志、矢野郁也、

植松崇之、久保田未央、梅村正幸、山崎晶、松崎吾

朗、吉田裕樹 

脂質認識型 ITAM 受容体による結核菌の認識と自然

免疫応答 

第 80 回日本インターフェロン・サイトカイン学会大会 

シンポジウム「感染症」 基調講演 

三宅靖延、山崎晶、吉田裕樹 結核菌認識受容体 Mincle の安定化を担う分子 MCL 
第 80 回日本インターフェロンサイトカイン学会学術集

会 

小笠原誠司、檀上 敦、靏岡祥子、井上将成、下平大

治、山下佳雄、後藤昌昭 

保存的治療を行った後、長期経過観察できた下顎エナ

メル上皮腫の 2 例 
第８３回（公社）日本口腔外科学会九州支部学術集会 

見市文香 

、宮本智文 

、高尾省子 

、Jeelani Ghulam 

、野崎知義 

、原博満 

、吉田裕樹 

Entamoeba におけるシスト形成の制御機構の解明 第 84 回日本寄生虫学会大会 

*木村大輔 

、都田真奈 

、木村一美 

、本間季里 

、吉田裕樹 

、由井克之 

マラリア原虫特異的 CD4+T 細胞が産生する IL-27 は

他の CD4+T 細胞の防御機能を抑制する 
第 84 回日本寄生虫学会大会 

石川慎一郎 
あたらしい緑内障点眼治療と眼圧評価の考察～緑内

障治療のオーダーメード化を目指して～ 
第 85 回九州眼科学会 

石川慎一郎、江内田寛 当院におけるリパスジル点眼薬の短期使用経験 第 85 回九州眼科学会 

市場正良，溝内重和，宮崎博喜，松本明子，近藤敏

弘，上野大介 
学校教室内の空気環境とその対策（4） 第 85 回日本衛生学会 

松本明子、小中原猛雄、藤田真由美、市場正良 
長期飲酒した Aldh2 遺伝子欠損マウスに生じる皮膚色

素沈着 
第 85 回日本衛生学会 

田中恵太郎 
地域における成人期の健康問題（肝癌）とその取り組

み 
第 85 回日本衛生学会学術総会 （シンポジウム） 
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濵田洋平、浦上宗治、於保恵、草場耕二、青木 洋介 
Lemierre 症候群の亜型と考えられた頭頚部感染症の

2 例 

第 85 回日本感染症学会西日本地方会学術集会・第

58 回日本感染症学会中日本地方会学術集会・第 63

回日本化学療法学会西日本支部総会 

○井手真亜子、濵田洋平、浦上宗治、於保恵、草場耕

二、青木洋介 

インフルエンザ罹患後に S.pyogenes による肺炎・胸膜

炎を発症した 1 例 

第 85 回日本感染症学会西日本地方会学術集会・第

58 回日本感染症学会中日本地方会学術集会・第 63

回日本化学療法学会西日本支部総会 

○草場耕二、於保恵、浦上宗治、濵田洋平、青木洋介 

血液培養より Leptotrichia trevisanii および

Streptococcus oralis が検出されたびまん性大細胞型

B 細胞性リンパ腫の一例 

第 85 回日本感染症学会西日本地方会学術集会・第

58 回日本感染症学会中日本地方会学術集会・第 63

回日本化学療法学会西日本支部総会 

浦上宗治、濵田洋平、於保恵、草場耕二、青木洋介 

佐賀大学医学部附属病院での Antimicrobial 

stewardship の取り組み（第 2 報）ー薬剤師による

TAZ/PIPC の postprescription reviewー 

第 85 回日本感染症学会西日本地方会学術集会・第

58 回日本感染症学会中日本地方会学術集会・第 63

回日本化学療法学会西日本支部総会 

浦上宗治、濵田洋平、於保恵、草場耕二、青木洋介 

本邦の血液透析におけるダプトマイシンの体内動態・

PK-PD 解析に関する検討：慢性維持透析と持続的血

液ろ過透析 2 症例の報告 

第 85 回日本感染症学会西日本地方会学術集会・第

58 回日本感染症学会中日本地方会学術集会・第 63

回日本化学療法学会西日本支部総会 

Kito Y, Mitsui R  

Spontaneous electrical activity recorded from 

myenteric 

 

interstitial cells of Cajal in the rat small intestine.  

第 88 回 日本薬理学会年会  

三宅靖延、山崎晶 結核菌コードファクター受容体による宿主免疫応答 第 88 回日本細菌学会総会 

*原博満、飯笹英一、久保田未央、植松崇之、清原秀

泰、山崎晶、松崎吾朗、吉田裕樹 
自然免疫による結核菌ミコール酸脂質の認識. 

第 88 回日本細菌学会総会ワークショップ 「PAMPs 受

容体研究の最前線」 

市場正良、山本 忍、山野優子、原 邦夫、宮崎博喜、

松本明子、花岡知之、潘 国偉、中館俊夫 

多環芳香族炭化水素類のバイオマーカーに関する研

究：尿中未変化体濃度 2 
第 88 回日本産業衛生学会 

出原賢治，有馬和彦，太田昭一郎，小川雅弘 
マトリセルラータンパク質ペリオスチンを標的としたアト

ピー性皮膚炎の治療戦略 
第 88 回日本薬理学会年会 

芥川剛至、山内康平、藤本一眞 
抗血栓薬ガイドライン導入前後における胃 ESD の検

討 
第 89 回日本消化器内視鏡学会総会 

川久保洋晴、吉岡智美、芥川剛至、岩切龍一、山内康

平、鶴岡ななえ、坂田資尚 

当院における大腸 ESD 後穿孔に関するリスク因子の

検討 
第 89 回日本消化器内視鏡学会総会 

山内康平、下田 良、芥川剛至、内田匤彦、坂田資

尚、緒方伸一、坂田祐之、岩切龍一、藤本一眞 早期胃癌に対する ESD 非治癒切除例の患者背景、長

期予後について 
第 89 回日本消化器内視鏡学会総会 

浦上宗治 
アウトブレイク阻止の一環としての Antimicrobial 

Stewardship 
第 8 回福岡・佐賀感染制御研究会 

武富敦 山田豪 廣渡拓也 竹下道範 
分子内環化を用いたフォトクロミックチオフェノファン-

1-エンの合成の検討 
第８回有機π電子系シンポジウム 

藤田亜美, 徐 志昊, 蒋 昌宇, 朱 蘭, 熊本栄一 

成熟ラット脊髄膠様質ニューロンにおけるグルタミン酸

作動性の自発性興奮性シナプス伝達に及ぼすチモー

ルの作用. 

第 92 回日本生理学会大会 

蒋 昌宇, 藤田亜美, 徐 年香, 朱 蘭, 熊本栄一 

1,8-と 1,4-シネオールは互いに異なった仕方でシナプ

ス前性に成熟ラット脊髄後角浅層ニューロンの自発性

興奮性シナプス伝達を促進する. 

第 92 回日本生理学会大会 

八坂敏一, Boyle KA, Shehab SA, Scott DT, Riddell JS, 

藤田亜美, 熊本栄一, Callister RJ, Graham BA, 

Hughes DI 

げっ歯類パルブアルブミン発現脊髄後角 II 層介在ニュ

ーロンは有髄低閾値機械受容器終末への抑制性シナ

プス前入力のオリジンである. 

第 92 回日本生理学会大会 

宮崎美菜、鶴岡ななえ、川久保洋晴、中山敦史、坂田

資尚、下田 良、坂田祐之、岩切龍一、藤本一眞 
貧血で発見された悪性黒色腫小腸転移の 1 例 第 99 回日本消化器内視鏡学会九州支部例会 

冨永直之、糸井隆夫、田中雄一郎、澁井太郎、川副広

明、福澤誠克、後藤田卓志、水田敏彦、森安史典、藤

本一眞 

胆膵内視鏡治療におけるトラブルシューティング：小腸

内視鏡およぶ EUS を併用した術後胃の総胆管結石の

治療 

第 99 回日本消化器内視鏡学会九州支部例会 

小山宏義,竹下直美 草刈鎌による損傷の一剖検例. 第 99 次日本法医学会学術全国集 

○小山宏義、竹下直美 草刈鎌による損傷の一剖検例 第 99 次日本法医学会学術全国集会 

平川奈緒美 脳神経ブロックを安全に行うために 第 9 回 東北疼痛懇話会 

井上 聡 当番世話人 第９回 SSTT（外傷外科手術治療戦略）座学コース  

佐賀大学 

野口 亮, 古川浩二郎, 木塚貴浩, 迎 洋輔, 野上英

次郎, 伊藤 学, 麓 英征, 柚木純二, 森田茂樹, 長友

大輔, 山﨑あゆむ, 浅香真知子, 橋本愛子, 琴岡憲

彦, 野出孝一 

当院における HeartMateⅡの使用経験 第 9 回九州心不全の外科治療研究会 

高瀬 幸徳 カテーテルで治す脳卒中． 第 9 回佐賀県脳卒中市民公開講座． 

河島 雅到 切って治す脳卒中． 第 9 回佐賀県脳卒中市民公開講座． 

東武昇平 Case study.  第 9 回佐賀排尿管理セミナー． 

野口満 排尿ケアに必要な基礎知識． 第 9 回佐賀排尿管理セミナー． 

合島怜央奈, 木附智子, 吉本怜子, 大崎康吉, 張 旌

旗, 檀上 敦, 山下佳雄, 村田 祐造, 曹 愛琳, 城戸

瑞穂 

口腔創治癒過程における上皮間葉転換関連分子の発

現変化 
第 9 回三叉神経領域の感覚-運動統合機構研究会 

*木附智子, 合島怜央奈, 畠山純子, 大崎康吉, 吉本

怜子, 張旌旗, 城戸瑞穂 
歯肉付着上皮バリアへの TRPV4 チャネルの関与 第 9 回三叉神経領域の感覚-運動統合機構研究会 

*吉本怜子, 合島怜央奈, 木附智子, 吉住潤子, 木附

智子, 吉住潤子, 大山順子, 檀上 敦, 山下佳雄, 城

戸瑞穂 

シェーグレン症候群患者に認められた口唇粘膜上皮

の変性と痛み感覚 
第 9 回三叉神経領域の感覚-運動統合機構研究会 

多田 芳史 関節リウマチの診断と治療について 第 9 回地域連携薬剤師セミナー 

多田 芳史 高安動脈炎における生物学的製剤治療 第 9 回福岡膠原病研究会 
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伊藤 学, 迎 洋輔, 松林久美香, 五條理志, 野出孝

一, 中山功一, 森田茂樹 
バイオ 3D プリンタを用いた血管組織構築 第十回高血圧と冠動脈疾患研究会 

野口満 メタボリック症候群と LUTS． 中信ザルティア一周年記念講演会． 

野口満 泌尿器科医から一般医家への提言． 超高齢社会での Better Life を考える会 

平川奈緒美 がん疼痛治療に対する鎮痛補助薬の使い方 鳥取西部 Pain Conference  

成田貴行・大西勇・大石祐司・鴇田昌之 
拘束空間内でゾル-ゲル転移時に形成され固定される

パターン 
田中豊一記念シンポジウム 2014 

趙文文、百﨑恭子、山本伸司、野口英行 層状 Nax[LiyNizMn1-y-z]O2 の合成と電気化学特性 電気化学会第８２回大会 

多田 芳史 生物学的製剤治療に関するトピックス 都城リウマチ学術講演会 

平川奈緒美 ペインクリニックにおける慢性痛の治療 東海・北陸ペインクリニック学会 

平川奈緒美 ペインクリニックにおける慢性痛の治療 東海・北陸ペインクリニック学会 第 22 回北陸地方会 

小荒田秀一 膠原病疾患の診断等について 難病医療費助成制度における難病指定医研修会 

多田 芳史 
新しい難病医療費助成制度における膠原病疾患の診

断および申請について 
難病医療費助成制度における難病指定医研修会 

江里口誠 神経疾患の診断等について 難病医療費助成制度における難病指定医研修会 

江里口誠 認知症と糖尿病(糖尿病治療の近未来) 日医生涯教育協力講座 

江里口誠 ALS の最新治療と治療研究の最新情報について 日本 ALS 協会佐賀県支部通常総会 

進藤岳郎、楠木靖史、嬉野博志、宮原正晴、渡邉達

郎、末岡榮三朗、森脇祐司、吉田真一郎、一戸辰夫、

Luis J Espinoza、高見昭良、田中秀則、佐治博夫、木

村晋也 

成人 T 細胞白血病に対するモガムリズマブの効果は

活性型 NK 細胞受容体とリガンドのマッチングによって

予測できる可能性がある 

日本 HTLV-1 学会学術集会（口演） 

青木茂久 
物理的微小環境と細胞間相互作用を再現する新規病

態解析モデルの開発 
日本ヒト細胞学会 

濱田 献, 四宮宗一郎, 平川奈緒美 
デュロキセチンの神経障害性疼痛に対する効果の評

価 

日本ペインク 

リニック学会 第 49 回大会 

上村裕平, 濱田 献, 平川奈緒美 
高用量アセトアミノフェン使用症例の肝機能について

の検討 

日本ペインク 

リニック学会 第 49 回大会 

冨田由紀子, 平川奈緒美 

皮膚科へのアンケートとペインクリニックの治療状況か

らみた帯状疱疹関連痛に対 

する薬物療法の変遷. 

日本ペインク 

リニック学会 第 49 回大会 

古川尚子, 前山恵士郎, 大枝 敏, 岩根紳治, 平井賢

治, 尾崎岩太, 山下秀一, 江口 有一郎 

県内の医療機関で B 型肝炎ウイルス検査を無料で受

けた陽性者のうち 76％が精密検査を受け、 3.6％が

抗ウイルス治療を受けている 

日本医療マネジメント学会第 13 回佐賀支部学術集会 

加賀 秋人 1, 清水 武彦 1, 松本 敏美 1, 大柳 一 2, 

渡辺 啓史 1,3, 金森 裕之 1, 並木 信和 2, 下村 道

彦 2, 上西 博英 1, 片寄 裕一 1, 石本 政男 1（1. 農

業生物資源研究所，2. 三菱スペース・ソフトウエア，3. 

佐賀大学） 

国産ダイズ品種における 10KSNP アレイの開発 日本育種学会 第 126 回講演会 

牟田健祐、北村二雄、小山田重蔵 
メタルフリーでヨードシルアレーンにより促進されるカル

ボニル化合物のフッ素化反応 
日本化学会第 95 春季年会 

勝部翔太郎、天野賢史、佐藤高彰、勝本之晶、梅木辰

也、高椋利幸、嘉治寿彦、平本昌宏、宮元展義、西山

桂 

低分子ゲル化剤の自己組織化による高次オルガノゲ

ル構造形成と光学物性 
日本化学会第 95 春季年会 

寺東宏明、工藤健一、伊藤博徳、猪原哲 水中放電プラズマによって生じる DNA 損傷とその変異

原性． 

日本環境変異原学会 第 44 回大会 

○島津 倫太郎, 青木 茂久, 倉富 勇一郎 胃酸逆流による下気道の組織学的変化の検討 日本気管食道科学会 

Itamura H, Shindo T, Tawara I, Kariya R, Okada S, 

Kimura S 

The MEK inhibitior Trametinib selectively suppresses 

GVHD, while sparing GVT effects. 
日本血液学会学術集会（口演） 

進藤岳郎、楠木靖史、鈴木隆二、北浦一孝、西川博

嘉、渡辺信和、渡邊達郎、末岡榮三朗、嬉野博志、宮

原正晴、森脇祐司、吉田真一郎、一戸辰夫、Luis J 

Espinoza、高見昭良、田中秀則、佐治博夫、坂口志

文、木村晋也 

ATL 患者におけるモガムリズマブの有効性と制御性 T

細胞、TCR レパトア、HLA および NK 細胞受容体多型

の解析 

日本血液疾患免疫療法研究会学術集会（口演） 

小宮一利 非小細胞肺癌治療における nab-paclitaxel の可能性 日本呼吸器学会九州支部 秋季学術講演会 

徳田 誠・甲斐進也・神代 瞬・塩見宜久・松永紀代子・

行徳直久 

冬に見られるクロキの奇形花はヒゲブトトガリキジラミ

の吸汁により咲く虫えいである 
日本昆虫学会第 74 回大会 

金 旺奎・南 常雄・徳田 誠・松尾和典・湯川淳一 

日本と韓国におけるセリミタマバエ Kiefferia 

pericarpiicola （ハエ目：タマバエ科）の発見と寄主範囲

および生活史 

日本昆虫学会第 74 回大会 

青木茂久 竹澤俊明 押方 歩 平山 博 成澤 寛 

戸田修二 
絆創膏型人工皮膚 VitriBand の開発 日本再生医療学会 

市場正良，久米修二，竹内靖人，海福雄一郎，山下浩

平，三原充久，松本明子，宮崎博喜，近藤敏弘 

有機溶剤等曝露量のリアルタイムモニタリングとウエラ

ブルカメラの併用によるリスクアセスメント法 
日本産業衛生学会九州地方会 

相島 慎一 唾液腺腫瘍の病理と最近の遺伝子病理診断 
日本耳鼻咽喉科学会 第 109 回佐賀県地方部会学術

講演会 

大塚泰史、田代克弥、徳永美緒子、陣内久美子、岡 

政史、佐藤忠司、松尾宗明 

LAMP 法を用いた Yersinia pseudotuberculosis 感染症

の解析． 
日本小児腎臓病学会学術集会第 50 回記念大会 

大塚泰史、岡 政史、陣内久美子、佐藤忠司、松尾宗

明、進藤岳郎、木村晋也、川崎誠二、末岡榮三郎 

Thromboticmicroangiopathy における抗 CFH 抗体と原

因遺伝子の解析． 
日本小児腎臓病学会学術集会第 50 回記念大会 

野口亜紀子, 久我公美子, 田代直規, 島川勇介, 平川

奈緒美, 坂口嘉郎 

カフなし気管チューブを用いた小児腹腔鏡手術におけ

るチューブリークの検討 
日本小児麻酔学会 第 21 回大会 

山田クリス孝介, 井澤修平, 中村菜々子 
ストレスの過小評価の信念と疾病既往歴および睡眠と

の関連 

日本心理学会第 79 回大会(一般研究発表 ポスター 

18 スポーツ・健康 ) 
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青木早織、東元健、樋高秀憲、渡邊英孝、大塚泰史、

三嶋博之、吉浦孝一郎、八木ひとみ、西岡憲一、城圭

一郎、大場隆、片渕秀隆、副島英伸． 

間葉性異形成胎盤のゲノム・エピゲノム解析 日本人類遺伝学会第 60 回大会 

大塚泰史、岡岳彦、川原弘三、八木ひとみ、東元健、

副島英伸 

Beckwith-Wiedemann 症候群の原因となる片親性父性

ダイソミーの切断点領域の解析 
日本人類遺伝学会第 60 回大会 

樋高秀憲、東元健、青木早織、渡邊英孝、八木ひと

み、西岡憲一、城圭一郎、前田寿幸、古賀靖大、岩切

龍一、能城浩和、藤本一眞、副島英伸 

大腸癌におけるインプリント DMR の包括的メチル化解

析 
日本人類遺伝学会第 60 回大会 

進藤岳郎、楠木靖史、嬉野博志、宮原正晴、渡邉達

郎、末岡榮三朗、森脇祐司、吉田真一郎、一戸辰夫、

Luis J Espinoza、高見昭良、田中秀則、佐治博夫、木

村晋也 

成人 T 細胞白血病に対するモガムリズマブの効果は

活性型 NK 細胞受容体とリガンドのマッチングによって

予測できる可能性がある 

日本組織適合性学会大会（口演） 

*長門 直, 瀧 健治, 青木 茂久 
病理解剖で心肺蘇生による外傷性肝損傷を認めた一

例 
日本蘇生学会 

青木茂久 山本美保子 戸田修二 異種臓器に由来する間葉系細胞を用いた組織再生 日本創傷治癒学会 

鶴田裕美、柘植圭介、吉村臣史、澤田和敬、永尾晃

治、柳田晃良 

レンコンの節・部位ごとにおける栄養成分および抗酸

化性評価 
日本調理科学会平成 26 年度大会 

草野脩平,高原光平,一番ヶ瀬優佳,藏田彩,柿木寛明,有

働和馬,南里麻己,東武昇平,野口満,魚住二郎 
佐賀大学医学部泌尿器科 2014 年の臨床統計． 日本泌尿器科学会第 80 回佐賀地方会． 

東武昇平,草野脩平,高原光平,一番ヶ瀬優佳,藏田彩,柿

木寛明,有働和馬,南里麻己,野口満,魚住二郎 

当院におけるロボット支援下前立腺全摘術後症例の

trifecta の検討． 
日本泌尿器科学会第 80 回佐賀地方会． 

草野脩平,藏田彩,東武昇平,野口満,内橋和義 
精巣腫瘍との鑑別を要した Adenomatoid tumor の 1

例． 
日本泌尿器科学会福岡地方会第 296 回例会． 

井上卓也、岩永知未、溝口協子、成澤 寛 前胸部皮下に生じた気管支原性嚢胞の 1 例 日本皮膚科学会第 143 回宮崎地方会 

○桑代麻希、井上卓也、木村裕美、髙原佳奈子、三砂

範幸、成澤 寛 

向精神薬大量内服による横紋筋融解症を伴った

Coma blisete の 1 例 
日本皮膚科学会第 372 回福岡地方会 

朝長絵理子、高瀬佳奈子、井上卓也、永瀬浩太郎、成

澤 寛、石井文人、橋本隆  

ステロイドとコルヒチンの併用で治療した後天性表皮

水疱症の 1 例 
日本皮膚科学会第 373 回福岡地方会 

小川始主夏、溝口協子、永瀬浩太郎、井上卓也、成澤

寛 

C 型肝炎治療薬ダクラタスビルおよびアスナプレビル

の投与後に生じた皮膚障害の 1 例 
日本皮膚科学会第 375 回福岡地方会 

増田 正憲, 山﨑 真希子, 高瀬 ゆかり, 甲斐 敬太, 

相島 慎一 

胆嚢癌における TTF-1, Napsin-A の免疫組織学的発

現の検討 
日本病理学会 

＊宮崎哲之，相島慎一，他 
通常型膵癌における SMAD4 発現と背景の PanIN 

grade は相関する 
日本病理学会 

青木茂久 竹澤俊明 内橋和芳 山本美保子 戸田修

二 

脂肪組織は間葉系細胞を供給し腹膜線維化に寄与す

る 
日本病理学会 

青木茂久 
物理刺激と細胞間相互作用を基盤とする新規病態解

析モデル 
日本病理学会秋期特別総会 

青木茂久 牧野順一 野口満 戸田修二 
腹膜を構成する細胞とその恒常性の破綻：腹膜モデル

が示す細胞間相互作用と腹膜線維化 
日本腹膜透析学会 

石渡洋一、高橋栄光、山下翔伍、森長千尋、赤司健

太、手塚泰久、石井啓文、稲垣祐次、河江達也、木田

徹也、南任真史、石橋幸治 

ノンドープおよび V ドープ TiO2 ナノ粒子の磁性と電

子状態 
日本物理学会 2014 年秋季大会 

枝川亜希子、木村明生、田中榮次、足立伸一、宮本比

呂志 

アメーバ共培養法を用いた浴槽水中に存在するレジオ

ネラ属菌汚染実態の解明 
日本防菌防黴学会第 42 回年次大会 

○笹栗智子, 八坂敏一, 石川亜佐子, 村田祐造, 吉田

裕樹 

インターロイキン(IL)-27 ノックアウトマウスの痛み行動 

 

解析 

日本麻酔科学会 第 62 回学術集会 

笹栗智子, 八坂敏一, 石川亜佐子, 村田祐造, 吉田裕

樹 

インターロイキン(IL)-27 ノックアウトマウスの痛み行動 

解析. 
日本麻酔科学会 第 62 回学術集会 

谷川義則, 松本浩一, 濱田さつき, 高松千洋, 坂口嘉

郎 

気管・気管支狭窄に対する Dumon ステント留置術に

対 

する麻酔管理の検討.  

日本麻酔科学会 第 62 回学術集会 

髙松千洋, 谷川義則, 濱田さつき, 坂口嘉郎 
手術部での各種所要時間を指標とした麻酔科医の業

務量の定量化 ～業務補助人員の雇用を通じて～. 
日本麻酔科学会 第 62 回学術集会 

山田麻里江，山田尚友，中尾真実，東谷孝徳，久保田

寧，木村晋也，末岡榮三朗 
緊急度Ⅰ対応後に 抗 D+抗 G+抗 C が判明した一例 

日本輸血・細胞治療学会九州支部会 第 62 回総会・

第 83 回例会 

山田 尚友, 山田 麻里江, 中尾 真実, 久保田 寧, 木

村 晋也, 東谷 孝徳, 末岡 榮三朗 

自治体の支援による造血幹細胞保存センターの設置

と造血幹細胞移植医療機関との連携 
日本輸血細胞治療学会 

山田 麻里江, 山田 尚友, 中尾 真実, 東谷 孝徳, 久

保田 寧, 木村 晋也, 末岡 榮三朗 

当院におけるクリオプレシピテートの使用状況と問題

点 
日本輸血細胞治療学会 

藤井 進,野中 小百合,江口 有一郎,末岡 榮三朗 JLAC10 データの 2 次利用事例：MID-NET 事業や震

災時医療資源予測事業へのインパクトと今後の課題 

日本臨床検査医学会学術集会 

西 順也，山本 徒子，栗原 麻希子，橋口 真理子， 

中尾 佳史，横山 正俊，藤戸 博 

子宮頸癌に対するシスプラチンを用いた化学療法後に

レストレスレッグス症候群を呈した 1 症例 

日本臨床腫瘍薬学会学術大会 2015 

濱田さつき, 谷川義則, 濱田 献, 西原仁子, 上村聡

子, 坂口嘉郎 

電気メスにより生じた開心術中の気管損傷 

を抜管後に発見した一例 
日本臨床麻酔学会 第 35 回大会 

四宮宗一郎, 濱田 献, 平川奈緒美 
帯状疱疹の合併が診断を困難にした肺癌骨転移の 1

症例 
日本臨床麻酔学会 第 35 回大会  

江里口誠 佐賀大学における脳卒中診療の現状 武田薬品社内講演 

徳永 翔太・成田 貴行・大石 祐司 
バイオポリマーをマトリックスとする JANUS 型粒子の

調製 
平成 26 年度 物理化学インターカレッジセミナー 

本田 貴浩・高倉 洋一・成田 貴行・大石 祐司 基質応答性を持つ自律振動カプセルの調製と制御 平成 26 年度 物理化学インターカレッジセミナー 

江里口誠 コミュニケーション支援が必要な神経難病の基礎知識 平成 26 年度佐賀県難病医療従事者研修会 
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伊藤 富生 佐賀大学医学部ＲＩ実験施設縮小改修および関連する

変更について 

平成２６年度佐賀大学技術研究会 

末岡榮三朗、栁原克紀 
新規疾患別医療情報管理プログラム Clinilan View の

臨床応用 
平成 26 年度大学病院情報マネジメント部門連絡会議 

横山正俊 子宮頸がんの現状と子宮頸がん予防 HPV ワクチン. 平成 26 年度第 2 回佐賀医学会・日医生涯教育講座. 

野口満 小児の排尿ケアと知っておきたい小児泌尿器科疾患． 平成 26 年度地域保健福祉従事者研修会． 

前田寿幸、城崎幸介、八木ひとみ、東元健、松尾宗

明、副島英伸 

Beckwith-Wiedemann 症候群エピ変異症例におけるイ

ンプリント DMR の包括的メチル化． 

平成２６年度博士課程優秀論文賞公開プレゼンテーシ

ョン 

江里口誠 神経難病の基礎知識(難病医療法の概要について） 平成 26 年度訪問従業者研修会 

浦上宗治 HIV/AIDS における服薬支援 平成 27 年 HIV 検査相談支援研修会 

森加奈恵 共同利用施設における利用登録・機器予約システム

更新の報告 

平成 27 年度 山形大学 機器・分析技術研究会 

寺東宏明 生物界に普遍的な機構の一つである DNA 修復につい

て． 

平成 27 年度 日本動物学会・植物学会・生態学会佐

賀県支部合同シンポジウム 

野口満 知っておきたい小児の排尿ケアと小児泌尿器科疾患． 平成 27 年度杵藤地区母子保健従事者研修会． 

江里口誠 CPSS と KPSS 平成 27 年度佐賀脳卒中病院前救護研修会 

熊本栄一, 藤田亜美, 王 翀, 余 婷, 平尾 崚, 鈴木

里佳 

痛み伝達修飾に働く脊髄膠様質の TRP チャネルの活

性化 – 植物由来物質の構造異性体間での作用の差. 

平成 27 年度生理学研究所研究会「痛みの理解を目

指した先端的アプローチ」 

八坂敏一, Hughes DI, 藤田亜美, 熊本栄一, Todd AJ 
脊髄後角 II 層 vertical cell への抑制性入力に関す

る研究. 

平成 27 年度生理学研究所研究会「痛みの理解を目

指した先端的アプローチ」 

柚木純二 佐賀県に於ける TAVI の近況報告 弁膜症治療懇話会 

森田茂樹 心不全の外科治療の現況 弁膜症治療懇話会 

多田 芳史 関節リウマチにおけるバイオ導入時の注意点 明日の関節ﾘｳﾏﾁ治療を考える会 

多田 芳史 膠原病と関節リウマチにおける治療の進歩 薬剤師継続学習通信教育講座スクーリング講座 

山下力也 北村崇 和田雄太 竹下道範 フォトクロミックロタキサン化合物の開発 有機π電子系シンポジウム 

多田 芳史 新しい難病認定の制度について 膠原病友の会医療講演会 

八坂亮祐・深川裕史・池末睦・早田裕子・大島一里 
ユーラシア大陸におけるカブモザイクウイルス拡散の

起点 
  

村岡聡史・三苫真一郎・八坂亮祐・大島一里 
九州地方における<i>Scallion mosaic virus</i>の遺伝

的多様性 
  

松本 康佑・八坂 亮祐・瀬戸山 保・河野 伸二・大島 

一里 
日本における Pepper veinal mottle virus の初発生   

三苫 真一郎・本田 裕貴・大島 一里 日本産スイセン黄色条斑ウイルスの全塩基配列   

 

外部資金 

代表者氏名 
補助金（研究助成）等の名

称 
種目 研究課題等 

交付金額（千

円） 

副島英伸 科学研究費助成事業 挑戦的萌芽研究 ヒストンメチル化異常症の標的遺伝子探索と病態解明に基づく創薬基盤の確立 1,300 

副島英伸 科学研究費助成事業 基盤研究（Ｃ）（分担） 間葉性異形成胎盤の診断・管理指針作成に関する研究 700 

副島英伸 AMED  
難治性疾患実用化研究事

業（分担） 

エピジェネティック希少疾患の治療に向けた研究および原因未解明な希少疾患に

対する解析技術展開研究 
8,000 

副島英伸 
厚生労働科学研究費補助

金 

難治性疾患等政策研究事

業（分担） 
国際標準に立脚した奇形症候群領域の診療指針に関する学際的・網羅的検討 1,000 

副島英伸 
厚生労働科学研究費補助

金 

成育医療研究開発費（分

担） 
原因不明先天異常・産科異常の総合診断体系の構築 2,540 

副島英伸 群馬大学生体調節研究所 
内分泌・代謝学共同研究

拠点共同研究 
エピゲノム・ゲノム解析による間葉性異形成胎盤（PMD）の原因遺伝子同定 300 

副島英伸 
佐賀大学医学部研究者育

成大型プロジェクト 
  革新的疾患モデル作製技術の確立と学内支援システムの整備 4,000 

東元 健 科学研究費助成事業 基盤研究 （C) 
Sotos 症候群における刷り込み遺伝子制御領域のメチル化異常発生メカニズムの

解明 

1,950 

出原 賢治 科学研究費助成事業 基盤研究（Ｂ）（代表） アレルギー疾患の慢性化機序の解明とそれに対する治療戦略の確立 8,970 

出原 賢治 科学研究費助成事業 挑戦萌芽研究（代表） 次世代ペリオスチン測定キットの開発 910 
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出原 賢治 科学研究費助成事業 基盤研究（A）（分担） アトピー性皮膚炎発症機序の解明 520 

出原 賢治 科学研究費助成事業 基盤研究（Ｃ）（分担） 
ペリオスチンのシグナル伝達機構の解明によるアレルギー性炎症に対する治療

基盤の構築 
130 

出原 賢治 
日本学術振興会学術シス

テム研究センター 

学術研究動向等に関する

調査研究（代表） 

膠原病・アレルギー内科学分野に関する学術研究動向 -膠原病・アレルギー内

科学における病態解明と臨床応用に関する新たな展開- 
1,300 

出原 賢治 
佐賀大学医学部研究者育

成大型プロジェクト 
  ペリオスチンを標的とした線維化形成機序の解明と臨床応用 4000 

有馬 和彦 科学研究費助成事業 基盤研究（Ｃ）（代表） アレルギー性炎症における線維芽細胞活性化の時空間的制御機構の解明 1,690 

有馬 和彦 
平成 27 年度佐賀大学中

期計画実行経費 

医学部研究者育成支援事

業【基礎】 
肥満細胞の異常活性化を呈する新規アトピー性皮膚炎モデルマウスの病態解明 800 

小川 雅弘 
平成 28 年度佐賀大学中

期計画実行経費 

医学部研究者育成支援事

業【基礎】 
ペルオキシダーゼを標的とした新規分子機構による気管支喘息治療薬の開発 800 

布村 聡 科学研究費助成事業 基盤研究（Ｃ）（代表） FcεRI 会合の競合的阻害によるマスト細胞の活性化制御 1,170(321) 

南里 康弘 科学研究費助成事業 
研究活動スタート支援（代

表） 
ペリオスチンのシグナル伝達機構の解明 1,560 

池田義孝 

平成 27 年度科学研究費

助成事業の応募申請に係

るインセンティブ付与 

奨励研究費 N-アセチルグルコサミン転移酵素 III 制御の分子機構 500 

吉田裕樹 科学研究費助成事業 基板研究(Ｃ） 原虫感染に対する CARD9 を介した新規自然免疫活性化経路の解析 1040 

吉田裕樹 科学研究費助成事業 基板研究(Ｂ）（分担） 癌ペプチドを用いた口腔癌の早期診断法およびオーダーメイド免疫療法の開発 200 

吉田裕樹 科学研究費助成事業 基板研究(Ｂ）（分担） 網膜下瘢痕病巣形成メカニズム解明とその治療への応用 200 

三宅靖延 科学研究費助成事業 基盤研究(C) 新規結核菌認識受容体 MCL による獲得免疫活性化機構の解明 1,560 

三宅靖延 
（公財）内藤記念科学振興

財団 

第４７回内藤記念科学奨

励金・研究助成 

結核菌の認識・排除を担う C 型レクチン受容体間の相互作用による安定化機構

の解明 
3,000 

三宅靖延 
平成 27 年度佐賀大学中

期計画実行経費 

医学部研究者育成支援事

業【基礎】 

結核菌の認識・排除を担う C 型レクチン受容体間の相互作用による安定化機構

の解明 
700 

見市（三田村） 文香 科学研究費助成事業 

新学術領域研究（領域提

案型）「マトリョーシカ型進

化原理」 

赤痢アメーバマイトソームの硫酸活性化経路の獲得と寄生適応・病原性との関連

性の解明 
2210 

見市（三田村） 文香 長崎大学熱帯医学研究所 

平成 27 年度長崎大学熱

帯医学研究拠点一般共同

研究 マウス感染モデルを用いた赤痢アメーバ新規病原因子の探索 400 

見市 文香 公益財団法人住友財団  
2015 年度基礎科学研究

助成 
赤痢アメーバ“シスト形成”の制御機構の解明 1500 

西田裕一郎 科学研究費助成事業 基盤研究(C) 
リポ蛋白リパーゼトランスジェニックウサギを用いた抗肥満・抗糖尿病のメタボロミ

クス 
650 
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合島怜央奈 科学研究費助成事業 研究活動スタート支援 TRP チャネルを標的とした口腔癌に対する新規診断・治療法の探索 1430 

本田裕子 

平成 27 年度佐賀大学経

営基盤支援経費事業（奨

励研究費） 

  毛髪のマクロフィブリルを構成するヒトヘアケラチンの機能解析 500 

村田祐造 
平成 27 年度佐賀大学研

究シーズ 
  オキシトシン、バソプレシンによる血糖制御関与の検討 1,200 

八坂敏一 科学研究費助成事業 基盤研究 B（分担） ダメージ関連分子パターン受容体の神経障害性痛における役割  200 

熊本栄一 科学研究費助成事業 基盤研究(C)（一般） 
脊髄後角における痛み伝達のオレキシンによる制御機構のパッチクランプ法によ

る解析. 
3,250 

藤田 亜美 
平成 27 年度佐賀大学中

期計画実行経費 

医学部研究者育成支援事

業【基礎】 
成熟ラット脊髄膠様質における機能性成分クロロゲン酸の鎮痛作用機序の解明 550 

八坂敏一 科学研究費助成事業 挑戦的萌芽研究 脊髄後角局所回路の光遺伝学的操作による痛み・痒み行動の制御. 650 

八坂敏一 科学研究費助成事業 基盤研究（Ｂ） ダメージ関連分子パターン受容体の神経上が異性痛における役割. 11,830 

鬼頭 佳彦 科学研究費助成事業 基盤研究 C 漢方薬に由来するイオンチャネル修飾成分の探索 1,560 

相島 慎一 科学研究費助成事業 基盤研究(C) 肝・胆道癌の発癌・進展における鉄代謝関連蛋白発現調節機構の病理学的解明 1,430 

相島 慎一 科学研究費助成事業 基盤研究(S)（分担） がん幹細胞化に関与する Sphere 形成メカニズムを標的とした革新的治療開発 1,300 

戸田修二 科学研究費助成事業 基盤研究（C） 
胃癌細胞の生存・増殖・浸潤・脂肪滴沈着における脂肪組織の役割とその制御機

構 
1,690 

戸田修二 
佐賀大学学内研究プロジ

ェクト  
  皮膚炎症の制御 1,800 

戸田修二 佐賀大学学内プロジェクト  分担 皮膚炎症の制御 1,500 

戸田修二 科学研究費助成事業 

基盤研究(C) 

 

（分担） 

肝細胞の生存・増殖・分化・脂肪毒性における脂肪組織の役割とその制御機構 300 

青木茂久 科学研究費助成事業 基盤研究（C） 
悪性黒色腫細胞の生存、増殖、遊走、浸潤における脂肪組織の役割とその制御

機構の解明 
1,170 

青木茂久 

JST 研究成果展開事業 

大学発新産業創出プログ

ラム（ＳＴＡＲＴ） 

大学発新産業創出プログ

ラム(START) 
糸状および角膜形状のアテロコラーゲンビトリゲルの治癒効果の検証 500 

青木茂久 
平成 27 年度 医療研究開

発推進事業補助金 

創造的次世代医療実現化

を担う ARO の構築・新規

開発シーズ（シーズ A） 

内視鏡的粘膜層剥離術後の食道狭窄を予防する治療デバイスの開発 4,000 

青木茂久 
平成 27 年度佐賀大学中

期計画実行経費 

医学部研究者育成支援事

業【基礎】 
プラモデル型ミニチュア臓器作製とその臨床応用 1,000 

内橋和芳 科学研究費助成事業 基盤研究（C） 骨髄肥満が骨芽細胞－骨細胞分化系列に与える影響とその制御機構の解明 1,690 

内橋和芳 
平成 27 年度佐賀大学中

期計画実行経費 

医学部研究者育成支援事

業【基礎】 
白血病幹細胞の生存・増殖・維持における骨髄脂肪組織の役割とその制御機構 650 

宮本比呂志 科学研究費助成事業 基盤研究(C) 
細胞内のレジオネラを認識する宿主因子複合体・インフラマソームの分子生物学

的解析 

1040 

(1,448.284) 
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宮本比呂志 東京大学医学部附属病院 受託研究 
細菌付着および感染抑制効果の評価（流体環境下における細菌付着抑制効果の

検討） 
2,500 

宮本比呂志 科学研究費助成事業 

基盤研究(C) 

 

（分担） 

アメーバ共培養法で検出したレジオネラの遺伝子型と棲息環境との関連性解析 50 

宮本比呂志 
評価反映特別経費（病院

機能強化：宮本） 

評価反映特別経費（事業

評価） 
佐賀県薬剤耐性菌サーベイランス事業 1,000 

久木田明子 科学研究費助成事業 基盤研究(C) 膜トラフィッキング制御分子による破骨細胞分化と骨吸 2,080 

久木田明子 科学研究費助成事業 

挑戦的萌芽研究 

 

（分担） 

病的に活性化された破骨細胞のみを標的とする新規骨破壊制御法 800 

久木田明子 科学研究費助成事業 

基盤研究(C) 

 

（分担） 

分泌型 miRNA を介した骨転移癌細胞ー骨代謝細胞間コミュニケーション 30 

枝川亜希子 科学研究費助成事業 基盤研究(C) アメーバ共培養法で検出したレジオネラの遺伝子型と棲息環境との関連性解析 50 

田中恵太郎 科学研究費助成事業 基盤研究(B) 
身体活動と末梢血 DNA メチル化、炎症マーカーおよび生活習慣病リスクのコホー

ト研究 
4,170 

田中恵太郎 科学研究費助成事業 基盤研究(A)（分担） 

生活習慣に影響する遺伝要因の解析とメンデルランダム化による生活習慣病コー

ホート研究 1,170 

田中恵太郎 科学研究費助成事業 新学術領域研究（分担） がん研究分野の特性等を踏まえた支援活動 16,900 

田中恵太郎 がん研究開発費 （分担） 
科学的根拠に基づく発がん性・がん予防効果の評価とがん予防ガイドライン提言

に関する研究 
700 

西田裕一郎 科学研究費助成事業 基盤研究（C） 

リポ蛋白リパーゼトランスジェニックウサギを用いた抗肥満・抗糖尿病のメタボロミ 

 

クス 

650 

 

(1,996) 

西田裕一郎 科学研究費助成事業 挑戦萌芽（分担） ケニア農村地域における女性高齢者ケアに関する人類学的研究 650 

島ノ江 千里 科学研究費助成事業 基盤研究（C) 生活習慣病のリスクを予防する精神ストレスマーカーの疫学的検討 3,770 

松本明子 科学研究費助成事業 若手研究（B) 
肥満・耐糖能異常を合併したアルコール性肝障害における ALDH2 遺伝子多型の

影響 
1040 

多田芳史 
平成２７年度厚生労働科

学研究委託費 

難治性疾患克服研究事業

大腿骨頭壊死症調査研究

班 

 

（研究分担者） 

特発性大腿骨頭壊死症の治療法確立と革新的予防法開発にむけた全国学際研

究 
750 

多田芳史 中外製薬研究助成   
既存の生物学的製剤治療が効果不十分な関節リウマチ患者におけるトシリズマブ

治療に関する有効性および IL-6 変化量の検討 
1,000 

小荒田秀一 科学研究費助成事業 基盤研究（C) 全身性自己免疫疾患に対する新樹 B 細胞標的療法の開発 1,820 

小野伸之 科学研究費助成事業 基盤研究（C) 新規多発血管炎性肉芽腫症モデルマウスの確立 1,950 

小島 研介 科学研究費助成事業 基盤研究 C 白血病 p53 による白血病微小環境の変 調 1,300 
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渡邉（小林）直美 
平成 27 年度佐賀大学中

期計画実行経費 

医学部研究者育成支援事

業【臨床】 
肺扁平上皮がんにおける Discoidin Domain Receptor 2 の機能解析 200 

田中敦史 循環器学研究振興基金 平成２７年度研究助成 ヒト iPS 細胞を用いた時計遺伝子と心血管疾患の分子機構の連関解析 2,000 

藤本一眞 
平成 27 年アストラゼネカ

研究サポート 
  若年健康成人における上腹部症状：男女間での比較 1,000 

坂田資尚 
平成 27 年アストラゼネカ

研究サポート 
  数理学的な画像解析手法を用いた内視鏡による消化器癌鑑別技術の開発 1,000 

藤本一眞 
平成 27 年タケダ・リサー

チサポート 
  若年健康成人における逆流性食道炎：背景因子と臨床症状の検討 1,000 

坂田資尚 
平成 27 年タケダ・リサー

チサポート 
  喫煙が潰瘍性大腸炎に与える影響に関する研究 1,000 

溝口義人 

先進医薬研究振興財団 

平成 27 年度 第 48 回 精

神薬療分野  

一般研究助成 神経炎症における脳神経血管機構（NVU）の関与に着目したうつ病の病態解明 1,000 

松尾宗明 
厚生労働科学研究費補助

金 

難治性疾患等政策研究事

業（分担） 
早老症の実態把握と予後改善を目指す集学的研究． 500 

松尾宗明 
厚生労働科学研究費補助

金 

難治性疾患等政策研究事

業（分担） 

神経皮膚症候群に関する診療科横断的検討による科学的根拠に基づいた診療

指針の確立． 
900 

松尾宗明 科学研究費助成事業 基盤研究（C）  人工多能性幹細胞を用いたもやもや病の病因病態解析と治療法の開発． 1,820 

松尾宗明 科学研究費助成事業 基盤研究（C） （分担） 
生体適合性脂質輸送担体の脳室内投与によるニーマン・ピック病 C 型治療の最

適化． 
100 

松尾宗明 
日本医療研究開発機構

（AMED） 

「ICT を活用した診療支援

技術研究開発プロジェク

ト」（分担） 

注視点検出技術を活用した発達障がい診断システムの開発． 2,000 

大塚泰史 科学研究費助成事業 基盤研究（C） ゲノムワイド父性ダイソミーの分子病態に関する研究． 1,690 

大塚泰史 
平成 27 年度佐賀大学中

期計画実行経費 

医学部研究者育成支援事

業【臨床】 
造血幹細胞移植後血栓性微小血管症における補体機序の解析． 600 

平木将紹 
平成 27 年度佐賀大学中

期計画実行経費 

平成 27 年度佐賀大学中

期計画実行経費 
変異型 p53 が胃癌転移形式に及ぼす影響 1,000 

井手貴雄 
平成 27 年度佐賀大学中

期計画実行経費 

医学部研究者育成支援事

業（臨床） 

腫瘍内微小環境下におけるエネルギー代謝制御を標的とした新規膵癌治療の開

発 
600 

伊藤 学 科学研究費助成事業 基盤研究（B) 新規組織工学による次世代型血管外科再生治療法の開発 1,560 

伊藤 学 
高血圧と冠動脈疾患研究

会 
  バイオ 3D プリンタを用いた血管組織構築 50 

伊藤 学 日本透析医会  JADP Grant2015-13 バイオ 3D プリンタを用いた次世代型透析用人工血管の開発 2,000 

森田 茂樹 科学研究費助成事業 基盤研究（B) 新規組織工学による iPS 細胞からの心臓血管臓器再生療法の開発 4,550 

森田 茂樹 
医学部研究者育成大型プ

ロジェクト 
  

細胞のもつ自己組織化能の解明および iPS 細胞由来機能的 3 次元組織を構築

する技術の開発 
4,000 
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迎 洋輔 科学研究費助成事業 若手研究（B） 
組織工学を用いた iPS 細胞由来心筋組織の神経細胞配合による心機能改善効

果の検討 
2,080 

野口 亮 科学研究費助成事業 挑戦的萌芽研究 ヒト幹細胞由来機能的 3 次元心筋組織構築法の開発 1,430 

野口 亮 科学研究費助成事業 若手研究（A) ヒト幹細胞から機能的 3 次元心筋組織の構築法および移植法の開発 3,770 

柚木 純二 科学研究費助成事業 基盤研究（C) 
診断群分類包括評価データを用いた従来手術と新たな低侵襲手術の費用対効果

の比較 
1,820 

野口満 
国立長寿医療研究センタ

ー 

平成 27 年度長寿医療研

究開発費 
排尿障害を有する要支援・要介護高齢者の排尿自立に関する研究 900 

横山正俊 科学研究費助成事業 基盤研究（C） 
緑茶カテキンのがん細胞殺傷のしくみに基づいた新しい子宮頸部病変治療法の

開発 
1040 

石川 慎一郎 科学研究費助成事業 若手研究（B) siRNA・アテロコラーゲン複合体を用いた全く新しい緑内障治療薬の開発 1170 

島津倫太郎 科学研究費助成事業 基盤研究(C) 胃酸逆流と気道疾患-動物モデルを用いた検討- 1950 

石川 亜佐子 
平成 27 年度佐賀大学中

期計画実行経費 

医学部研究者育成支援事

業【臨床】 
神経損傷から神経障害性疼痛への進行をトリガーするメカニズムの解明 1000 

檀上 敦 科学研究費助成事業 基盤研究（Ｃ） 口腔癌の骨浸潤モデルにおけるカテプシンＫ阻害剤の機能解析 2600 

山下佳雄 科学研究費助成事業 基盤研究（C） 舌癌患者に対する間葉系幹細胞を用いた新たな舌再建法の確立 910 

山下佳雄 
平成 27 年度佐賀大学中

期計画実行経費 

医学部研究者育成支援事

業【臨床】 
口腔粘膜疾患、特に白板症あるいは扁平上皮癌における TRPV3 の働き 600 

太田 昭一郎 科学研究費助成事業 基盤研究（B）（分担） アレルギー疾患の慢性化機序の解明とそれに対する治療戦略の確立 130 

太田 昭一郎 科学研究費助成事業 基盤研究（C） 
ペリオスチンのシグナル伝達機構の解明によるアレルギー性炎症に対する治療

基盤の構築 
1,690 

太田 昭一郎 
平成 27 年度佐賀大学中

期計画実行経費 

医学部研究者育成支援事

業【臨床】 
ペリオスチンアイソフォームの特異的検出による線維化疾患診断システムの開発 600 

小網博之  科学研究費助成事業 基盤研究（C） 自己細胞由来人工皮膚グラフトを用いた重症熱傷治療法の開発 1,170 

山田クリス孝介  科学研究費助成事業 基盤研究（B） 地域救急医療の質の向上に質する科学的証拠の構築に関する研究 7,280 

山田クリス孝介 
パブリックヘルス化学研究

助成金 
  ストレスケア実施に対する認知変容効果の検討 1000 

本田裕子 
平成 27 年度佐賀大学経

営基盤支援経費事業 
奨励研究費 毛髪のマクロフィブリルを構成するヒトヘアケラチンの機能解析 500 

河野史 科学研究費助成事業 基盤研究（C）（一般） 
母子分離による脳の形成不全に対する代理母の効果－ラットを用いた形態機能

学的解析 

2080 

柿原奈保子 科学研究費助成事業 若手研究(B) 
精油を用いた看護技術のエビデンス確立−照射性潰瘍に対する治癒力促進のメ

カニズム− 
650 

新地浩一 医学部国際交流基金 
看護学生海外留学派遣経

費 
台湾・輔仁カトリック教大学看護学部との夏季交換留学プログラム 

400 

相島 慎一 科学研究費助成事業 基盤研究(C) 肝・胆道癌の発癌・進展における鉄代謝関連蛋白発現調節機構の病理学的解明 

1,430 

相島 慎一 科学研究費助成事業 基盤研究(S)（分担） がん幹細胞化に関与する Sphere 形成メカニズムを標的とした革新的治療開発 

1,300 

北村二雄 科学研究費助成事業 基盤研究（C)  フッ素化反応の原料転換を目指した新規フッ素化反応の開発 4,940 
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高椋利幸 科学研究費助成事業 基盤研究（C)  軟 X 線分光法によるイオン液体中の金属錯体の構造と電子状態 800 

高椋利幸 
佐賀大学中期計画推進経

費  

大学院工学系研究科長経

費 研究活性化事業 

イオン液体－分子性液体混合溶液を電解液とする色素増感太陽電池に関する研

究 
2,500 

辻田有紀 科学研究費助成事業 若手研究(B) 植物の菌根菌遷移への適応戦略とその進化過程の解明 2,340 

兒玉浩明 科学研究費助成事業 基盤研究（C)  単量体と二量体の動的平衡状態にある GPCR が伝達する生物活性情報の特定  1,000 

兒玉浩明 
独立行政法人科学技術振

興機構（JST) 

A-STEP シーズ顕在化タ

イプ 
N-Myc 発現抑制・分解促進に基づく 神経芽腫の悪性形質低下誘導療法の開発  1,014 

森貞真太郎 科学研究費助成事業 基盤研究（C)  
高分子ブラシによる表面改質を利用した非最密充填コロイド粒子膜の創製とその

構造制御 
1,560 

森貞真太郎 
財団法人ホソカワ粉体工

学振興財団研究助成 
  温度応答型界面活性マイクロゲルの開発 900 

穴井 豊昭 
国立研究開発法人 日本

医療研究開発機構 
ナショナルバイオリソース

プロジェクト（NBRP） 

ミヤコグサ・ダイズリソースの国際的拠点形成 3,000 

穴井 豊昭 受託研究 農林水産省   ダイズの変異リソースの作出とスクリーニング 1,670 

穴井 豊昭 共同研究   各種大豆の品質評価に関する研究 950 

藤澤知績 科学研究費助成事業 若手研究(B) aman 光学活性に基づく生体内反応の立体構造ダイナミクスの観測 4,290 

徳田 誠 科学研究費助成事業 若手研究(B) 植物と昆虫の形質多型に着目した生物における資源配分戦略の解明 1,000 

大島一里 科研費 挑戦的萌芽 挑戦的萌芽研究 植物ウイルス病原体間の共進化機構の解明 1,500 

北垣浩志 科学研究費助成事業 基盤研究（C)  メタボロームのずれをミトコンドリアで補正 5,000 

髙島千鶴 科学研究費助成事業 若手研究(B) 
微生物代謝効果から読み解く温泉堆積物のミクロスケール縞状組織の生成プロ

セス 
910 

鈴木章弘 科学研究費助成事業 基盤研究（B)  ダイズ窒素固定関連遺伝子 SEN1 の多様性と収量性に与える影響 2,300 

鈴木章弘 科研費 挑戦的萌芽 挑戦的萌芽研究 
光伝送によって地上部から根へ到達した遠赤色光が微生物共生を促進する可能

性 
1,800 
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（５）センター教職員による業績および外部資金 

 

原著論文     

著者名 題目 雑誌名，巻，号，頁 
＊Nishijima K, Kitajima S, Koshimoto C, Morimoto M, 

Watanabe T, Fan J, Matsuda Y 

Motility and fertility of rabbit sperm cryopreserved using soybean 

lecithin as an alternative to egg yolk. 

Theriogenology 84: 1172–1175 

松久 葉一 精神的ストレスモデルマウスの血小板機能 九州実験動物雑誌 31: 5-9 

Kudo K, Ito H, Ihara S, Terato H Quantitative analysis of oxidative DNA damage induced by high-voltage 

pulsed discharge with cavitation. 

J Electrostat, 73: 131-139 

Tokuyama Y, Furusawa Y, Ide H, Yasui A, Terato H Role of isolated and clustered DNA damage and the post-irradiating 

repair process in the effects of heavy ion beam irradiation. 

J Radiat Res, 56: 3, 446-455 

Kudo K, Ito H, Ihara S, Terato H Oxidative DNA damage caused by pulsed discharge with cavitation on 

the bactericidal function. 

J Phys. D. Appl Phys, 48: 365401 

猪原哲，伊藤博徳，小林倫宣，井上侑子，寺東宏

明，玉川雅章 

水中キャビテーション・放電プラズマ併用方式によるプランクトンおよび大

腸菌処理． 

電気学会論文誌 A（基礎・材料・共通部門誌），135 

(6) 357-365 

Kohzo Kanda, Kaede Nakashima, Yukio Nagano 
Complete Genome Sequence of Bacillus thuringiensis Serovar Tolworthi 

Strain Pasteur Institute Standard 

Genome Announcements July/August 2015 vol. 3 

no. 4 e00710-15 

長尾誠也、久米川雅志、兒玉宏樹、寺島元基 
北海道東部の湿原を流れる別寒辺牛川水系における溶存有機物と溶存

鉄の流出挙動 
低温科学、74, 1, 1-12 

Takeshi Kawano, Masasuke Ryuda, Hitoshi 

Matsumoto, Masanori Ochiai, Yasunori Oda, Teiichi 

Tanimura, Gyorge Csikos, Megumi Moriya and Yoichi 

Hayakawa 

Function of desiccate in gustatory sensilla of drosophila melanogaster Scientific Reports, 5:17195 

 

総説・資料・解説・論説・研究報告・総合雑誌の論文 

著者名 題目 雑誌名，巻，号，頁 
＊Fan J, Kitajima S, Watanabe T, Xuc J, 

Zhang J, Liu E, Chen YE 

Rabbit models for the study of human atherosclerosis: From pathophysiological 

mechanisms to translational medicine. 

Pharmacology & Therapeutics 146: 104-119 

永野幸生・飯笹英一 相同組換えで色々できちゃう DNA クローニング 生物工学会誌 2015 年 第 93 巻 第 10 号 

623-626 

永野幸生 遺伝子組換え実験に関わる大学遺伝子協の活動 バイオサイエンスとインダストリー 2015 年 73

巻 6 号 490-493 

 

 

一般講演・招待講演・特別講演（学会シンポジウム等での講演を含む） 

発表者 題目 学会（会議等）名 

○Nishida, Y, Nishijima, K., Mi-ichi, F., 

Yamada, Y., Tanaka, H., Fan, J., 

Kitajima, S., Tanaka, K. 

Metabolomic profiling reveals muscle metabolites that are associated with favorable 

glucose, lipid and energy metabolism in lipoprotein lipase transgenic rabbits. 

5th ICCR Congress on Chronic Societal 

Cardiometabolic Diseases 

Terato H, Kudo K, Mori K, Tokuyama 

Y, Tanaka H, Saito T 

Clustered and isolated oxidative DNA damages induced by atomic reactor neutron 

radiations. 

15th International Congress of Radiation 

Research  

Tokuyama Y, Furusawa Y, Ide H, Yasui 

A, Terato H 

Clustered DNA damage by heaby ion beams irradiation and the post-irradiating repair 

process. 

15th International Congress of Radiation 

Research  

*西垣みなみ， 秋吉俊明，南志穂，松

尾完，池田聡，上田泰子，福嶋倫子，

山口敦巳，岡本純英 

胚盤胞および初期胚の形態的評価からみた移植胚の選択 第 18 回日本 IVF 学会 

*西垣みなみ， 秋吉俊明，南志穂，松

尾完，池田聡，上田泰子，松尾恵子，

佐藤春菜，海端彩乃，小林奈央子，福

嶋倫子，山口敦巳，岡本純英 

初期胚の形態的評価および胚発生速度良好胚盤胞移植の臨床成績に及ぼす影響 第 33 回日本受精着床学会学術講演会・総会 
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寺東宏明、工藤健一、伊藤博徳、猪原

哲 
水中放電プラズマによって生じる DNA 損傷とその変異原性． 日本環境変異原学会 第 44 回大会 

秋吉俊明、松久葉一、江里口理嘉、森

本正敏、北嶋修司 
クライオトップを用いたウサギ桑実胚の凍結における凍結保存液の検討 第 33 回九州実験動物研究会総会 

*松尾完，秋吉俊明，南志穂，西垣み

なみ，池田聡，山口敦巳，岡本純英 

胚盤胞保存に至るまでの培養時間および収縮回数が保存胚盤胞移植の臨床成績に与える

影響 
第 72 回九州沖縄生殖医学会 

寺東宏明 生物界に普遍的な機構の一つである DNA 修復について． 
平成 27 年度 日本動物学会・植物学会・生態

学会佐賀県支部合同シンポジウム 

伊藤 富生 佐賀大学医学部ＲＩ実験施設縮小改修および関連する変更について 平成２６年度佐賀大学技術研究会 

森加奈恵 共同利用施設における利用登録・機器予約システム更新の報告 
平成 27 年度 山形大学 機器・分析技術研究

会 

永野 幸生, 中嶋 楓, 神田 康三 苦労続きのバチルス・チューリンゲンシス亜型 tolworthi の全ゲノム配列決定 
NGS 現場の会 第四回研究会, つくば国際会

議場, 2015.7.1-7.3 

○宮本隼 1 、厨子圭介 2、兒玉宏樹

3、宮島徹 1 
ダム底泥及び Fe 資材添加におけるイネの生育促進効果 日本腐植物質学会 第 31 回講演会 

智和正明 1、東直子 1、大槻恭一 1、

兒玉宏樹 2、宮島徹 2、 

竹田一彦 3、佐久川弘 

窒素飽和した森林から流出する渓流水から光化学的に生成するヒドロキシルラジカルの発

生源の定量評価 
地球化学会 

龍田勝輔、田渕未来、早川洋一 熱ストレスによるショウジョウバエの摂食行動と味受容体遺伝子発現量の変化 味と匂学会第 49 回大会 

 

外部資金     

代表者氏名 
補助金（研究助

成）等の名称 
種目 研究課題等 

交付金額

（千円） 

北嶋修司 科学研究費助成事業 基盤研究（C） 
疾患モデルウサギの系統保存のための胚凍結技術の確立と凍結胚に

よる系統保存の実施 
1,690 

北嶋修司 科学研究費助成事業 
基盤研究（B）（分

担） 

遺伝子改変ウサギモデルによる動脈硬化の発生におけるアポ蛋白 CIII

の機能解析 
1,000 

寺東宏明 科学研究費助成事業 基盤研究（C） 
放射線誘発塩基損傷クラスターの量的・質的解析による放射線生物効

果の機構解明 
1,170 

近藤敏弘 科学研究費助成事業 挑戦的萌芽研究 
シックハウス症候群に対する高感度プローブとしての DNA 付加体損傷

の解析 
     654 

森加奈恵 科学研究費助成事業 奨励研究 デジタル PCR を用いた DNA 損傷分析法の確立 500 

永野幸生 科学研究費助成事業 基盤研究（C） 
次世代 DNA シークエンサーによるカンキツおよびその近縁植物の遺伝

的分化過程の解析 
1,200 

兒玉宏樹 株 式会社大石膏盛堂 共同研究経費 ポ リアクリル酸水溶液中におけるリドカイン溶解状態の 検 証  1,000 

兒玉宏樹  株 式会社眞﨑商店  共同研究経費 鉄 理論による藻場育成プランテーションシステムの試作開発 700 

兒玉宏樹 電力中央研究所 共同研究経費 有 機物特性評価による地下水混合の評価法検討 1,500 
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９. 外部評価委員による評価結果・意見                            
 

本年度は外部評価を実施していないため、評価結果および意見も無し。 


